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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　九月──夏休みが終わり、二学期が始まった。平年ならだらけきった夏休みが名残惜しくて八月三十一日には枕を濡ぬらしているところだが、今年は違う。そもそも夏休みにちっともだらけることができなかったから、学校がはじまってもさしたる落ち込みはなかったのだ。

　俺ら、反恋愛主義青年同盟部はこの夏休みをほぼ丸々費やして、この新学期に向けて恋愛至上主義者らを完膚なきまでに粉砕すべく準備を重ねていた。

　そして新学期早々、その長く苦しかった運動準備の成果を、リア充の、そして恋愛至上主義を翼賛する生徒会の眼前につきつけた。

　九月一日、始業式の日。夏休みの終わりを嘆く憂鬱な顔で教室を訪れた学園の生徒たちは、我々の作成したビラがひとりひとりの机上に置かれているのを見て、その内容に感動・自らの夏休みの行いを反省し、滂ぼう沱だと涙を流しつつ、『もう恋愛になど現うつつを抜かしません』『恋愛なんていうのは、洗脳に過ぎなかったのね』と口々に懺ざん悔げの言葉を呟つぶやいたのだった。

　そのビラの内容は、こうである。






浮かれきった夏休みを過ごした恋愛至上主義者を糾弾する!!




　恋愛至上主義に耽たん溺できする諸君!!　諸君らは如い何かような夏休みを過ごしただろうか？　気心の知れた仲間たちと遠出して、学期中にはできない宿泊を交えたレジャーにいそしんだ者。二度とは来ぬこの高校生の時期、人生のうち最も肉体的に充実したこの時に恋人と海で過ごす──そんな陶酔に浸った者もいるだろう。夏祭りにでかけた者も多く有るはずだ。普段は拝むことのできぬ恋人の浴衣ゆかた姿を堪たん能のうし、祭りという非日常の世界を楽しんだことだろう。

　また、花火大会に繰り出した者もいるにちがいない。夜空に咲く大輪の花、それに見とれる恋人のその横顔に、自分は見とれてしまう……そんな贅ぜい沢たくを楽しんだはずだ。

　諸君らの楽しかった夏休み──しかし我々は、諸君らのその『充実』に抗こうして、敢えてこう言わねばならない。

　その享楽は、全て幻想である。マヤカシである。諸君に掛けられた洗脳が脳内に映し出す虚像にすぎないのである。諸君らが褒めそやし夢中になり必死で摑つかみとろうとするその『恋愛』なる概念は、実は正体のない空虚な幻想にほかならないのだ。

　我々、反恋愛主義青年同盟部は昨年の活動開始より一貫してこのことを主張しつづけてきた。しかし恋愛に脳を侵されきった諸君らは我々の主張を『非リア充の僻ひがみ』として冷笑に付し、耳を傾けてこなかった。

　諸君らにもう一度問おう──本当に諸君らは、夏休みを満喫したのか？　友達と、恋人と、楽しく過ごした日々のことを諸君らは挙げ、我々のその問いに応えるだろう。だがそこで、気付くべきなのだ。諸君らのその『楽しかった思い出』は社会通念の上に打ち立てられたものにほかならず、人間に備わる本性的なものでは決してない。仮定してほしい──もし自分だけが、みながワイワイとやっているその場にいなかったら？　諸君らの主張が正しい、皆といる時間を楽しんでいるというだけなのであれば、その場にいないことによってその分の『楽しさ』を享受できない、というだけにとどまるはずだ。しかし、気付く──諸君らのいう『楽しかった思い出』において、『その場にいない』ということは、ゼロを通り越してマイナスに作用する性質のものであると。『あいつ、なんで今日来てないの』『ノリ悪いよな』『ウチ思ってたんだけどさー、アイツちょっとイタくない？』『わかる～』『それな』。不在時にこのようなやりとりが行われる可能性──諸君らは常にそれに、怯おびえなくてはならないのだ。そしてマイナスからはじまっているからこそ、大して面白くもない、自分を喜ばせるものでないのにもかかわらず、『充実』を感じるようになってしまう。大した奴隷根性ではないか！　恋人と二人で出かけるのにしても、他の人間と彼／彼女との接触を断つため、という側面を否定出来ないだろう。

　我々は諸君らに、心からの同情を贈る。諸君らはこの社会に、『充実』という害悪に、『恋愛』という災厄に、苛さいなまれているのだ。

　そして我々は、諸君らをその負のスパイラルから救い出したいのである。世界を蝕むしばむ『充実』の悪循環から抜け出すためにはどうすれば良いのか？　ひとりひとりの心がけ？　──そんなものでは、この問題は解決しない。既に見たように、ひとりが『仲間の輪』から抜けだそうとすれば、彼は迫害され、物質・精神の両面に於おいて被害を受けることだろう。それが『仲間』であり、恋愛至上主義社会を成立させる悪魔のような監視のシステムなのだ。

　このシステム全体を、一気に破壊し尽くすこと──革命を措おいて他に、諸君らを縛る鎖を断ち切る方法は無いのだ！

　まず手始めに、我々はこの学園に於おいて相互監視システムのお目付け役となっている生徒会を革命的に打ち倒すことで、非リア充独裁をうち立てる。そしてこの学園を拠点として革命を世界に押し広げていくのだ。

　生徒会に告ぐ。もはや貴様らが恋愛至上主義の門番・大たい性せい欲よく賛さん会かいの息がかかっていることは火を見るより明らかとなっている。我々は生徒会のこれまで行おこなってきた専横を、決して許しはしない。平和に暮らそうとする一般生徒を煽あおって恋愛至上主義に染め上げ、『仲間』という相互監視の枠内に縛り付け、ただ『ウェイ』『それな』としか言えない廃人同然にしてしまった例を、これまで我々は無数に見てきた。

　これは最後通告である。近日中に貴様らが行動を改め、自己批判を行い、我々及び生徒らに謝罪しない限り、我々はこの振り上げられた階級的怒りの鉄てつ鎚ついを、一切の躊ちゆう躇ちよなく、無慈悲に振り下ろすであろう。我々は生徒会の貴様らを一人残らず殲せん滅めつしこの学園から恋愛至上主義を放逐するまで、決して闘いの手を止めることはない。

　そしてその闘いの幕は、学園恋愛至上主義の祭典・文化祭に於おいて切って落とされるであろう。

　諸君、革命の機は今まさに熟せんとしている！　時は満みち潮しおだ、いま蜂起せずして、いつするというのか？　我々は常に同志を求めている。共に恋愛至上主義という巨悪に打ち勝つために、戦おうではないか!!








　夏休み明けの最初の登校。生徒たちは、ある者は真っ黒に日焼けし、ある者は「やべー宿題やってねーわー」と級友に謎の虚偽申告をして牽けん制せいしながら、またある者は夏休みに入る前の地味な様子からは想像もつかないほど派手な身なりになって言葉の端々に恋人の存在をちらつかせながら、教室に入ってくる。そして机の上に置かれている我々のアジビラの内容に恐れ慄おののき、口々に呟つぶやいていた。

「マジかよ……せっかくの楽しい夏休みに、こんなのシコシコ作ってたのか……」「やべーこいつらガリ勉っぽいし、俺とは違って宿題やってるんだろうなー、俺とは違って」「ま、この人たちの気持ちも分からないでもないかな。やっぱカレシとかいないと、ネガティブになっちゃうよね～分かる分かる。アタシも夏休み前まではそーだったかもー」

　最後の奴やつ、夏休みに恋人が出来たからって余裕ぶっているが、先学期までお前がオタク女子の大人しめなグループで、登場人物の男がやたらと暗い過去やコンプレックスを持っていたりする女性向けソーシャルゲームの話題に花を咲かせていたのは知ってるんだからな。まだ通学カバンに缶バッヂが残っているぞ。

「ふふ……やはりなかなかの好反応だな。皆、我々の周到な準備に震え上がり、この崇高な思想に理解を示す者さえ出てきはじめている。革命の日は近いぞ!!」

　俺の机に両手を掛けて勢い込み、しかし小声でそう話すのは、反恋愛主義青年同盟部議長・領りよう家け薫かおるだった。なんだか解釈がポジティブすぎる気がしたが、敢あえてそれを指摘するような野暮な真ま似ねはしない。

「そうだな、領りよう家け。革命が着々と近づいてくるその足音が、はっきりと聞こえてきている。リア充を粉砕し恋愛という幻想を完膚なきまでに打ち砕く日も、もうすぐそこだ」

「うむ、うむ」

　領りよう家けが嬉うれしそうに頷うなずくと、その長くしなやかな黒髪が揺れ、甘い匂いが漂ってくる。俺が反射的にのけぞると、領りよう家けは、

「高砂たかさご、どうした？」

　と不思議そうに言って、顔をさらにこちらへ、ずい、と近づけてきた。その香りがさらに強く感じられる結果となってしまい、背中に汗がにじむ。

「……いや、なんでもない」俺は誤魔化すように早口で言った。「そう、必ずや反恋愛革命を成し遂げ、我らが反恋愛主義青年同盟部の悲願・全人類非リア充化を達成しよう！」

「その意気だ！　……ところで」

　領りよう家けはそれだけ言った後で口をつぐみ、言葉を探すように俯うつむいてまばたきを何度かした後、意を決したように話し始めた。

「……は、反恋愛革命が本当に達成された暁あかつきには……我々は、反恋愛主義青年同盟部は、どうなるんだろうな」

　そんな心配をしなければいけないほどにすぐ達成されるとは思えないが、確かに面白い問題ではある。

「それはやはり……解散、ということになるんじゃないか。あくまで俺らはリーダーシップをとって革命の契機をつくるだけ、それ以降もずるずると権力を握り続けたりしたら、それはまた新たな腐敗の温床となる可能性があるからな」

「そ、そうだよな。それでは……我々の部のメンバーは……、例えば、私と高砂たかさごとは、離れ離れになってしまうのだろうか……？」

「…………」

　俺が黙りこむと、領りよう家けは不安な面持ちで目を泳がせ、また俯うつむいてしまった。

「ま、まぁ……個人的に会ったりする分には、全然問題無いだろ。普通に、友人同士、ということで考えればいいんじゃないか」

「う、うむ、それもそうだ。ゆ、友人……だからな」

　領りよう家けは何か引っかかりを感じていたようだが、とりあえず表情は明るくなって、顔を上げた。

　と、ちょうどそんなタイミングで、黒板の上に備え付けられたスピーカーから、連絡放送を告げるチャイムが鳴った。始業前に何か全校生徒へ向けて連絡が入るというのは、かなり珍しいことだ。

『全校生徒の皆様、生徒会から一点注意を促させていただきます』

　スピーカーから流れ始めたその声は、我々の憎き敵である生徒会の親玉・宮みや前まえのものだった。劣悪な放送環境にあってもよく通って聞こえるその声は、人民を統すべる者として生まれ育った彼女の素性を端的にあらわしている。

『今朝登校なさって机の上に置かれたビラに気づいた方も多いかと存じます。それは非リア充暴力集団が勝手に撒まいた宣伝ビラであり、決して生徒会が許可した頒布物ではございません。紙面に目を通すことなく、必ず即座に廃棄してくださるよう、ご協力をお願い申し上げます。

　生徒の皆様におかれましては、昨日までの夏休みを級友と、部活の仲間と、そして大切な恋人と、思う存分に満喫されたことと思います。非リア充暴力集団の彼ら・彼女らは、しかしそのような楽しい夏季休暇を過ごすことができず、せめてもの鬱憤晴らしとして、このような愚挙に及んでいるのでしょう。どうか皆様、このような低レベルな集団の妄言に惑わされることがないようにしてください。彼らに加担しようものなら、楽しいはずの高校生活三年間は、またたく間に灰色に染め上げられることでしょう。そして十年、二十年後に、四畳半のアパートで独りカップラーメンを啜すすりながら、恋人のいなかったこれまでの半生を振り返り、その選択を後悔するのです！　その時になってからでは、もうなにもかもが手遅れなのです!!

　私わたくしたち生徒会は、生徒の皆様が選択を誤らないだけの十分な知性の持ち主であると、そう信じております。くれぐれも彼らに協力することなどないように。

　なお、彼らは文化祭におけるテロの予告とも取れる文章を載せていますが、その点についてはどうぞご安心ください。生徒会は戦力を増強し、例年とは比較にならないほどの厳重な態勢で皆様をお守り申し上げます。去年とかわりなく──いえ、いつにもまして盛り上がる、最高の文化祭を共に創りあげていきましょう！』

　宮みや前まえがそう言い切ると、スピーカーから拍手の音が流れてきた。背後に生徒会執行部でも控えさせているのだろう。我々の放送室襲撃を警戒しているのかもしれない。

　スピーカーの拍手につられて教室でも手を叩たたく音が聞こえたが、まばらだった。宮みや前まえのあの熱血についていけない生徒も、やはり多くいるのだろう。

「あの女！　我々を小馬鹿にして……」領りよう家けは唇を嚙かみ締しめながら、スピーカーをじっと睨にらみつける。「風ふ呂ろ無し便所共同の四畳半の木造アパートで、独りプライベートブランドの安いカップラーメンなどと……」

　そこまでは言っていなかった気がするが、もう彼女の脳内では映像が克明に浮かんでしまっているのだろう。苦り切った顔をしている。

「なに、極端に悲惨なことを言って民衆を脅すという、いつもの奴やつらの手口じゃないか。それに、独りでカップラーメンを啜すするなんてありえない、苦境に立たされているとしても俺も必ずその側そばにいるはずだ」

　宮みや前まえは忘れている──我々が個人の限界を超えて連帯する運命共同体ゲマインシヤフトだということを。反恋愛主義青年同盟部の結束力を甘く見てはいけない。カップラーメンくらい、いつだって一緒に啜すすってやる。

　と、領りよう家けを見ると、なぜか顔を真っ赤にしていた。

「……そ、それは……そういう解釈でいいんだよな……？　よ、四畳半の部屋で、その……」

「何を言っているんだ？　俺らは苦楽を共にすると誓い合ったじゃないか」

　そう、反恋愛主義青年同盟部に入るということは、個人としての利害を捨て、部のために、仲間のために、そしていつか成し遂げる反恋愛革命のために、献身的に働くということなのだ。

「お、お前がそこまで考えているとは、思っていなかった」領りよう家けはさらに顔を赤くして、上ずった声で言った。「ちょっと面食らったが、そ、その……嬉うれしい」

　領りよう家けはそれだけ言い残すと、手で顔を隠しながらふらふらと自分の席まで歩き、机に突っ伏してしまった。きっと俺の反恋愛戦士としての覚悟のほどを知り、感動に涙しているのだろう。




　　　　◯




　放課後、反恋愛主義青年同盟部の地下アジトには、いつものメンバーが集まってきていた。

「夏休みが……おわ……終わ……」

　机にでろんと上体を預けながらこの世の終わりのような声を漏らしているのは、俺と同じ二年生部員の西にし堀ぼりだ。インドア派の彼女にとって夏休みは天国のような一ヶ月に違いないが、今年は反恋愛主義青年同盟部の活動で忙しかったから思うように羽を伸ばすこともできなかっただろう。しかし夏のイベントにはちゃっかりと参加していたらしく、本棚の所々に戦利品がトラップ的に仕掛けてある。一応全年齢向けで、西にし堀ぼりなりに配慮はしているらしい。

「学校もいいものですよ。朝、登校すべき決められた時間があると、崩れがちな生活リズムも戻ってきますし」

　そう言って応じたのは、同じく二年生部員、瀬せヶが崎さきだ。なんだか聞いたかぎりでは爽やかな印象を与える返答に違いないが……おそらく集団登校する小学生を眺めるのを日課にでもしているのだろう。夏休みは近所で行われているラジオ体操に毎日律りち儀ぎに通っていたらしいが、近頃の子供はあまり参加してくれないのだと嘆いていた。頼むから一線だけは越えてくれるなよ。

「まだあと九日もあるよ、みんな気が早いな～」

　時刻表を手にそんな寝ぼけたことを言っているのは、唯一の三年生部員・神しん明めいさんだ。確かに夏の青春18きっぷは九月十日まで有効で、彼女はそれを夏休みの終わりと定義しているのだろう。のんびりとした人だが、時刻表を繰る手は長年の練達を思わせる素早さだ。今シーズンの余った分をいかに利用するか計画を立てているに違いない。

「僭せん越えつながら申し上げます！　この国の長久の発展を願い邁まい進しんしている我々に、そもそも休みなどなかったではありませんか！　反恋愛主義青年同盟部の七曜表は月月火水木金金、長期休暇など以もつての外ほかなのです!!」

　そんなある意味気合の入った発言をしたのは、今年の四月に入部した新入生の天あま沼ぬまだ。

　こうしていつもの光景が繰り広げられているわけだが……例によって領りよう家けがいない。風紀委員として生徒会に呼び出されたらしく、放課になった直後に俺とは別れた。そのときは、うまく生徒会から情報を引き出してきてみせると息巻いていたが……少し遅い気がする。

　連絡を入れようと携帯を取り出した──その瞬間、地下部室の鉄てつ扉ぴが、バンッ、と轟ごう音おんを立ててはね開けられた。そんな状況だが、部室の中は誰ひとりとして動じる者はいない。いつものやつだ。

「リア充爆発しろ!!」

　そんな怒号とともにズカズカと足音けたたましくアジトに入ってきたのは、他でもない、反恋愛主義青年同盟部議長・領りよう家け薫かおるだった。

　教室の中では、何かいいことでもあったのか一日中すこぶる機嫌の良かった彼女だが、今やもうリア充の殲せん滅めつを固く心に誓った反恋愛革命戦士の顔になってしまっている。難儀な性格だ。

「……今日はどうしたんだよ」

　もはやルーチンワークと化しているそんな問いを俺が放ると、領りよう家けもまたいつものように深々と頷うなずき、そして早口で事の経緯を話し始めた。

「放課後、生徒会での用事を終えた私は、部室でどんなことを話そうかと思案しながら、軽快な足取りで廊下を歩いていた。夏休みにも学校に詰めていたとはいえ、二学期始業の今日、ひとつの節目としてしっかりと部員に檄げきを飛ばす必要を感じていたのだ。私は朝の作戦成功を受けて反恋愛運動の洋々たる前途に思いを馳はせ、胸を高鳴らせていた。

　そんなとき、暗雲が立ち籠めてきた──廊下の向こう側から、一年生の時のクラスメイトが歩いてきたのだ。旧クラスの同級生──我々非リア充にとって、彼ら彼女らほど心臓を痛めつけるものはない。挨拶をするべきだろうか？　しかしそれで向こうが私のことを覚えていなかったら、こちらの立場はどうなる？

　かといってガン無視して素通りし、相手に悪い印象を持たれたらどうすればいいのだ？　革命家の我々は常に人からフラットな印象を持たれていなければならない。

　しかし我々には、そんな場面にとっておきの文明の利器がある──携帯だ。特に用事もないがスマホの画面をしきりにタッチし操作中を装よそおうことで『気づかなかった』を自然に演出することができ、またコミュニケーションに忙殺されているよう思わせて『ちゃんと友人がいる』『新クラスでは上う手まくやっている』というアピールで相手を遠ざけることも可能なのだ。

　しかし彼女は、私のそんな『話しかけるな』オーラなど一切無視して、声を掛けてきたのだ！　『お、久しぶりじゃーん、えっと……高橋さん』ちっとも似通った要素のない苗みよう字じで私を呼び止めた。しかしここで訂正すれば相手に強い印象を残してしまうし、なにより『一年間一緒にいても名前を覚えられないような陰キャ』の烙らく印いんを押されることで、今後の学園生活に支障を来きたす恐れがある。だから私は敢あえて、薄く笑みを浮かべるだけで彼女への返答としたのだ。

　普通ならここで『忙しいのだろうな』と察して通りすぎてくれることだろう。しかし彼女は違った。私のことなどお構い無く、喋しやべりはじめたのだ。『いやーツレがさ～』そう言って彼女は、隣にいる男の肩を叩たたく。ツレ──それは反恋愛主義青年同盟部の我々が最も忌いみ嫌きらう、リア充が用いる恋人への呼称だ。どうせ付き合い始めたばかりで半年後には別れているというのに、『結構長いこと一緒にいるんすわ』『最初の頃の熱とかもう冷めたけど、それでも一緒にいるのが心地いいっていうか、ね？』感を出す、最低最悪の呼称だ。同様の忌いむべき呼称に、『相方』が挙げられる。

『おい、ちょっ、高橋さんは関係ねーだろ！』『もータケは黙ってて！　高橋さん、あのねー』

　それから私は、奴やつらの『喧けん嘩かを模したノロケ』という茶番を延々と聞かされることに……。

　クラスメイトの名前くらい覚えろ！　惚のろ気け話をするために他人を拘束するな！　せめて『彼』とか『彼女』とか呼べ!!　『喧けん嘩かするほど仲が良いい』でしめくくるな、本気で別れろ!!

　リア充爆発しろ!!」

　領りよう家けはそう叫び終えると、がっくりと項うな垂だれて椅子へと腰かけた。その目は光を失っており、もはや廃人同然だった。

「絶対に許せない」「呆あきれるほどの自己中心バカップルですね……」「薫かおるちゃん、いつでも私に電話かけて忙しいふりしていいからね！」「先生の貴重なお時間を、そのような益やく体たいのない話で浪費するなど、もはや国賊という他ありません、今すぐ誅ちゆう殺さつすべきです!!」

　そんな風に皆が元気づけると、いまにも消滅しそうだった領りよう家けは次第に活力をとりもどしていった。何はともあれ、これが日常の風景だ。
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　しばらくの休息の後すっかり回復した領りよう家けは、普段通りの──いや、いつもに倍するくらいの勢いで、新学期の幕開けを飾る話をはじめた。

「同志諸君！　この二学期は、我々の生死を賭けた決戦の学期となることをここに予言する!!　すでに我々は先手を打った──今日、生徒ひとりひとりの机の上に置かれたビラは、反恋愛運動反転攻勢の端緒として、未来の運動家たちに語り継がれていくことだろう!!」

　領りよう家けの言葉を受け、「オオッ」と部室に歓声があがる。

「大反響だった」「ビラに目を通しているクラスメイトを多く見かけました」「生徒会もかなり焦あせってたよね」「制作・頒布の段階でもう何度も目を通したというのに、改めて先生の文章を読み、感涙がこみ上げるのを止めることができませんでした！」

　部員たちは口々にそう言って、戦果を確認しあう。……まぁ、呆あきれ返かえって逆に読んでみたくなる、という読者が大半なのだろうが、注目を集めたという点については確かに大戦果だ。その後に生徒会の反応があったことも、俺らへの興味を誘う要因となったはずだ。

「うむ、やはりどのクラス、どの学年においても、生徒の心のなかで反恋愛革命の芽が萌きざしはじめているのだな。それはとりも直さず、我々が不断の努力を積み重ねてきた成果にほかならない！　後ろ指をさされ、虐しいたげられながらも、裂れつ帛ぱくの気合でそれを撥はね除のけてきた我々の、記念碑的勝利といえるだろう!!」

　領りよう家けのその言葉に、場が沸き立つ。

「これを皮切りに、我々反恋愛主義青年同盟部は攻勢に転じ、今学期中に学内全権の掌握を目指す！　文化祭における生徒会との戦争での革命的勝利が、そのためには必須なのだ!!」

　そう言い切ると領りよう家けは、ホワイトボードに荒々しい筆致で『文化祭における反恋愛運動の革命的勝利に向けて』と大書した。
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　我々の通う学園は、毎年十月に文化祭を開催することになっている。自由な校風の学校ということもあって、例年かなり大掛かりな催しとなり、遠方からはるばる訪れる中高生も多いらしい。この文化祭は他校の異性と触れ合う貴重な場であり、また事前の長期間にわたる準備の最中に部活動の仲間、クラスメイトと急接近する者も多く、カップル成立率は年間行事の中で不動の一位となっている。

　もちろん我々反恋愛主義青年同盟部が、かようなリア充イベントを看過するはずがない。今回、我々は文化祭における恋愛関係の発展を妨害するにとどまらず、リア充の気の緩みにつけ入って、反恋愛運動を爆発的に広める策を講じている。

　そのための布石として、文化祭をコントロールする側にある各所に部員を密ひそかに送り込み、内偵をはじめていた。




「まずは私から」西にし堀ぼりが立ち上がって、いつものフラットな口調で始めた。「文化部会議への潜入は滞り無く進行中。既にまとめ役の生徒会役員と接触し、個人的に親しくなっている」

　西にし堀ぼりは第二美術部の部長として、文化部の長が集まって意思決定・各部間での調整などを行う会議に参加している。普段と変わらない平へい坦たんな調子だが、どことなく活気に満ちているような雰囲気だ。今回の作戦に意気込んでいることがはっきりと分かる。

「うむ、進捗は良好だな！　今のうちにその生徒会役員と懇意になっておけば、更なる深い情報収集も可能になるだろう、宜よろしく頼むぞ！」

「ん」西にし堀ぼりは短くそう言ってコクリと頷うなずいた。代わって瀬せヶが崎さきが立ち上がる。

「ぼくの方は運動部会議の方へ潜り込んでいます。発言頻度を多く保つことによって、会の中で存在感を演出することができていると思います。会のなかでは派閥が形成されつつありますが、多数派の方につきイニシアチブをとることができそうです」

　テニス部内で文化祭代表として立候補した瀬せヶが崎さきは、西にし堀ぼりと同様に運動部会議へと参加している。外そと面づらに関しては申し分のない彼のことで、会合の操縦までやってのけそうだ。多数派というのはおそらく、学園内に多くいる瀬せヶが崎さきのファンと、その女子を狙ってやってくる男どもなのだろう。彼のまわりでは常にそのような人間模様が形成されている。

「それは頼もしいな！　運動部は、もし生徒会に徴ちよう発はつされてしまえば、我々の行く手を阻はばむ大きな暴力として機能しうる。少数精鋭で革命を成し遂げるためには、奴やつらのコントロールが不可欠だ。よろしく頼むぞ!!」

　瀬せヶが崎さきはそんな領りよう家けの言葉にニッコリと微ほほ笑えみ、頷うなずいた。

「次は私だね」ふわりとした声で、神しん明めいさんがはじめた。「私の方は、ミスコンの企画会議に出てます。なんだか企画の方針がふわふわしてるから、こちらの要求をかなり通せるかもしれない。実権を握れるように、もうちょっと負荷をかけてみるね」

　優しい声音だが内容はかなりドライだ。神しん明めいさんは前年度のミスコン覇者として、今回の文化祭でも行われる予定のミスター＆ミスコンテストの企画会議にアドバイザーとして招しよう聘へいされている。その立場を利用して、企画をこちらに都合よく転がすことを謀はかっている。

「その調子だ！　ミスコンテストなどというものは恋愛至上主義の極致とも言うべき最低の企画だ。存分にそれを悪用し、滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやろう！」

「うん、がんばる！」

　明るい声音の粉砕宣言のあとには、一年生部員・天あま沼ぬまの報告が続いた。

「私わたくしの方はクラス委員としてクラス代表者会議に出席しております。会の中で一年生の利益を代表する者として、地歩を固めつつあります。対立煽あおりによって上級生対下級生の構図を作り出し、進行を遅らせることに成功しています！」

　気合の入った彼女の声に、議長の領りよう家けも力強く頷うなずいた。

「上出来だ！　一年生でまだ学園に慣れないだろうに、想像をはるかに超えた成果を出してくれたな！」

「私わたくしなどには勿もつ体たい無ないお言葉です！　先生のお役に立てるよう、これからも粉骨砕身の勢いで運動に励んでいく所存です!!」

　天あま沼ぬまはうち震えながらそう言って、ビシッ、と敬礼した。

　部員各員の報告がこうして終わった後、領りよう家けは部室を見回した後、こう総括した。

「かつてないほどの精巧さを以もつて、我々の文化祭に於おける作戦行動は展開されている。皆、それぞれ非常に良くやってくれていることを、議長として心から誇りに思う。

　こちらからも報告しよう。私、及び高砂たかさごは、以前より文化祭実行委員会へと潜入している。文化祭の事前準備並びに当日の状況について、迅速な情報収集ができる態勢を構築中だ！」

　領りよう家けの言葉を受けて、こちらも頷うなずく。俺と領りよう家けは実に昨年度の組織立ち上げの頃より、文化祭実行委員会に籍だけは置いており、来きたるべき決戦に備えていた。

　領りよう家けは続ける。

「この調子で文化祭を我々で実効支配し、必ずや勝利を摑つかみとろうではないか！」

　領りよう家けのその掛け声に、部員たちから鬨ときの声こえがあがる。部内の士気は、かつて無いほどに高まっていた。

　うまく作戦が進行し、着々と我らの思い描いたとおりに事が運びつつある。──うまく、いきすぎている。これまで失敗続きの反恋愛主義青年同盟部を見てきた俺からすると、あまりにも出来過ぎているように思えた。

「どうした、高砂たかさご。浮かない顔をして」

　俺の険しい表情を見て、領りよう家けが問うた。

「いや、何でもない。俺らも、ここまで来たんだな、と感慨に浸っていただけだ」

「高砂たかさごよ、回顧などをしている暇はないぞ」領りよう家けは言う。「反恋愛主義青年同盟部は、進化を続ける──それこそが我々の革命的精神の根幹なのだ。旧弊な価値観にとらわれ続ける『生きた化石』リア充を、科学的基礎づけの下に批判・粉砕し、そして自らをも、常に更改していく。昨日の我々は、既に我々ではないのだ！　歩みを止めるな、革命を走り抜けようではないか!!」

「……そうだな、その通りだ」

　領りよう家けの言葉を聞き、俺はピシャリと両手で頰を叩たたいた。本格的な開戦の予兆に、神経質になっているのかもしれない。

　領りよう家けは俺の返事に頷うなずくと、これからの作戦の細部を詰めるべく各員と討議を重ねていく。忙しい反恋愛主義青年同盟部の放課後が始まった。
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　地下アジトは、部室棟と講堂とを繫つなぐ現在使われていないトンネルの中ほどに作られている。俺らが整備しているのはアジトと部室棟とを繫つないでいる半分だけで、講堂の方へと延びるもう半分は電灯もつかず、とても足を踏み入れようとは思えない有あり様さまだ。

「領りよう家けは、講堂の方には行ってみたことあるのか？」

　部活を終えてアジトの扉に鍵をかけながら、横に並んで待つ領りよう家けに話しかけた。他の部員はすでに帰っており、俺と領りよう家けだけが最後に残って戸締まりをしている。

「いや、ない。行ってみようと思ったことはあるのだが……電灯が切れている上に、物置のようになっていて進もうにも進めないんだ」

「そうか……毎日使ってるこの地下道だが、あまりどうなっているのか知らなかったな。今度探検してみるか」

「……やめておいた方が良いだろう。もしどこかから物音が漏れていたら、我々の居場所が露呈してしまう可能性がある。安易に普段と変わったことをするべきではないな」

　領りよう家けの意見は確かに真っ当なように思えるが……

「領りよう家け、もしかして……怖いのか？」

　並んで歩きながら俺が言うと、領りよう家けはピタリと足を止めた。

「何を馬鹿なことを言っている！　科学的反恋愛主義を標ひよう榜ぼうする我々が、そんな曖昧な恐怖に怯おびえるわけがないだろう!?　私はだな、ただ我々のアジトが見つかってしまうことを……」

「それじゃ、今から行ってみるか。もうかなり遅いし、人は少なくなっている。物音を聞かれる心配なんてほとんどないぞ」

　その言葉を遮るように、領りよう家けはパッ、と俺の手を取って、部室棟側のいつも使っている出口へと向けてズカズカと強引にこちらを引っ張って歩き始めた。

「高砂たかさご、貴様にはまだ組織の秘密保持に関する意識が足りないようだな！　情報は我々の生命線だ。例えば、もし一度我々の顔が生徒会に割れてしまったとしたら、この学園で運動を続けることは不可能になる。たとえそれがどれだけ確率の低いことであろうとも、避けねばならない！」

　色々言っているが、やはり怖いらしく早口だ。横顔を見ると、微かすかに頰が赤く染まっていた。

　領りよう家けはそのまま地下通路の出口まで俺を引っ張っていき、梯子はしごを登って部室棟の倉庫にたどり着いた後も、先を急せかすように手を取って進んでいった。

　夏の盛りは過ぎたとはいえ、まだ暑さが粘り強く残っている。領りよう家けに摑つかまれた手のひらはじっとりと汗ばんでいた。暑さに耐えかねたのか、彼女は作業中に長い髪をまとめ上げて、それがそのままこうして帰るときまで残っていた。夏服のブラウスの襟元から出て、形の良い後頭部へと滑らかに繫つながるうなじに、細かい汗の粒が無数に浮かんでいた。

　彼女に手を牽ひかれながら、そんな風に後ろ姿を鑑賞していると──廊下の前方から、俺らが今出てきた部室棟の方へ向かって、とぼとぼと歩いてくる人影があった。遠くから見ても疲れきっていることがはっきりと分かる、同情を誘う悄しよう然ぜんとした歩き方だ。大方、リア充に仕事を押し付けられてしまった我々の同志・生きつ粋すいの非リア充に違いあるまい。彼ら・彼女らのためにも、俺らは早急に革命を成し遂げなければならない。

　そんな風に決意を新たにしながらその人影に心のなかでエールを送っていると、段々と彼ひ我がの距離が近づき顔が判わかるくらいになって……驚いた。

「あら、領りよう家けさん、高砂たかさごさん。御機嫌よう」

　生徒会長・宮みや前まえだった。

「こんにちは……あ、もうこんばんは、くらいの時間ですね」

　とっぷりと日が暮れた薄暗い校庭を窓外に見て俺が言うと、領りよう家けも革命主導者としての顔を押し隠して、当あたり障さわりのない会話をはじめた。

「随分お疲れのご様子ですけど……部室棟へ向かわれるということは、これからまだ仕事が？」

　領りよう家けの問いに、宮みや前まえは苦笑しつつ答える。その表情と声音には、くっきりと疲労が刻み込まれていた。

「ええ……今朝、あの非リア充暴力集団のチラシがあったでしょう？　その件でいろいろ、事後処理に追われているのです」

　そう言い終えると、彼女ははぁ……、と長い溜ため息いきをついた。

「それは……大変ですね」

　内心バクバクしながら俺が応じると、宮みや前まえはコクリと頷うなずいた。

「ええ……しかし校内の平和を守ることが、生徒会の、そしてその長である生徒会長の私わたくしに課せられた使命です。高校生活を自由に楽しみ、若い情熱を恋愛にぶつけようとする生徒の皆さんを妨害する行為は、誰にも許されていないのです」

　言い終えて少し目をつぶったあと、宮みや前まえは俺と領りよう家けを交互に見て、微ほほ笑えんだ。

「お二人は、相変わらず仲睦むつまじい様子で……少し、嫉妬してしまいます。こうして私わたくしと話している間もずっと手を握りあって……」

　宮みや前まえに指摘され、慌てて俺と領りよう家けはパッ、と手を離した。咄とつ嗟さに領りよう家けの方を見ると、彼女の方でも同様にこちらを振り向いた直後で、目が合ってしまう。こちらの顔が熱くなるのにシンクロして、領りよう家けの顔が赤くなっていった。

「もう結構です、お腹なかいっぱいですわ」宮みや前まえはクスクスと笑いながら言った。「この前の夏祭りのときといい……確かに『リア充爆発しろ』と言いたくなる気持ち、分からないでもないかもしれません」

　その言葉に俺たちが応えられないでいると、彼女は慌てて取り繕うように続けた。

「も、もちろん冗談ですわ。ただ、そこまで仲の良い姿を見せつけられてしまうと、他人としては少し胸焼けのする感じがあります。……こちらにはここしばらく恋人もおらず、そして現在仕事に忙殺されておりますから、そんな身としてはなおさらです」

　春休みのときに別れたと聞いていたが、どうやらまだ次が見つかっていないらしい。恋愛至上主義を先導する立場にいるはずの彼女だが、そんな責務に追われて恋人を見つけられずにいるのかもしれない。

「み、宮みや前まえ先輩なら、大丈夫です。いくらでも男なんて……」

　領りよう家けが慌ててそう言うと、宮みや前まえは首を横に振った。

「たしかに言い寄られることは何回かありました。でも……彼らと私わたくしが、領りよう家けさんと高砂たかさごさんのような素敵な関係を築けるとは、どうしても思えないのです」

「そんな、私たちなんて……」

　領りよう家けが言うと、宮みや前まえはふふっ、と短く笑って、また首を振った。
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「いいえ、少し見ただけでも分かります。あなた方はしっかりと心を通わせあっている。なんと言えばいいのでしょうか……そう、どこかひとつの目標に向かって二人三脚で歩んでいるような、そんな感じがいたします」

　確かに俺と領りよう家けとは「この世界からの恋愛至上主義の放逐」を大目標として掲げて連帯しているから、宮みや前まえのその印象は正しいといえる。しかしもちろん俺らは付き合ってなどおらず、外からそのように見えてしまうのは、我々の紐ちゆう帯たいの強さが表れているにすぎない。

　しかしこの『恋人がいる』というのは、反恋愛運動を行おこなっていくにあたって最大最強の隠かくれ蓑みのとなる。そのため、俺と領りよう家けはその誤解を、敢あえて指摘したりはしなかった。

「そ、そんな風にみえますか」

　領りよう家けは恥ずかしそうに頰をポリポリ搔かきながら、俯うつむいてそう言った。もちろんこれも、『自分たちの関係の強さを褒められて嬉うれしがっている恋愛至上主義者』の演技であり、断じて本当に嬉うれしく思ってなどいないはずだ。さすがは我々を指導する立場にある議長だけあって、秘匿のための演技も抜群である。顔を赤らめるところなど、本当に嬉うれしいようにしか見えなかった。

「ええ、これまで私わたくしが見てきた中でも、最良のカップルであるようにお見受けいたしますわ。私わたくしもそのような関係を築ける、素敵な恋人を見つけたいものです」

　その言葉を受けて領りよう家けはさらに嬉うれしがっているような演技として、もじもじと足を動かして、下を向いたまま俺のワイシャツの肘を引っ張った。

　宮みや前まえは微ほほ笑えましいものを見るかのように目を細めた後で、俺おれたちに別れを告げた。

「呼び止めてしまって申し訳ありません、お話ができて非常に楽しかったわ。私わたくしはまだ仕事があるので、このあたりで失礼いたします」

　最初は憔しよう悴すいしているように見えた宮みや前まえだったが、領りよう家けとの会話を交わすうちに元気が出たようだ。いつものように笑顔が輝いている。

「それではまた。文化祭……絶対に成功させましょうね」

　領りよう家けが言うと、宮みや前まえは深々と頷うなずいて、「ええ、必ず」と応え、会え釈しやくをするとそのまま部室棟の方へと向かっていった。

　彼女の姿が見えなくなるまでしばらく、俺と領りよう家けはその場に佇たたずんでいた。それから領りよう家けは窓の外を向いて、俺から顔を背けた状態で言った。

「……言うまでもないことと思うが、宮みや前まえとの先ほどのやりとりにおける私の言動は、すべて演技によるものだ。決してお前との仲を褒められ、嬉うれしくなったりなどしていない」

「分かってるよ、そんなこと。あまりにも迫真の演技だったから、ちょっと信じかけたがな」

「うむ、敵を欺くにはまず味方から、身内であるお前すら騙だませるような演技を心がけているのだ……さ、行くぞ！」

　領りよう家けはそう言って、スタスタと早足で先を歩き始めた。俺が横に並ぼうとすると、彼女はさらに足を早めて常に俺の前へ行く。

　その後も帰途の間、彼女は一度も俺と目を合わせようとはしなかった。
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　いつもの場所で領りよう家けと別れ、ひとり駅の方へと向かう──その最さ中なか、住宅街にさしかかると、俺の行く手を阻はばむかのように少女が立っていた。

「随分と遅かったね──待ちくたびれたよ」

　容姿に似合わぬ尊大な口調で女児はそう言って、ニカッ、と笑った。ここは彼女と、初めて出会った場所だ。平々凡々としていた俺の日常は、あの日から完全に狂ってしまった。

「どうしたんですか、今日は。こんな所まで出てきて」

「なに、君と出会った日のことを懐なつかしく思ってね。一緒に喫茶店であのときの思い出でも語ろうと、こうしてやってきたわけだ」

　女児はそう言って、ズボンのサスペンダーを両手でそれぞれ持って、くいっ、と持ち上げた。生意気な子供にしか見えないが、これでも俺より遥はるかに長生きしている、人類の創造主なのだ。

「ふふ、ひとりでここまで来られたことを褒める必要などない。私はお姉さんなのだからな、君の庇ひ護ごなど無くとも、自由に好きな所へ行けるのだ」

　完全に背伸びして大人ぶりたがっている子供だった。俺の家に居候いそうろうするようになってから、言動の精神年齢がだんだん下がっているような気がする。

「よく頑張りましたね、偉いですね」

　ハンチング帽の上からポンポンと頭を軽く叩たたいて俺がそう褒めると、女児はパシッ、とその手を払いのけ、「馬鹿にするなっ！」と一喝したのだが……創造主としての威厳など、欠片かけらも感じることができない反応だった。




　初めて出会ったときと同じ喫茶店に入り、こちらはアイスコーヒーを、女児は舌を嚙かみ切きりそうな名前の飲み物だかデザートだかわからない物体を頼み、席についた。

「さてさて、学校はどうだい、楽しいかい」

　謎の物体に舌した鼓つづみをうちながら、女児がそう問いかける。

「ええ、まぁなんとか、ぼちぼちやってますよ」

　俺が要領を得ない回答をすると、女児は嘆息を漏らした。

「まったく……情けないよ。そういった態度で日々漫然と過ごしているからこそ、異性からモテないのだ」呆あきれながらも、机に肘をついて両手の指を組み合わせながら、続けて問う。「まぁいい。それで……領りよう家け薫かおるとは、どうなっているんだ」

「領りよう家けと俺との結束は鉄よりも固いです。反恋愛主義青年同盟部は少数精鋭、部員間の鋼の連帯で烏う合ごうの衆たるリア充集団を殲せん滅めつしてやります。あなたの思い通りには、絶対にさせません」

　女児は、この世界に恋愛至上主義を広めようとする大たい性せい欲よく賛さん会かいの黒幕だ。彼女の目的は、人類をこの地表に蔓延はびこらせることによって、この惑星の動植物を根絶やしにしてまっ更な惑星を作り、植民地にしようというものだ。

「そんなことを聞いているのではない。問いは、君と領りよう家け薫かおるとの恋愛関係がどうなっているのか、ということだよ」

　彼女の目的のためには、この世界から恋愛至上主義を根絶やしにする領りよう家けの運動が邪魔になった。今はまだ弱小の組織ではあるが、女児の見立てによると、いつの日か領りよう家けの率いる反恋愛運動は格段に規模を増して世界を席せつ巻けんし、大たい性せい欲よく賛さん会かいにとって最大の障壁となる、らしい。

　そこで女児は、この運動拡大を未然に防ぐために、ある対策を講じたのだ。それは、領りよう家けを恋愛に夢中にさせ、反恋愛運動から目を逸そらさせることだった。そこで相手役として選ばれたのが、他でもない俺だった。たまたま領りよう家けと知り合ったばかりだった俺に目をつけた女児は、彼女と俺をくっつけさせようと画策したのだ。

　しかしその計画は、我々の強い革命的精神により、完膚なきまでに粉砕されたのだった。

「当然、俺と領りよう家けとの間に恋愛感情など芽生えるはずがありません──何しろ俺らは、恋愛を否定するために集まって、実際に行動しているのです。仲間としての親愛の情はありますが、それは非合理的な『恋愛感情』なる代物とは一線を画す、清く正しいものです」

　俺の答えを聞くと、女児はニヤリと笑った。

「なるほどなるほど、君と領りよう家けとは恋愛関係になどないのだな。夏祭りの夜に彼女を背負って二人で帰った時も、偵察などとかこつけてふたりきりで花火を見に行った時も、別に恋愛感情は働いていなかった、というのだな」

「……当然です。恋愛を粉砕すべく闘っている俺たちが、逆に恋愛に溺れてしまうなど、あるはずがない」

　俺の返答に、女児は頷うなずく。

「君たちの意志の強さには驚かされるね。年頃の男女、互いに憎からず思っている間柄の者たちが、学校生活において長い時間を共にし、あまつさえ部活動も同じで週末・長期休暇の間にも常に顔を合わせているというのに、恋愛感情をちっとも抱かないなんて。普通ならもう、ドロドロのぐちゃぐちゃになっている頃合いだと思うがね」

「我々の覚悟を舐なめないでください。もはや俺たちは男女などという区別を持たぬ、一個の革命戦士として……」

　俺がそんな風に熱く自分たちの反恋愛を女児に証明しようとしていると……机のうえに置いた携帯が振動しだした。画面には『領りよう家け薫かおる』の文字が表示されている。

　どうしたものか、と画面を睨にらみつけていると、女児は、

「気にせずに電話に出たまえ。革命を遂行する上で重要な連絡かもしれないじゃないか」

　と言い、ニヤニヤとした笑みを顔に貼り付けたままストローを口に含んだ。

「それじゃあ……」と俺は、領りよう家けからかかってきた電話を取る。

「もしもし」『た、高砂たかさごか』

　頭の横に持った携帯のスピーカーから、領りよう家けのそんな声が聞こえてきた。耳みみ許もとで囁ささやかれているような感じがして、くすぐったい。

「ああ、それで領りよう家け……なんの用件だ？」『え、えっと……そうだな、その……部員が帰る道すがら、敵対勢力に襲われていないかどうか、不安になってな』

　彼女のその予感は半分くらい当たっていたが、とりあえず身に危険が及ぶような性質の襲撃ではなかった。痛いのは財布くらいだ。

「心配無用だ。もし大たい性せい欲よく賛さん会かいに攻撃されたとしても、無限の革命的精神とそれに基づく革命的戦略とで、必ず返り討ちにしてみせる」

『さすがは高砂たかさご、その意気だ！　我々は古参メンバーとして、他の者に倍する危険にさらされているといっていい。こうして連絡を密に取り合うことによって、被害を最小限に食い止めることが必要なのだ』

「なるほど、それもそうだな。今後は気をつけ、連絡を取り合おう。……それじゃ、切るぞ」

『…………』

「領りよう家け？」

『……もう少し、お前の声を聞いていたい』

　顔が熱くなる。

「何を、恋愛至上主義者のカップルのような……」

『そうではない！　「声を聞いていたい」というのは比喩表現にすぎない!!　もしかしたらお前が監禁されたりなどしていて、私に真実を告げぬよう脅されているかもしれないからな！　そういったことは、会話を続けていれば直接言葉にせずとも滲にじみ出でてくるものだ。その試験をしようとしていたに過ぎない！　断じて、久しぶりに学校が始まって色々なことがあったから、お前とお喋しやべりをしたいなどとは思っていない!!』

　確かに領りよう家けの言っていることはここでも半分当たっている。監禁されているわけではないが、俺は女児により四六時中監視されているのだ。

「なるほど……お前の言うことも尤もつともだな」

『そうだ、議長たるもの、こういったところにまで考えが及んでいなくてはならない』

　若干声が上ずっているような気がするが、電話越しだから確かなことは言えない。

　それから俺らはしばらく普通の高校生男女が交わすような当あたり障さわりのない会話をして、電話を切った。

「随分うれしそうな顔をしているね」

　電話を切って机に置くと、対面に座っていた女児はそう言って、ズズズズズ、とストローを啜すする音を鳴らした。

「嬉うれしそうな顔などしてません、ただの業務連絡です。……それにしても、飲むの早いですね」

「君らの電話が長いんだよ。まるで今しがた帰り道を分かれたばかりなのに、すぐに連絡を取り合ってしまう付き合いたての初うい々ういしいカップルのようだった」

「我々とは真逆の存在ですね、それ」

「……最も早はや私は、何も言わないよ」

　女児はそうやって話を切り溜ため息いきをつくと、カップにまるまる残ったコーヒーを俺が飲み切るのを、じれったそうに待っていた。
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　文化祭の企画は、大別すると二つのグループによって担になわれることとなる。ひとつは部活動単位のもので、文化部なら講堂での発表、教室での展示・販売、運動部は屋台をやったりする。もうひとつはクラスを中心としたもので、当日の校舎の中は各おの々おののクラスが競って飾り付けをして大変賑にぎやかになる。クラス企画は、一般的なものでいえば喫茶店、軽食堂、占いの館、ゲームコーナー、お化け屋や敷しきをやる所が毎年複数ある。その他にも演劇部顔負けの劇を上演して喝采を浴びる気合の入ったクラスがあったり、それとは対照的に『休憩室』という椅子と机とクーラーボックスとペットボトル飲料だけを置いた完全に手抜きな企画を展開するクラスがあったりもして、なかなかに混こん沌とんとしている。

　俺と領りよう家けは二年生だ。一年の頃はまだ勝手がつかめず、三年次では受験に追われる時期ということもあり、その中間の二年生のクラスは比較的力の入った出し物をやる所が多い。俺としてはやはり『休憩室』を希望していたのだが……当然そんな主張は通らず、クラスの人間関係の中核となっているらしい騒々しいグループの主導の下、喫茶店をやることになった。

「ちょっと男子～、真剣に聞いてよ！」

　グループのなかでは　成績の良い『真面目』キャラの女子がクラス企画のリーダーとして皆に声を掛ける。あくまでリア充グループ内で見た時に成績が良いだけで、俺や領りよう家けのほうがはるかにテストの点数は高いのだが、そんなことは誰にも知られていないため評価がなされない。非リア充の悲しい現実だった。

　放課後、部活動の生徒たちは『部活があるから』と早々に抜け、帰宅部の連中は集まって準備作業を行おこなっていた。学園祭程度なのだからあまり凝る必要もないと思うのだが、リア充たちの『思い出作り』のためにやたらと入念に装飾などをするのが主流になっている。我々のクラスでもその例に漏れず、コストパフォーマンスの悪い無駄な仕事をするはめになった。

　俺と領りよう家けにも『反恋愛主義青年同盟部』という立派な部活があるのだから帰ることもできるのだろうが……名乗ったが最後、この学園に俺らの居場所はなくなってしまう。仕方なく俺と領りよう家けはクラスの企画準備に参加して、誰でもできる単純作業に従事していた。

「ねー、本当にいないの？　自転車持ってる人」クラス代表が辺りを見回しながら言う。「ホームセンターに買い出しに行ってもらいたいんだけど」

　ホームセンターへの買い出しは、文化祭準備の過程において必ずといっていいほど出てくるイベントだ。物品の量・種類を予あらかじめ算定し計画通り買っておけばわざわざ放課後に行く必要などなさそうだが、リア充はとにかく、足りなくなったものをホームセンターに買いに行ったり、行かせたりするのが好きなのだ。おそらく、切羽詰まった時に『学校から出て買いに行く』という選択を取れる自由、学校から外へ出てまた学校へ戻ってくるという非日常感、その間作業がストップするというのに行き帰りに疲労したことで何な故ぜか得られる『仕事した』感、そういった種々の『やりがい』が作用してリア充を陶酔せしめ、彼らをホームセンターへの買い出しへと向かわせるのであろう。

　そんなことを頭のなかで思いつつ、しかし浮いてはいけないので俺は皆と同じようにきょろきょろして自転車を供出してくれる奇特な人間を探す──

　と、おずおずと手が挙がった。

「なんだ、いるんじゃん。もっと早く言ってよ～」

　リア充はそう言うが、ギリギリまで手を挙げなかったそいつの方に同情してしまう。その心情は痛いほどよく分かった。こんな無駄な行為に自分の自転車を使わせたくないが、万一のちのち自分が自転車通学だと知れたらどう言い繕えばいいのだろうか……そんな苦悩の結果が、このタイミングでの挙手だったのだろう。

　気の合う奴やつもいるもんだな、と手を上げた人物の方を見やると、そこにはよく見知った人影があった。もちろん、領りよう家け薫かおるだ。

「ご、ごめん、作業に夢中で聞いてなくて」

　クラスの中ではいつもかけている眼鏡、その位置を微妙に直しながら、領りよう家けは言った。

「そっか、ま、いいや。それじゃ、誰が買い出しいく？」

　供出することに対する意思確認など一切なく、領りよう家けの自転車がクラスの公共物となってしまっていた。文化祭までの間、これから先も彼女の自転車はいいように使われてしまうに違いない。領りよう家けの方を見ると、露骨に凹へこんでいた。

「わ、私が行く！」

　領りよう家けはすかさず立候補した。それに対してリア充の長は頷うなずく。

「ありがとー。で、もう一人一緒に行って欲しいんだよね、二人のほうが選ぶの捗はかどるっしょ？」

　常に人数を増やしたがるリア充の性が、遺憾なく発揮されてしまっていた。どうしてこうも不要なところで群れたがるのか、買い物など一人でやった方が効率がいいに決まっている。

「あ、あの……その……」

　領りよう家けも同様の考えだろうが、しかし何も言えずにおどおどしてしまっていた。しかし彼女を責める気にはなれない。もし俺が同じ立場でも、誰にも聞かれないくらいの小さな音量でボソッ、と本音を呟つぶやくくらいのことしかできなかったろう。

「……俺が行くよ」

　この場の最適解として、俺は領りよう家けについていく買い出し隊として立候補した。

「えっ……」企画長は思いがけない俺の挙手に一瞬戸惑ったあと、ぽん、と手を叩たたいて頷うなずいた。「あー、そっか、そうだったね～」

　うんうんと頷うなずきながら、俺と領りよう家けに交互に視線を送りつつ、生温かい笑みを浮かべている。クラスの中からも、「あぁ……」という微妙な反応とともに、イタいカップルでも見るかのようなちょっと引いた視線が投げかけられた。俺と領りよう家けはそんな針のむしろから逃げ出すようにして、そそくさと教室を退出し無言のまま自転車置き場へと向かっていった。




「お前のせいで！　いらぬ恥をかいた!!」

　自転車の後ろ、荷台に腰を下ろしてこちらの身体に手を回した領りよう家けが、ペダルをこぐ俺に向かって叫ぶようにしてそう言った。大きなバイパス道路の脇を通っているから、それでも声はうまく通らない。

「しょうがないだろ！　あの場では、ああするしかなかったじゃないか!!」

　次から次へと通って行くトラックの轟ごう音おんにかき消されないように、俺も大声で返答した。

「別に！　私はお前がついて来てくれずとも、他の者でも良かったけどな!!」

　領りよう家けはそう言うが、俺以外の者がついて行ったときにいたたまれないことになるのは目に見えていた。世間の流行などには疎うとい領りよう家けのことだ、共通の話題はすぐに尽き、気まずい沈黙が流れることだろう。

　しかし今の領りよう家けにこんな理屈を話しても無駄だ。そこで俺は戦略を変えることにした。

「俺が困るんだよ、お前と一緒じゃないと!!」

　そう、領りよう家けについての先ほどの考察は、そのまま俺についても当てはまる。彼女ほど重症化していないとはいえ、俺も立派なコミュ障だ。クラス内ではまだなんとか領りよう家けと喋しやべっていることで立場を保てるが、彼女が買い出しでいなくなれば完全に孤立することになるだろう。

「…………そうか」

　俺の自虐気味の説得があまりにも真に迫っていて気の毒になったのか、領りよう家けは声のトーンを落としてそう返事をした。俺が残念な奴やつであることが強調されてしまっているが、領りよう家けもそれ以上の逸材なのだということを認識してもらいたい。

　しばらく領りよう家けは無言だった。身動みじろぎをしているのか、背中に当たる感触や身体に回された腕に掛かる力が微妙に変化して、くすぐったい。

　と、傍かたわらを大きなトレーラーが連続で通り過ぎた。風圧で若干自転車が傾かしぐと、領りよう家けの腕がぎゅっ、と力強く俺の身体に絡からみついた。同時に、背中に弾力のある何かが押し付けられる。

　大型車のけたたましい音にかき消されて、他に何も聞こえないなか、心臓がドクドクと鳴る音だけが耳の奥に響いていた。

　そんな中、ふっ、と一瞬だけ車が途切れた──そんなタイミングで、領りよう家けの呟つぶやくような小さな声が、偶然に耳に届いた。

「私だって……お前と一緒がいいに、決まってる」

　俺の理屈と同じく、他の奴やつとは喋しやべることがない、ぐらいの意味なのだとは思うが……なんだか別な風に聞こえてしまい、落ち着かなくなる。

「い、いまの、聞こえたか？」

　後ろで領りよう家けが慌てたように言った。勘違いされかねない発言だったことに気づいたのだろう、俺は面倒を避けるために、

「……何か言ったのか？　別に、何も聞こえなかったが」

　と誤魔化しておいた。




　ホームセンターではすぐに目当ての品が見つかった。せっかく反恋愛主義青年同盟部の二人で来たのだから、俺たちはこの機会に運動で使うための角材やヘルメットなどを買い足しておくことにした。

　すぐに買い物を終え、帰途につく。

「そういえば……二・一四決戦の時も、こうして二人で自転車に乗って向かったのだったな」

　車通りの多い道路を抜けて住宅街に入った頃、領りよう家けは静かにそう切り出した。

「その時はたしか、俺が後ろに座ってたんだよな。自分の方が乗り慣れているから……とか言い張ったんだ」

「……そんな昔のことは……もう、忘れた」

　怒ったのだろうか、領りよう家けはガン、とこちらの背中に頭をぶつけてくる。そんな甘い痛みが、なぜだかとても心地よく感じられた。

　そんな風に昔のことを思い出しているうちに、いつしか学校へと戻ってきてしまっていた。

　一応近くで領りよう家けを下ろし、俺は自転車を押して校門をくぐる。

　と、そこにはなぜか人だかりができており、学校に出入りする生徒たちが渋滞していた。

「……なんだ、この騒ぎは？　高砂たかさご、なにか聞いているか？」

「いや、何も……」

　仕方がなく俺らも列に並ぶと、次第に人だかりの中心が見えてきた。腕章をした生徒たちが、通行する人々に荷物を開かせ、確認している──生徒会だ。

「反社会的集団撲滅のため、荷物チェックにご協力ください！」

　生徒会役員たちが口々にそう掛け声を発しつつ、ひとりひとり丹念に荷物の検査を行おこなう。

「なるほど、生徒会もなりふり構っていられなくなってきたな」領りよう家けが小さな声で言った。「『自由な校風』と口では言いつつも、強制的な荷物検査などという人権侵害を平気でやってのける。これが奴やつらの本性なのだ。生徒会＝大たい性せい欲よく賛さん会かいにとって、生徒の幸福などはどうでもいいのだ。この学園に『正常』な恋愛至上主義を蔓まん延えんさせることだけが、奴やつらの目的なのだ」

　領りよう家けは怒りを顕あらわにしていたが──俺の頭のなかは、それどころじゃなかった。

「領りよう家け、まずいぞ。反恋愛運動のための道具が……」

　そう、ホームセンターに行ったついでに、部で使う物品を買い込んでいたのだ。

　立て看板のためのペンキやバリケード構築のための釘くぎ、結束具などは文化祭でも使うものだからどうとでもいいわけができる。しかし変装の為ための白衣、サングラス、ヘルメットなどは、なかなか言い逃れが難しい。

「おのれ……このような卑劣な反革命行動を……！」

　既に俺らの後ろに並んでいる者もおり、ここで列から外れてしまうと怪しまれることは必至である。荷物検査自体は二・一四の時に俺らもやっているが、あれは革命という大義によって正当化されていた。今回の生徒会による蛮行とは大違いなのである……たぶん。

　そんな危機的状況の中、俺はこの窮地から救ってくれるであろう唯一の人物の姿を探していた。そして案の定、彼女は検問所からほど近い場所に立って、作業を監督していた。

「領りよう家け」「ああ！」

　どうやら領りよう家けの方でも同じことを考えていたらしい。

　荷物検査の順番が回ってくる。

「鞄かばんを開けて中身を拝見いたします。非リア暴力集団取り締まりにご協力願います！」

　生徒会の手先がそう言って鞄かばんに手をかけようとするのをすり抜け、俺らは彼女の方へと向かった。

「宮みや前まえ先輩！」

　領りよう家けが『先輩を慕っている従順な後輩』を装よそおって元気に声を掛けると、厳しい面持ちで作業を見守っていた宮みや前まえがこちらを向いて、相そう好ごうを崩した。

「領りよう家けさん、高砂たかさごさん、またお会いしましたね」

　最初は俺らを不審がっていた検問作業員たちだったが、こちらが生徒会長・宮みや前まえと懇意にしているということで警戒を解いてくれたようだ。

「なんですか……この騒ぎは？　厳重な警戒態勢ですけど……」

　すっとぼけて俺が問うと、宮みや前まえは重々しく頷うなずいて表情をこわばらせ、事の顚てん末まつを話した。

「文化祭というものは、いわば学校行事の粋とでも言うべき、大事な催しです。生徒たちの注目が集まり、そして努力を傾注できる場が用意されたとき──年頃の男女が接近し、恋心を芽生えさせるのは、必然的なことなのです。

　それをあの『反恋愛主義青年同盟部』なる暴力集団は──あの紙面を思い返すたびに、はらわたが煮えくりかえりそうになります。私わたくしたち生徒会・文化祭実行委員会がどのような思いで文化祭のために努力してきたか──私が自分のことなど顧みず努力してきたのか、全く想像力に欠いているのです！」

　なんだかこれまでよりも随分私情を孕はらんだ物言いだった。我々の攻撃の的確さによって、彼女も余裕を失っているのであろう。

　内心ではほくそ笑みながら、俺と領りよう家けは心にもない言葉で宮みや前まえを慰める。

「ただのはったりにすぎませんよ。結局責任感の無い彼らには、何も成し遂げられないんです」

「人間的に未成熟な彼らには、恋愛の妙味を楽しむだけの感性が備わっていないのです。そんな低レベルの輩やからに、宮みや前まえ先輩が本気になることなんかありません！」

　そんな白々しい俺らの台詞せりふに、しかし宮みや前まえはいたく感動したように目に涙を溜ためて応じた。

「高砂たかさごさん、領りよう家けさん、その言葉は私わたくしたちを何よりも勇気づけてくれますわ。今を楽しんでいるお二人の声こそ、充実した毎日を送れない反社会集団にとって一番堪こたえるはずなのです！」

　当の本人だとは口が裂けても言えなかった。

「あなた方のような本当に学園生活を楽しんでいらっしゃる方々に、最大限の支援をするのが我々、生徒会の役目です。この身朽ち果てようとも、領りよう家けさんたちの幸せを壊そうとするような輩やからは、絶対に成敗してみせます！」

　感極まってちょっとテンションがおかしくなっている。彼女もいろいろと追いつめられているのだろう。

　既に宮みや前まえ及び生徒会は、俺らの荷物検査が済んでいないことなど忘れている。微み塵じんも俺らを疑ってはいないだろう。

　領りよう家けは俺に目配せすると、さらなる一歩を踏み込むべく、こう切り出した。

「宮みや前まえ先輩！　その心意気、非常にありがたく感じます。しかし我々とて学園を共に良くしていくための責務を負った同志、一方的な庇ひ護ごを享受するだけというのは、虫が良すぎる話です！　我々もぜひ、反社会集団からこの学園の平和を守り、愛する者たちの安寧を勝ち取る為ための戦列に加えてください!!」

　その言葉を聞いて、既に目に涙を浮かべていた宮みや前まえは、ぽろりと一しずくの涙をこぼした。

「領りよう家けさん……やはりあなたは、立派な方でいらっしゃいます。そしてそれは、恋人である高砂たかさごさんの支えがあってこそなのでしょう。領りよう家けさん、あなたこそが──」

　宮みや前まえはそう言ってハンカチで目め許もとを拭うと、先の言葉を継ぐことはせず、その代わりに俺と領りよう家けを生徒会室へと招いた。危機的状況から一転、敵の心臓部へ潜り込む諜ちよう報ほうができるかもしれない。
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　まずはとりあえず、企画用に買ってきた物品をクラスへと置きにいった。別に芳かんばしい反応など期待していなかったのだが、俺と領りよう家けが荷物を持って入ると、

「おー！」「ありがと～」「ウェイ!!」「助かったよ」

　などと声が掛かった。皆、『連帯』の魔術にかかってしまっているため、普段協調性のない我々でも受け入れられてしまう、文化祭などでよく発生する現象の一例だった。なお、行事が終わるとこれまで通りやりとりはなくなるので、調子に乗らぬよう注意が必要だ。

　俺らに帯同して来た宮みや前まえには、しかしそんなことなど分からない。

「……クラスでも、重要な役割を担になっていらっしゃるのね。流石さすがです！」

　生徒会室で待っていてくれと言ったのだが、宮みや前まえは一緒に行きたいと言ってここまでついてきてしまった。領りよう家けは適当に話を合わせて、それをあしらう。

「学園全体の中心である宮みや前まえ先輩に比べたら、スケールは幾分か落ちますが」

　もちろん言うまでもないことだが、俺も領りよう家けもクラスの中心からは程遠いし、なんなら隅っこの方のポジションだ。しかし宮みや前まえは普段の俺たちのことなど知らない。

「いいえ、スケールの大きさというのは、あまり重要ではありません。生徒会長だからといって偉い、ということは決してないのです。……最近、とみにそのことを実感させられますわ」

　宮みや前まえはそれ以上その話に深く立ち入ることはせず、我々のクラスを離れると、予定通り生徒会室へと俺たちを招いた。

　生徒会室には前にも何度か訪れたことがあるが、以前に比べて物が増えているように感じた。それも、物騒なものばかりだ。角材や針金、ロープなどはまだ文化祭前ということで分からないでもないが、ごついワイヤーカッターやバール、鉄パイプなどは、およそ文化祭の企画で使うものとは思えない。

　俺らがぎょっとしていることに気づいたのか、宮みや前まえは説明を入れた。

「これらは、非リア充暴力集団の攻撃にそなえての、装備です。この前の彼らの宣戦布告は、もちろん大げさに言っていたに違いないでしょうが、私わたくしたちの学園生活を根底からおびやかすものです。もちろん彼らを言葉で説得できるのでしたら、それに越したことはないのですが──万一、武力衝突となったときに、生徒を守る使命を持った私わたくしたちがうち負かされてしまうわけにはいきません。そこで生徒会は、自衛のための武装を決めたのです」

　傍かたわらにあった鉄パイプを固く握りしめつつ、宮みや前まえは粛々と話した。我々と違って財力がある分、装備が整っている。正面から対たい峙じしたら反恋愛主義青年同盟部では到底太刀打ちできないだろう。

　宮みや前まえは続ける。

「ご覧のとおり、生徒会室には今、私わたくしたち以外誰もいません」

　今この広い部屋にいるのは、俺、領りよう家け、そして宮みや前まえの三人だけだった。確かに、以前来た時には人がたくさんいて優雅なひとときを送っていたが、今日はがらんとしている。

「校門前での検問をはじめとして、各所に散らばって反社会集団の取り締まりのために各自奮闘しているのです。今回は、本気なのです」

　宮みや前まえは凛りんとした顔つきで、壁に貼り付けられている、反恋愛主義青年同盟部のビラをジッと見つめた。

「これまでは、甘すぎたのです。学校をより良い場所にしていけば、今は『反恋愛』などとひねくれたことを主張している方々も、青春の素晴らしさに気づいてくれる──そんな消極的な態度を取りつづけ、直接の検挙などはあまり考えてきませんでした」

　俺と領りよう家けは顔を見合わせる。思い返してみればこれまで生徒会は、俺らの起こした騒動に対応するだけの、後手に回ってしまうことが多かった。

「しかしそれでは文化祭という学園生活の華が脅おびやかされてしまいます。それに──もう私わたくしの任期も、長くありません。次の代へこの反恋愛集団の問題を持ち越すことは、無責任にもほどがあります。なんとかして私わたくしが生徒会長でいる間に、この件を解決したいのです」

　そう語る宮みや前まえの声は切実だった。真面目な彼女のことだから、本気で反恋愛主義青年同盟部のことを気に病んでいるのだろう。

「宮みや前まえ先輩……」領りよう家けが心配げな声音を作って言った。「そこまで自分を追い詰めずとも、良いのではないでしょうか。先輩は全校生徒の模範として、立派に職務を全まつとうされています。我々の誇りです。あのような反社会集団の妄言は、生徒の側で聞き流せば良いのです！　全てを徹底しようとすれば、先輩に大きな負担が……お身体が、心配です」

「ありがとう、領りよう家けさん。でもこれは私わたくしの……こだわりなのです。あなたの仰おっしやるとおり、全てを一人で成し遂げようとすれば、私わたくしの許容量を軽くオーバーしてしまうことでしょう。でも……私わたくしには仲間がいます」

　宮みや前まえはそう言って領りよう家けの手を両手で取り、目をつぶった。

「お願いがあります。文化祭における私わたくしの仕事の一部を、あなた方に代わりにやっていただきたいのです」

　俺と領りよう家けは互いに目配せをする。もしここで仕事の依頼を受ければ宮みや前まえの負担は減り、俺らに対する弾圧は一層強まりかねない。しかし、文化祭の企画、それも代表である宮みや前まえの仕事を代行できることになれば、そこでの作戦展開は非常にスムーズになることが期待できる。

　俺らはその、メリットの方を取ることにした。

「ぜひ。お役に立てることがあれば、何でも申し付けてください！」

　宮みや前まえはその返答を聞くと、握りこんだ領りよう家けの手を、更にぎゅっ、と力強く握りしめた。

「あなた方なら、きっとそう仰おつしやってくださると思っておりました」

　宮みや前まえはこれまでの沈んだ様子から少し明るくなって、弾んだ足取りでファイルの差してある棚まで行き、一つのバインダーを抜き出した。

「あなた方にお願いしたいのは、これです」宮みや前まえが手渡すバインダーには大きく、『後夜祭資料』と書かれていた。「お二人には、後夜祭企画の主導をお願いいたします。そして領りよう家けさん、あなたを後夜祭の企画委員長に任命したいのです」
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　宮みや前まえのその提案は俺たちにとって非常に都合が良かった。後夜祭は文化祭の締めくくりとでもいうべきイベントで、リア充たちはここぞと集ってリア充行為に励む。我々反恋愛主義青年同盟部もそこに焦点を絞って運動を展開する予定だったが、そこでこの実行委員長という役職に就けることで作戦の幅が非常に広がる。宮みや前まえの負担が軽くなってしまうのは癪しやくだが、効用の方がデカいと踏んだのだ。

　以前から文化祭実行委員に籍を置いていたから、就任は非常にスマートにいった。加えて、領りよう家けのリーダーシップがここでもうまく作用した。日常生活ではクラスメイトとのコミュニケーションも満足にとれない領りよう家けだが、ひとたび役割が与えられた場合には獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せる。自分でやる仕事が速いのはもちろんだが、他人に対して的確に指示を飛ばし、実行委員に入ったばかりの下級生からの信頼も厚かった。




「やはり、領りよう家けさんに任せて正解でしたわ。私わたくしがやるよりもずっと、隅々まで目が行き届いています」

　ある日、後夜祭企画担当の集まりを視察しにきた宮みや前まえは、領りよう家けの仕事ぶりを見てそう評した。

「いえ、宮みや前まえ先輩がこれまできっちりとやってくれていたお陰で、非常に楽をさせてもらっています。加えて──この高砂たかさごが、補佐してくれていますから」

　領りよう家けはそう言って、俺の方へ顔を向けた。『仕事と恋愛、両面で互いに高め合う理想のリア充』を演出して宮みや前まえを欺こうとしているのだろうが……噓うそと分かっていても、そういう台詞せりふを聞くのは気恥ずかしい。

　宮みや前まえはその領りよう家けの言葉に、大きく頷うなずいた。

「領りよう家けさん、あなたはご自身単独の力も特筆すべきものがあるというのに、それに加えてもっとも重要なことが分かっていらっしゃるようです。支え合うこと──それこそが私わたくしたちにとって、何よりも大事なことなのですから」

　そう言い終えると、ふとその表情が微妙に変わった。満足気な、しかしどこか寂しさも感じさせるような、不思議な笑みだった。が、すぐに元の明るい笑顔に戻ると、領りよう家けや企画担当者を激励して部屋を後にした。




　　　　◯




　役職の肩代わりによって宮みや前まえの負担が軽くなった影響は、すぐに表面化した。反恋愛主義青年同盟部への弾圧が、目に見えて強くなったのだ。

　まず登とう下げ校こう時の荷物検査。これはこの前も抜き打ち的に行われていたが、今では毎日のように挙行されている。生徒たちからの不満はもちろんあったが、その怒りを『反社会集団』の方へ向けようと言葉巧みに世論を操縦していた。

　次に我々の世間からの評判を悪くしようとする、ネガティブキャンペーンだ。生徒会の強権を用いて全生徒へ大量のビラを配布したり、目立つところにポスターを張ったりして、反社会集団に協力しないように、と呼びかけている。『人生を駄目にする』『未来が破壊される』『家族・友人にも迷惑がかかる』などという言葉で反恋愛主義青年同盟部への協力を止めさせようとしている。それに加えて、『非リア充暴力集団アジト発見にご協力ください』『非リア充はあなたの近くに潜んでいる』などと、我々の逮捕へ向けての協力を呼びかけていた。

　そして、部室への立ち入り調査だ。

　ある日、掲示板に生徒会長・宮みや前まえの名で、『部室棟立ち入り調査ご協力のお願い』なる張り紙がしてあった。それによると、部室棟の全部屋を対象として生徒会の監査が行われるらしい。

「これは立派な人権侵害である！　我々反恋愛主義青年同盟部は、この生徒会の横暴に断固として抗議する！」

　張り紙を見つけた領りよう家けの怒りはそんな風に凄すさまじかったが、俺らにはその横暴を止める手段がなかった。

　部室棟にある地上のアジト、風紀委員会室も、当然監査の手は伸びるに違いない。また運良く宮みや前まえに掛けあって誤魔化せる可能性も無くはないが……。

　そんなわけで、俺たち反恋愛主義青年同盟部は地上アジトに集まり、対策を協議していた。

「とりあえず……ヤバそうなものは、地下のアジトに移動だな」

　俺が言うと、部員たちはハァ、と溜ため息いきをついた。この部屋も占領してからしばらくが経たち、夏休みの大半をすごしたこともあって、今や沢山の物品が運び込まれていた。

「それだけではないですよ。もしかしたら……地下アジトの方も、見つかってしまうかも……」

　瀬せヶが崎さきがそう言うと、部室内はしん、と静まりかえった。地下アジトへと向かう地下道の入り口は部室棟の目立たない倉庫、その床にあるから、今まで他の誰にも発見されずに来た。

　しかし今回の宮みや前まえの覚悟を見ると、アジトが見つかるまで徹底的な調査を行うだろうということが想像できた。

「……地下のアジトは、精神的支柱。なんとしても、死守したい」

　地下のヘビーユーザーである西にし堀ぼりは、決然としてそう言った。他の部員もそれぞれにアジトへ思い入れを持っている。

　アジトを守るべく、皆めいめいにアイデアを出し始めた。

「偽にせのアジト情報を流して、生徒会を混乱させる」

「一般生徒名義で立ち入りに対して抗議文を出すのも効果的かもしれませんね」

　西にし堀ぼりと瀬せヶが崎さきがそれぞれ提案する。

「確かにそれらは効果がある、すぐにでも実行しよう。しかし……奴やつらの行動を遅らせることはできても、完全に防ぐことはできない」

　領りよう家けは苦しげな声で言った。あのアジトを見つけ、一番長くあそこで活動してきたのは、他ならぬ議長・領りよう家け薫かおるだ。愛着も強いだろう。

「やはり先制攻撃が一番です！　生徒会には、権力に浸りきった腰抜けしかいません、そこを我々が決死の覚悟で突入すれば、必ずや大戦果を挙げることができるでしょう！　人数では勝てずとも、気合で打ち勝つのです!!」

　天あま沼ぬまがハチマキを締めながら、ギラギラした目つきで言った。

「この前生徒会室を見てきたが、今回はかなり武装を強化しているようだ。勢いだけで押し切ることは、できそうにない」

　俺のこんな言葉に天あま沼ぬまは、「先輩は腰が引けています！　裂れつ帛ぱくの気合を以もつてすれば……」などと熱い言葉で反論してくるが……当人もうまくいかないことは分かっているようで、それ以上強くは主張しなかった。

「生徒会室に偵察に行くなら、私が行こう」領りよう家けは悲壮感の漂う声で言う。「幸い、私は生徒会長・宮みや前まえに嫌われてはいないようだ。立ち入り調査の日程くらいなら引き出せるかもしれない」

「この前は宮みや前まえに招待されたから良かったが……やはり生徒会室に潜り込むのは、危険すぎる」

　俺が言うと、領りよう家けはすぐさま反論してきた。

「しかし他に、どうすればいいというのだ！」

　俺と領りよう家けとのそんなやりとりに──これまでじっと黙って成り行きを見ていた神しん明めいさんが、唐突に口を挟んだ。

「それじゃあ……生徒会の人を、拉致っちゃえばいいんじゃないかな？」




「お、おい、やめろ、何をする、離せ！　分かったぞ、き、貴様らが、あの……反恋愛主義青年同盟部だな！」

　監査を行おこなっていた生徒会の男子はそんなことを言ってジタバタするが、こちらは六人もいるので容易に制圧できてしまう。

「んぐっ……何をッ……」

　後ろ手に縛られ椅子に固定された彼は、涙目になって周りを見回す。彼をぐるりと取り囲んでいる反恋愛主義青年同盟部の面々は、ヘルメットにマスク・手ぬぐい、手には角材の完全武装をしていた。

「どうか……どうか命だけは……もう非リア充を罵倒して楽しむのは、やめますからっ……！」

　我々の姿を見て、彼は完全に怖おじ気けづいていた。

　ここは幽霊部員しかいないという『幽霊部』の部室だ。部室にはいつも誰もいないのだが、部員の数はなぜかかなり多く、また部活動の目的にそって部員がちゃんと活動していると言えなくもないので、こうしてしっかり部室が一部屋割り当てられているのだ。

　風紀委員会室で待ち構えたのでは、我々の素性を知らせてしまう。そこで俺らは、誰もいない幽霊部の部室に潜んで、そこにのこのことやってきた監査担当者の彼を捕らえたのだ。

「安心しろ、我々は必要以上の暴力で君を痛めつけたりはしない──もしそちらが、我々の言うことを聞いてくれたらの話だがな」

　制服の上に白衣を羽織って体型を隠した領りよう家けが、腕組みをしながら彼の前に進み出てそう言い放った。

　演説などでよく聞く声の主だからだろう、彼は領りよう家けに圧倒され、身体をこわばらせていた。

「なに、生徒会に対して自爆テロをやらせるような、そんな要求ではない。ただ君にちょっと、情報を提供してもらいたいだけなんだ」

「ぼ、ぼくは……何も、知りません。会長に命令されてやっているだけで、本当になにも……」

　おそらく捕まったらそう言うように教育されているのだろう。我々が拷問まではするまい、とタカをくくっているのだ。

「ふふ、そうか……それでは君の本心をちょっと強引に見せてもらい、聞き出すことにしよう」

　領りよう家けはそう言うと、不敵に笑った。

「反恋愛革命を成し遂げるためには、我々は心を鬼にして戦わねばならない──さあ、はじめようか」

　その言葉に、生徒会の彼は縮み上がり、目をギュッ、とつぶった。我々が身体的な痛みで以もつて彼から情報を引き出すとでも思っているのだろう。

　しかし我々のやり方は違う──もっと凄惨な方法だ。

　まず西にし堀ぼりが進み出て、彼に憐れん憫びんの目線を投げかけながら言った。

「非リア充を馬鹿にする一方で……しかし、あなたには、彼女がいない。そうでしょう」

「……そんなわけないでしょう、高校生にもなって」

「携帯を調べさせてもらった。メールボックスにはメルマガしか入ってないし、通話履歴には『お母さん』がずらりと並んでいる。彼女がいる人間の携帯ではない。あと……パスワードを出席番号に設定するのはやめた方がいい」

　西にし堀ぼりのその指摘に、彼は顔面蒼そう白はくとなった。恋人がいない、という状況は、リア充集団の中で大きなマイナス評価項目となる。これまできっと噓うそをついてやり過ごしてきたのだろう。

「そ、それがどうしたっていうんです。今はいないだけで、ぼくには彼女を作る意志があるし、努力だってしているんです！　非リア充をこじらせてこんなことをやっているあなたたちとは違うんです!!」

　完全にムキになっている。そんなタイミングで、瀬せヶが崎さきが声をかけた。

「でも、努力したからといって恋人ができるわけでもないですよね？　結局、相手次第のところがありますし」

　その言葉は彼の心をさらに荒すさませていった。

「そんなことはありません！　男女は半分ずつ生まれているのです、努力していればいつかは……」

　彼のそんな反論の最さ中なか、神しん明めいさんがその心をへし折りにいった。

「えっ、キモい」

　キモい。この三文字の言葉が、これまでどれだけ青少年の心を傷つけてきたか。心を抉えぐる鋭いナイフのようなその言葉は、いつ何時でも、大した理由なんてなくても使える、あまりにも便利すぎる武器だった。しかも神しん明めいさんのふわふわした感じの声で言われてしまうと、そのダメージは何倍にも増幅されて感じられたことだろう。

　生徒会の彼は思わず「あっ……」という声を漏らしてしまうと、そのまま黙りこんだ。この先ちょっとオシャレな服を買うにも、ヘアワックスを用いるときにも、神しん明めいさんの『キモい』が頭のなかに蘇よみがえり、彼の心をキュッと締め付けることだろう。

「……な、中野さん、違うんだ、別にぼくは、そういうつもりじゃなくて……」

　どうやら先ほどの言葉が呼び水となって、彼の脳内で昔の辛つらい記憶がフラッシュバックしているようだ。目がギョロギョロと動きまわり、半開きになった口からは涎よだれが垂れてきている。不安になったのか、神しん明めいさんが小声で俺に問いかけてきた。

「ちょっと、やり過ぎちゃったかな……？」

「……もうちょっと手加減したほうがよかったかもです。側そばで聞いているだけの俺にも、けっこうダメージ来ました」

　俺も『キモい』を聞いた直後は目尻がヒクヒクと痙けい攣れんしてしまった。それほどに神しん明めいさんのその言葉には威力があったのだ。

　しかし反恋愛主義青年同盟部に慈悲はない。心神喪失状態の彼に追い打ちをかけるように、天あま沼ぬまがまくしたてた。

「あなた、もう二年生っすよね？　恋人を作ろうという気もあってそれなりに努力してるのに、未いまだに彼女いないって……それ、根本的な問題があるんじゃないっすか？　そもそも生徒会に入ろう、っていう発想がまずキモいんすよ。特に入りたい部活もなく、しかし帰宅部では非リア充まっしぐら──そこで、アニメやマンガに影響されて『充実した学園生活』を送っている生徒会執行部を頭に思い描いて入ったんでしょうが、そういう人って分かるんですよね。なんてゆーか、オーラで。それでまず、生徒会の面々からは微妙に避けられるわけっす。普段みんなが自分に優しく振る舞ってくれるように見えるのは、完全に演技ですからね？　あなたの居ないところではみんな、夢を抱いて生徒会に入ってきたあなたのことを嘲笑していますよ。

　はっきり言ってもう先輩、在学中に彼女できる希望なんてないですから。生徒会でいっしょに活動してる真面目そうに見える女子たちは、あなたに仕事を押し付けて自分はちょっとチャラめの彼氏と早々に帰り、おうちデートしてるんすよ。『今日、キモオタに仕事押し付けてきちゃった』『お前、外そと面づら真面目なのにえげつないことするよなー』『だって……早くタクに会いたかったんだもん』『……しょーがねーな（髪をくしゃっと撫なでる）』こんな風にあなたをダシにして、獣のようにまぐわってるんすよ！

　それでもまだ、生徒会に忠誠を誓おうっていうんすか？」

　後輩女子からの面めん罵ば──これ以上に高校生男子の自尊心を失わせるものはない。しかも気さくな感じの口調で言うことで、ダメージはさらに倍だ。そして天あま沼ぬまの、これまでの彼をすべて見てきたかのようなあまりに具体的すぎる抉えぐり方。反恋愛主義青年同盟部の他の面々が若干引いてしまうほどのキツさだった。

　言い終えたあと天あま沼ぬまは領りよう家けに、「普段の口調と違い、さらに心にも無いことを言わねばならず、なかなか難しかったですが……うまくできていたでしょうか？」などと不安げに聞いていたが、実際のところ素に近い感じで、しかもノリノリだった。

　そんな言葉の暴力を受けた生徒会男子だが……完全にヤバくなってしまっていた。焦点の定まらなくなった目は上方を向いたままになり、開いた口からは常に「あっ……あ、あっ……」と声が漏れてきている。顔の前方に手をかざしてみても、反応がなかった。

「……やりすぎましたね」

　みんなが思っていたことを、瀬せヶが崎さきが言った。

「いや、これでいいのだ！」若干声に不安を滲にじませながらも、領りよう家けは断言した。「革命のためには犠牲が必要だ。それに我々は本当のことを言ったにすぎず、彼の外見を直接なじったりすることは一切しなかった。リア充のほうがよほど酷ひどいことをやってのけるぞ!!」

　我々はそれからしばらく様子を見て、彼の意識が回復するのを待った。

「生まれてきてすみません……生まれてきてすみません……」

　どうにか言葉を喋しやべれるまでに戻った彼がそんな風に繰り返すなか、領りよう家けは仕上げを始めた。

「さぁ、君もよく分かったろう。リア充というのはこれほどまでに酷ひどいことを、君に対してやってきていたのだ。我々はただ善良なる一市民である君を、その魔の手から救い出そうとしているだけだ。卑屈になるのはやめよう！　我々は手を取り合って、共に闘うのだ！　さぁ、それが分かったら、これまでの君の生徒会への加担を、自己批判しようじゃないか」

　領りよう家けはそう言って紙とペンを取り出し、彼の前に置いた。拘束を一部外はずされた彼は、「生まれてきてすみません」を繰り返しながらも、言われたとおりに自己批判書を書き上げた。

「よし、これで君の目は恋愛至上主義の幻惑に曇らされることなく、真実を見極められるようになった。さぁ、それでは、生徒会の今回の我々を追い詰める計画について、洗いざらい話してもらおうか!!」

「生まれてきてすみません……」

「そうではない、君にはもっと別の、言うべき言葉があるはずだ！　君のこれまでの人生は、リア充によって灰色に染め上げられてきたのだ、悔しくはないのか？」

「……く、悔しい……です」

　彼の目から、ぽろりと一筋の涙が零こぼれた。

「ならば、まずは叫ぶのだ！　君の怒りを、すべてその言葉にぶつけるのだ！　それが君の、新しい君の産うぶ声ごえだ！　第二の人生のはじまりだ!!　これまでの被支配者としてのいじけた抑圧から、自分自身を解放するのだ!!　さぁ、叫べ、『リア充爆発しろ！』と!!」

「リ、リア充、ば、爆発ッ……」

「声が小さい！　心の底から湧き上がる怒りのエネルギーを、全てその言葉に込めるのだ!!」

「リア充爆発しろっ！」

「まだだ、もっと出せる！」

「リア充、爆発しろッ!!」

　大だい音おん声じようでそう叫んだ彼は──自分自身に、驚いていた。これほどまでに心から叫んだことはなかったのだろう。これほどまでに本音を口にだしたことはなかったのだろう。彼の目から、もう一粒の涙が零こぼれ落ちた。しかしそれは先ほどの涙とは全く違う意味の、綺き麗れいな涙だった。
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　翌日、学園には激震が走った。我々反恋愛主義青年同盟部は、彼からとった自己批判書を拡大コピーしていたるところに張っておいたのだ。そしてその文書には、生徒会の企たくらむ学園支配について書かれていた。生徒会は、反恋愛主義青年同盟部を捕らえるため、と称して生徒に対して荷物検査・部室立ち入りなどの強権を発揮する下地を作っている、という主旨である。

　もちろん我々のそんなプロパガンダに対して、生徒会側が黙っているはずもない。

『これは非リア充暴力集団による、全く根拠のない杜ず撰さんな捏ねつ造ぞうです。私わたくしたち生徒会のこれまでの行為は、生徒の皆さんを反社会的集団から守るための非常措置であって、これを悪用しようなどという意図は全く持ちあわせておりません！』

　生徒会長・宮みや前まえは、またしても緊急放送によって弁明を行おこなった。しかしそんな放送が流れる中、昨日俺らが目覚めさせた生徒会の彼が、廊下を練り歩いて「リア充爆発しろ！」と大声で叫び続けたのだ。

　彼を捕まえるべく、生徒会による大捕り物が行われた。しばらくの逃走の後、あえなく彼は御用となってしまったのだが、その際に彼の吐いた台詞せりふ、「知ってるんだからな、お前らはぼくの居ないところでぼくの悪口を言っているんだ！　全員ぼくのことを、彼女がほしいのに作れない残念な奴やつ、とか思ってるんだろ、ぼくのことをキモいって言うのやめろ！　もうやめて……」は、それを聞いた全ての人が心打たれるほど真に迫っており、共感を呼んだという。




　我々は彼から引き出した情報をもとに行動を開始した。まずは風紀委員会室への立ち入り調査の日程が得られたので、それに合わせて本格的に物品を地下アジトへと運びだした。また、幽霊部の部室にダミーとしてバリケードを構築・角材を散乱させ、反恋愛的文言の落書きをしておくことによって、そこをアジトだったと思わせる作戦を敷いた。それによって捜査の目が他へ行くのを防ごうというのだ。

　風紀委員会室への監査は、無事に終わった。それに同伴してやってきた生徒会長・宮みや前まえの顔は、曇っていた。

「絶対に許せません。被害者の彼は、あれほどまでに常日頃から恋愛を称揚していたというのに……あんな風になってしまって」宮みや前まえは少し言葉に詰まったあと、辛つらそうに続けた。「今は、女子の生徒会役員が二、三人彼のまわりで、『みんな君のことが好きだよ』『女の子はそんなに怖くないよ』『いつか絶対、素敵な恋人が見つかるよ』など温かい声を掛けることで、彼は女子の姿を見ても泣いて逃げ出さないくらいには回復しましたが……リハビリには相当の時間がかかるでしょう。……恐ろしい、どんな洗脳の手段を用いているのでしょうか……？」

　俺らは単に現実を突きつけただけだが、現実というものは時として、どんな空想上の言葉より残酷に人の心を壊してしまう。ちなみについ先日、生徒会室から数人の女子が「だる、やってらんねーわ」「むしろ生徒会から消えてくれた方が良かったのにねー」「てかアイツの認識、地味に合ってるよね。自分が嫌われてるって、今まで気づいてなかったのかなー」と談笑しながら出てきたが、今その謎が解けた。他人事ながら涙が出そうになる。強く、生きてほしい。

「彼のためにも、なんとしてでもあの反社会的反恋愛集団を捕らえねばなりませんね」領りよう家けはしれっとそんなことを言って、宮みや前まえに同調した。「彼がある程度回復したのならば、その証言から手がかりを摑つかむことができるのでは？」

　宮みや前まえはそれに頷うなずくと、しかし浮かない表情になって返答した。

「彼によると、幽霊部の立ち入り調査のときに襲撃されたということでした。早速我々は現場に赴いたのですが……たしかにアジトらしき痕跡があるものの、人はもういませんでした」

「そうですか……危険を察知して逃げ出したのかもしれませんね。しかし彼らとて拠点を失ってしまえば、自由に活動はできないはず。実効的に息の根を止めたことになるのでは」

「……そうなるといいのですが。たしかに部室棟はくまなく探しましたが、他に怪しい場所は見つかりませんでした」

　どうやら生徒会側は何も有益な情報を摑つかめていないらしい。安あん堵どに顔が緩みそうになるが、踏ん張って緊張を続ける。

「運動部のプレハブなどを根城にしているのかもしれませんね」瀬せヶが崎さきが口を挟んだ。「大昔の、誰も管理していない、どこの部のものなのかも分からない、鍵も開かない部室がいくつかあって、運動部の中でも問題視されています。夜になれば人もいないですし、彼らにとっては好都合かもしれません。文化部室棟の幽霊部室と併用することで、リスク分散していたことも考えられます」

　テニス部で活躍する瀬せヶが崎さきだけあって、かなり説得力のある推理に思えた。

「なるほど……それは盲点でしたわ、すぐに調べてみます」

　宮みや前まえはそう言うとすぐに、部下に対して伝令を発してプレハブの捜査に当たった。

　後日、噂うわさで聞いたところによると、その捜査で出てきたのは、汗を吸ったまま放置され正体がわからなくなるほどカビたインナーシャツ・靴下、何世代も前の、卑ひ猥わいな落書きだらけの教科書、女子生徒の写真を切り取って裸の女の写真に貼り付け頭をすげ替えたコラージュ、謎の染しみがついた他校の女子の制服などだったようで、さすがに生徒会もそれには辟へき易えきしたらしい。
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　そんなふうにして我々がなんとか急場をしのいだと胸を撫なで下おろした時──事態は急変した。

　ある日の放課後、俺と領りよう家けが表のアジト・風紀委員会室へ向かって歩いていると、生徒会室の前にわらわらと人だかりができていた。どうやら生徒会が組織した軍団のようで、バレンタインの件で弱みを握られた柔道部員などが集められていた。

　集団の中に分け入ると、そこには厳しい顔で指示を出す宮みや前まえの姿があった。

「宮みや前まえ先輩！　これは一体……どうしたんですか!?」

　領りよう家けが問うと、宮みや前まえは神妙な面持ちで頷うなずき、紙片を見せた。

「タレコミがあったのです。『地下通路があるぞ』と……」

　それを見ると、たしかに拙い文字でそう書かれていた。

「特定を恐れて利きき手ての逆で書いたのでしょう。あそこまで人を痛めつけられる団体です、報復には生死が関わるに違いありません」

　宮みや前まえはそう言うが──俺にはその筆跡に、心当たりがあった。

　女児だ。人間を作るほどの異能を持っているというのに、字の拙さは完全に少女のそれだった。いや……見た目同世代の子供に比べても、ちょっと酷ひどいかもしれない。

　そんな女児女児しい文字なのだが、誰も見た目小四の者が書いたとは思っていなかった。

「たちの悪い悪戯いたずらでしょう。部室棟に地下室があるなんて聞いたこともないです。もしかしたら捜査を撹かく乱らんするために、奴やつらがわざと偽にせの情報を流したのかもしれません」

　領りよう家けは動揺をさとられないようにそう言うのだが、彼女の喋しやべりに慣れている俺から見ると、わずかに調子が上ずっているのが分かった。

「私わたくしも、おそらくそうだと思っています。我々が知り得なかった情報を、『反恋愛主義青年同盟部』以外の第三者が独自に知っている、とは考えにくいです。……ですが、いま我々には、これ以外の手がかりなどないのです。何もしないよりは、まだ望みの少ない可能性に賭けてみたいのです」

「そうですか……」

　領りよう家けは続きの言葉を探して目線を空中に彷徨さまよわせていたが、宮みや前まえを思いとどまらせる言葉はどうにも出てこないようだった。

「会長！　準備整いました！」

　部下らしき女生徒が、そう声をかけた。見ると、ヘルメットをしっかりかぶり安全ゴーグルを付け、角材にグリップを巻いた武器を手に持っている。かなり本格的だ。

「承知しました。それでは領りよう家けさん、高砂たかさごさん、どうか我々の武運をお祈りください」

　宮みや前まえは俺らから離れると、隊列の前に歩み出て激励の言葉をかけ始めた。

「おい、領りよう家け」「ああ、まずい……！」

　俺たちはすぐさまその場を離れ、危機が目前に迫っている地下部室へと向かった。




「優先度を考慮しろ！　メンバーの特定に繫つながるものは、最優先に処分するんだ!!」

　先ほどの宮みや前まえとのやりとりから五分ほど後、反恋愛主義青年同盟部の地下アジトでは慌ただしく証拠隠滅の工作が行われていた。生徒会による戒厳令下の現在、資料などを運び出すのは困難だ。我々は泣く泣く、全てを捨てる決断をした。

　シュレッダーは絶えず回り続け、ハサミは構成員の名を切り刻み、ハードディスクは物理的に破壊された。これまで築きあげてきたものが崩れ去っていくような、虚無感に襲われる。

「西にし堀ぼり、まだ大丈夫か」

『とりあえずは。まだ逆の端にいて、虱しらみ潰つぶしに探してる』

　無線機越しの西にし堀ぼりの声にも、ただならぬ緊張が窺うかがえた。彼女は見張りとして部室棟一階の第二美術部におり、生徒会軍団の様子をこちらへと伝えてくれている。

『けど、あと二十分ももたないと思う。それに、逃げる時間もちゃんと考慮しないと……』

「もちろんだ！　部員の皆はしっかりと逃げ出せるよう、余裕をもって退却してもらう」

　作業の手を緩めることなく、領りよう家けはそう言った。その言葉を不審がった天あま沼ぬまが問う。

「先生……『部員の皆』に先生は入っているのでしょうか。もしかして、私わたくしたちを撤収させたあとも、ひとり残って作業を続けられるおつもりじゃ……」

「もちろん、そうだ」領りよう家けは一切の躊ちゆう躇ちよなく、断言した。「この中にある資料から、部員の皆が特定され迫害を受けるようなことは、議長であるこの私が何としてでも阻止する。安心しろ」

「でもそれでは、先生の身に危険が及びます!!　先生はこの国の未来を背し負よって立たつ大事な方なのです。それを命に代えてもお守りするのが、この私わたくしの務めです、もし誰かが残るというのなら私わたくしが……」

「馬鹿者！」領りよう家けの怒号に、皆の作業の手が一瞬止まった。「皐さつきよ。お前は唯一の一年生部員だ。我々がいなくなったあと、その活動を継承していくのは、他ならぬお前なのだ！　その反恋愛運動発展の要となる自分の命を、軽々しく捨てるなどという発言は、議長として決して許せぬ。反省して、早く作業へと戻れ!!」

「先生……先生っ……！」

　天あま沼ぬまは滂ぼう沱だと涙を流しながらも、領りよう家けの命令に従って自分の作業を黙々とこなしていった。




　そしてついにその時が来た。西にし堀ぼりの地上からの状況報告をもとに、領りよう家けが撤収命令を出したのだ。

「予定通り、私は残って作業を続ける。皆、よろしく頼むぞ」

　嗚お咽えつをかみ殺しながらも頷うなずく天あま沼ぬまを始めとして、瀬せヶが崎さき、神しん明めいさんもその命令を受け、部室から退避していった。

　後に残っているのは、領りよう家けと俺だけだ。

「高砂たかさご、貴様も例外ではない。退避するんだ。被害は最小限に食い止めねばならない」

「ひとりで終わる量の仕事じゃない。それぐらいは分かってるだろう」

　俺が言うと、領りよう家けは一瞬の無言のあとで、こちらから目を逸そらしたまま早口にまくしたてた。

「終わらせてみせる。西にし堀ぼりの報告によれば、奴やつらが地下の入口に到達するまで、最大で十五分ほどある。効率よくやれば、ギリギリで終わるはずだ」

「その計算は、お前の脱出する時間を考慮していないだろ」

「……それが、議長としての責務だ。分かったら、お前も早く脱出するんだ」

　領りよう家けは顔をそむけたままでそう言うと、作業を再開した。俺は、退避を促す彼女のその言葉を無視して、その仕事を手伝いはじめた。

「高砂たかさご、私の言ったことが聞こえなかったのか」

「聞こえたよ。だけど俺は、お前の指示には従えない。二人でやれば時間は半分で済むはずだからな。あとで自己批判でもなんでもするさ」

　こちらが命令に従う気がないことを悟ったのか、

「本当に、しかたがないな……勝手にしろ」

　作業の手を緩めずに、ごく小さい声で独り言のようにそう言ったあと、領りよう家けはそれ以上説得してこなかった。

　それから俺たちは黙々と作業を進めた。時折入ってくる西にし堀ぼりの通信が俺らの退却を促すが、目の前にはまだやるべき仕事が残っている。まだアジトを離れるわけにはいかなかった。




「高砂たかさご、こちらは終わったぞ！」「こっちも、いま終わる！」

　十分ほどの後、作業はようやく完了した。俺と領りよう家けは見落としがないか点検した後、地上の部隊にこれから退却することを告げた。

『いま、生徒会が向かっている、急いで！』

　西にし堀ぼりの切迫した声に、俺と領りよう家けは顔を見合わせて頷うなずき、すぐにアジトから退出した。

　地下道の出口へと駆ける。二人分の足音が、薄暗く狭いトンネルの中に反響した。

　──と、行く先の出口から、光が一筋入り込んできているのが見えた。足が止まる。息を潜めてじっと見ていると、その光の筋はサッと太くなり……そして、声が漏れ聞こえてきた。

「こちらに、地下道への入り口があるようです！　埃ほこりがここだけ積もっていません、最近まで使われていたに違いありませんわ！」

　生徒会長・宮みや前まえの声だった。

「おい、領りよう家け」「……ああ」

　俺の呼びかけに短く応じたあとで、彼女は息を吸って、ふぅ、と吐き出し、言葉を継いだ。

「……追い詰められたな」

　その言葉が隧ずい道どう内に、不吉に残響する──それがかき消えるのとほとんど同時に、軍団が梯子はしごを降りてくる金属音が乱雑に響きはじめ、やがて地下の狭い一本道を、その音が塗りつぶしてしまった。







[image: 第２章　反革命の力学とその克服のために]







　　　　１




　生徒会が組織した軍団の持つ懐中電灯が、トンネル内を照らした。俺と領りよう家けは物陰に隠れて、向こうの様子を窺うかがう。

「こんなところに、地下道があったなんて……」

　そう言う宮みや前まえの声が響いてこちらまで聞こえてきた。暗くて細い、得体のしれない道だからだろうか、幸いにしてすぐにこちらへ向かって歩いてくる者はいなかった。

「怖おじ気けづいて撤退してくれれば良いのだが……」

　小声でそう言う領りよう家けに、俺はさらに小さな声で返した。

「難しいだろうな。宮みや前まえは本気だ。自ら先陣を切ってでも、探索に乗り出すだろう。せいぜい時間に少しだけ猶予ができるくらいだ」

「ああ。それまでに何か……奴やつらを出し抜く策を……」

　しかしどう考えたところで、出口を生徒会に押さえられてしまった以上、逃げ場などないように思える。

　出口の近くに待機した生徒会の軍団は、刻一刻とその数を増やしていた。照明の数も増し、足音や交わす小声のざわめきが、うるさいくらいに響く。

　そんな中、隊列の整理にあたっていた宮みや前まえが、ふとこんな言葉を漏らすのが聞こえた。

「この道は……どこへ続いているのでしょうか。とにかく、洗いざらい資料を探さないと……」

　俺はその言葉にピンときて、領りよう家けに耳打ちした。

「そうだ、なんのことはない──向こうの側に抜ければいいんだ」

　しかし彼女はすぐに反はん駁ばくする。

「前にも言っただろう。講堂側の出口は、この通路が使われなくなった大昔にコンクリートで塞がれてしまったんだ」

　初めてこの地下道に足を踏み入れたとき、領りよう家けがそんな説明をしていたことを思い出す。それに、つい最近もこの話題が出ていた。

「けど、実際に見に行ったことはない。そうだろ？」

「それはそうだが……」

「なら、行ってみよう。このままここで見つかるまでじっとしているよりは、ずいぶんマシだろう」

「…………」

　領りよう家けはしばらくじっと考え込んでいたが、生徒会の側に続々と増援が集まってくるのを見て、覚悟を決めたようだ。

「分かった、行ってみよう。講堂側には廃棄物がたくさん置かれている。大人数でくる生徒会軍団を足止めするにも丁度いいだろう。もしかしたら身を隠して、そのままやり過ごせるかもしれない」




　領りよう家けが言っていた通り、アジトから講堂側へ向かう道にはありとあらゆる粗大ごみが放置されていた。学校には必需品の机や椅子はもちろんとして、ブラウン管テレビ、やたらとデカいキーボード、店頭に置いてあるマスコット人形など、雑多なものがひしめいていた。俺らはそれを、物音を立てないように避け、奥へ奥へと進んでいった。明かりでこちらの存在を奴やつらに知られてはならない。懐中電灯の光は極小にしぼり、手探りに近いかたちで進んでいく。

　手や足、時には顔に蜘く蛛もの巣すが絡からまる。向こうずねをぶつけても、決して声を漏らしてはならない。そんな厳しい状況下での進軍だったが、退路が断たれているということもあり、俺も領りよう家けも立ち止まることなく黙々と先を急いだ。

　生徒会もようやく、入り口から先へ進む覚悟を決めたようだ。宮みや前まえがよく響く声で、こう呼びかけた。

「非リア充暴力集団、『反恋愛主義青年同盟部』の皆さんに申します！　あなた方がここで活動していることは、既に調査済みです。この部室棟からの進入口は、生徒会が制圧いたしました。皆さんはもう、追いつめられているのです。無駄な争いを避けるため、降伏してください。私わたくしたちは、それが恋愛を否定する狭い心の持ち主のものであれ、余計な血が流れることを望みません！　繰り返します、降伏してください!!」

　作業の連続で額に汗をかきながら、領りよう家けは薄く笑ってぼやいた。

「大した見みえ得みえだ。調査なんてほとんどできていないはずなのにな……これが恋愛至上主義者のやり口なのだ。本質を伴わぬ虚勢、奴やつらはこんな場所でさえ、自分を強く見せようとハッタリをかます」

　呼びかけに応じる声がないと分かると、宮みや前まえ率いる軍団は通路を行軍しはじめた。多数の足音が乱雑に狭いトンネル内を跳ねまわり、これまでに聞いたことのない音響が聞こえてくる。だがそんな足音が、こちらの作業による物音を隠してくれるというメリットもあった。俺と領りよう家けはガラクタをかきわけるスピードをさらに上げていった。

「生徒会長、怪しい扉を発見しました！」

「最近まで使われていたと見受けられます、ここが奴やつらの拠点に違いありません!!」

　しばらくするとそんな声が聞こえてきた。どうやら、我々のアジトまでたどり着いたらしい。

「……やはり、見つかってしまったか」

　作業を進めながら、領りよう家けはぼそっと呟つぶやいた。彼女が発見し、メンテナンスを行おこなって居住環境を整えたアジトだ、俺たちが受けるよりもダメージは大きいに違いなかった。

「アジトというのは、いずれ発見されてしまうものだ。実践的運動家の我々にとって重要なことは、いかに見つかりにくいアジトを構築するか、というよりもむしろ、既にある場所にこだわることなく、身軽に転々として捕まらないようにし、運動を持続させていくことにある」

　俺が言うと、領りよう家けは疲れた表情のなかに薄く笑みを作って、「そうだな」と返答した。




　生徒会軍団がアジトの扉をこじ開けようとする甲高い音にまぎれて、俺らはさらに先へと進んでいった。しばらくするとモーター音が止やみ、

「鍵の切断、完了いたしました！」

　と報告する声が聞こえた。おそらく今頃宮みや前まえたちの間には緊張が走っていることだろう。非リア充暴力集団との正面衝突。人数的にはおそらく圧倒しているものの、ここは相手側のホームグラウンド、どんな戦法をとってくるのか、まったくの未知数だ。

　そんな張り詰めた空気が伝わってくるようだったが、実はもうそこはもぬけの殻なのだ。

「突入!!」

　宮みや前まえの威勢のいい掛け声が、遠くから聞こえてくる。俺らの放棄したアジト近くでのそんな熱量とは対照的に、こちらは黙々と作業を進め、もうそろそろ端へと辿たどり着つきそうだった。

「……見えたぞ、高砂たかさご」

　領りよう家けの呼びかけに応じて前方を見ると、壁にあたった懐中電灯の光が円形を描いていた。俺は腰に提げていたもうひとつのライトを取り出し、さらに周囲を照らす。

「あっちと同じ構造だ、梯子はしごがある」

「ああ……おそらくこの上が、コンクリートで塞がって……」

　領りよう家けが光を上へと向けると──近くで跳ね返ってきていた光が、すっ、と吸い込まれるように上に向かったまま戻ってこなくなった。

「……もしかして、塞がってないのか？」

　期待に鼓動が高まる。

「登ってみよう、俺が先に行く」「あ、ああ、まかせた」

　はやる心を必死に抑えつけながら、俺は一歩一歩着実に梯子はしごを登っていく。その上端の穴から顔を出し、懐中電灯で照らすと、そこには小部屋が広がっていた。ちょうど、部室棟と地下道との接続点にある、あの倉庫のような場所だ。

　慎重に身体を上げ、それから領りよう家けを呼んだ。軽く手を貸して彼女もこの小部屋に上げたあと、二人で一度、大きく深呼吸した。

「……塞がれていなかったのか」「いや、ここから先が封鎖されているのかもしれない。油断は禁物だ」

　そう言って楽観的な領りよう家けに注意を促したものの、俺もこの良い方向の計算外に心が躍っていた。

　ただ、頭の片隅にどこか冷静な部分があって、警告を発していた。あまりにもできすぎている。何か落とし穴があるのではないか、と疑ってしまう。

「電灯のスイッチがあるぞ……点つけてみるか？」

　領りよう家けは弾むような調子で言った。俺は今出てきた穴を手近にあった薄い鉄板で軽く塞いで光が漏れないようにしてから、頷うなずいてみせた。

　パチパチッ、と数回の瞬またたきのあとで、明かりが灯ともる。

「……普通に、倉庫だな」領りよう家けは部屋の中を見回しながら言った。「文化部室棟の方とよく似ている。なるほど、講堂の中にこんなところがあったのか」

　何かが頭のなかで引っ掛かっていた。俺は今しがた出てきたばかりの穴を、蓋を少しずらして覗のぞき込こんだ。穴の壁面は、綺き麗れいだった。まるでつい今しがた空あけられたような──。

　領りよう家けは室内を物色したあとで、扉へと向かった。

「そしてこれが、倉庫の出口か。高砂たかさご、一旦明かりを消すぞ」

「……ああ、分かった」

　俺の返事を聞くと、彼女はごく自然に俺の手を握ってから、明かりを消した。真っ暗闇の中で、彼女の体温がひときわ鋭敏に感じられた。手と手を繫つないだだけで、伝わってくる熱量はそれほどでもないはずなのに、それだけで身体が熱くなる。

「い、いくぞ」「おう」

　領りよう家けはそれから、ドアノブをゆっくり捻ひねって、扉をしずかに開けていった。……薄暗い、舞台袖の空間だろうか。倉庫は舞台の下に、半分地下室のような形で掘られているみたいだ。

　あたりは水を打ったように静かだ。こちらの息も、衣きぬ擦ずれの音も、大きな無音の媒質に吸われてしまって、すぐに霧散する。

　講堂内に俺ら以外誰もいないというのは、感覚で分かった。領りよう家けは俺の手を引き、舞台へと向かっていく。

　この講堂の舞台というのは、俺にとってこれまで観客席から眺めるものでしかなかった。いつもとは文字通り百八十度変わった、舞台から見下ろす講堂の眺め。細かい雨が降る今日、空は灰色に曇って、二階の窓から入ってくる光は実に弱々しかった。その乳白色の柔らかな光線が講堂の中を薄ぼんやりと照らして、それがどこか神聖な感じを与える。

「……お前と一緒に、行動できてよかった。高砂たかさごがいなければ、きっともう諦めて、奴やつらに捕まっている頃だろう」

　領りよう家けは俺の手を握ったままで、そう言った。

　生徒会の方はそろそろアジトの探索が済んだ頃だろうか。徹底的に情報が処分されていることを知り、一足遅かったと悔しがっていることだろう。

　とりあえず窮地は脱したという安心感から全身の力が抜けそうになるが、考えるべきことは山積みだった。

　まずは俺たちのアジトを知らせた情報提供者についてだ。筆跡から女児だと分かったが、どうしてこのタイミングで情報を出したのかということが気にかかる。彼女ならおそらくいつでも俺たちを追い詰め、アジトを壊滅させることができただろう。しかし、今まではそうしてこなかったのだ。

　さらに謎なのは、今しがた抜けてきた通路についてだ。垂直に掘られてトンネルと講堂とを繫いでいたあの穴は、壁面の様子から察するに明らかに新しかった。おそらく、一旦は領りよう家けの言っていたようにコンクリートで埋められ、そこに再び穴が穿うがたれたのだろう。誰が、何の目的のために？　それに、通路に放置されていたガラクタには、あの穴を通り抜けられないものがいくらかあった。そしてその穴は、俺と領りよう家けにとってはあまりにも都合が良すぎた。

　そんなことを考えていると──不意に領りよう家けが、繫つないでいた手を離した。

「ひ、非常事態だからといって、どさくさに紛れて手を握るんじゃない！　リア充じゃないんだぞ!!」

「……何を言っているんだ、お前から握ってきたんじゃないか」

「そんなことはどうでもいいのだ！　それより、気づいてたならすぐに振り払うなどすれば良かったではないか！」

　どうやら完全に無自覚だったらしい。落ち着いてきてようやく気がついたのだろう。振りほどいた後で自分の手をぎゅっ、と握って、領りよう家けは俯うつむいてしまった。

「……さて、そろそろここから脱出するとしよう」

　彼女は平静を装よそおってそう言うと、俺に顔を見せないようにして舞台から降り、講堂の真ん中を走る通路を出入り口の方へと向かった。俺もその後について、歩いて行く。

　領りよう家けは扉に手をかけ──開けるのを、思いとどまった。

「……もしかしたら、校内全域で警戒を敷いているかもしれない。地下道の存在を知られたのだ、どこかに別の出口があると考えるのは自然だ」

　確かに宮みや前まえも、どこに繫がっているかということを気にしていた。それがきっかけとなって俺たちはここまで来られたわけだが……。

　領りよう家けの予感は、的中した。

『生徒会です。ただいま、校内には、拠点から逃げ出した反社会集団が、潜伏しているものと見られています。不審人物を見かけましたら、すぐに生徒会まで通報をお願い致します』

　トラメガで拡声されたそんな呼びかけが、扉越しに聞こえてきた。

「このままぬけぬけと出て行ったら、明らかに怪しまれるだろうな」

　俺が言うと、領りよう家けは頷うなずいて言葉を継いだ。

「ずっとここにとどまっていれば、いずれ地下道内の宮みや前まえ率いる軍団がここまでやってきて我々を捕らえるだろう。つまり──状況はあまり、改善されていないようだ」

　思わず溜ため息いきが出てしまう。やっと安心できる場所まで来たと思ったら、それは見かけだけでしかなかったのだ。

「その、外で呼びかけをしている生徒会の輩やからが、別の所へ行ってくれれば良いのだが……」

　そんな領りよう家けの願いは、しかし脆もろくも崩れ去った。

「おっ、フジイじゃん、なにやってんの」

　元気系女子のそんな声が聞こえてくると、呼びかけをしていた生徒会の男はすぐに応じた。

「いやー、生徒会でさー。なんかヤバい奴やつらがどっかから出てくる、らしいんだよね」

「ウケる、なにそれ！　てかフジイ生徒会だったんだ」

「そーそー、真面目な俺に似合ってるっしょ」「真面目て。程遠いわ」「いやー、推薦とか通りやすくなるかなー、って」「打算かっ！　てかズル！　私も推薦欲しいし」「じゃお前もやれば」「えっなにそれ軽っ。そんな簡単なの!?」「ザルだよザル。俺が紹介しとく」「えーどーしよ、でもアタシあんまそーいうの向いてないかもだしなー」「俺だって向いてねーよ」「自分で言った!?」「推薦の為ためだからな、仕方ねえ。それに……お前が入るんなら、生徒会やる理由、もうひとつ増えるからな」「……なに？」「ん？　いやー、こうやってお前と喋しやべる時間、増えるかなー、って」「……そっか。……ん、じゃ、まぁ、やってみてもいいかも……」

　外で行われるそんなやりとりを聞いて、領りよう家けの手がプルプルと震えだした。

「抑えろ、領りよう家け！　『いつもいい加減な緩い雰囲気の男子が、しかし自分への好意を明け透けに述べる、そのギャップにときめいてしまう女子』という構図が我慢ならないのは痛いほどよく分かる！　リア充特有の大して面白くもないのに緩いボケと勢いだけのツッコミで面白い感じを出そうとしているやりとりが癇かんに障さわるのは俺も同じだ!!　だがここで出て行ってしまったら、これまでの努力が水泡に帰すぞ！」

　そう言って領りよう家けの手首を摑つかむと、彼女はそれを振りほどこうとしながら言った。

「放せ、高砂たかさご！　私は実践運動家だ、革命をただ先延ばしにし続ける日和ひより見み主義の輩やからとは違うのだ！　討たれても構わん、私はいま目の前の蛮行を、今ここで止めるのでなくてはならぬ!!」

　しかし俺はその手を、放すわけにはいかない。

　それからも生徒会男子とその女子とは、尽きせぬお喋しやべりに花を咲かせていた。

「なぜ……わざわざ講堂のすぐ近くで……」

　領りよう家けは血涙でも流しそうな勢いで、扉を焼きつくさんがごとくにじっと睨にらみつけていた。変装していれば一人くらいなら強引に突破して逃げきれるだろうが、あまりに急いでいたためそんな準備すらできていなかった。

　ともあれ、現在の状況ではこのまま講堂から外に出ることは難しい。裏口も探してみたのだが、外側の取っ手に鎖が巻きつけられ封印されているようで、今の装備ではどうすることもできなかった。

「どうする、このままじゃ……」

　俺が焦あせって言うと、領りよう家けは「わかってる」と早口に返事をして、顎に手を当てた。

　そうこうしているうちに、集団が行軍する足音が、微かすかに聞こえてくるまでになった。耳を澄ますと、乱暴に障害を排除しているのか、物と物とがぶつかりあう轟ごう音おんがここまで響いてきた。しばらくすると、人の声と思おぼしき音がいくらか漏れてくるほどになった。

「……もう、これしかない。一か八かの作戦だが……」

　領りよう家けは顔に苦く悶もんを浮かべながら、そう呟つぶやいた。

「おい、どんな秘策なんだ」

「……我々が反恋愛主義青年同盟部として、はじめて挙行した偽装作戦だ。あれを、また実行する」

「はじめて……偽装……？」

　記憶のなかを過去へ過去へと遡ってそれを探し──思い当たった。

「……あれを、やるのか」「ああ、もう仕方がないだろう」

　あの時のことを思い出し、顔が熱くなる。それは領りよう家けも同じようだ。彼女の俯うつむいた顔の側面、長い黒髪からのぞく耳が、はっきりと赤く色づいていた。

　地下道を抜けるときに、かなり身体を動かした。肌は汗ばみ、服がぐっしょりと濡ぬれている。そしてそれは、これからの作戦にとって好都合だった。

「こちらに上へと向かう穴がありますわ！」

　宮みや前まえの声が微かすかに聞こえたかと思うと、その後には梯子はしごを大人数で登る驟しゆう雨うのような金属音が漏れてきた。いよいよだ。

「……どうせなら壇上がいいだろう」「そ、そうか」

　領りよう家けの提案に従って、二人で舞台へと上がる。

「それじゃ……準備を、はじめるか」

　彼女はそう言って──ブラウスの一番上のボタンを開けた。




「ここは……講堂、ですわね。こんな地下道が……私わたくしが先行いたします、皆はここで待機するように！」

　宮みや前まえの声が聞こえた。それから駆ける足音──近づいてくる。

　舞台袖から宮みや前まえが飛び出す。それから客席側へ向かって、大だい音おん声じようで宣言した。

「さぁ、覚悟なさい、あなた方は完全に包囲されています！　ふふ……愛を知らぬ皆さんに、これから丹念に恋愛の素晴らしさを教え込み、社会に溶け込めるようにして差し上げますわ!!」

　彼女は高笑いをしながら、客席の方を見渡す。しかし、そこには誰一人としていなかった。

　そして、宮みや前まえの目は、自分のいる壇上、その中央に置かれた演台へと向けられた。

　そこには二人の男女──俺と、領りよう家けがいた。

「えっ、領りよう家けさ……あっ」

　呆あつ気けにとられた宮みや前まえが、素の声を漏らす。俺と領りよう家けは宮みや前まえから顔をそらし、乱れていた着衣をもたつきながら直していく。
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「あ、あの……なんというか……申し訳ありませんわ」

　チラ、と宮みや前まえの方を盗み見ると、その顔は真っ赤になっていた。

「こちらこそ……すみません、その、鍵が開いていたので、勝手に入ってしまって」

　領りよう家けは宮みや前まえの方を向き、しかし顔は微妙に反らした状態で、訥とつ々とつとそう弁明した。

「が、学校は、生徒のためのものですから、どこで皆さんがどのような活動をなさっても……。でも……流石さすがにここで……。いえ、なんでもありませんわ」

　宮みや前まえの中で俺らは、『誰もいない講堂に侵入して舞台の上にあがり、いつも偉い人が喋しやべっている演台に女子の手をつかせて行為に及ぶカップル』ということになっているはずだ。学生時代にしかできないこと、学校の中という背徳感というのはテンプレートとしてよくあるが、ここまでくるとリア充などではなく変態の領域に入っている気がする。

　宮みや前まえは俺がベルトを締めるのをチラリと横目で見て、すぐに目を逸そらした。顔の赤さが加速度的に増していっている。

「私はその、演台で、話すことなどよくあるのですが……ま、まぁ、汚さなければ……でも……その……」

　完全にテンパッていた。領りよう家けがスカートの腰のあたりを手で持ってもぞもぞと動かすのをまた一いち瞥べつして、すぐに目線を切って俯うつむいてしまった。

「会長、こちらも突入いたしますか!?」

　そんな声が遠くからとんでくる。宮みや前まえの部下なのだろう。

「ま、まだ待機です、決して来てはなりません！」

「はいっ！」

　宮みや前まえにそんな温情を掛けられながら、俺らは服装を整えていく。

「あ、ありがとうございます……」

「いえ、お礼など……以降、気をつけていただければ……」宮みや前まえはそう言い、領りよう家けの方を見た。「あら、まだシャツのボタンが……」

　そう言って彼女は、領りよう家けの首元へと手を伸ばし、外れていたボタンを留めた。

「あ、汗だく、ですのね……そんなに……ま、まぁ、高校生の、若さですね！」

「……すみません」

「謝ることではありませんわ。ところで……不審人物が、この講堂を通って出て行った可能性があるのですが、目撃などは……？」

「いえ、私は……」「俺も……」

「……そうですわね、む、夢中で……もうちょっと、周りに気を配られた方が良いかもしれませんわ」

「はい、そうします……」「これからは気をつけます」

　これからも校内で情事に及ぶ気満々の俺らの返答に宮みや前まえは何か言いたそうにしていたが、ぐっ、と飲み込んで、それから講堂を出るところまで送ってくれた。外には先程の男女がまだ仲睦むつまじく会話しており、生徒会の仕事をサボっているその男を、宮みや前まえは烈火のごとく叱責した。




　　　　２




　紆う余よ曲きよく折せつを経て講堂からなんとか脱出した俺と領りよう家けは、急ぎ足に地上の部室、風紀委員の部屋へと向かった。

　扉を開けると他の部員は勢せい揃ぞろいしており、不安げに連絡を待って無線機をいじっていたり、いつものやわらかな笑みとは打って変わって真剣な顔で壁を見つめていたり、落ち着かないのか泣きそうな表情で人数分を遥はるかに超える量の紅茶を淹いれていたり、歯を食いしばって毛筆で遺書をしたためていたりした。

「遅くなった、皆、無事か!?」

　領りよう家けの声に、待っていた部員たちは顔を跳ね上げ、ガバッ、と入り口の方を向いた。

「……よかった」「ずっと出てこないから、心配しましたよ」「薫かおるちゃん、高砂たかさごくん！　遅いよぉ……」「私わたくしは先生の生還を、信じておりました！」

　神しん明めいさんは涙をこぼして、領りよう家けに抱きついた。

「茜あかね、そんなオーバーな……」

「待ってる方が辛つらいんだよ！　ぅぅ……よかったあ……」

「……すまなかったな」

　腰元に抱きついた神しん明めいさんの栗くり色いろの髪を、領りよう家けが優しく撫なでる。西にし堀ぼりはそれを、尊いものを拝むかのように、目を細めて口くち許もとを緩めながらじっと眺めていた。




　しばらく経たって落ち着いてから、現状の確認が行われた。

　生徒会の一団は今も躍起になって反恋愛主義青年同盟部の捕獲のために校内をうろつきまわっている。しかし外から見て察するところによると、まだ俺たちに繫つながる証拠は全く摑つかんでいないらしい。身を危険に晒さらしてまで証拠隠滅の作業をした甲か斐いがあった。

　今回の件では俺らの側への人的被害は、奇跡的に出ていない。俺と領りよう家けが地下道のガラクタ山を通り抜ける際に、軽い擦り傷を負ったくらいだ。

「しかし──地下のアジトが、生徒会に発見されてしまった。もう、あそこを使うことはできそうにない」

　領りよう家けがそう報告すると、部員たちはみな黙りこんでしまった。

　それぞれにあのアジトには、深い思い入れがあるのだろう。

　西にし堀ぼりはよくあそこに備え付けられたベッドで寝ていた。俺と彼女が心を通わすようになったのも、あのアジトでの事件がきっかけだった。

　瀬せヶが崎さきも神しん明めいさんも、よくあそこを利用していた。表では嫌でも注目を集めてしまう二人だから、この社会から隔離された地下部室が、気を休めることの出来る貴重な場だったのだ。

　天あま沼ぬまと俺との一連のやりとりも、はじまりと終わりはあのアジトだった。

　そして、領りよう家け。

「……今回の件は、私の落ち度だ。これまで見つかってこなかったからと、油断をしていた」

　その重々しい口調に、安易な否定を返すことはできなかった。

「すまなかった。議長として、皆に謝罪する」

　領りよう家けはそう言って頭を下げる。真一文字に結んだ口が、小刻みに震えていた。誰よりも悔しいのは、領りよう家け薫かおる、彼女自身に違いなかった。

「謝ることなんてない」「そうですよ、今回は事故のようなものです」「自分を責めちゃだめだよ！」「先生はご立派に、この国の未来のために働いておられます。自信を持ってください！」

　部員たちは口々にそう言って領りよう家けの責任を否定するが……彼女は目をつぶってそれを聞き、首を横に振った。

「皆、ありがとう。議長として、部員の皆にそう言ってもらえるのは、何よりも心強いことだ。だがな、そんな優しさは、時に組織を内側から駄目にしてしまうものなのだ」

　領りよう家けがそう言うと、部室には気まずい沈黙が流れた。

　誰もが憔しよう悴すいしていた。今日は部員それぞれが、肉体的にも精神的にも辛つらい放課後を過ごした。特に領りよう家けへの負担は、なみなみならぬものがあったはずだ。

　これ以上何か議論を続けても、疲れた頭ではすぐにまた平行線をたどってしまいそうだ。そう思って、俺はこう切り出した。

「今日はもう、このあたりで止やめにしないか。皆、今日の防衛戦で疲れていることだ、ゆっくりと身体と頭を休めて、また明日、対応策を考えるべきだ」

　俺の提案に、皆が頷うなずく。領りよう家けも、ふぅ、と息を大きく吐き、首しゆ肯こうした。

「そうだな……今日は、本当に疲れた」

　領りよう家けのその言葉につられて、他の部員の顔にも疲労の色が滲にじみ出でてきた。

　俺はしかし、最後に大事なことを付け加えなくてはならなかった。

「本日の作戦は、大成功だった。皆が協力して作業に当たってくれたおかげで、生徒会の急襲から見事、部を救うことができた。もし部員一人一人が気を緩めていたら、俺たちは今頃生徒会に捕らえられ、『立派』なリア充になるための洗脳教育を施されていたに違いない。数カ月後には皆が彼氏・彼女を持ち、充実した学園生活を謳おう歌かしていたのかもしれないのだ。そんな苦境から我々を救ったのは、諸君ひとりひとりの能力と、我々がこれまで培つちかってきた紐ちゆう帯たいの強さのおかげに他ならない。皆、今日はありがとう」

　俺が少し畏かしこまってそう言うと、他の部員の皆は薄く笑ったあとで、それぞれ返事をした。

「ん」「そうですね、これからも頑張っていきましょう」「こちらこそだよ。みんなありがとう！」「高砂たかさご先輩、先生の言葉を横取りしてカッコつけようなんて、百年早いです！」

　それから反恋愛主義青年同盟部の面々は、めいめいに風紀委員会室から出ていき、あとには俺と領りよう家けだけが残された。

「俺たちも、帰るか」

　窓の外をじっと眺めていた領りよう家けに、後ろからそう声をかけた。

「高砂たかさご……」

　彼女はそれだけ言ってから、言葉に詰まったように沈黙した。それから少し経たったあと、ようやく弱々しい口調で続けた。

「先ほどは、助かった。お前が最後にポジティブな言葉で締めくくってくれたから、部員の士気を保つことができた。暗くなっていた部の雰囲気が、払ふつ拭しよくされた。本来ならば私が、そういった皆の心のあり方に気を遣うべきだったのに……」

「まぁ一応、領りよう家けを除けば俺が最古参のメンバーだからな、それくらいの役割は果たさせてもらわないと、面目を保てない」

　俺の返す言葉に、領りよう家けはしばらく無言だった。夕闇を見つめている彼女のその背中が何を語っているのか──長い間一緒にいるはずなのに、俺には少しも分からなかった。
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　領りよう家けと別れた後の帰り道、俺は疲れきった身体をどうにか動かして駅へと向かった。先ほどまでは反恋愛主義青年同盟部員としてのスイッチが入っていたから麻ま痺ひしていたのだが、それがオフになった今、疲労が鉛のように重く身体にのしかかってきていた。

　一歩一歩、踏みしめるようにして繁華街を歩く。そんな俺の行く手を阻はばむように、ひとつの人影が腕組みをして待ち受けていた。

　女児だった。股の下まで丈たけがあるダボダボのＴシャツ、その裾からホットパンツが少しだけのぞいている。いつもよりちょっとラフめな格好だ。

「随分遅いじゃないか、待ちくたびれたよ」

「こんな所で待っててほしい、なんて一言も言ってないです」

　俺のつっけんどんな回答を聞いて、女児はくすくすと笑った。

「どうやら大分ご立腹のようだね」

「そんなの……決まってるじゃないですか」俺はなるべく冷静さを保つように心がけながら、女児に応える。「今回の騒動を仕掛けたのは、あなただ」

　俺の言葉に、女児は満足気に頷うなずいた。

「いかにも。なかなか君も、観察の鋭い男だね。どうして分かったんだい？　あのメモは細心の注意を払って処理した、分子レベルに至るまで私の痕跡が残っていないもののはずだが」

　単純に字の下手さ加減で気づいたのだが、俺はその点については黙っていた。代わりに、更に深く踏み込んで彼女の陰謀を暴き立てる。

「生徒会をけしかけただけじゃないでしょう。あなたは、講堂と地下道との間、コンクリートで埋められていた場所に穴を空あけた──俺らが脱出できるよう、手助けをしたんだ」

　女児は軽く驚いたように僅わずかに目を見開いて口を開けると、それからまたニヤリ、と不敵な笑みを作った。

「見事だ、やはり私が見込んで声を掛けただけのことはある」女児はそう言って俺の背中をポンポンと叩たたく。ドラマを見て、部下を労ねぎらう偉い人の真ま似ねをしている幼女にしか見えなかった。

　領りよう家けが話していたところによると、通路の講堂側はずっと前にコンクリートで固められて封鎖状態のはずだった。そして生徒会のアジト侵入から逃げるために使ったあの穴は、まるでつい最近掘られたかのように壁面が新しかった。もちろん学校側には埋め立てたところを改めて掘る必要性などなく、俺ら反恋愛主義青年同盟部が掘ったものでもない。

　さらに、最初の生徒会への情報リークからして怪しかった。これまで女児は、一方的に俺らが不利になるような操作はめったに行おこなってこなかった。やろうと思えば俺らを物理的に追い詰めることはいつだってできたし、容易たやすいはずだ。それがなぜ、今回に限って生徒会を駆使して強制的に追い詰める作戦に出たのか──そこで、逃げ道を用意したのも女児だと考えれば、一応はバランスがとれていることに気付く。

「どうしてこんな……自分で窮地に追い込みながら、救い出すなんて、回りくどいことを……」

　女児がこちら側に不利な情報を生徒会にリークした、という怒りよりも、その目的の分からなさからくる困惑が俺の頭を占めていた。

「これは前にも言ったことだが」

　女児はそう前置きをして、歩き始める。俺はその狭い歩幅に合わせて、足を進めた。

「領りよう家け薫かおるを力によって抑えこもうとしても、無駄なのだ。だからこそ君を使って彼女を落とさせようとした。今回の件でも、同じことが言える。もしここで生徒会を使って領りよう家けをはじめ反恋愛主義青年同盟部を捕まえたとしても、一時的にその運動を封じ込めることができるにすぎない。むしろその逮捕から復帰による非転向・不退転は神話化し、彼女の権威を強めて運動を結束させる方向にいく恐れがあるのだ」

　黙ってそれを聞いていると、彼女は一定のペースで歩き続けながら、言葉を継いでいった。

「領りよう家け薫かおるの心を折ること。それが唯一の、彼女に対抗する反・反恋愛運動における方策なのだ。人間は恋愛という引力に抗しきれない──どれだけ口では反恋愛を叫んでいようとも、心の内ない奥おうでは異性に恋い焦がれてしまう。そのことを彼女にはっきりと示し、それを通して反恋愛シンパを失望させ、運動を根絶やしにする」

「領りよう家けは、絶対に、そんな……」

　俺の切れ切れのそんな反論を、女児は鼻で笑った。

「もうあとひと押しだと思うがね。今回の件で、随分君を引き立てることができた。領りよう家け薫かおるは君のことを、以前にもまして評価するようになったろう──運動家としても、そして異性としてもね」

　女児は言い終えると、それ以上のことを話そうとはしなかった。




　彼女の話を受けて、俺の頭は過熱していた。どうすればいい？　これからどうなる？　疑問は無際限に空転し続け、発散してしまう。

　そんな考え事をしながら買い物をしていると、いつものように女児がこっそりカゴの中に忍ばせたお菓子に気付くことができず、そのままレジに持っていってしまった。
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　苦しい闘いを終えた次の日、登校して教室に入ると、すべての生徒の机の上にプリントが置かれていた。どうやら生徒会からの声明文のようだ。俺は自分の席につき、動揺を悟られぬよう興味ない様子を装よそおって内容に目を通した。






非リア充暴力集団の根拠地を制圧




　昨年末より活動の目立っていた暴力集団・『反恋愛主義青年同盟部』は今学期に入ってより一層反社会的な言動で、私たちの学園生活を脅おびやかしてまいりました。さらに彼らは、誰しもが期待に胸を膨らませ着々と準備を進めている文化祭を、破壊するという宣言を出してきたのです。

　私たちはそのような暴挙を、決して許しません。反恋愛を主張するのも自由の一つ、という態度では、もはや彼らを抑えこむことはできない──私たちはここで、大きな決断をしました。これまでの態度を改め、彼らを食い止めるために積極的に行動することにしたのです。

　皆さんにもご協力頂いたとおり、登とう下げ校こう時の荷物検査をはじめとして、我々は様々な努力を積み重ねてまいりました。そしてそれが、今回非常に大きな戦果となって実ったのです。

　去る九月某日、我々生徒会及びその協力団体の連合は、匿名の情報提供者からのメモをもとに、非リア充暴力集団が不法占拠していた『地下アジト』を発見・制圧いたしました。過去に用いられていた遺構を再利用して、武装の整備・物資の格納・作戦立案・会議などを行おこなっていたものと見られます。現場の状況から、『反恋愛主義青年同盟部』がここをメインのアジトとしていたことは明白であり、今回の制圧によって事実上彼らの戦力は壊滅いたしました。

　今回の作戦成功の背景には、もちろん生徒会役員の尽力もありますが、それ以上に本学学生の皆さんの真摯な協力があります。生徒会一同、心より感謝申し上げます。

　メインのアジト制圧により風ふう前ぜんの灯ともしびであるとはいえ、まだ非リア充暴力集団の残党が生徒の中に紛れ込んでいる可能性があります。常に周囲に注意をし、一般的な行動規範から外れた不審な挙動の人物を見かけましたら、迷わず速やかに生徒会への報告を行おこなってください。

　みなさんの引き続きのご支援を宜よろしくお願いいたします。共に学園を、そして目前に迫せまった文化祭を、より良いものにしていきましょう！








　そのチラシには俺らのアジトの見取り図、写真が掲載されており、一般生徒からも大きな注目を集めていた。

「あいつら……ついに捕まったのか」「地下道って、そんなものあったのかよ」「そりゃ、こんな所に篭もってたら頭もおかしくなるよな」「うわ、臭そ～」

　好き勝手なことを言っているが、どうやらそこまで義憤に駆られて俺らを糾弾し生徒会を応援する者もいないようだ。アトラクション程度にしか考えていないのだろう。

　宮みや前まえの文章にはミスリードがある。今回、生徒会は我々革命運動家をひとりも捕らえることができていないのだが、そこは曖昧にぼかすことによって、あたかも残っているのは少数であるかのような印象を与えている。クラスメイトの反応を窺うかがっても、そう受け取っている者がかなり多かった。

　その誤解を否定するために、こちらもなんらかのアクションをとらねばならない。放課後の議題は、そのことに充てられることだろう。




　昨日のことをぼんやりと振り返りながら授業を聞き流していると、すぐに放課後がやってきた。教室の中はにわかに活気に溢あふれ、ここからが本番だとばかりに仕切り役が張り切りだす。委員会があるから、などと言い訳をして、部活動の生徒たちと一緒に退出したいものだ。

　普段は放課後になるとすぐに席を立つというのに、今日の領りよう家けは席に座ったままだった。

「領りよう家け、行くぞ」

　俺が後ろからそう声をかけると、肩をびくっ、と震わせてから、こちらを見ずに歯切れの悪い返事をした。

「わ、わたしは……」

　そんなとき、クラス企画のまとめ役の女子から、俺らに声が掛かった。

「ねー、そこのカップル。どっちか一人残ってよ～」

　カップルと呼ばれて脊髄反射的に反発しそうになるが、ぐっ、と堪こらえる。領りよう家けも下を向いて、自分を抑えているようだった。女子はなおも続ける。

「いや～悪いとは思うんだけどさ、こっちも人数、カツカツなんだよね。ちょっとリア充のひとたちに犠牲になって貰もらわないと」

　そんな言葉を聞いていた周囲のお仲間から、

「あ、おまえあの、反恋愛なんとか部なんだろ」「生徒会に通報しねえと」

　などと茶々が入る。俺は薄笑いを浮かべて動揺する心をなんとか隠しながら、なるべく当あたり障さわりのなさそうな応答をした。

「俺らもクラスの企画を手伝いたいのは山々なんだが……文化祭実行委員の方の仕事がな……」

「え～、一人じゃだめなの」

　食い下がるその女子にどう言い逃れしていいか考えていると……唐突に領りよう家けが口を挟んだ。

「……私が残ってもいい。仕事は、高砂たかさごに任せる」

「お、おい領りよう家け」

　当然俺は異議を唱える。領りよう家けは議長なのだから、どちらかが残るとすればむしろ俺の方だ。

「やった！　それじゃ、領りよう家けさんこっち来て！」

　領りよう家けは席からすくっ、と立ち上がると、素直にその女子についていってしまった。

　クラスメイトとつるむくらいなら死を選ぶほどの拒絶を示していた領りよう家けだったのに、これはどういう心変わりなのだろうか。呆あつ気けにとられて行き先を眺めていると、彼女はつたないながらもクラスメイトとコミュニケーションをとり、仕事を始めていた。




　不可解な行動をとった領りよう家けをクラスに残して、俺はひとり反恋愛主義青年同盟部の地上アジト、風紀委員会室へと向かう。

　──が、他の部員は誰も来ていなかった。

　携帯を確認してみると、グループチャットに部員各員から連絡が入っている。

『文化部の会合。遅れる』『ぼくも文化祭に向けた運動部の集まりです』『こっちはミスコンの打ち合わせ。行きたくないな～』『私はクラス代表会議に出席します。申し訳ございません』

　どうやらそれぞれに仕事があるようだ。どれも文化祭における反恋愛主義青年同盟部の作戦展開に係る重要な仕事だけあって、手を抜くわけにはいかない。しかし、地下アジトの喪失というこの急場に際してすぐに集まれないというのは、痛いところだ。それぞれが不安を抱えたまま、各自の仕事を行わねばならない。

　それに加えて、領りよう家けもいない。手持ち無沙汰になってしまった俺は、今後の運動展開について考えながら、部屋の中をうろうろと歩き回った。この前のガサ入れにより、運動関係の物資は皆、地下へと運んだ。そこが昨日取り押さえられてしまったから、今の俺らは武装的には貧弱甚だしい状況だった。生徒会と正面衝突でもしようものなら、ひとたまりもないだろう。なんとかして、少ない資材でも効果的な作戦展開にしなくてはならないのだが……。

　かつてない難題に頭をかかえていると、不意にコンコン、と扉をノックする音があった。こんなときに来客とは、タイミングが悪い。

　仕方なく俺は扉へと向かい、開けて来訪者を迎え入れる。

「あら、高砂たかさごさん……今日はおひとり？」

　訪れたのは、生徒会長・宮みや前まえだった。俺らを窮地に立たせた憎き敵の登場に、一瞬絶句する。

「……ええ、領りよう家けはクラスの方を手伝っていて、しばらくこちらには来ません」

「あら、そう。二人一緒ではないのですね、珍しい」

「俺らだって、いつも一緒にいるわけじゃないですし……」

「ふふ」宮みや前まえは軽く笑うと、少し意地悪げに目を細めて言った。「寂しいのですね、彼女がそばにいなくて」

「そんなことはありません、ひとりになってせいせいしているくらいです」

　俺のそんな反論を宮みや前まえは取り合わず、柔らかな笑みで吞のみ込こんでしまった。

「そういえば、領りよう家けに何か用事があるんですか？　伝言くらいなら聞きますけど」

「そうね……いえ、直接言うことにいたしますわ」

　彼女はそれからしばらく言葉を探すように視線を彷徨さまよわせていたが、やがてこう切り出した。

「ね、領りよう家けさんって……生徒会の活動に、興味はおありかしら」

「生徒会の活動、ですか……」

　反恋愛主義青年同盟部にとって、生徒会というのは敵にほかならない。もちろん好意的な印象を持っているはずはないのだが、敵の出方を知りたい、内情を探りたい、という意味では多大なる興味を抱いているといってよい。

「そうですね、宮みや前まえ先輩のことを尊敬していることもあって、関心があるみたいですよ」

「そうですか」宮みや前まえはパッ、と笑顔になって、弾んだ口調で言った。「よかった。ちょっと領りよう家けさんに、お願いしようかと思っていることがあって……期待が持てましたわ！」

「お願い……後夜祭の企画長の他に、ですか？」「ええ、ちょっと」

　そう言う宮みや前まえは、非常に嬉うれしそうな笑みを浮かべていた。

　俺はそんな好機を逃すまいと、すかさず探りを入れる。

「そういえば、話は変わりますけど……昨日の捕り物の結果は、どうだったんです？　報告のプリントは見ましたが……」

「ええ、あの報告の通り、敵の拠点を見つけることができました。大戦果です！　ただ……」

　彼女の表情が、さっ、と暗くなる。しかしこちらを心配させぬようにとの心がけか、すぐに表情を戻して柔らかく続けた。

「例の集団のメンバーは、まだひとりも捕らえられていないのです。それに、アジトに残された資料を漁あさっても、特定に繫つながる情報が出てきません。どうやら、かなり訓練された団体なのかも──徹底的な証拠隠滅を図ったのでしょう」

　どうやら俺らの尻尾はまだつかめていないらしい。苦境のなかにあってこれは、かなり希望をもたらしてくれる朗報だった。

「なるほど。でも拠点さえ押さえてしまえば、もう大人しくなるんじゃないですか？　案外反恋愛なんてもう諦めて、彼氏・彼女を探しはじめているかもしれませんよ」

　俺がそんな風に励ますと、宮みや前まえはまた楽しそうに笑った。

「そうだといいのですが……。いずれにせよ、あの団体との闘いは、私わたくしの代で必ず決着をつけます。それが……次の世代へバトンを繫つなぐ者の、責務ですから」

　そんな宮みや前まえの声は、実に重々しかった。顔にも決意がみなぎり、それとともに──疲労の色が、はっきりと滲にじみ出でていた。

「宮みや前まえ先輩、あまり根こんを詰めると……」

　俺が言うと、しかし彼女は勢い込んで反発した。

「いいえ、これは私わたくしの義務なのです！　これを果たさずして生徒会長を次の代へと回すなど、絶対にッ……」

　いつもとは比較にならない強い口調でそう話す最さ中なか、声がふっ、と途絶えると、彼女は身体をよろめかせ、机に手をついてしまった。息が荒く、顔色もすこぶる悪い。昨日の捜査から明けて今日、もう声明を発表していたが、夜を徹して準備に当たったに違いない。

「……少し休んでください。椅子を並べますから」

「いえ、ちょっと立ちくらみがしただけで……」

　そう言って断ろうとする宮みや前まえを無視して、俺は使われていないパイプ椅子を並べて急ごしらえのベッドを作った。無理をして生徒会室に戻ろうとする彼女をとどめるべく、俺は言った。

「教室でも生徒会室でも気が抜けないでしょう。保健室で寝ていたのでは会長として他の生徒に示しがつかない。……誰にも言いませんから、しばらくここで休んでいってください」

　そんな俺の有無を言わさぬ態度に折れたのか、宮みや前まえは寄せ集められた椅子の座面に身体を横たえ、目をつぶった。

「ありがとう、高砂たかさごさん。少し……休ませていただきますわ」

　目を閉じるとすぐに、宮みや前まえは静かな寝息を立てはじめた。どうやら今までよほど気を張り詰めていたらしい。

　ともすれば敵に塩を送る行為であるが、この程度であればメリットの方が大きい。宮みや前まえは、まさか自分が仮眠をとるのに使った部屋が、仇きゆう敵てき・反恋愛主義青年同盟部の第二のアジトだとは思わないだろう。それにこうして恩を売っておけば、先ほどのように内部事情が手に入りやすくなるというものだ。

　宮みや前まえの寝顔は、実に安らかだった。生徒の模範としての普段の彼女、反恋愛主義青年同盟部と闘う生徒会長としての彼女、どの仮面からも解放された、素のままの宮みや前まえの顔だ。鼻は高く、眼がん窩かは深く落ち込んでいる。ふわふわの髪の毛は、これだけ疲れていても艶つややかで、くたびれたパイプ椅子のクッションに広がるとそのミスマッチが面白かった。よくみると顔に、少し厚く化粧が施されている。疲れを隠して周囲を心配させぬようにとの気遣いなのだろう。もちろんこの疲れは我々のせい、ということもあるだろうが、それ以上に生徒会が彼女に頼りきってしまっているという、その体質にも問題があるような気がした。生徒会長としての仕事だけでなく、文化祭を取りまとめる役まで行おこなっている。それに加えて反恋愛主義青年同盟部への対応に追われているのだ。敵ではあるが少し同情してしまいそうになる。

　三十分ほどだったろうか、宮みや前まえは目を覚ますと、パイプ椅子のベッドに身体を横たえながら、頭だけをこちらに向けて言った。

「……本当に、寝てしまいましたのね。はしたないところをお見せして……」

　まだ寝起きで舌足らずな口調で、恥ずかしいのかほんのりと頰に朱の色が交じる。身動みじろぎをすると、衣きぬ擦ずれの音とともにスカートの裾がずれて、なめらかな太ももが露あらわになる。
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　そんな無防備な宮みや前まえを見ていられなくなって、俺はわざとらしくそっぽを向いた。彼女はそんな俺を、くすくすと柔らかくくすぐるような声音で笑った。

　少しの時間だったが、仮眠をとったら大分回復したようだ。宮みや前まえはいつもの元気な様子に戻って、立ち上がった。

「ずいぶんと楽になるものね。生徒会室にも仮眠できる設備を導入したいですわ」

「パイプ椅子のベッドなんかで、申し訳ありませんでした。こちらにもちゃんとしたベッドを導入したいですね……」

　地下アジトのベッドは敵の手に落ちてしまった。宮みや前まえはそんな俺らの悔しさなどつゆ知らず、笑って応える。

「あら、駄目ですよ。ベッドなんか置いたら、ちょっとの時間を見つけては領りよう家けさんと……」

「そんなこと、しません」

「どの口がそんなことを言うのでしょう、昨日はあんな所で……」思い出したのか、宮みや前まえの顔がわずかに赤くなる。「恋愛するのは結構ですが、もう少し節度を持って頂いた方が、公序良俗を守る生徒会としては嬉うれしいですわ。それに……例の団体のように、そういったことにアレルギーを起こす人もいるようですし」

　説教というよりは小言といった感じで彼女はそう言うと、小さく「昨日は私わたくしも少し、彼らの気持ちが分かった気がしますわ」といたずらっぽく付け加えた。

「……はい、以降気をつけます」

「よろしい。それでは私わたくしはまた、仕事に戻ります。高砂たかさごさん、親切にして頂いて、本当にありがとう」

　彼女はそう言って深々とお辞儀すると、風紀委員会室を颯さつ爽そうと出て行った。椅子を片付けるときに座面に触れると、まだ彼女の身体のぬくもりが残っていた。
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　宮みや前まえが去ったあとしばらく部屋で他のメンバーを待っていたのだが、どうもみな仕事が終わらないらしく、まったく人が集まらない。

　こうしてひとり、ぽつねんと部屋にいると、もしかしたら自分がハブられているのではないかと不安になってくる。俺のいないところで皆が盛り上がり、俺の悪口大会で結束を強めているのだ。これは俺が中学の頃、修学旅行に京都を訪れたときのことだが……いや、この話はやめよう、素面しらふでも涙がこぼれてきてしまう。なんならもう眼めの奥にじわっ、と熱いものがこみ上げはじめていた。高橋、大久保、錦野、俺はお前らのことを一生赦ゆるさないからな。

　そんな被害妄想の結果、部室にひとりでいるのがたまらなくなったので、俺はみんなの活動を視察するという体ていで、部員各員の活動場所を回って気を紛らわすことにした。




　まずは西にし堀ぼりだ。彼女は第二美術部の部長ということで、文化部の代表が集まる会合に出席している。『文化祭』という名が示す通り、この祭りは文化部の面々にとって、大きな舞台となる。演劇部、吹奏楽部、合唱部などは講堂で行われる発表会に向けて夏休み前からずっと練習を重ねてきた。発表系以外の部活でも、工夫を凝らした出し物を用意して毎年賑にぎわっている。そんな風に、いつもはともすれば陰に隠れがちな文化部の面々が活躍できる場だけあって、その代表者会議は活発で、文化祭全体の運営について大きな影響力を持つ。

　会議の行われているはずの教室へ向かうと、ちょうどつい先程終了したようだった。教室の中からは、目の下にくっきりとしたくまをつけた、今にも死にそうな文化部の代表がぞろぞろと出てきた。そのゾンビの群れに若干ビビりながらも、俺は背伸びをして西にし堀ぼりの姿を探す。

　なかなか見つけるのに苦労したが、人が大だい分ぶはけた後で、教室の前方、教壇付近に彼女の姿を認めた──人と喋しやべっている。西にし堀ぼりが俺ら反恋愛主義青年同盟部の構成員以外と話している姿というのは、非常に新鮮だった。俺は目を細めて、その相手を注視する。

　どうやら彼女が話しているのは、この会合を取り仕切っている文化祭実行委員の女子生徒のようだった。胸のバッヂから察するところによると、生徒会役員も兼ねているようだ。よく見受けられる、生徒会による学園支配の一例だった。

　西にし堀ぼりは仕事をダシにして彼女に取り入り、情報を引き出したり会議を操縦したりしようと画策しているのだろう。会話の様子を眺めていると、その作戦は着実に進行しているように見えた。相手は彼女を訝いぶかしむこともなく自然に会話し、時折笑い声さえ響いていた。

　その生徒は俺や西にし堀ぼりと同じく二年生、背は平均よりも幾分か高く、俺と数センチしか違わない。長い茶色がかった髪を後ろでひとつにまとめている。顔立ちは薄味で、笑ったときに細められる目が魅力的だった。

　廊下を進んで教室の前方へと近寄ると、二人の会話が漏れ聞こえてきた。

「……この前はありがとう、私ひとりじゃ絶対、あんな量の仕事終わらなかったよ！」

「ん。うち、部員ひとりだし、あんまり忙しくないから……いつでも、手伝える」

「でも、これ以上は悪いんじゃない？」

「気にすることない。私が好きでやっているんだし。それに私も、文化祭、成功させたい」

「そっか……優ゆうも文化祭実行委員、入ればよかったね」

「ん。でも……実行委員になったら別々の仕事、割り振られる。一緒に仕事、できないよ」

「……そうかも」

　コミュ障と思いきや踏み込むべきところではしっかりと踏み込んでいく西にし堀ぼりだった。これがリア充なら一番厄介なパターンだ。おそらく彼女の場合はいろいろな媒体での長年のシミュレーション訓練が、こうして実っているのだろう。

「それじゃ……厚かましいけど、今日とか……手伝ってくれる、かな？」

「問題ない」「どこでやる？　喫茶店とか？」「それでもいいけど……もうちょっと、ふたりで落ち着ける場所がいいかも」「それじゃ……また、うちでやる？」「ん」

　そんな会話を交わした後、生徒会の女子の方は準備しにいくと言って先に帰ってしまった。

　他に誰もいなくなった教室から西にし堀ぼりが出てくると、すぐに俺に気づいて寄ってきた。

「なに、高砂たかさご。暇なの」

「いや、別に暇なわけでは……領りよう家けが今日はしばらく来られないから議長代理としてそれぞれの仕事を行おこなっている部員各員の成果確認をだな……」

「つまり暇」「……はい」

　探せば仕事はいくらでもあるのだろうが、誰もいない部室では何にも手につかなかった。これは仕方のないことなのだ。

　俺は無能をそしられる前に、先手をうって話頭を転じた。

「そういえば、会議への潜入は、うまくいっているみたいじゃないか」

「まあ、そうだね」

　飄ひよう々ひようと顔色ひとつ変えずにそう言う西にし堀ぼりだが、かなり得意げだった。先ほどのやりとりの打ち解けた様子をみるかぎり、彼女のその自信も頷うなずける。生徒会の女子は西にし堀ぼりに大分心を許しているように見えた。

「彼女いない歴＝年齢の高砂たかさごにはこうはいかない。私からもっと学んだほうがいい」

「うるさいな、お前だって同じようなものだろ」

「二次元で踏んだ場数が違う。ライトオタクは黙ってて」

　一般的なことを言うと二次元で場数を踏めば踏むほど現実世界におけるコミュニケーションに難が生じてくる気がするが、いま上う手まく行っている彼女に水を差すのも良くないと思い、そのツッコミは心のなかにしまっておいた。

「それにしても家にまで上がらせてもらえるというのは凄すごい。かなりうまくやったんだな」

「仕事が多すぎて、参っていたみたい。生徒会長が自分の能力基準で仕事を振るから、生徒会役員はみんなキャパオーバー気味」西にし堀ぼりは一旦言葉を区切ると、ニヤリと不敵に笑って続けた。「そんなテンパった余裕のない心に、スッ、と忍び入る。効果は抜群」

　そんな風に指南されたところで、これから先一生使うことのなさそうなテクニックだ。

「まぁ、うまくやってくれているみたいで、なによりだ。でも、いいのか？」

　俺の問いに、西にし堀ぼりは首を傾かしげる。

「……なにが？」

「いや、こんな風にお前が生徒会役員と仲良くなるのは、そもそも部が効果的に作戦展開できるように、なんだよな」

「当然でしょ、何言ってるの」

「つまり、せっかく仲良くなっても、彼女とは離れなくてはならない──もっといえば、彼女を積極的に裏切る必要があるんだよな」

「…………」

「生徒会活動で忙しく、あまり交友関係に時間が割けぬゆえ、生徒会の外に親しい友人がいない。そんなとき、手助けをしてくれる人間が現れ、親交を急速に深めていく──が、彼女は実は敵のスパイで、自分から抜き出した情報をもとに、これまでの仕事を全部台無しにするような作戦を立てていた。それを知った彼女は絶望の淵ふちに立たされ、西にし堀ぼりとは交流がなくなるどころか、憎ぞう悪おすら抱くようになるだろう」

　俺がそんな予想を並べていくと、西にし堀ぼりの表情が険しくなっていった。

「……でも、しょうがない。これは、反恋愛闘争を闘いぬくために、必要な犠牲」

「いかにも、そのとおりだ。我々の革命というものは安全な立場から遂行できるようなお手軽なものではなく、必ず犠牲を伴うものだ。その犠牲をテコにして我々はこの少数の力を何倍、何十倍にも増幅して、権力に立ち向かう」俺は西にし堀ぼりをしっかり見据えて、言った。「俺が確認したかったのは、西にし堀ぼりにその覚悟があるのか、ということだ。彼女から情報を搾しぼり尽くして、こっぴどく裏切る。そんな鬼になりきれるのか」

　その言葉に、西にし堀ぼりはたじろぐ。

　こんなお節介な物言いなんて、本来はしたくない。しかし敢えてこんなことを言うのは、今回の作戦では俺らの側も決してただではすまないことが予想されるからだ。バレンタイン以降、俺たちは運動の普及・地盤固めを目的に、比較的小規模な作戦を敢行してきた。そうやって築き上げてきた土壌の上に、今回、革命家生命を懸けた闘いを挑むのだ。

　既に地下アジトは生徒会によって押さえられてしまった。敵の方も着実に力をつけている。これから起こる衝突では、どちらかが壊滅するまで闘う、殲せん滅めつ戦の様相を呈するに違いない。

　覚悟が必要なのだ。我々革命家にとって、優しさはそのまま脆もろさに直結している。そんな優しさを、断ち切れるのか──敵に対して無慈悲に攻撃を加える冷酷さを持つ覚悟があるのか。

　西にし堀ぼりは俺から目を逸らし、窓外の風景をぼんやりと眺めながら言った。

「……大丈夫、分かってる」

　窓からは、校舎の玄関が見える。ちょうど先ほどの彼女が、鞄かばんを片手に急ぎ足で出てきたところだった。その足取りは軽く、弾んでいた。

「分かっているなら、いい。余計な心配だった」

「ん。大丈夫……だよ」

　そんな西にし堀ぼりの声はかすれて、わずかに震えていた。家へと向かう彼女を見守るその表情には、翳かげりがあるように感じられてならなかった。
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　西にし堀ぼりと別れた俺は次に、瀬せヶが崎さきの持ち場である運動部の会合の方へと向かった。

　会場となっている大教室は雑然として、会議をやっている風ではない。数人の班を作ってそれぞれ集まり、作業を進めているようだ。

　雑談の声が大きく人も激しく行き交っているため、こっそりと忍び入っても誰にも気づかれなかった。瀬せヶが崎さきの姿を探す。

　探して歩くまでもなく、見回せばすぐに彼のいる場所は分かった。なぜか明らかに女子が密集している区画がある──その中心に、瀬せヶが崎さきがいるはずだ。

　女子の群れの隙間を覗のぞき込こむと、案の定そこに彼の姿を見つけた。目が合い、瀬せヶが崎さきは人の壁をかき分けて出てくる。

「ちょっと失礼、友人が何か用事みたいだ」

　その包囲から抜けられて嬉うれしいのか、瀬せヶが崎さきの声は明るい。取り囲んでいた女子は彼がいなくなったことで不服そうだった。すぐに女子同士でギスギスし始める。

「助かったよ。知らないうちにあんな風になっていてね」

　二人で人の居ない方へと歩きながら、瀬せヶが崎さきが言った。知らない人が聞けばモテる男の嫌味な発言ともとられかねない台詞せりふだが、内情を知っている俺からすると、本当に辛つらいのだということがひしひしと伝わってくる。

「用事の前に……ちょっと休ませてもらえるかな」

　瀬せヶが崎さきはそう言うとスマホを取り出し、ウェブブラウザをシークレットモードにして、女児服通販のカタログを鑑賞し始めた。わずかにこわばっていた彼の表情だったが、夏服の少女たちがオシャレをしてポーズをとり微ほほ笑えむ姿を眺めるうちに、解きほぐされていった。

「その、なんだ、水着姿のグラビアとかでなくてもいいのか……？」

　よく分からずに俺が問うと、瀬せヶが崎さきは画面を見つめたままで言った。

「水着もそれはそれでいいけれど、普通の服もそれとは違う魅力があるんだ。大人には着られないような派手な柄や色も、少女が身にまとえば魔法のようにしっくりと似合う。ラフでボーイッシュな服からフォーマルなドレスまで、通常は考えられないファッションの幅を、少女はたったひとりでカバーできる。服と少女とは互いに互いを高め合って、究極の高みへと無限に上昇していくんだ。ただ肌が見えていればいい、というのは低俗に思うね」

　瀬せヶが崎さきは早口でそう言うと、携帯の画面を見せてきた。生意気な格好をしているいけ好かないガキにしか見えない。

「生意気というのは、少女にとって決してマイナスじゃないんだ。むしろその精神の未成熟は瑞みず々みずしさとなって、我々の目を喜ばせてくれる。高砂たかさごくん、彼女らはオアシスなんだよ」

　そんな風にこんこんと諭されても、ちっともピンと来ない。あまりにも業が深すぎた。

　その雄弁具合から察するに、瀬せヶが崎さきはこの会合でかなりストレスが溜たまっているようだった。

「随分……大変そうだな」

「ああ、もうこんな仕事投げ出して、学童保育施設周辺を散策したい気分だ」

　いつもは至って真面目な瀬せヶが崎さきだが、俺と二人でいる時は心の裡うちを率直に話したりする。それにしても今日の彼は、荒すさんでいるように見えた。

　成績優秀、眉び目もく秀麗、スポーツ万能という神に愛されたスペックを持つ彼、瀬せヶが崎さき渉わたるは、異性の好みというたったひとつの点において、一般人から排斥されるものを持っている。ロリコンなのだ。

　その外面から学内女子の絶大なる人気を誇り、複数個のファンクラブが設立されている彼は、そんな目の前で騒ぎ立てる同世代の女子には微み塵じんも興味がなく、公園で友人となわとびにうち興じ、スーパーでお母さんが買ってきた服を着た少女にこそ熱烈な視線を送っているのだ。

　無論、手を出せば犯罪である。だからこそ彼はその理性的な頭脳を遺憾なく発揮して、欲望を自己の内側へと押しとどめている。俺はそんな彼の理性を、信頼していた。リア充のような生殖器と全身の筋肉が直結しているようなドーブツとは違い、彼ならばその衝動をすべて自分の中で解消できるのだ。……たぶん。きっと。そうあってほしい。

「文化祭というのは、高校生女子たちにとって、『勝負』の場なのだそうだ。それで存在感を出そうと、ぼくの周りにいるらしい。どうしてこんな……」

　俺らがハーレムと呼んで羨むその状況だが、同年代の女子には全く興味のない彼にとっては拷問にも近いものがあるのだろう。

「ま、まぁ、文化祭まであともう少しだ。それまでの辛抱を……」

「もう我慢の限界が近づいている──これ以上精神的に負荷がかかれば……」

　瀬せヶが崎さきは携帯を操作しながら、そんなことを言った。画面に映る小五くらいの少女のふくらみかけの胸を、意味もなく繰り返しタップしている……ヤバいかもしれない。

「瀬せヶが崎さき、接触はダメだ！　捕まるぞ!!」

「分かっている、そんなことは痛いほど分かっているんだ！」瀬せヶが崎さきの声は、悲痛だった。「でもね、考えてみて欲しいんだ。どうして法というものに、個人個人の感情が縛られなきゃならないんだろうか。ぼくらがまだそういったしがらみにとらわれず自由に恋愛をしていた近代以前の世界、人々は今なら法律で禁じられているような年齢の少年・少女のうちに平気で婚姻を結んでいたことだろう。それは自然の流れに身を任せた、真に人間的な行為なんだよ。しかしなぜかそれは時代が進むに連れて、禁じられるようになってしまった。ぼくのように自然に身を委ねている人間は、異常性癖として蔑さげすまれるようになってしまったんだ」

　スマホの画面の中で微ほほ笑えむ少女をすごいスピードでさすりながら早口でそう捲まくし立たてる彼は、学園一の人気者とは到底思えなかった。

　そんな風にして俺が若干引きかけていた時だった。

「瀬せヶが崎さきくーん、まだ？」

　甘ったるい声で彼を呼ぶ女の声が聞こえた。自分の世界に没入していた瀬せヶが崎さきの顔が刹那、ビキッ、と歪ゆがみ、ごく小さい音で舌打ちをするのが聞こえた。が、すぐに彼は対外的な仮面を顔に貼り付け、気さくな明るい口調で応じた。

「ごめん、もうすぐ行くよ。代わってくれてありがとう」

　短い返答だったが、彼の『好青年』といった感じがそれだけで伝わってくるようだった。その爽やかな笑顔と相まって、よもや誰も彼を小児性愛者だとは思わないだろう。

　瀬せヶが崎さきから返事を受けた女子は、別になんということもない言葉だったのに、何な故ぜか非常に嬉うれしそうだった。

「気にしないで！　テニス部同士なんだから、お互いに助け合わなきゃ」

　そう言った彼女は、一瞬瀬せヶが崎さきから視線を外し、視界の端で他の女子をチラリと一いち瞥べつし、無言の圧力を送った。『自分はお前たちとは違う、瀬せヶが崎さきくんと肩を並べて話せるのだ』そんなメッセージが込められているような気がした。

「それじゃ、待ってるからね♡」

　その女子は軽く手を振りながらそう言って、先程までいた群れの方へと悠然と歩いて行った。勝者の余裕、とでもいうべきものが伝わってくる。

「……あれ、女子テニス部の代表、なんだ。なんか、最近やたらと絡からんできて……」

　瀬せヶが崎さきは心の底からげんなりしたような掠かすれ気味の声で、そう漏らした。

「同じテニス部の代表、ということで攻勢にでているのだろうな」俺は今の様子から見た、彼女の分析を行おこなった。「なによりも厄介なのは、彼女にとって一番重要なのは『瀬せヶが崎さきと恋愛関係を構築すること』にあるのではなく、『学年一のイケメンを彼氏に持つ私』というステータスの獲得にある、ということだ。リア充世界においては、本人の能力や人柄に負けず劣らず、誰と付き合っているのか、ということが個人の評価を決定づけている。おそらく女子テニス部の代表としてここに参加することで、部の代表という地位を周囲にアピールすると共に、瀬せヶが崎さきと仲良くなり女子コミュニティにおいて頂点に躍り出ようとしたのだろう」

　俺のその言葉に、瀬せヶが崎さきは深々と頷うなずいた。彼女の方を見ていると、わざわざ人の多い所を通り、瀬せヶが崎さきを取り囲んでいた女子を避けさせながら群れの中心へと向かっていた。

「高砂たかさごくん、君はリア充に対して驚くほど辛しん辣らつだよね……」

　被害者であるはずの瀬せヶが崎さきが、俺の物言いに若干引き気味だった。

「甘えた心というのは革命にとって必要でないどころか、失敗を引き起こす原因ともなりうる。敵に対しては無慈悲に、人間の心を忘れて攻撃を加えなければならないんだ」

　俺がそんな革命家としての心構えを話すと、瀬せヶが崎さきは曖昧な笑みを浮かべて、女子の集団の方に目をやった。

　彼は優しすぎるのだ。そもそも瀬せヶが崎さきが、望んでもいないのにリア充社会において非常に高い位置に祭り上げられているのは、彼の頭脳・身体のスペックに加えて、その人当たりの良さが大きく寄与している。もし彼が本当に自分のことを優先するのであれば、全く興味のない同年代の女子などは冷たくあしらうことだろう。瀬せヶが崎さきはそうではない。その優しさは彼の長所ではあるが──革命断行のため、そして自らの幸福追求のためには、大きな障害となりうる。

「高砂たかさごくん……ぼくが本当にヤバそうになったら、止めてくれよ」

　そう言う瀬せヶが崎さきは、いつものような茶化した口調ではない。真剣そのものだった。

「ああ、必ず……」

　誰もがこの文化祭での決戦に照準を合わせて、決死の覚悟で努力をしている。そう言い残して女子の群れに戻っていく瀬せヶが崎さきの背中は、悲壮そのものだった。
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　さて、次は神しん明めいさんの現場だ。彼女は前年度のミスコン覇者として今年のコンテスト企画に関わることになっている。リア充文化の極みとでもいうべき愚劣なこの企画を、内部からいいように操ってやろうという魂胆だ。

　本番は運動場に構築される予定のステージで行われる。恋愛至上主義者お気に入りの催しだけあって、毎年相当な数の動員があり、候補を間近で見ようとステージ付近は人で溢あふれかえる。

　そういった混乱をなるべく緩和しようという意図なのだろう、コンテスト企画担当の面々は皆、校庭のステージ設営予定地付近に集まり、誘導のやり方などについて検討を行おこなっていた。

　放課後、日は徐々に傾きつつあり、下げ駄た箱を抜けると強い直射日光に目を射い貫ぬかれた。瞼まぶたを僅わずかに開けて、校庭に集まる一団を探すと……すぐに見つかった。

　大会に向けて研けん鑽さんを重ねる運動部連中がグラウンドで声を出す中、あからさまに舐なめた格好の集団がいた。俺はそちらの方に向けて、目立たないように近づいていく。

　ある者は髪を逆立てサングラスを装着し、ある者はカーディガンをプロデューサー巻きにしている。完全に業界人気き取どりだ。数年後に今のことを振り返って見てみたら純度百パーセントの黒歴史で、枕に顔を埋めて叫ぶ夜も少なくないだろう。

　外見を見ただけでげんなりしながらも、俺は彼らの会話に耳を傾ける。

「いやーショージくん、正直なところどーなの？」

「やはりディテールをリファインするというよりは、コンセプチュアルなところからのドラスティックなイノベーションが必要ですね」

「さすがはショージくんだ、目の付け所がシャープだね」

　なんだか聞き覚えのある語法だった。同一人物に違いあるまい。あともう一人の奴やつ、つられてカタカナ語使ってるけど、それ違うからな。

　プロデューサーとエグゼクティブアドバイザーの二人の脇に、生徒会役員が幾人か、そして男女一組がいた。

　男の方は身長が高く手足もスラッ、としており、イケメンっぽい雰囲気を醸かもし出だしている。おそらく去年のミスターコンテスト覇者なのだろう。

　そしてもう一人は、我が反恋愛主義青年同盟部が送り込んだ刺客、神しん明めいさんだった。企画主導者二人のバカバカしい会話についていけないのか、明らかに困惑している。

　そんな神しん明めいさんに、隣にいたミスターの男が馴なれ馴なれしく話しかける。

「大丈夫、分からなくても。司会は俺がリードするから」

　彼女の肩にぽん、と手を置くその動作が、非常に気持ち悪かった。神しん明めいさんは身震いをし、身体をこわばらせる。

　一方、本人はしたり顔である。高尚な話題についていけない女子をフォローする優しい俺、が決まったと思っているのだろう。外見はかなり整っているのに、あまり女子に慣れてなさそうな感じがする。バレないと思っているのだろうが、ちょっと胸の方に視線が行きすぎていた。

　しかしそんな神しん明めいさんの苦しい心境には誰も気づかない。むしろ校内一の男女が『仲睦むつまじく』しているその姿を素晴らしいものだと思っているような感じすらあった。随伴している生徒会役員は憧れの眼まな差ざしで二人を眺め、プロデューサーたちは腕組みをして頷うなずく。

「やはり絵になる。こういった芸術的なカップルを、今年も生み出していきたいね」

「モチベーションがあがりますね。前年度の担当者をリスペクトしつつ、その印象をオーバーライドする良い企画にしたいところですが……ハードルは高いですね。最高のアベックです」

　この企画で仲良くなった二人がくっつくことでも想定しているようなコメントだ。あとエグゼクティブアドバイザーの奴やつ、アベックは完全に死語だぞ。

　神しん明めいさんはその状況から逃げる方策を探しあぐねて不安げにあたりをキョロキョロと見回していた。俺が手招きをするとすぐに見つけて、周りの人たちに断ってから駆け寄ってきた。

「高砂たかさごくん、よかった……」

　そう言って、はぁ、と溜ため息いきをつく神しん明めいさんは、軽く涙目になっていた。腕を見ると、鳥肌が立ってしまっている。

「少し様子を窺うかがっていましたが……これは災難ですね」

「本当だよ！　もうあの空間にいたくない……」

　いつもはふわふわしていろいろなことを受け流すスキルを持った神しん明めいさんだが、彼女の広い心を以もつてしても彼らは許容できないらしい。集団を一いち瞥べつして、ぶるっ、とまた身震いをした。

　単独で言い寄ってくるならまだどうにかやり過ごすことはできる。当あたり障さわりのない、しかし明らかに興味のなさそうな対応をしておけば、そのうち諦めて引いてくれるだろう。最悪文化祭が終わるまでの辛抱だ。

　しかし周囲が『応援』してしまっている場合、状況は著しく悪化する。恋愛至上主義者というものは一般に、自分の恋愛関係もさることながら、他人の恋愛に関しても異常な執着を見せる。他人の色恋沙汰に関しては三度の飯よりも好きで興味を持って聞きたがり、したり顔でアドバイスなんてしてみせるのだ。恋愛関係を築こうと試みている当人も、周囲のバックアップがあることで大船に乗った気持ちになるのか、頓とん珍ちん漢かんなことをしがちだ。こうなってしまうと相手側がいくらやんわり拒絶しても駄目で、『恥ずかしがっているだけ』『ここで強く出てくれるか、それを見ている』などということにされ、ズブズブと泥沼にハマり込んでいく。目をつけられた側からしたら、堪たまったものではない。

　男女の関係がこじれるケースとして、このような構図をいままで幾度となく目にしてきた。とにかく恋愛至上主義者は、群れると最悪なのだ。

「どうしよう……私、こんなの文化祭まで、耐えられるのかな」

　神しん明めいさんは部の中でひとりだけ上級生ということもあって、普段俺たちといるときはあまり弱った様子を見せない。しかし今回ばかりは、そんな余裕もないのだろう。

「こっちだって、神しん明めいさんひとりじゃないです。俺だって、領りよう家けだって、部員は神しん明めいさんの味方です。いつでも頼ってください」

　俺がそう言うと、神しん明めいさんは苦しそうにしつつも笑みを作って応えた。

　しかし実際に俺らが割って入るような事態になったら、このコンテストを操作しようという俺らの望みは潰ついえるだろう。面倒事はそれとなく回避してやりすごすリア充のことだ、一度問題となってしまった神しん明めいさんは警戒され、思うように動けなくなるに違いない。

　誰よりも恋愛至上主義打倒への思いが純粋な神しん明めいさんにとって、自分の任された役割を果たせなくなるのは、悔しいに違いなかった。

「ありがとう、高砂たかさごくん。でも……私、ぎりぎりまで、やってみるから」

　愚痴を話せて、神しん明めいさんは少しすっきりしたようだった。それからあまり目にすることのない真剣な眼まな差ざしになって例の集団をキッ、と見据え、早足でそちらの方へと戻っていった。




　　　　◯




　作戦展開の現状は、楽観視できたものではないと次第に分かってきた。地下の部室を押さえられたというだけにとどまらず、部員それぞれが文化祭に向けた作戦に困難を抱えていた。

　残る部員、天あま沼ぬまの様子を窺うかがうために移動する。自然とその足は、早まっていた。

　天あま沼ぬまはクラスの企画代表として、文化祭で一番大きな会合であるクラス代表者会議に出席している。ここで目立つことは、文化祭全体に大きな影響を与えることに繫つながっている。

　代表者会議は、傾斜のついた大講義室で行われていた。外から見るに、どうやら長引いているようで、議論はかなりの白熱具合だ。教室から漏れてくる音の中に、天あま沼ぬまの伸びやかな声が混じっていた。

「……ですから、一年生の企画に対して、二年・三年の割当のうち余った予算の再配分を要求しているのです！　もともと、一年生の各クラスに対しては、上学年より確実に少ない金額が割り振られています。それは伝統的に、一年生はまだこの学校の文化祭に慣れないから、一年目は練習だから、といった理由から、とのことですが……」

　どうやら予算配分について嚙かみ付ついているようだ。上級生には大きな金額が割り当てられているが、毎年、企画に手を抜いた結果うまく使い切れずに結局返還してしまうクラスが出てくる。その分を、進行状況や企画のクオリティの監査を介して、使えそうにないところから足りていない企画に対し、再配分しろ、というのだ。

　天あま沼ぬまの言うことはもっともなのだが──上級生たちは、彼女の意見を握りつぶそうと躍起になっていた。

「どうせ金があっても、一年は無駄に使ってしまう」「これから加速度的に完成に近づき、それに伴って金が必要になる。現状を見たところで、推察なんてできない」

　など、ありとあらゆる理屈を述べ立てて、一度割り振られた金を手放そうとはしなかった。

「頭ごなしに否定されたのでは、話になりません。はっきりと言いましょう、二・三年のクラスのうち、確実にふたつは、割り振られた予算の半分も使い切れないでしょう。皆さん、この企画書に目を通したんですか!?」

　一年生という立場の弱さにも負けず、天あま沼ぬまは上級生の圧力を跳ね返すように反論を述べ立てた。

　企画のことを言われると弱いのだろうか、上級生側は少しトーンを落としたが、しかし曖昧な主張と『伝統』とを盾にして、天あま沼ぬまを丸め込もうとしている。

　議論は平行線を辿たどった。そんな時、教室の前方で座って聞いていた一人の生徒が立ち上がり、宣言した。

「一旦、休憩をいれましょう。お互いに頭を冷やし論点を整理してからでないと、まとまる話もまとまりませんわ」

　生徒会長、宮みや前まえだった。あのあとすぐに、炎上し始めていたこちらの会議に駆けつけたのだろう。そんな鶴の一声によって議論は中断され、小休止という運びになった。

「それと、天あま沼ぬまさんは私わたくしのところへ来てくださるようお願いいたしますわ」

　直接指名された天あま沼ぬまに、周囲の注目が集まる。彼女に同調し応援していた一年生の代表たちは、生徒会長に呼び出しをくらってしまった天あま沼ぬまに同情の眼まな差ざしを送る。普通の一年生にとって、権威の象徴である生徒会長に目をつけられるというのは、相当恐ろしいものがあるのだろう。

「はい、承知しました」

　しかし天あま沼ぬまは胸を張って、毅き然ぜんとそう応えた。

　休憩に入ると、宮みや前まえは天あま沼ぬまを廊下へと誘った。宮みや前まえが廊下へと出て行ったタイミングを見計らって、なんとか天あま沼ぬまに声をかける。

「俺もついていこうか」

　そう言うと、しかし彼女はシニカルに笑って断った。

「先輩がいたところで、役に立つんすか？　むしろ話がややこしくなるだけっすよ」

　天あま沼ぬまはそう言うが、他の部員の状況のこともあって心配になっていた。廊下へ出て宮みや前まえの待つ場所へと向かう天あま沼ぬまを、こっそりと追いかける。




　二人が面と向かって対たい峙じすると、先ほど大勢の前で応答していた時とは全く違う、ピリピリと張り詰めた空気が流れた。

「なんですか、いきなり呼び出して。随分前にも言ったとおり、あなたに協力するつもりは全くないですからね」

　天あま沼ぬまが先手を取ってそう言うと、しかし宮みや前まえは余裕のある態度で、話を始めた。

「天あま沼ぬまさん、あなたはいま、自分が置かれている状況に対する認識を欠いているのではなくて？　あなたの、この学校における優位は、あなたが某団体に侵入し調査を行おこなっている、ということにありました。きっと、地下のアジトにも出入りしていたのでしょう──しかし、今回の生徒会の攻勢によって、天あま沼ぬまさんの優位は完全に失墜しています」

　宮みや前まえははっきりとそう宣告すると冷ややかな目で天あま沼ぬまを見据えた。対する天あま沼ぬまの方は薄ら笑いを浮かべて余裕ぶってはいるが、目のあたりがわずかに引ひき攣つって、動揺を示していた。

　二人は、もともと同じ大たい性せい欲よく賛さん会かいの構成員であり、天あま沼ぬまはスパイとして俺らの部に潜入してきた。紆う余よ曲きよく折せつあって、説得の結果、天あま沼ぬまはこちら側に寝返り、反恋愛主義青年同盟部として二重スパイを行うことになり、現在に至っている。

　大たい性せい欲よく賛さん会かい同士とはいえ、寝返る前から天あま沼ぬまと宮みや前まえとの間には協力関係はなく、むしろ対立していた。宮みや前まえの要求にもかかわらず、天あま沼ぬまは潜入に成功した反恋愛主義青年同盟部の情報を全く渡さなかった。そのことで天あま沼ぬまの転向は至ってスムーズにいったのだ。二人の間に確執がなかったら、今頃我々の部は壊滅しているに違いない。

　しかしそんな俺らを救った対立が、今ここに来て天あま沼ぬまの首をしめつけている。

「あんな立派なアジトがあることを、あなたは本部に報告せず、私わたくしたちと共有せず、ひた隠しにしてきた。このことによって、某危険団体に対する我々の対応がどれだけ遅れてしまったことか！　これまでは実態をつかめていないからと泣き寝入りするほかありませんでしたが、今は違います。もう言い逃れはできませんよ！」

　宮みや前まえのそんな言葉に、天あま沼ぬまは無言でただ睨にらみ返すだけだった。まさか自分が二重スパイをやっているなどと言えるはずもなく、黙っているほかに解がないのだ。

「だいたいあなたは、なんなんですか。私わたくしたち生徒会、そして私わたくしの妨害を目的として動いているとしか思えません。先ほどの議論についてもそうでしょう、現実的にこれから予算を再配分するなど……そんな時間が有ると思っているのですか!?

　空虚な議論で場をかき乱すのをやめなさい。思い出してください、私わたくしたちは恋愛というものの素晴らしさをあまねく世界に伝えるためにこうして活動しているはずです──このような内輪の諍いさかいや個人的な功名心のためにその大義を忘れてしまってはいませんか？　今こそ私わたくしたちは共に手を取り合い、反恋愛などといった悪魔的思想を、この世界から放逐するのです！」

「私は……あなたのもとで働くつもりは、ないです」

　天あま沼ぬまのその言葉に、宮みや前まえは嘆息した。

「……まだ分からないのですか、あなたに選択の余地はないのです。それでは明示的に、こう言いましょう。今回の、あなたの情報秘匿による反恋愛団体への対策の遅れについては、もしあなたが今後改心して私わたくしたちに協力するということになれば、不問とします。上への報告はせず、私わたくしとあなたの中だけでの問題といたしましょう。しかしもし、天あま沼ぬまさん、あなたが今後も私わたくしたちに敵対する態度を見せるというなら……」

　宮みや前まえはそこで言葉を止めると、天あま沼ぬまからわざとらしく視線を逸そらした。天あま沼ぬまの方は先ほどまでの余裕な表情を保っていられずに、ギリ、と歯は嚙がみをしていた。

　その後、小休止が終わり会議が再開されると、天あま沼ぬまは別人のように静かだった。彼女の抵抗がなくなった会議はいたってスムーズに進行し、それからすぐに解散となった。
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　消極的な理由で始めた各員の仕事状況の確認だったが、収穫は非常に大きかった。西にし堀ぼり、瀬せヶが崎さき、神しん明めいさん、天あま沼ぬま、と部員それぞれが難局にあった。そして反恋愛主義青年同盟部全体としては、地下アジトの没収という最悪の状況だ。以前バレンタイン作戦の後に地上の部室を取り上げられたことがあったが、それとはまた問題の種類が大きく違う。地下アジトは、俺らの精神的支柱だったのだ。

　こんな危機的状況から部を復活させられるのは、この世で一人しかいない。部の創設者にしてカリスマ的リーダーシップを持つ行動的革命家・領りよう家け薫かおるだ。




　クラス企画の準備のために呼び止められて、領りよう家けはまだ俺らの教室にいるはずだ。

　きっと彼女のことだから、誰とも話さず黙々と作業を進めているのだろう。そして仕事のクオリティはやたらと高いはずだ。それでいて誰からも褒められることはない──それが俺たち、非リア充だった。

　足早に教室へと向かう。想像のなかの領りよう家けのやるせない姿に感情移入してしまったというのもあるが、なによりも部の状況を早く領りよう家けに伝えて対策を練りたかった。

　階段を上り、勢い良く扉を開いた。

　教室の中では、軽く女子の人だかりができていた。リア充が集まってワイワイやっているのだろう。俺はそんな所には目もくれず、集団から外れて一人だけ悄しよう然ぜんと仕事をしているはずの領りよう家けを探す。

　──が、教室を見回しても、彼女の姿は一向に見当たらなかった。

　おそらく仕事がさくさくと終わりすぎて、一人だけ先に帰ってしまったのだろう。特に誰に報告することもなく教室を退出する彼女の姿を想像するだけで、目頭が熱くなってきた。

　きっと風紀委員の部屋でたそがれているに違いない。俺は教室を出ようと、扉へと向かう。

　そんなとき、俺の耳にリア充集団の話す声が聞こえてきた。

「へー、すごい！」「こんなスキル持ちだったの!?　早く言ってよ～」

　耳慣れぬそんなやりとりに人だかりの方を振り返ると──その中心にいたのは、とてもよく見慣れた人影だった。

　領りよう家けだ。

「べ、べつに、これくらい……」

　恥ずかしそうに俯うつむく領りよう家けに、クラス代表の女子が身を乗り出すようにして言った。

「こんな文章、私じゃ絶対書けないよ！　てかこんなの書ける人がいるなんて思ってなかったし……めっちゃいいよ、これ！」

　ストレートな言葉で褒める彼女に、領りよう家けはただ下を向いて手をもじもじとさせるだけだった。

　どうやらチラシの文面かなにかを領りよう家けにやらせたらしい。反恋愛主義青年同盟部の活動を通じて演説やアジビラ作りで研けん鑽さんされた彼女の言語能力が、ここにきて別方向に発揮されたのだ。

「あんまりいつもしゃべらないから、文章とか苦手なのかと思ってたけど……これは新しい発見だったよ～。薫かおるちゃん、話してみたら面白いのかも！」

　補佐役の女子も、領りよう家けに対して強く興味を抱いているようだった。リア充特有の距離の踏み込み方で、既に名前呼びになっている。

　ワイワイと周りを女子が取り囲む中で、領りよう家けは困ったような顔をしていたが──その表情の中に、わずかに嬉うれしさが混じっているようにも見えた。

「あ、彼氏が迎えに来たよ」俺を見つけたクラス代表が、領りよう家けの肩を叩たたきながらこちらに向かって話しかける。「ね～彼氏、薫かおるちゃんこんな文章書くのうまいとか、知らなかったよ～」

　俺は曖昧に笑って、適当に話を合わせながら応える。

「こいつ小説とか結構読んでるから、言葉が頭のなかに入ってるんだろ」

「……ん」

　俺の言葉を受けて、領りよう家けが頷うなずく。その様子を見て、周りにいた女子たちがニヤニヤと笑った。

「なんかいーなー、二人のそういう関係。キュンとくる」

「そーそー、ちょっと爆発しろ、って思っちゃうかも」「それある～！」

　俺は手を振りながら、「そんなんじゃない」と否定するが、相手は聞く耳を持っていなかった。

　仕方なく俺らは、『リア充カップル』というこの上なく不名誉な印象を上書きしつつ、教室を退散することになった。

「じゃーね、薫かおるちゃん、今度彼氏との話、たくさん聞かせてね！」

　そう言って彼女らは手を振り、俺らを送る。領りよう家けは会え釈しやくをすると俺の後にくっついて扉のところまで来たが、一瞬立ち止まって振り返ると、恥ずかしげに、軽く手を振り返した。




　教室から離れてしばらく歩いてから、俺は領りよう家けに部の壊滅的状況についての話を切り出した。部員それぞれが問題を抱えていること、そしてなによりも地下アジトを失ったことによる士気の低下をなんとかしなければならない、ということを話す。

「……そんなわけだから、領りよう家け、なんとかして皆を盛り上げてだな」

　俺がそう言うと、領りよう家けはピタリと足を止めた。

「私に……皆を叱しつ咤た激励する権利なんてない。私の怠慢が、地下アジト陥落を呼び起こした」

「そんなことない、って皆言ってただろ！」

「私が、自分自身を許せないのだ」領りよう家けは重々しく言ってから、しっかりと俺の方に向き直って、目を見た。「それに、もっと適任がいる。高砂たかさご、この前の反省会でのお前のフォローは見事だった。あのまま私の暗い話で終わっていたら、みな意気消沈して本当に部が駄目になってしまうところだったろう。今のお前の報告だってそうだ。高砂たかさごはいつも、部員一人一人をよく見ている──お前こそが……」

　領りよう家けはそこで言葉を止めると、顔を下に向けてしまった。しばらくそのままで手をぎゅっ、と握りしめる。俯うつむいた顔に、さまざまな感情が現れては消え、入り混じって渦を巻いた。

　やがてチャイムが鳴った。その最後の音が廊下にまだ響いている中、彼女はくるりとこちらに背を向け、唐突に言った。

「今日は、もう帰る」

「風紀委員会室に寄って行かないのか、今後の対策を……」

　俺の呼び止める言葉に、彼女は逆方向へと足を進めながら応えた。

「高砂たかさご……お前はもう十分、革命家としての力をつけた。私は、もう……」

　領りよう家けの足が早まる。俺はすぐに駆け出し、彼女の腕を摑つかんだ。

「地下アジトの件で弱気になっているのは分かる。何度でも言うが、そんなに自分を責めるな。確かに領りよう家けは完璧ではないかもしれない。だがな、部員が──俺が、お前を支えていく」

　そんな言葉に、領りよう家けは振り向く。その目には涙が溜たまっていた。

「そうやってみんなが……なによりも高砂たかさご、お前が優しくしてくれるたびに……私は、弱くなっていくんだ。弱くなって、しまった」

　悲痛な声でそう言うと、領りよう家けは俺の腕を振りほどき、下げ駄た箱へと駆けて行った。
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　翌日。当然領りよう家けとはクラスで顔を合わせることになるが、気まずくて声を掛けられなかった。向こうもこちらに話しかけてこようとはしない。

　領りよう家けはいつもの俺とのやり取りがない代わりに、クラスの他の連中に囲まれて喋しやべっていた。まだ話し方などたどたどしいものの、相手側が昨日の一件で領りよう家けに心を許していることもあって、普通に会話が成立している。クラスメイトに対して三単語以上の応答をしてこなかった領りよう家けをこれまで見てきたこともあって、怪奇現象を目まの当たりにしているような心持ちだった。

　放課後、領りよう家けはクラス代表に断りを入れると、準備には参加せず教室を出て行った。退出際に、こちらに対して目配せをする──俺も一緒に来い、ということだろう。

　領りよう家けの向かう先は、いつもと同じ、反恋愛主義青年同盟部が実効支配している風紀委員会室だった。ここが俺らの最後の砦とりでなのだが、部室棟にあってわりと人の目に入りやすいということもあり、失った地下のアジトに比べるとどうしても心もとない。

　中に入ると、もう既に部員はそろっていた。それぞれに昨日の疲れが残っていると見え、雰囲気はどんよりとしていた。

　そしてそれは、俺と領りよう家けについても同じことなのだろう。待っていた部員たちが、入ってきた俺らの顔を見上げると、表情がわずかにこわばった。

「昨日は済まなかった。クラスの方で呼び止められてしまって、部の方に顔を出すことができなかった」

　領りよう家けがそう言うと、他の部員も同様に昨日は各自の仕事のせいで出席できなかったことを報告した。しかし誰も、自分の抱えている問題については言及しない──できないのだ。

　部室に気まずい沈黙が流れる。誰もが分かっていた。このままでは、反恋愛主義青年同盟部は空中分解する。

　そういった危機に際して、これまで部員を励まし、部をひとつにまとめ上げ、そしてしっかり立て直してきたのが、議長である領りよう家けだった。

　しかし今、もっとも不安定な状況にあるのは、他ならぬ領りよう家け薫かおる自身だった。

「私がふがいないばかりに……皆に迷惑をかけて……」

　掠かすれそうな声でそう言う彼女は、校門の前で、街頭で、恋愛至上主義者相手に厳しい言葉を浴びせかけていた領りよう家け薫かおるとは、少しも重なるところが無かった。ただの、人並みに不安を抱えた、一人の女子高生だ。

　それは、もしかしたら悪いことではないのかもしれない。現に彼女は外部に対する壁を張れなくなった結果、クラスメイトに親しみを持たれ、交流ができるようになっていた。それは社会を生きていくうえではむしろ、非常に良い結果をもたらしたのだ。

　だが俺は──そんな彼女を、認めたくなかった。

　領りよう家けは弱々しい声のままで、先を続けた。

「ちょうど、全員集まっているな。この機会に……きっぱりと、けじめをつけておきたい」

　そう前置きして、彼女は目をつぶる。優ゆうに三十秒ほどはそうして沈黙を保ったあと、目を開き、部員の皆を見回した。そして最後に、その視線が俺に向けられて、止まった。




「地下アジト陥落の責任をとって──私は、議長を辞任する」




　一瞬、何を言っているのか理解ができなかった。西にし堀ぼり、瀬せヶが崎さき、神しん明めいさん、天あま沼ぬま、部員全員が、虚を突かれたように固まっていた。

　俺が領りよう家けに誘われてこの部に入ったときから、彼女はずっと議長だった。部員ひとりしかいなかったくせに議長なんて──はじめはそう思っていたが、続々と部員が集まるにつれて、彼女はかけがえのないリーダーとして活躍するようになっていった。

　この部の歴史は、議長・領りよう家け薫かおると共にあった。彼女が常に中心にいたからこそ、俺たちはここに集い、青春のすべてを犠牲にして、反恋愛革命のために命を懸けることを誓ったのだ。

　そんな領りよう家けが、議長を辞める──考えようとしても、頭がうまく働かない。俺の中で反恋愛主義青年同盟部は、あまりにも強く議長・領りよう家け薫かおると結びついていた。

「そんなの……ぜったい、駄目」「この前も言ったでしょう、あなたに責任があるわけでは……」「薫かおるちゃん、なんでそんなこというの!?」「先生、先生……そんなの、ありえません……」

　皆がそうやって必死に説得しても、領りよう家けは頑として受け付けなかった。

「私の時代は、これで終わりだ。思い返せば、随分と遠い所まで来た──最初は私、ただひとりだったのだからな。そして皆の協力のおかげで、反恋愛活動を校内に広く知らしめることができた。非リア充独裁からの恋愛至上主義根絶という夢には、残念ながら届かなかった。だが、いつの日にか──私の意志を継ぐものが、その夢を実現してくれるものと、確信している」

　領りよう家けはそう言うと、いつも彼女が言葉を吹き込んで群衆に演説を浴びせかけるトランジスタメガホンを、俺に差し出した。

「高砂たかさご──お前は常に全体に気を配り、この部を支えてきた。議長を継ぐ者として、お前以上の適任はいない」

　感情が頭のなかで渦巻いて、気が遠くなりそうだった。領りよう家けは、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす俺の手を取って、メガホンを握らせる。

「むろん、私も一部員として、反恋愛主義青年同盟部を支えていく。議長としての役目は終えるが、これから先、私が担になえる役割も、少なくないに違いない。高砂たかさごの指導のもとなら、きっとこの部は……」

　領りよう家けの言葉は、ちっとも頭に入ってこなかった。俺の中では様々な思いがせめぎあった結果、ひとつの大きな感情に収しゆう斂れんしていった。

　それは悲しみでも、苦しみでも、恐れでもなかった。後悔でも、焦燥でも、不安でもなかった。

　俺のなかにあったのは──ただただ純粋な、怒りだった。

　握らされていたメガホンをひったくるように領りよう家けの手から引き離し、俺は彼女を睨にらみつけた。

「分かった、俺が議長をやる。そして議長として一番最初の仕事は──領りよう家け、お前の除名だ。軟弱者はこの部に必要ない、今すぐ出ていけ!!」

　怒りに任せた俺の言葉に、部員がそれぞれ仲立ちにはいる。

「たかさご、落ち着け」「そうですよ、こんなところで争っても……」「やめてよ！」「先生のことを悪く言うのは、私わたくしが許しません！」

　しかし当の領りよう家けは、至って落ち着いていた。

「……お前の言うとおりかもしれない。私の弱い心が、この惨さん憺たんたる現状を呼んだのだ。私にこれ以上、運動に関わる権利など無いのかもしれない」

「ああ、そうだ。お前はもう、完全にあちら側の人間だ。顔も見たくない、二度と声を掛けてくるんじゃない」

「高砂たかさご……」

　領りよう家けは俺を見て、苦しそうにそう漏らした。だが、歯をくいしばって視線を切ると、荷物をひっつかんで出口へと身体を向けて歩き出す。俺はその背中に、追い打ちをかけるように罵声を浴びせた。

「反恋愛主義青年同盟部に、臆病者はいらない。怯きよう懦だは我々にとって、命取りですらある。そして何よりも──俺らは、裏切り者を赦ゆるさない」

　領りよう家けが、ぴたりと足を止めた。こちらに背を向けたままで、彼女は応じる。

「私は……裏切ってなどいない。心はいつだって、皆と一緒に……」

「噓うそを吐つくな！　結局のところ領りよう家け、お前はリア充に憧れているんだよ、それになれないからこそ、反恋愛を持ちだしてせめてもの慰めにした──だがお前は、クラスで上う手まく行きだした。この文化祭を通して、お前はリア充と親密になり、そしていつの間にかその立派な一員となっているんだ。主体性無く、常に誰かと行動を共にし、皆がやっているからと恋愛に手を出す。すぐに俺らのことなど忘れて、スカートを短くして男子の気を惹ひくことに躍起になることだろう──高校で遊びの恋愛を済ませ、満を持して大学に入学、合コンで一緒になった頭の空っぽな男にお持ち帰りされ、なあなあで付き合い始め、大学生だというのに講義にも出ずに一日中家で性交をして過ごす──そしていつの間にか妊娠、学生結婚、卒業後しかし大学時代の友人に迫られ、身体を許してしまい、それが旦那に露呈して離婚、そして第二子を孕はらむもその友人にも逃げられ──そんな前途洋々たる未来が、お前の目の前に広がっているぞ!!」

　俺のそんな暴言に、領りよう家けはわなわなと身体を震えさせ、振り向いて叫んだ。

「取り消せ！　私の反恋愛は本物だ！　あの女のようになるはずなんかない!!」

「なるに決まっている、お前はリア充になるんだ」

　領りよう家けの顔が怒りで真っ赤に染まる。

「私は決して、そのような人間にはならない！　反恋愛主義青年同盟部に籍を置かずとも、私は私自身の、反恋愛を貫き通す!!」

「いいや、無理だな、部を抜けたお前に反恋愛を保ち続けることなんて、できやしない」

「なぜそんなことを断言できる、お前に何が分かるというのだ!?」

「分かるさ」

　俺はそう言うと、領りよう家けをキッ、と睨にらみつけて、これまで以上に強い口調でまくしたてた。

「まずお前が議長を辞め、抜けた後の反恋愛主義青年同盟部に何が起こると思う？　俺は即座に辞めるぞ、お前がいなかったら部にいる理由なんてなくなる、他の皆だってそうだ。部員たちはその後、普通に友人として交歓し青春を真っ当に送っていくことだろう。『反リア充』なんて縛りがなくなったら、ヤバイぞ。普通にみんなで遊園地とか出かけるぞ」

　領りよう家けの顔に現れていた怒りの中に、徐々に困惑が混じっていく。俺はしかしそんなことは気にもとめず、続ける。

「そしてなによりも問題なのは俺だ。領りよう家けも俺も反恋愛活動から足を洗った時……何が起こると思ってるんだ！　俺は領りよう家けに、付き合ってくれるよう告白してしまうぞ!?　他の男にとられるのなんか絶対に嫌だからな、さっき言ったような状況になってしまわぬよう、即、告るぞ。どれだけお前が断ったところで諦めないからな、領りよう家けが振り向いてくれるまで、なんだってする。そして俺らは、反恋愛なんてやっていたことを忘れて、いつもベッタリとくっついている頭の緩いカップルになってしまうぞ!?　若い情熱を持て余して、時間さえあれば互いの肉体を求め合ってしまうんだぞ!!　──ほら、駄目じゃないか、反恋愛なんて保ち続けられるはずがない!!」

　俺はそう言い切って、バシン、と机を叩たたいた。

　対する領りよう家けは、先ほどまでと同様顔は真っ赤ではあるのだが、その表情はもはや怒りから程遠い、わけの分からないものになっていた。

「お、お前は、何を言って……そんな……そんなの……。というかそれは、お前がいけないんじゃないか！　なんで告白なんか……」

「好きだからに決まってんだろ、アホなのか!?」

　そんな直言に、領りよう家けは固まってしまう。

　周りに他の部員がいるが、もはや気にしてはいられなかった。

「俺のせいではない、全てお前の責任だ。お前が魅力的すぎるのが悪いんだ──これで分かっただろう、領りよう家け、お前が議長を辞めるということは、反恋愛主義青年同盟部の崩壊を招くどころか、自分自身の反恋愛精神をも手放す結果となる──俺たちは、恋愛至上主義者も胃もたれするようなカップルになってしまう──それでもいいのか!?」
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　問いかけると、領りよう家けはピクピクと口くち許もとを震えさせながら、俺の方を見たり、すぐに目を逸そらしたり、他の部員の様子を窺うかがったり、俯うつむいたりした。一分ほどそうして沈黙を保ったあとで、おずおずと口を開く。

「……い。……っよくないっ！」

　言い切った領りよう家けは、汗だくだった。感情がごちゃまぜになり、変な顔になってしまっている。

「そうだろう、お前ならそう言うはずだ！　領りよう家け、お前に自己批判を要求する!!　一時的な落ち込みや短絡的な思考で、議長を辞めるなどと言い、反恋愛主義青年同盟部を壊滅の危機へと追いやりかけた──完全に読みが浅かった。危うくみんなまとめてリア充になってしまうところだったではないか!?　この失態を反省し、これからも議長を続けていくとはっきり誓え!!」

「ぅ……ぅう……わ、わかった、私が……悪かった」

　領りよう家けはそう言いながら、俺の手渡したレポート用紙に自己批判をしたためていく。






自己批判書




　今回の一件は、完全に私、領りよう家け薫かおるの、一時の感情にまかせた短絡的な思考による過あやまちでした。私の浅薄な考えに基もとづく誤った判断により、みなさんの反恋愛精神を損ね、全員をリア充にしてしまうという、最悪の結果を招くところでした。このような失敗は、決して許されることではありません。

　特に、次の議長として指名した高砂たかさごくんは、私の辞任によって部から去り、私に告白して付き合い始めてしまうところでした。私と高砂たかさごくんは、ともすれば休日は家で一緒にのんびり過ごし、目が合うたびにどちらからともなくキスをするカップルになっていたかもしれません。

　そのような最悪の事態を予想できなかったことを深く反省し、皆さんにお詫わび申し上げます。本当にすみませんでした。

　また、私、領りよう家け薫かおるは気持ちを一新し、地下アジトの損失を補えるよう、これまでよりも一層真摯に、議長としてこの身を反恋愛活動に捧ささげることを誓います。


領りよう家け薫かおる










　領りよう家けは口に出しながら自己批判書を書き上げると、敬うや々うやしく俺に提出した。それを受け取り、頷うなずいて言う。

「よし、これで一区切りがついた。言うまでもなく、我々は今、危機的状況にある。地下アジトの件もそうだが、文化祭に向けた各人の仕事においても、様々な困難に直面している。こんな難局を乗り切ることができるのは、創設以来この部を率いて規模を当初の何倍にも膨らませた、反恋愛主義青年同盟部議長・領りよう家け薫かおるだけだ。一時的な弱気は、人間だ、誰しも経験するだろう。だが領りよう家け、お前はこの自己批判によって、これまでに輪をかけてタフな反恋愛革命戦士として生まれ変わった！　その新たなる門出を祝福するとともに、一部員として、これまでにも増して協力を密にし、一いち蓮れん托たく生しようの覚悟で革命を戦い抜くことを誓おう」

　俺の言葉に、他の部員も賛意をあらわす。

「私も、腑ふ抜ぬけてたかも。これから、頑張る」「領りよう家けさんの覚悟、しかと受け取りました。共に戦っていきましょう！」「よかった！　私も頑張る！　だから薫かおるちゃん……ずっと議長でいてね」「先生！　先生！　先生！　先生!!」

　天あま沼ぬまが領りよう家けの胸めがけて飛びつき、泣きじゃくる。困ったような顔をしながらも、領りよう家けはそんな彼女の髪を優しく撫なでた。

「うむ、皆、心配をかけてすまなかった。全部員の規範とならねばならない議長であるのに、気弱になっていた。おそらく敵の術中にはまっていたのだろう──あやうくクラスの連中とも仲良くなってしまうところだった。ありがとう、高砂たかさごよ。お前の声で目が醒さめた。私は今日の開眼で、これからもぼっちを保ち続けることができるだろう！」

　俺は深々と頷うなずく。それでこそ領りよう家けだ。一瞬、『あれ、本当にこれで良かったのか……？』という不安が脳裏をよぎったが、考え始めると深みに嵌はまりそうだったので、なかったことにする。

　さっそくエンジンのかかり始めた領りよう家けが話し始める。

「確かに我々は、地下アジトを失った──しかしこれは、今がまさに反撃のチャンスであることをも意味している。偽りの勝利に浮かれた恋愛至上主義者らの鼻を明かし、この学園において覇を唱えるのだ！　心機一転した我々は、このまたとない好機を最大限に活用し、先の損失を軽々と帳消しにするような、華々しい戦果を挙げるのでなくてはならない！」

　領りよう家けは失っていた活力を、みるみるうちに取り戻していた。それぞれの問題を抱えて意気消沈していた他の部員も、その様子に元気づけられたようだ。

　これでこそ反恋愛主義青年同盟部だ。人間として何か大切なものを失いつつある止まらない落下の感覚と共に、得も言われぬ充足感が俺の身体を震えさせた。




　　　　◯




　瀕ひん死しの状況から不死鳥のごとく蘇よみがえった反恋愛主義青年同盟部がまず最初に行おこなったことは、勝利宣言をしている生徒会の足場を突き崩すことだった。我々の現状が良くないことは客観的に認めざるを得ず、このままの状況で生徒会に面と向かってプロパガンダを張っても、一般生徒の目には負け犬の遠とお吠ぼえとしか映らないだろう。

　そこで我々はひねりを加えた──生徒会を装よそおって、偽にせのビラを撒まくのだ。生徒からの信頼を失墜させ、俺らの側に同情が向くような文面を書き上げ、夜な夜な全生徒の机の上に配布した。






全非リア充を抹殺せよ!!　～文化祭に向けた生徒会の取り組み～




　この前のご報告にもありましたとおり、生徒会では先日、非リア充暴力集団のアジトを突き止め、それを足がかりに活動家の取り締まりを行いました。私たちの不断の努力の結果、数人の反恋愛主義者を捕らえることに成功いたしました。

　彼らの姿を見て、我々は失笑を禁じえませんでした──というのも、その誰もが『いかにも』な非リア充、冴さえない容姿をしていたからです。我々はここから、彼らの『反恋愛』の力学を導き出しました。待っていれば恋人がいつの間にかできているはず、という笑止千万な思いあがり、その挫折を経て、彼らは結論づけたのです──社会が悪い、と。このような呆あきれ果はてた他力本願こそが、彼ら反恋愛主義者、あるいは非リア充の共通項なのです。他人からよく思われようとする努力もせずに、原因を自分の外に押し付けるその幼児性には、辟へき易えきするばかりではありませんか。

　はっきりと言いましょう──彼らは社会の癌がんです。義務を果たさず権利だけを主張する非リア充にこの学園という限られたリソースを分け与えてもいいのでしょうか？　怠惰は伝染します。ちょうど癌がんが自己増殖して転移し、身体を蝕むしばんでいくのと同じように。

　癌がんは見つけ次第、取り除かなければなりません。同様に、社会の癌がんたる非リア充に対しても、同じように切除することが必要なのです。

　生徒会は、ここに厳かに宣言いたします。この学園から、すべての非リア充を放逐するのです！　恋愛で満ちた幸福な学園を築き上げるためには、彼らの存在は百害あって一利なし、我々は無慈悲に非リア充を殲せん滅めつし、この学園に恋人たちのユートピアをつくり上げるのです。

　この歳としにもなって恋人のひとりもいない非リア充は、欠陥品に他なりません。生殖機能を果たすことのできぬ彼らは最も早はや、人間はおろか動物にも劣る、生温かい粗大ゴミなのです！

　我々生徒会は、公共の精神に基もとづき、その処分を自ら率先して行おこなっていきます。私たちは非リア充の目玉をえぐりだし、骨を粉砕し、出来損ないの脳みそを破壊し尽くすのに、いささかの躊ちゆう躇ちよもないのです!!

　住みよい学園を作るために、生徒のみなさんのご協力をお願いいたします。








　翌朝学校に来てみると、教室の中はざわめいていた。これまで生徒会と反恋愛主義青年同盟部との抗争に興味のなかった生徒も、ビラを手にして中身に目を通している。弱小団体である俺らがなにかを行おこなっても自分には影響がないが、生徒会という生徒代表の過激な言動からは被害が及ぶおそれがある。そんな思いを持っている者が少なくないはずだ。

「マジかよ……」「ちょっとこれは……やりすぎなんじゃ」「よ、よかったわ、お、俺、別に非リア充じゃねえしな、学外に彼女いるし」

　生徒会の行き過ぎを非難する声が目立つ。あと、最後の奴やつは完全に隠れ非リア充だった。おそらく友人にはそれがバレているものの本人は隠し通せていると思っており、脳内彼女の設定や妄想会話のやりとりを開陳してうまくやった気になっているに違いない。それを隣で聞いていた彼の友人の優しくて僅わずかに困惑したような笑みが、その悲しさを増強していた。

　クラスに何人かいる、普段おとなしくてあまり交遊関係も派手ではない我々の同胞は、生徒会のこの「横暴」に対して怯おびえるとともに、怒りを感じているようだった。いつもはぼんやりとしている彼ら・彼女らの目が、紙面を厳しく睨にらんでいた。

　もちろん生徒会が黙っているはずもない。

『皆さん、それは私わたくしたちを陥おとしいれるための偽にせのビラです！　我々とは一切関係がありません!!』

　事態に気づいた宮みや前まえは、例のごとくすぐに放送を使って全校生徒にそう弁明したが、なかなか苦しいところがある。まず、これが反恋愛主義青年同盟部のしわざだと認めてしまえば、あのような大々的な『狩り』をやったにもかかわらず俺らを止められない無能であることを、自ら証明してしまうことになる。また、これまでに行おこなってきた検問などの強硬姿勢の結果、生徒たちに『生徒会ならやりかねない』というイメージを与えてしまったのも辛つらいところだ。

「……どういうことだ？」「あれだろ、生徒会の内部分裂だ。過激な一派が、穏健派の会長に反旗を翻ひるがえしたんじゃないか？」「……お、俺はリア充だから、関係ないんだけどな」

　そんな会話が聞こえてくる。宮みや前まえの弁解は偽にせビラの内容を否定するどころか、生徒会についてマイナスのイメージを植え付ける結果となっていた。あと、最後の奴やつは余裕を装よそおいきれず、歯が軽くガタガタ鳴ってしまっていた。

　反恋愛主義青年同盟部が苦境に立たされていることに変わりはないが、そんな中でも最小の労力で最大の効果を発揮したと言える、非常に良い作戦だった。




　　　　◯




　そうこうしているうちに、文化祭は目前に迫っていた。

　反恋愛主義青年同盟部としては先の偽にせビラ作戦を最後に、公の場での活動は行おこなっていない。来きたるべき文化祭での爆発的な作戦展開の準備をすると共に、恋愛至上主義者を油断させるのが狙いだった。現に生徒会は我々の活動が止やんでいることを見てあの偽にせビラを『イタチの最さい後ごっ屁ぺ』と定義し、自分たちは反恋愛組織を壊滅させたのだと主張しはじめた。文化祭での宮みや前まえ率いる生徒会の面々の、茫ぼう然ぜん自じ失しつするさまが目に浮かぶようである。

　また、各おの々おのに不安を抱えていた部員たちの諜ちよう報ほう・工作活動だが、この前の一件以来どこか皆ふっきれたところがあるようで、暗かった表情もさっぱりとしていた。文化祭本番でのそれぞれの働きに、強く期待が持てる。

　反恋愛主義青年同盟部の活動とは直接関係ないが、部員それぞれに文化祭の企画がある。西にし堀ぼりは第二美術部の部長かつ唯一の部員として、マンガの小冊子を頒はん布ぷする予定らしい。内容は一般向けに抑えられているが、ディレクターズ・カット版も存在しているらしく、あとでもらう手はずになっている。瀬せヶが崎さきはテニス部員として、毎年人気が高いクレープ屋台のためにいろいろ奔走している。人気の理由は、やはり子供の心を摑つかむから、というのが大きいらしく、むしろそのために瀬せヶが崎さきはテニス部に入部したんじゃないか、という疑惑を俺は持っている。神しん明めいさんのクラスはもともとやる気のない展示企画を行う予定だったのだが、彼女が匿名で提出したテーマ案『鉄道の時層～黎れい明めい期から高度経済成長期まで～』に何な故ぜか多数のクラスメイトが食いつき、受験勉強などそっちのけで準備を行おこなっているそうだ。天あま沼ぬまの主導するクラス企画は非常に凝っているらしい。定番のお化け屋や敷しき企画なのだがかなり本格的で、テストのために客として入った他クラスの生徒の絶叫が校内に響き渡り、何事か、といろいろな所から人が詰めかけてしまったのだという。

　俺と領りよう家けのクラスも、文化祭企画準備の大詰めに入っていた。これまでは余裕をかましていられたリア充も、実際に期日が迫ってしまうと気取っていられなくなる。そんな空気になってしまえば、俺ら非リア充でも割合すんなりと溶けこむことができた。

　また、この前宮みや前まえから引き継いだ後夜祭の企画長に関しても、領りよう家けはぬかりなくこなしていた。もちろん、俺ら反恋愛主義青年同盟部のためにいろいろ仕込んでいるのだが、担当している他の実行委員たちにはちっともそれを気づかせなかった。補佐のために領りよう家けのことを間近で見ているから分かるが、彼女の行動的革命家としての力量は非常に高い水準へと到達し、味方ながらに恐ろしさを感じさせるものがあった。




　そして文化祭前日──。

　授業は午前中だけで切り上げられ、昼休み以降はそれぞれの企画を準備するために充てられている。去年の俺は授業が終わった瞬間に下校し、クラスの皆が汗水たらして一つの目標に向けて団結しているだろう中、クーラーをガンガンに効かせた自室でゲームにうち興じていた。夜には、まだ頑張っているだろうクラスメイトのことを思って、『本当に自分はこれでよかったのだろうか……？』と自問し、青春を浪費してしまった取り返しのつかなさに思わず目頭が熱くなるも今更どうにもできず、土日の文化祭当日は一応出席し点呼の後で屋上に行って携帯ゲームで時間を潰した。

　しかし今年は、やるべきことが山のようにある。まずはクラス企画の喫茶店で、割り当てられたシフトや臨時の買い出しをやらねばならない。また文化祭実行委員としても、緊急時対応や見回りなどの仕事を割り振られている。そしてなによりも──反恋愛主義青年同盟部員として、文化祭にかこつけて恋人と『忘れられない一生の思い出』を作り、あるいはこの機会にとお相手探しに奔走する者たちに、否いな、を突き付け、また学外の多くの人が集まるこのイベントを利用し、反恋愛運動を拡大していく足がかりとしなくてはならない。

　去年のぼんやりと過ごした文化祭も青春を台無しにした感があってよかったが、今年の忙しい文化祭もなかなか乙なものである。

　文化祭の準備は夜を徹して行われる。反恋愛主義青年同盟部とて例外ではない。普段であれば怪しまれるような行動を深夜に行っていたとしても、「文化祭の準備なんだろう」ということで気にもとめられない。むしろ俺たちにとって、今が最も活動のしやすい瞬間なのだ。ところどころ、生徒会や文化祭実行委員が見回っているのが目につくが、自分のクラスや部活の企画が気になるのか、かなりザルだった。

　そんなわけで俺たちはいたってスムーズに、明日のための仕込みを終え、地上のアジトへと撤収した。もう夜の十一時も回って、大分肌寒くなってきている。

「みな、ご苦労であった。明日、文化祭を楽しもうと画策している恋愛至上主義者が、我々の作戦に度肝を抜かれて戦意喪失するさまが、目に浮かぶようだ！」

　領りよう家けは議長として皆にねぎらいの言葉をかける。この前の落ち込みが噓うそのように、ハキハキと活力に満ちた声音だった。

「それでは明日・明後日あさっての文化祭、よろしく頼むぞ！」

　領りよう家けのその言葉に部員たちは力強く頷うなずき、やる気にみなぎった表情でそれぞれに部屋を退出していった。

　狭い部室には、俺と領りよう家けだけが残る。

「高砂たかさごは……帰らないのか？」

「ああ、これからちょっとクラスの方にも顔を出す──『共に深夜まで頑張ってひとつのものを作り上げた戦友』感を創出することによって、少しでも俺らに非リア充・反恋愛の疑いがかかるのを回避しようと思ってな」

「お前は本当にひねくれているな……私でもその、若干引いてしまうぞ」

　領りよう家けは可哀かわい想そうなものを見る目を俺に投げかけつつ、そう言った。冷静にそう言われると少し泣きそうになるが、歯を食いしばって我慢した。

「反恋愛革命という大逆転を成し遂げるためには、常人の思考をしていてはいけない。人間からはずれたような、サイコパスとも思えるような観察と行動が必要なのだ」

　俺がなんとか取り繕おうとそう言うと、領りよう家けは感心したように頷うなずいた。

「なるほど……別に素の自分ではなく、敢あえてそう振る舞っている、ということか」

「ま、まぁ、そうだな、そのとおりだ」

　実際にはわりとナチュラルに出た思考だったから、領りよう家けの追及に内心焦あせる。

　結局、領りよう家けも俺の作戦に乗り、二人で一緒にクラスに顔を出した。準備はもう大方終わっているが、熱狂が教室の中に残っており、さらに細部を詰めるべく作業を行おこなっていた。一時間ほどそれを手伝っていると、終電が迫った生徒から続々と帰り支度をはじめた。

「そういえば高砂たかさごは、終電大丈夫なのか？」

「ああ、もう今日は部室に泊まろうかと思ってな」

「……そうか」

　深夜一時を回ると帰宅組は帰ってしまい、教室に泊まりこむつもりの者の中にもダンボールを敷いて寝始める奴やつが現れた。俺と領りよう家けはそんなタイミングで、教室を退出する。

「自転車通学だと、終電が無いのがいいよな」下げ駄た箱へと歩きながら、俺は領りよう家けに話しかける。「こっちはパイプ椅子で身体が痛くなりそうだ。明日に疲れが残っていなけりゃいいが……」

「…………」

　領りよう家けは口をつぐんだまま下を見つつ、俺の隣を歩く。そして会話のないまま、校舎の出入り口まで来て俺たちは別れた。

　遠ざかっていく彼女の背中を見送ったあと、風紀委員会室へと向かう。改修により大分過ごしやすくはなっているこの部屋だが、やはりベッドがないという点で居住性は地下部室に劣る。

　ベッド代わりのパイプ椅子を適当に並べ、眠気が襲ってくるまで適当に時間を過ごす。慣れた部屋とはいえ、やはり自室でないところで眠るというのは違和感がある。神経が昂たかぶっているのか、眠くなっていくのはいつもよりも随分ゆっくりだった。

　と、そんな時、廊下を歩く足音がこちらに近づいてくるのが聞こえた。文化部の連中はこの文化祭に全身全霊を傾けている者も多く、一週間も前から泊まり込んでいる例も少なくない。おそらくそんな奴やつが寝落ちしかけながら、身体を横たえるべく部室へと向かっているのだろう。

　俺はスマホをぼんやり見て領りよう家けに送ったメッセージに返事が来るのを待ちながら、そんな足音を聞いていた。その音はしだいに大きくなり、止まる。そして、扉を開く音が続いた。

　慌てて身体を起こして入り口の方を見ると、領りよう家けが立っていた。ラフめな私服で、風ふ呂ろに入ってから来たのか肌がいつもよりみずみずしく艶つややかだった。

「な、なんで……帰ったんじゃ、ないのか？」

　そんな予想外の展開に驚いて俺が言うと、領りよう家けはわずかに目線を下に逸そらし、ちょっとの間の後で早口にこう言った。

「地上のアジト・風紀委員会室は、我々反恋愛主義青年同盟部の最後の拠より所どころだ。ここを失ってしまえば、我々の組織はこんどこそ壊滅してしまう。折しも今日は文化祭前日、明日の作戦展開のために我々が残っていることを予想して、生徒会が色々な部屋を急襲することが考えられる。その際、尻尾を絶対に摑つかませないために、議長である私も詰めておいた方が良い、と考えなおしたのだ」

「なるほど……確かにそれは、あり得る話だな」

「そうだろう。決してリア充のように、文化祭前日の熱に浸りながら、思いを寄せている人とふたりきりで学校にお泊まりして一生の思い出を作ろうと考えているわけではない」

「それは分かっている、俺らとは真逆の発想だからな」

「うむ、そういったふざけた連中を叩たたきのめすためにも、守りを固めなくてはならない」

　そんな経緯によって、俺と領りよう家けとは風紀委員会室を夜警することになった。




「……べつに、誰も来ないな」

　暗がりの中、部屋の反対側に横になった領りよう家けの声が聞こえる。

「まぁ、そうだろう。もう奴やつらとしては、俺らには反撃の力はないことになっているんだ、あまり派手に取り締まりをやることもないだろう」

「確かにそうだ。だが、油断してはならない──地下アジトの時のように、予想できない行動を取ることもあるからな」

　そんなやりとりのあと会話は途切れ、部屋はシン、と静まり返ってしまった。既に電灯は落とされ、電子機器のＬＥＤや窓から入り込んでくる遠い街灯の光だけが、薄く室内を照らしている。目を凝らさないと、領りよう家けが近くで寝ていることすら分からなかった。

　張り詰めたような静寂のなか、時折突発的な笑い声なんかが遠くから聞こえてくる。おそらくまだ準備が終わっていないのだろう。深夜のテンションのまま朝までぶっ続けで作業を行うに違いない。そんなことが出来るのも、若さゆえの特権なのかもしれない。

　身体の疲れが、心地良い眠気を誘う。

「なぁ、高砂たかさご……もう、寝てしまったか？」

　まどろみかけた頃、領りよう家けが話しかけてきた。

「……いや、ギリギリ起きている」

「そうか。私は気が張っているのか、あまり眠くならなくてな」

　議長として明日・明後日あさっての作戦に向けて緊張しているのだろう。責任感の強い彼女のことだから、そうなってしまうのだ。

「少しくらいなら、話し相手になるぞ」

「ああ、助かる」

　部屋の両隅にそれぞれパイプ椅子で寝床をこしらえた俺と領りよう家けは、そんな風にして話を始めた。

「この前の……私の引退云うん々ぬんの話では、迷惑をかけたな。こちらが、完全に弱っていた。高砂たかさごがあそこで叱ってくれたおかげで、なんとか文化祭までに部の士気を上げることができた」

「俺もこの部の古株だからな、議長が大変なときは支えていく義務がある、当然のことだ」

「…………」

　しばらくの無言のあと、椅子の軋きしむ音が鳴った。それから、ひたひたという足音が続き、止まる。

「……少し、そばにいさせてくれ」

　先ほどよりもずっと、領りよう家けの声は近くから聞こえた。俺の頭のすぐ横に、領りよう家けは新しく椅子を出して腰かけた。薄暗闇に馴な染じんだ彼女の長い黒髪から、甘い香りが漂ってくる。

　今まで自然に話せていたというのに、彼女の身体をすぐ近くに感じてしまった途端、何を喋しやべればいいのか分からなくなってしまった。甘くしびれたような感じが全身に行き渡って、その中で心臓だけが無駄にバクバクと血液を送り出していた。

「どうしてなんだろうな、私たちは……」領りよう家けは窓の外を見ながら、自嘲気味に、しかし柔らかい声音で言った。「お前との出会いが違う形であれば、今頃はもっと自然にいられたかもしれない」

　彼女の言い方は曖昧だった。しかしそれが、俺たちに言及できるギリギリでもあった。

「あんな出会いが無ければ、そもそも俺らは口一つ聞くことなく、互いに孤立したままだったろう」

「そうだな。それは……分かっているはずなのに」

　半分開けた窓から、夜の風が入り込んでくる。夏の終わりを感じさせるひんやりとした夜気が、熱くなった身体に心地よかった。さらさらと領りよう家けの髪が風に靡なびくと、洗いたてのその潤った髪から、甘い香りがさらに強く伝わってきた。わずかな光に照らされて青白く見える彼女の横顔は、例えようもなく美しかった。

　彼女の手が、俺の頭の横に置かれた。指は白く、細長くて、やはり革命家の彼女とはどうしても結びつかない。目を凝らして見ると手の甲に、薄く血管が浮かんでいる。それがなぜか、ひどく煽せん情じよう的てきに感じた。

「高砂たかさご……」

　領りよう家けは何かが胸につかえたかのような、切なげな声でそう呼んだ。俺はどう応じていいか分からず、目の前に置かれていた彼女の手に、そっと自分の手を重ねた。

　くすぐったそうに、領りよう家けの手指が動く。それが直じかにこちらにも伝わってきて、俺の方もくすぐったくなった。それからゆっくりと、俺の熱と彼女の熱とが溶けて一緒くたになり、やがて呼吸で上下にわずかに動くのもシンクロして、ひとつになった。

　心がすっ、と落ち着いていく。ずっと昔からこうしていたような、変な安心感だった。




　いつの間にか、深い眠りに落ちていた。

　朝起きると領りよう家けは、手を握ったまま俺の寝床に身を寄せるようにして、安らかな寝息を立てていた。
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　いよいよ文化祭当日がやってきた。校舎は朝っぱらから、最後の追い込みをする生徒たちで騒々しい。徹夜で準備にあたった者たちは完全にハイになっていて、笑い声があちこちで響いている。

　普段の登校時間よりも前に、生徒たちは各おの々おのの持ち場へと集い、最終確認を行う。

　俺と領りよう家けは起きてからすぐにクラスへと向かい、細部を詰める作業を手伝った。それから文化祭実行委員の方にも顔を出し、今日用いるトランシーバーなどを受け取り、打ち合わせをした。反恋愛主義青年同盟部の方の仕込みは、既に終わっている──こうしてしっかりとクラス企画・委員会に朝早くから参加することで、アリバイを確保しようという魂胆である。

　徐々に太陽は高度を上げ、夜の間に冷えていた地面を温めはじめた。一般客を敷しき地ちに入れるのは、十時開始を予定している。その三十分前には、講堂で開会式を行う予定だった。

『講堂開けます、生徒を誘導してください』

　トランシーバーに実行委員全体へ向けた連絡が入る。すぐに校舎に放送が流れ、本当に切羽詰まったクラス以外は皆、ぞろぞろと講堂へと向かった。

　開会式で行われるのは、吹奏楽部による軽い奏楽と、生徒会長及び文化祭実行委員会長・宮みや前まえの挨拶である。

　俺たち反恋愛主義青年同盟部は、ほとんど全ての生徒が集まる、ここに目をつけていた。




　金管楽器の鳴らすファンファーレが講堂に響きわたり、ざわめいていた生徒たちは静まり返った。すぐにマイクで、大きな声のアナウンスが入る。

「文化祭、開幕です！」

　割れんばかりの拍手が講堂に満ちた。お調子者が指笛を鳴らしたりして、とにかく賑にぎ々にぎしい。

　そんな中、開会の言葉を述べるべく生徒会長・宮みや前まえが舞台袖から歩いてきた。熱狂の中にあって、いつもは淡々と仕事をこなす彼女にも、どこか浮かれた感じが見受けられる。

　宮みや前まえが演台を前に、生徒の方へ向き直った。口を開く──そのタイミングを見計らって、俺らの仕込みが発動した。

『文化祭の開会に際し、反恋愛主義青年同盟部より、みなさんにお慶よろこび申し上げます──リア充爆発しろ!!』

　空から降ってくるそんな声に、生徒たちがどよめく。即座に文化祭実行委員のトランシーバーにも緊急事態を告げる怒号が飛び交うが、天井に俺たちが勝手に取り付けたスピーカーから流れる領りよう家けの録音演説は、どれだけ備え付けの放送設備をいじったところで止めることはできない。

『文化祭──クラス・部活・委員会、それぞれの団体の人々が、文化祭というひとつの結実へと向けて一緒に頑張っていく。途中、仲なか違たがいやくじけかけた経験、それを乗り越えてひとつのものごとを成し遂げた諸君らは自分自身、そして仲間との連帯について、大きな自信をつけることだろう。──そして、その熱狂に触発されるようにして、恋が芽生える。諸君らの中には準備の期間中に異性と急接近し、行くところまで行った者も少なくないだろう。これからの文化祭期間中、あるいは後夜祭・打ち上げを通して、特別な関係になる男女も多くいるに違いない。諸君らはこうして、青春の一ページを華々しく飾り立て、「充実」を感じて悦に入いるのだろう。

　だが我々は、ここで敢あえて言わなければならない──諸君らのその姿勢は、完全に間違っている。なぜなら、君たちが尊び希求するその「恋愛」なる概念は、空虚なまやかしに過ぎないのだから！

　青春の一切を放棄せよ！　安易な方向へ流れ異性との戯たわむれに人生を浪費するのは、もうやめようじゃないか！』

　生徒たちのざわめきが、演説の進行するに従って刻一刻と高まっていった。

「あれだろ、ヤラセだろ。盛り上げようっていう……」「いや、あの慌てぶりはガチだぞ」「おい、テロとかやるんじゃねえだろうな……」

　そんなやりとりが四方から聞こえてくる。

　最初は澄まして壇上から指示を出していた宮みや前まえだったが、演説がいつまでたっても終わらないのにしびれを切らしたのか、ついに舞台袖に引っ込んでしまった。

　そんななか、この騒動を仕掛けた張本人である俺ら反恋愛主義青年同盟部の面々は、外面上は心配そうなフリをしつつ、内心では作戦の成功にほくそ笑んでいた。

「……やったな」「ああ」

　隣にいる領りよう家けと、そうやって小声で会話を交わす。録音放送という手法を用いることで、安全圏から事態を眺められるこの状況は、なかなか愉快だった。

　なおも演説は続く。

『恋愛とは何か──諸君らはこの問いかけを、一度でも自分に向けてみたことがあるだろうか？　恋愛というものが当然視されるこの人間社会においては、その問いは巧妙に隠蔽されており、発見することすら困難だ。しかしひとたびその問題に行き当たってしまえば、諸君らは当惑せざるを得ないだろう──一般的に自明のことと受け取られている愛だの恋だのという概念は、実際には何を指しているのか全く分からない。分からないのは当然である──それは実質を欠いた、空虚な、我々の情動を外部から都合よくコントロールするために「発明」された概念にほかならないのだから！

　我々は人類自身を束縛する自虐のシステム＝恋愛について、再三にわたり説明を行おこなってきた。恋愛至上主義を展開し高校生の諸君らを「恋愛」社会へといざない奴隷化を試みる生徒会＝大たい性せい欲よく賛さん会かいは、都合の悪い真実を広く知らしめんとする我々反恋愛主義青年同盟部を、数に物を言わせた軍事力により弾圧してきた。しかし我々は、この世界に反恋愛が根付き世界全人類が非リア充となるまで、決してこの圧力に屈することはない！

　先に行われた生徒会の検挙がママゴト遊びに過ぎず全くの徒労であったことをハッキリと示すためにも、今一度我々はこの場で演説を行う。恋愛至上主義なる悪魔のシステムを、何度でも何度でも詳つまびらかにしてみせよう』

「生徒の皆さん、狂人の言に耳を貸してはなりません！」

　宮みや前まえをはじめとした生徒会の面々は生徒に向かってそう呼びかけるが、軽い恐きよう慌こう状態に陥っている講堂の中ではなかなか伝わらない。

『異性との恋愛関係を構築するために諸君らが払う犠牲は、実に莫ばく大だいである。恋愛至上主義者らは自然に逆らって髪を染め、逆立て、顔に絵の具を塗りたくって虚飾し、貴金属を身につける。機能性も何もない衣服に冗談のような額を払い、ブランドという幻想のために金を積み、すぐ壊れる外車を買うために汗水を垂らす。

　考えてみたことはないのか──こんな無駄をしていなければ、どれだけ楽に暮らすことができるか！　だが諸君らは性欲というあまりにも強い重力に抗あらがうことが出来ずに、奇怪な散財で自分自身を縛り付け、苦しめるのだ。そしてそれこそが、この世界に恋愛至上主義を広めようとする大たい性せい欲よく賛さん会かいの目もく論ろ見みにほかならない！　奴やつらは、諸君らの財力・気力・思考力を恋愛によって奪うことで、人類全てを操り人形にしようというのだ!!

　我々は知性と勇気とを合わせて、その陰謀へと立ち向かわなくてはならない！　そのためには自らを律し、「恋愛」なる力に溺れぬよう常に気を張っていなければならないのだ！

　恋愛を否定せよ！　生殖衝動を克服せよ!!　性欲の操り人形となってすり減らす人生に、一体何の意味があると言うのだ!?

　我々は生徒諸君らの弱い心に付け入って恋愛を浸透させようとする生徒会＝大たい性せい欲よく賛さん会かいに、今ここであらためて反抗の意志を示す！　恋愛至上主義の跋ばつ扈こするこの文化祭を、我々反恋愛主義青年同盟部は、真っ向から否定する！

　生徒諸君よ、立ち上がるべき時は、まさに今なのだ！　深く内省し、恋愛に憧れる自らの気持ちに違和感を覚えたら、我々と共に奮起し、権力へと立ち向かおうじゃないか！

　機は熟した、必要なものは、あとは諸君らの強い心だけなのだ！

　リア充爆発しろ!!』

　そんな絶叫のあと、スピーカーからの音声が途切れると、ステージの上部から垂れ幕がゆっくりと下がってきた。『今こそ恋愛至上主義をこの学園から放逐せよ！』『恋愛至上主義に染まる文化祭にＮＯ！』、そして、『リア充爆発しろ！』の文字が書かれている。なかなかシュールな演出だが、実行委員側を呆ぼう然ぜんとさせるのには、非常に効果的だった。

　その後、宮みや前まえが気を取り直して開会の挨拶をするものの、生徒は上の空で、実行委員たちは反恋愛主義青年同盟部の尻尾を摑つかむために奔走していた。俺らの文化祭初しよっ端ぱなにかました作戦は、こうして大成功のうちに終わった。
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　開幕のその混乱を無理やり否定するかのように、予定時刻での一般客への開門が強行された。

　学園祭用に建設された門には、今年の文化祭のスローガン、『青春いのち短し恋せよ男女おとめ』がデカデカと掲げられている。青春を「いのち」と読ませるのは意味がわからないし、男おとこの「おと」の部分だけ使うのが実に頭の悪い感じがする。考えた奴やつは将来子供にＤＱＮネームを付けることは間違いないだろう。

　ともかく、その門の前には、例年通り多くの一般客が詰めかけていた。文化祭実行委員としてシフトを割り振られている俺と領りよう家けは、頭の悪いスローガンがプリントされたＴシャツを着て、開場の作業に当たっている。見たところ、やはり中学生と高校生が多い。

「多くの学生に反恋愛を広めるまたとない好機だ。まだ恋愛に染まりきっていない中学生なら、我々の主張に耳を傾けてくれるかもしれぬ──大躍進を目指していくぞ」

　領りよう家けは目をギラギラと光らせながら、開門を待つ人々を見回していた。先ほどの作戦の成功を受けて、俺らは自信を取り戻しつつあった。

「ああ、今日・明日の二日は、反恋愛運動史において記念すべき日付になることだろう！」

　俺がそう返すと、領りよう家けは何度も頷うなずいていた。

『まもなく開場です！　各自準備はいいですか!?』

　全体進行を司つかさどる実行委員の、テンションの高い声がトランシーバーから聞こえてくる。各持ち場の担当が、めいめいに用意万全であることを伝える。

『それじゃ、予定通り、十時ジャスト開場です！　……三十秒前……十秒前……五・四・三・二・一』

　そんなカウントダウンの後に、いろいろな所から『ゼロ！』の声が響いた。入り口を閉鎖していたロープが回収され、雪崩なだれのように一般客が敷しき地ち内に入りこんでくる。

　俺たちは「押さないでください！」「走らないで！」などと言葉をかけつつ、入場をコントロールしていく。同じ場所で仕事に当たっているそれっぽい外見の奴やつが、「そこ、カタログ一冊分詰めてくださ～い」などと言って一人でニヤニヤしているが、誰にも伝わっていなかった。

　やがてスピーカーから、歓迎の放送が流れてくる。開場を知った校舎内の生徒たちの拍手が、それに続いて響いてきた。

「いや～、盆と年末のこの拍手を聞くと、活力が漲みなぎるってもんですなぁ！　あ、今日は文化祭でしたか、失敬失敬」

　先ほどの奴やつが親しげに話しかけてきたが、面倒くさそうなので俺と領りよう家けはガン無視した。




　開場時の混乱も一段落し、俺らは持ち場を離れることを許された。クラス企画のシフトもまだ当分先なため、今後の作戦における状況判断に資するためにも、俺と領りよう家けでいろいろと見て回ることにした。

　まだ混雑のピークには程遠いが、既に校舎にはちょっと歩きにくいほどに客が入っていた。目をキラキラと輝かせている中学生女子の集団は、パンフレットを手に次に回る場所を相談している。他校の制服に身を包んだ男女は、自分たちの高校との違いをネタにして会話に花を咲かせていた。

　それを迎え入れる学園側も、活いき活いきとしている。各教室の外壁は装飾され、いつもは殺風景な廊下が見違えるほどに賑にぎやかだ。生徒たちはそこで様々な衣装に身を包み、ビラ撒まきをやったり客引きをしたりと忙しい。誰もが学園祭という青春のイベントを楽しもうと、一生懸命だった。

「まぶしすぎる……」

　そんなポジティブなオーラに当てられて俺が目を半分手で覆いながらそう言うと、領りよう家けもげっそりとした声で同調した。

「なんだろうな、こういう空間に自分は向いていないのだということを、はっきりと突きつけられている気がする……」

　だが苦手だからといって逃げていたのでは、調査はできない。俺たちは歯を食いしばって、文化祭をエンジョイする人々に混じって歩き始めた。

「……まずは、どこか展示でも見に行くか」

　領りよう家けのその提案に賛成し、俺は文化部が展示企画をやっている一角へと向かった。教室二個分くらいの大きさの中くらいの部屋には、四つの文化部がそれぞれの隅に展示を出していた。

『歩道に敷き詰められたタイル研究部』では、その名の通り歩道に敷き詰められたタイルを研究しており、その素材、足で踏んだ感触のレビュー、濡ぬれたときの摩擦係数、そして何よりも敷き詰め方のパターンについて様々なデータが示されていた。各部員おすすめのパターンなどが熱い筆致で紹介されており、歩道にタイルを敷き詰めるときには参考になりそうだった。

『エネルギー問題研究部』では様々なカラクリを工夫して配置することによって、重力を代替エネルギー源にしようと模索していた。本人たちは真面目にやっているのだろうが、傍はたから見るとジョークにしか思えない。永久機関の実現へ向けて頑張ってほしいところだ。

『第四帰宅部』では「帰宅」にまつわる諸問題についての哲学的論考を発表していた。「帰宅部」という部活が実在するというのはもはや定番のネタだが、この学園にはその帰宅部が四つあり、技の第一、力の第二、速さの第三、理論の第四と並び称されている。第一～第三の帰宅部はもう今頃家にいることだろう。展示の、『帰宅──その不可能性と不可避性について』を読んでみたが、『「帰宅」の意味』『「意味」の意味』『意味の「帰宅」性』と続いてデリダとドゥルーズが出てきたあたりでなんだか帰りたくなってしまった。

『ＮＴＲ研究部』ではいわゆる「寝取られ」を扱った創作物についての研究を発表していた。彼らぐらいのレベルに到達すると、主人公の男が彼女を他の男に取られてしまうような直球よりも、むしろ普通に主人公とヒロインのイチャラブものの方がクるらしい。『同じ高校生のこいつらは好きな者同士で結ばれてありあまった若さのエネルギーをぶつけ合っているというのに、俺は……俺は……』という絶望感が堪たまらないのだという。全てのストーリーはＮＴＲである、が彼らの主張だ。一応彼らも非リア充ということになるが、ここまでこじらせてしまうと反恋愛運動に誘うこともできない。俺と領りよう家けが肩を並べて展示を見に来ただけで、ポスターの横に立っていた部員は、「あっ……あっ……」と声にならない声を漏らし、軽く目に涙を溜ためつつも頰だけは満足気に緩んで紅潮していた。早くどうにかしないと廃人になるぞ。

　一通り見終わって部屋から退出した俺と領りよう家けは、入る前よりも明らかに気力を削り取られていた。

「いろいろな奴やつが、いるものだな……」

　まぶたを閉じて目の上を指で押さえながら、領りよう家けは言った。全校生徒を反恋愛思想に染め上げようと思ったら、リア充に加えてこういった特殊な人々をも説得しなければならない。それはもしかしたら、恋愛至上主義者を反恋愛に転向させるよりも、骨の折れる仕事かもしれなかった。




　その後も俺らは、校内のいろいろなところを回りつつ、調査を行おこなった。カップルだと思われて無理やり気味の悪いゆるキャラと記念写真を撮らされたり、占いの館では相性抜群のふたりだと褒められたり、ふらっと入った軽食屋ではひとつの大きなグラスに二つストローが刺さったものを出されたりもしたが、反恋愛戦士として高みに到達している俺らは、全く動揺することがなかった。

「……やはり、こうして二人で歩いていると……付き合っていると思われてしまうのだな」

　控えめな声のトーンで、領りよう家けは顔を背けながらそう言った。人混みに当てられたのか、その顔はほんのりと赤く色づいている。

「ああ、恋愛至上主義がどれだけこの社会にはびこっているのか、分かってしまうな。こんな世界を、俺たちは変えていかなくちゃいけないんだ」

「そうだ、まったくそうだ！」

　領りよう家けは力強い声でそう肯定するが、振り上げた手が俺の腕に触れると、すぐにシュンとなってしまった。

　そうこうしているうちに、いつの間にか領りよう家けのクラス企画でのシフトが迫っていた。

「そ、それではまた、次の作戦まで気を緩めずに、偵察を続けてくれ。頼んだぞ！」

　領りよう家けはちょっと挙動不審な感じでそう言うと、そそくさと教室の方へと向かっていってしまった。
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　文化祭を一人で歩くというのは、なかなか度胸のいることだ。学生の集団やカップルで埋め尽くされた文化祭という場において、ぼっちに居場所などはない。従って一緒に回る恋人も友人もいない我々非リア充は、皆が青春を謳おう歌かするなかひとり颯さつ爽そうと帰宅したり、あるいは誰も来ない薄汚い非常階段などでスマホゲームで暇つぶしをしたりしなくてはならないのだ。リア充爆発しろ。

　しかし、今年の俺には『文化祭実行委員』という大義名分があった。腕章をつけているだけで仕事中だと皆が思ってくれ、ひとりで歩いていても白い目で見られることはない。実行委員というとどうしてもリア充のイメージを持ってしまうが、実は非リア充にこそ恩恵の多い役職なのだ。

　今現在虐しいたげられ涙を飲んでいるだろう同志に深く同情しつつ、ひとりになった後も俺は視察を続けた。

　うろうろと動き回っているうちに、ある教室の中によく見知った後ろ姿を見つけた──西にし堀ぼりだ。第二美術部の部長でありまた唯一の部員として、彼女は文化祭期間中ほぼずっとここに詰める予定になっていた。マイコンクラブ・機械要素研究部との同室で、部屋の中は非常に静かだった。

　しばらくここで休んでいこうかと思って中に入ると、西にし堀ぼりは女子と話をしていた。

「そっちはどうなの、忙しい？」

「うーん、開会式の件で会長は忙しく飛び回ってるけど、ウチらはあんまり。せっかくの文化祭なんだし、仕事があっても楽しまなきゃ」

　この前に見た生徒会の女子だ。西にし堀ぼりは文化部の代表会議を取りまとめていた彼女を籠ろう絡らくし、生徒会内部の情報を探っていた。

「あんまり、会長を皆で助ける、ってかんじでもない？」

「そうかも。宮みや前まえ先輩、悪い人じゃないんだけど……優秀で、熱血で、たまに私たちはついていけなくなっちゃうんだよね」

　彼女は困ったように薄く笑いながら言った。

「そうなんだ。文化祭期間中に、取り締まりとかはないの」

「やっぱり、お客さんがたくさん入ってるこの状況だと、現実的じゃないみたい。会長はやりたがってるんだけどね……」

「そっか、暴力集団のひとたち、ちょっと怖いけど」「大丈夫、私も優ゆうも、彼氏いないし」

　そう言って彼女はクスクスと笑った。西にし堀ぼりはそんな様子を見て、穏やかに目を細める。

「でも、充実はしてるかも」

　真正面からそんな言葉を投げかける西にし堀ぼりに、相手の彼女はピク、と身体を震わせた。頰にサッと朱の色が交じる。

　籠ろう絡らくする過程で何があったかわからないが、この様子だと大分進んでいる感じだ。西にし堀ぼりが自分で言っていた通り、心の隙間に上う手まく侵入したのだろう。

「うん……そうだね」秘密を囁ささやくように小さな声で、彼女は西にし堀ぼりの台詞せりふに応じた。「そろそろ、行かなきゃ……優ゆう、それじゃ、また来るから」

　西にし堀ぼりはそれに頷うなずき、手を振って彼女を見送った。

　この前様子を窺うかがった時は、まだ西にし堀ぼりには彼女を裏切って情報を引き出すことに躊ちゆう躇ちよしている様子が見受けられた。だが今日は、ためらいなど一切感じられない活いき活いきとした様子で、情報収集に当たっている。

「……たかさご、何の用」

　遠巻きに様子を窺うかがっていた俺に気づいて、西にし堀ぼりが冷ややかな目線をこちらに投げかけつつそう言った。

「なんだその邪魔者を見るような目は。……これでも俺は文化祭実行委員のひとりだ、その職務の一環として、何か問題が発生していないかどうか、またそれを未然に防ぐためにパトロールをだな……」

「分かった。領りよう家けさんとこれまで回ってたけど彼女の方にシフトが来ちゃってひとり残され手持ち無沙汰になったから一人で居ることが許されない雰囲気の文化祭を実行委員という立場を利用してぶらぶら歩いて暇つぶししてるんでしょ」

　いつもは短いセンテンスしか話さないくせに俺の状況予測だけはやたら仔し細さいで的確だった。

「…まぁ、そのとおりだ。ところで、今のやり取りを聞いている限り、どうやら覚悟ができているみたいだな」

　俺が言うと、西にし堀ぼりは少し誇らしげに胸を張った後、活き活きとした口ぶりで彼女のその心構えについて語った。

「高砂たかさごの言うとおり、この前の私は甘かった。革命のために、自分の交友関係を犠牲にする、そんな覚悟ができてなかった」

　冷徹な革命家と言えど、人情を完全に捨て去ることは難しい。そこでのせめぎあいに、俺たち実践的活動家は常に悩まされているのだ。

「だけど……思い直した」西にし堀ぼりはニヤリと笑って、続けた。「女の子同士、普通に仲良くしてる……そんなのももちろん良いい。でも、惹ひかれ合ってるのにギスギスしてたり、隠し事があったり、裏切ったりするのも、またそれとは別の良さがある」

　西にし堀ぼりの目が怪しく光る──なんだか頭が痛くなってきた。

　彼女は滔とう々とうと、楽しそうに説明を続けた。

「信用していた友人が、実は情報を聞き出して自分の所属団体を潰そうと画策していた。それを知って怒りに打ち震えるも、身体には彼女に触れられた甘い感覚が残っている。それを打ち消そうと意識して彼女にそっけない態度をとっていると……その女は、別の女子生徒と親しげに会話を交わしている。もう決して関わるまいと思っていたのに、自然と口は彼女に向かって開いていて……」

　クズとして生きる覚悟が完了していた。こういう奴やつがジゴロになるんだろう。

　しかし革命遂行という目的にとっては、そんな割りきった態度というのは非常に有効だ。社会というのは人間関係を中心に回っているがゆえに、交友から敵を切り崩していくのは効果的なのだ。人間的には決して褒められたものではないが、革命家としてはとても強い。

「そうか、安心した。これからも、頼りにしているぞ」

「まかせておいて」

　西にし堀ぼりは自信満々にそう言うと、先ほどの彼女に早速ショートメッセージを送る。考え方を切り替えることによって革命のための努力と自らの欲望とが結びついた彼女は、これまでにも増して精力的に反恋愛活動に打ち込んでいた。

　この前俺が覚悟を問うたのがきっかけで生み出されてしまったそんな怪物に、一抹の恐ろしさは覚えるものの、圧倒的な頼もしさを感じた。これからの反恋愛運動において、彼女のその力と覚悟は遺憾なく発揮されていくことだろう。
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　俺は次に瀬せヶが崎さきの持ち場へと向かった。彼はテニス部の企画のために仕事をしているはずだ。校門から校舎へと向かう通り沿いには、様々な屋台が並んでいた。定番のたこ焼きやチョコバナナなどといった飲食物が売られており、運動部連中が暴利を貪むさぼって打ち上げ代を稼いでいる。運動部特有のノリで売れるたびにテンションの高い掛け声を上げたりしていて、俺たち非リア充には全く馴な染じめる気のしない異質な空間だった。

　そんな中、ひときわ客を集めている屋台がある。男女テニス部合同の、クレープ屋台だ。店先には顔立ちの整った男女が居並び、接客も他の運動部にはない清潔感があった。

　かなりの人だかりができているが、例によって瀬せヶが崎さきの姿はすぐに見つかった。他校の女子生徒が群がっている中心に、いつもの困った笑顔で佇たたずんでおり、ツーショットをせがまれたりしている。どうやら学外にもその評判は広がっているらしい。

　外面は温和な様子を保っているが、長いこと一緒に彼と活動してきている俺には、我慢の限界が近づいてきていることが分かった。今すぐ学校を抜けだして土曜の午前授業を終えた私立の女子小学生が週末に心を躍らせながら通学定期が側面にぶら下がったランドセルを背負って電車に乗っているところを観察に行き心を落ち着かせたい、と顔に書いてあった。だがそんな心の微妙な動きを、同年代に恋するのを当然視している生徒たちが気づけるわけもなく、彼の心への負担は刻一刻と増していく。

　俺が近寄ると、この前のように瀬せヶが崎さきは輪の中心から抜けてこちらへと駆けてきた。

「……もうダメだ、今すぐ郊外の大きなショッピングモールへ行ってフードコートでお父さんとお母さんのために水を汲くんでくるお手伝いをして得意気になっている少女を見に行かないと、気が狂ってしまいそうだ」

「ああ、お前が、表参道でおしゃれな親のコーディネートした服を着せられて、体型などのせいもあってあまり似合っていない少女が親に手を引かれ不服そうな表情を浮かべながら歩き、しかし時折ガラスに映る自分の姿をチラチラと眺めてちょっと大人びたその姿にわずかに頰を緩めている様子を見に行かないとヤバイ状況だっていうのは、こっちにも伝わってくる」

　瀬せヶが崎さきの心は相当荒すさんでいるようだ。以前からの学園生徒のファンに加えて校外からも信奉者が集まってしまうという状況は、彼にとって地獄にほかならないだろう。

　一緒に写真を撮ってもらうために列を作っている他校の女子生徒を睨にらんで歯ぎしりをしながら、瀬せヶが崎さきは緊急時の女児分補給用に持っている、歩行時にランドセルの金具がカチャカチャいう音を録音した音声ファイルをイヤホンで聞いて呼吸を整えていた。

　そんな時、例の女が瀬せヶが崎さきの方へと向かって歩いてきた。この前俺が会合を見に行った際、瀬せヶが崎さきになれなれしく話しかけることによって周囲に示じ威いしていた、女子テニス部の代表だ。

「瀬せヶが崎さきくん、ごめんね、任せちゃってて。今から仕事入るね！」

　彼に仕事を頼むことができる対等な関係、を周囲にアピールするためか、彼女はまわりに聞こえるくらいの大きな声でそう言って近づいてきた。

　瀬せヶが崎さきは一瞬殺意を全身に漲みなぎらせたものの、すぐにそれを隠して柔和な笑みの仮面を被かぶった。

「みんなが協力して働いてくれてるから、かなり楽をさせてもらったよ」

　瀬せヶが崎さきはそう言って彼女のマウンティングを弱めようとするが、当人はそんなことなどちっともお構いなしに、続けて大物感を演出していく。

「あれ……瀬せヶが崎さきくん目当ての列かな？　うーん、気持ちは分からないでもないけど、ちょっと他のお客さんの迷惑になっちゃってるよね～。あ、もちろん瀬せヶが崎さきくんが悪いんじゃないけど。すこし控えてもらうように言ってこようかな」

　迷惑なのは自分も同じであるという認識がないらしく、なんだか上から目線で物を言っていた。瀬せヶが崎さきは困ったように笑っているものの、いつ爆発してもおかしくない状況だった。

　と、そんなとき、校舎へと向かう通りの人混みの中から、小さな人影がこちらの方へと向かって走ってきた。

「おねえちゃん、いた！」

　少女は元気な声でそう言うと、瀬せヶが崎さきに相対していた女子の腰元に抱きついた。

「み、みのり、あんたなんで……来てたの!?」

　いきなりの妹の登場で、今まで余裕を見せていた彼女が焦あせり始める。普段の家での自分の姿など報告されてしまっては、これまで自分が対外的に築いてきたイメージを壊される可能性があるからだろう。それに、かなり歳とし下したの妹がいるということは、リア充的には障害となりうる──もし放課後、両親がふたりとも外出しているうちに彼氏と家に帰ったとしても、妹に邪魔されて『交遊』することができなくなってしまうからだ。それに男子高校生というものは、一般的にガキを嫌う傾向にある。そんなマイナスポイントを見せることは、打算的な彼女にとって大きな痛手なのだろう。

「おねえちゃん、なんかちゃんとしてる。お家うちではいっつもパンツでうろついてるのに」

「こら、やめなさい！　せ、瀬せヶが崎さきくん、ちがうの、これはね」

　そんな弁明の言葉など、しかし瀬せヶが崎さきは聞いていなかった。彼の目はただ、身長百四十五センチほどの小五くらいと思われる少女へと注がれていた。

「あ、それがセガサキくん？　おねえちゃんがよく言ってるやつだ！」

「や、やめなさい、みのり、本当に怒るよ!?」

「おねえちゃんが恋人れーすの中で一番なんでしょ？　他はどんくさいのしかいないって、いつも言ってるもんね」

　姉の方はもう完全に顔から血の気が引いてしまっていた。周囲で様子を窺うかがっていた他の女子たちは、彼女を糾弾するためにアップをはじめている。

　しかし当の瀬せヶが崎さき本人は、そんな周囲の状況など一切お構いなしに、少女を見つめている。女の子の方でもその視線に気づいたのか、にっこりと微ほほ笑えみ返した。

「……みのり、あとでお姉ちゃんが一緒に行ってあげるから、ちょっとそこらへんで遊んでなさい」

　最初の勢いはどこへ消えたのか、姉は掠かすれそうな弱々しい声でそう言って、少女の肩を押す。

「やーだー！　今すぐ行こ!!」

「わがまま言わないの、これから仕事があるんだから、しょうがないでしょ」

　そんな押し問答をしている中、瀬せヶが崎さきはごく自然にこう提案した。

「それじゃ、ぼくが妹さんと一緒に行こうか？　君と入れ替わりで休みを取る予定だったし、ちょうどいいんじゃないかな？」

　そんな彼の言葉は青せい天てんの霹へき靂れきだったらしく、姉の方はしばらくぽかんとした表情で瀬せヶが崎さきを見ていたが、やがてその内容が理解されるにつれ、彼女の表情はほころんでいった。

「本当!?　瀬せヶが崎さきくんに面倒を見てもらえるなら、すごく助かる！」

　彼女にとってその提案が嬉うれしいのは当然だった。まず面倒な妹の処理ができるということ、次に瀬せヶが崎さきに頼みごとができる、という対等性のさらなる証拠として誇示できること、そしてなによりも『家族ぐるみの付き合い』という圧倒的すぎる事実を以もつて競合する他の女子を完全に蹴落とせる、ということ。これによって先ほどの妹来襲による失敗を巻き返せるどころか、これまでよりもずっと高い地位が約束されることになる──そんな渡りに船の提案だった。

　利点があるのは彼女だけではない。もちろん瀬せヶが崎さきは親切心だけからこんなことを言ったわけではないということは、俺には分かりすぎるくらいに分かっていた。

　また、少女も乗り気だった。

「セガサキくんやさしい！　ほんとにイケメンなんだね～」

　そう言ってすぐに彼の手を握って微ほほ笑えむ。少女のそんな積極的な態度に、一瞬瀬せヶが崎さきは身体をこわばらせるが、すぐにいつものゆったりとした余裕のある態度に戻った。

「それじゃ、行ってくるね。店の方はよろしく！」

　これから年増女など捨て置いて少女と二人で文化祭を楽しみにいく──そんな期待にみちた声音で瀬せヶが崎さきはそう言うと、空いた方の手を振って校舎へ向けて歩み出す。妹の方もそれを真ま似ねして、姉に向けて元気よく手を振った。

　しばらく俺も一緒に並んで歩く。瀬せヶが崎さきは感極まったように声を震わせながら、

「報われることもある……これまで耐え忍んできた辛苦は、決して無駄じゃなかったんだ……」

　と小声で言った。俺は彼に激励の言葉をかける。

「一般的に弟や妹は、兄姉の好きなものに同じく憧れる傾向がある──大人の感じを早く味わいたがるんだ。瀬せヶが崎さき、お前が同世代の女子の人気を集めていることは、その妹の世代からの人気にも直結しているんだ」

　そんな言葉に、彼は生きる意味を取り戻したかのように急速に顔色を明るくして、力強く頷うなずいた。
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　ずっと付いていくのも無粋なので、俺は途中で瀬せヶが崎さきと少女に別れを告げ、別の場所へと向かうことにした。先ほどの朗らかな顔を見るに十分浄化されており、ヤバイことにはならないだろう……多分。

　俺が次に回ることにしたのは、ミスター＆ミスコンテストの予選が行われる、運動場に面したメインステージだ。明日の決勝に向けて、候補を絞るための予備投票を行うことになっており、本番ほどではないが多く人が集まる。あと三十分ほどで始まるはずだが……まだ色々と準備をしている最中のようだ。俺は神しん明めいさんの姿を探して、仮設ステージの裏へと回りこんだ。

　本番の直前だけあって、多数のスタッフが走り回って忙しそうにしている。そんな中、この前見たプロデューサー、エグゼクティブアドバイザー、前年度のミスターの三人が固まって話し合いをしていた。

「やはりこの本番直前の空気というのは、いいね」

「インスピレーションのソースになりますね。時間とクオリティのトレードオフの中で、我々のポテンシャルが直接問われています。オブザーバーとしてコミットするに当たって、一番楽しい時間ですね」

「なるほど、ためになります」

　企画を主導するべき人間がそんな益やく体たいのない会話にうち興じているのに、意外と仕事はスムーズに行われていた。働いているスタッフはそんな三人のことは完全に無視して、自分のやるべきことに集中している。

　スタッフ間の連携を取って指揮しているのは、神しん明めいさんだった。普段はおっとりとした印象で部を和ませてくれる彼女だが、その能力は常人の俺では測れないほど高い。指示されて働く生徒たちも、彼女が信頼できるからこそ各自の仕事に集中できるのだろう。そしてそんな神しん明めいさんの働きによって、企画の中核となるはずだった三人は、完全に置物と化していた。

「……まぁ、上に立つ者はこうして、見てるのが仕事っていうかね」

「そうですね、我々のその……イマジネーションというか、そういうものに基づいたプランニングの結果、こうやってうまくワークしているというところがありますからね」

「…………」

　暇を持て余している三人とは対照的に、神しん明めいさんはきびきびと指示を出し、自分でも仕事をこなしていく。

「あー、ここはそうじゃないんだよなぁ」

「ですね、もっとユニバーサルでグローバルな視点を導入したいです」

　なにかしないと面目が保てないと思ったのか、彼らは実際に作業をしているスタッフに近寄って駄目出しを始めた。しかしそのスタッフはチラッ、と彼らの顔を一いち瞥べつしただけで相手にせず、黙々と仕事を進めていってしまう。いよいよ立つ瀬がなさそうだ。

　そんな中、神しん明めいさんは前年度ミスターの男子生徒を呼び止めた。

「ちょっと司会について打ち合わせをしたので、来てもらえますか」

　仕事が見つかった彼は喜んで、神しん明めいさんに応じる。

「うん、こっちの仕事が一段落したら行くよ！」

　すぐに応じてしまえば暇人と思われ軽んじられてしまうからだろうか、実際には何の仕事もしていないのにそう言って一旦保留して、彼は険しい表情で他の二人と一緒に話していた。

　しばらくしてから、ようやく神しん明めいさんとの打ち合わせが始まった。前年度の覇者である二人は、今年の企画には司会として参加することになっている。

「華やかな感じを出したいよね、ノリを重視して、臨機応変に対応していこう。ハプニングなんかも、現場感の演出に活いかせたらいいよね」

　そんなぼんやりしたことを言う彼に対して、神しん明めいさんはいたって事務的に応じた。

「はい、そうですね。あと、こちらに台本を用意してあるので、この通りに進めていきます。読んでおいてください」

　神しん明めいさんはにこやかな笑みを保ったまま、ホチキス留めされた紙の束を手渡した。そんな完全な先回りに、相手は虚を突かれたように呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　この前の打ち合わせでは彼女を見くびって、「自分がリードするから心配するな」的なことを言っていたミスターの彼にとっては、神しん明めいさんがこんな働きを見せるなど想定外だったろう。パラパラと手渡された台本を読み、突っ込むべき点を見つけることもできないのかだんだんと渋い顔になった。

「……こうやって流れを決めちゃったら、ライブ感がなくなるんじゃないかな。やっぱりアドリブを入れて……」

　そんな彼の苦しい反論に、神しん明めいさんは淡々と応える。

「でも、そんな能力ないので……」

　彼女のそんな物言いに一瞬戸惑ったあと、彼は微ほほ笑えみながら言った。

「いや、ぼくが補佐するから大丈夫だよ」

　話が嚙かみ合あっていなかった。神しん明めいさんは対象を言明しないことによって、彼の方にも能力がないという含みをもたせたのに、相手は『（私には）そんな能力ない』という解釈を適用してしまったらしい。リア充特有のポジティブ思考は非常に厄介だ。

　しかし神しん明めいさんの側は、ひとりではなかった。

「茜あかねさん、こっちの方見てもらえますか？」「あ、その後こっちもお願いします!!」

「今行くね！　じゃ、こんな感じでよろしくお願いします」

　神しん明めいさんは会話を打ち切り、現場へと戻っていく。仕事をしているスタッフの女子生徒と話し合い、それから楽しそうに一緒になって笑う。そんな彼女を、前年度ミスターの男は悄しよう然ぜんと見つめていた。

「彼女はやると思っていたんですよ」

「そうですね、女性の活躍というのはグローバルな傾向です、我々のリベラルな立場をアピールするためにも、彼女をメインスタッフにアサインしたのは成功だったといえるでしょう」

　他の二人も立場の危うさを認識したのか、ミスターの彼を切って神しん明めいさんに擦り寄ろうと調整していた。彼女に仕事を任せた、というよりは誰もやらないのを見かねて神しん明めいさんが率先してやりはじめた形なのだろうが、記憶の捏ねつ造ぞうは彼らの得意分野だ。

　俺も文化祭実行委員のひとりとして、力仕事などを臨時で手伝う。忙しく動きまわる神しん明めいさんだったが、そんな俺の姿を見つけると清すが々すがしい笑顔を見せてくれた。

　この前の打ち合わせで見た時にはただの添え物として扱われて、当然のように男と結び付けられそうになっていた神しん明めいさんだが、いまは実力で軽薄な連中をねじ伏せていた。その勇姿は反恋愛・反リア充の全同志にとって希望をもたらしてくれるものだった。
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　ミスコンを用いた作戦は、生徒会長・宮みや前まえを疲弊させるのが狙いだ。場を盛り上げるため、などと適当な理由付けで彼女をエントリーさせ、それによって時間を奪い、俺らへの警戒に手を回らなくさせる。文化祭を盛り上げることに関しては誰よりも熱心な宮みや前まえのことだから、予想通り参加を承諾してくれた。器量よく知名度も抜群な彼女は、予選を勝ち抜いて明日のステージにも上がることとなった。

　まだもうしばらく時間がある。俺は最後に天あま沼ぬまのクラスへと様子を窺うかがいに行くことにした。彼女に強引に売りつけられたチケットを消費しなくてはならないのだ。




　天あま沼ぬまのクラスの前には長蛇の列ができていた。やはり内容が良く、口コミで広がったり、時々刻々更新される企画ランキングで上位につけているのが大きいのだろう。なによりも閉めきった教室の中から絶え間なく聞こえてくる悲鳴が、そのクオリティの高さを物語って通りゆく人の足を止めていた。

　入場するために列に並んでいると、外で客引きをやっていたらしい天あま沼ぬまが、声をかけてきた。

「あ、先輩、来てたんですか」

「お前にチケット買わされたから、仕方なく、な」

「何言ってるんですか、もしよかったら買ってください、ってお願いしただけじゃないっすかー」

　天あま沼ぬまはケラケラと笑ってそう言うが、そのお願いに言外の強制があったのは言うまでもない。

「うちの、めっちゃ怖いですよ。先輩、漏らさないでくださいね、片付けるの面倒なんで」

「誰が漏らすか。お化け屋や敷しきなんてたかが知れてる。結局怖がらせるのは人間なんだからな」

「強がり言ってられるのは、今のうちっすよ」

　そんな話をしているうちに、やがて俺の番が来て、天あま沼ぬまに見送られながら中に入った。

　……。

　…………。

　……………………。

　出てきた俺を、天あま沼ぬまが待ち構えていた。

「どうでしたか？　怖かったでしょう」

「……言うほどでもなかったな」

「またまた、先輩の『ひっ』って素で怯おびえた声、何回も聞きましたよ。それに最後の方、薄目だったじゃないすか」

　どうやら観察されていたらしい。反論もなく俺が黙り込んでしまうと、天あま沼ぬまはニヤニヤと笑った。

「可愛かわいいですねー、先輩、萌もえ萌もえですよ。強がって『……言うほどでもなかったな』ってのも、ポイント高いっす」

「…………」

「部のみんなへの土産話が増えました！　これは鉄板ネタとして定着しますよ」

「やめろ、言いふらすんじゃない。……お願いします」

「いやーこんな面白いネタ、放っておくのは勿もつ体たい無ないなあ」天あま沼ぬまは満面の笑みのまま、しばらく考えた後で提案した。「そうだ、私これからちょうどシフト外れるんですよ。ちょっといろいろ行きたい所あるんで……先輩、おごってください？」

　弱みを握られた俺は断れるはずもなく天あま沼ぬまの言いなりになって、奢おごるために校舎内を練り歩くことになった。




「先輩、もっとシャキシャキ歩いてください、そんなんじゃすぐ日が暮れちゃいますよ～」

　どれくらいの場所を回ったのだろうか、底なしの元気で次から次へと歩き続ける天あま沼ぬまに付き合わされた俺は、もうヘトヘトになっていた。齢よわいは一年しか違わないはずなのに、圧倒的な老いを感じた。あと財布も悲鳴を上げはじめている。

「ほら、行きますよ！」

　天あま沼ぬまはそう言うと俺の手を取り、強引に引っ張るようにして前に進んだ。

　ちょうどそんなタイミングで、俺と天あま沼ぬまは前から歩いてくる生徒会長・宮みや前まえとばったり出くわした。

「あら、高砂たかさごさん、御機嫌よう。そして、天あま沼ぬまさん……」

　彼女は天あま沼ぬまが俺の手を摑つかんでいるのを見ると、わずかに眉をひそめた。

「天あま沼ぬまさん、高砂たかさごさんには既に心に決めたお相手がいらっしゃるのですよ。そうした行為は、誤解を生みかねません」

「えー、なんでですか～」しかし天あま沼ぬまは、余裕で返す。「彼氏彼女じゃなくったって、別に手くらい繫つないでもいいじゃないっすか」

　そんな言葉に宮みや前まえは、「なりません！」と厳しい声で応じた。それを待ち構えていたかのように、天あま沼ぬまは反撃する。

「あ、分かっちゃいました、嫉妬ですよね。文化祭をひとりで寂しく過ごしてる宮みや前まえさんは、先輩後輩で仲良くしてる私たちがうらやましいんすね！」

「ち、違います！　私わたくしはただ、倫理的な問題を！」

「それ、完全に非リア充っすよね。先輩、もしかして『反なんとか部』の部員なんじゃないっすか？」

「そんなわけないでしょう！　馬鹿も休み休み言いなさい!!」

　いつもの冷静な宮みや前まえからは程遠い、激げき昂こうした様子で天あま沼ぬまを叱りつける。いくら心が広い彼女といえども、これまで必死に戦ってきた敵と同じだなどと言われれば、さすがに頭にくるのだろう。

　この前は一方的に宮みや前まえにやり込められていた天あま沼ぬまだったが、今日はぜんぜん負けていない。開会式での失態により宮みや前まえが強く出られないというのもあるが、彼女自身も以前よりしたたかになった感じがする。

　天あま沼ぬまはなおも続ける。

「あ、そういえばこのあたり、宮みや前まえ生徒会長のクラス企画があるはずですよね。案内してくださいよ～」

　一見あまり攻撃性を感じさせないそんな依頼だったが、宮みや前まえはこれまでよりも明らかに表情を暗くし、言葉に詰まっていた。

「いいじゃないですか、お客なんですよ？　もー、先輩が案内してくれないなら、自分で行くからいいです」

　天あま沼ぬまはそう言って事前に配布されたパンフレットを繰り、宮みや前まえのクラス企画の場所を見つけ出した。

「あ、ここっすね。近いですよ、高砂たかさご先輩、いきますよ～」

　天あま沼ぬまは俺の手を引き、そちらの方へと進んでいく。宮みや前まえは無言のまま、俺らの後についてきた。




「えっ、ここですか？　本当になんか企画、やってるんすか？」

　辿たどり着ついた教室には、装飾などは全く施されていなかった。両隣は規制ギリギリまで競い合うように飾り付けにこだわっていたから、そこだけぽっかりと空いたようで不気味だ。

　扉には殴り書きの文字で、『休憩室』とだけ書かれたわら半紙がセロテープで留められていた。

「おじゃましまーす」

　天あま沼ぬまは明るくそう言うと、その味気ない教室の中へ入っていった。俺もその後に続く。

　中は、廊下の飾り気のなさから容易に推察できるように、非常に簡素だった。教室の後ろ半分に机と椅子の大半は押しやられ、残りの半分の空間には何個かの机を合わせて作った卓が、いくつか置いてある。黒板には入り口と同じように、『休憩室』とチョークで殴り書きされていた。人は、おそらくシフト中なのだろう女子生徒がひとりいるだけで、他には俺たちしかいない。しかもその生徒はイヤホンを付けて勉強をしているらしく、こちらに注意を向ける素振りすらなかった。

「えっ……どういうこと、っすか？」

　天あま沼ぬまはあけすけに、宮みや前まえにそう問うた。宮みや前まえは答えない──答えられない。

　彼女は三年生だ。進学が大半を占めるこの学園では、三年の春から既に受験ムードが漂いはじめ、この時期にはかなり真剣に取り組んでいる者が多い。そんな空気の中、この企画のように手抜きをするクラスが毎年のように出る。

　もし宮みや前まえが主導して真剣に取り組んだのならば、三年生という最高学年の名に恥じぬ立派なクラス企画を行うことができただろう。実際に受験を一旦脇に置いて文化祭に全力を出している三年のクラスは、非常に評判が良く客もたくさん入っている。

　しかし宮みや前まえは、忙しかった。生徒会長として、文化祭実行委員長として、そしてなによりも、反恋愛主義青年同盟部を壊滅させるために、労力を割かざるを得なかった。こうして、彼女のクラスは、行事を楽しむリア充らしくないこんな企画に終わってしまったのだ。

　宮みや前まえは天あま沼ぬまに対して、何か言えるはずがなかった。この前の会議で天あま沼ぬまがぶち上げて宮みや前まえが強引にねじ伏せた議論は、まさにこういったやる気のない企画についてのものだったのだ。

「高砂たかさご先輩、行きましょ」

　天あま沼ぬまには、宮みや前まえを責める権利があった。しかし、彼女は敢あえてそうせず、何も言わずに退出する方を選んだ。そちらの方が、宮みや前まえにとってはダメージがでかいことを知ち悉しつしているのだ。

　彼女は俺の手を引き、扉へと歩き始める。宮みや前まえは止めない。自分で自分を責めていることだろう。俺はどちらに対してもかける言葉を見つけられずに、ただ天あま沼ぬまの誘導するに従って廊下へ出て、その企画を後にした。

　憎き敵である宮みや前まえに、大きなダメージを与えることができた。それなのに気持ちには、どこか晴れないところがあった。隣を行く天あま沼ぬまも、しばらく不機嫌そうに窓の外を眺めて歩いていた。
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「なんか辛気臭くなっちゃいましたね。さ、次行きましょ次」

　天あま沼ぬまは暗くなった雰囲気をかき消すようにしてそう言い、パンフレットをペラペラとめくっていく。

「といってもな、そろそろ俺はクラスに戻らなきゃだめだ。裏方のシフトに当てられているんだ」

「えー、そんなのサボっちゃいましょうよ。かわいい後輩と一緒に文化祭まわれる機会なんて、この先一生ないんですよ？」

　相変わらずのそんな物言いだった。

「あ、先輩のとこの企画、喫茶店でしたよね？　最後、そこ行きましょ、ちょうどいいじゃないですか」

　丁重にお断りしたいところだったが、結局天あま沼ぬまに押し切られる形で俺らのクラスに行くことになってしまった。

「おー、凝ってるじゃないっすか」

「……まぁ、わりと前々から準備してたからな」

　中を覗のぞくと、席はかなり埋まっており、盛況のようだった。シフトに入っているクラスメイトが、忙しそうに働いている。

「さ、入りましょう。私のこと『彼女』って紹介してもいいっすよ」

「そんなことするか。……なんか、自分のクラスの企画って、入りにくいな」

　俺が躊ちゆう躇ちよしていると、天あま沼ぬまに背中を押されて強引に中へと入れられてしまった。

「いらっしゃいませー。あ、高砂たかさごくん。その子は……」

　クラス企画のリーダーをやっている女子が、入り口で出迎えていた。

「彼女です。よろしくお願いします！」「……委員会の後輩」

　喜々として返答する天あま沼ぬまを即座に否定すると、その女子はクスクスと笑った。

「彼女はクラスにいるもんね。後輩と仲いいんだ」

「……まぁ、そうだな」

　そんなやりとりの後、俺と天あま沼ぬまはちょうど今空いた二人がけの卓へと案内された。天あま沼ぬまは騙だませなかったのが悔しいのか、わずかに口を尖とがらせている。

「それで、『彼女』はどこにいるんですか」

　天あま沼ぬまは刺とげ々とげしい口調で言った。いろいろ反論したかったが、面倒くさいのでぐっとこらえる。

「……裏方やっているはずだ。表に出る仕事はかたくなに断っていたからな」

　そうこうしているうちに、給きゆう仕じが注文をとりにやってきた。

「いらっしゃいませ、ご注文は……あっ」

　耳慣れた声だった。びっくりしてその店員の顔を見ると──領りよう家けだった。

「な、なぜ、お前がここに……さ、皐さつきも……」

　のけぞってわずかに後退りながら、震えた声で領りよう家けが言った。

　女子が仕切っていることもあって、俺らの企画では衣装にかなり力を入れていた。白いシャツにリボンを締め、フリルの付いた黒いエプロンとショートパンツを身にまとっている。落ち着いた色合いながら、女子らしいシルエットを綺き麗れいに出し、可愛かわいらしさも備えていた。領りよう家けは長い黒髪を後ろでひとつに縛って、それを肩にかけている。

「お前こそ、裏方仕事じゃなかったのか!?」

「人手が足りてなくて、仕方なくやっているんだ！　私だってこんな格好っ……」

　領りよう家けはそう言ってエプロンのフリルをギュッ、と握った。

「先生ッ！　非常にお似合いでいらっしゃいます！」

　天あま沼ぬまがそう言って褒めると、領りよう家けは頰を染め、目を逸そらしてから言った。

「皐さつき、ありがとう……」

「ああ、確かに似合っているな。着こなしも良いい」

　俺が天あま沼ぬまに続いてそう言うと、しかし領りよう家けはキッ、と俺を睨にらんできつく言った。

「お、お前に品評など求めていない！　皐さつきの言ったことに合わせて、単に繰り返しているだけなんだろう！　それに、仕方なく着ているだけなんだからな、褒められたところで嬉うれしくなどない!!」

　領りよう家けはさらに顔を赤くして耳まで染めると、わなわなと唇を震わせながら涙目で注文をとる。

「高砂たかさご、今は店員と客だからこうして大人しくしているがな……後で覚悟しておけよ」

　そんな捨すて台詞ぜりふを残して、領りよう家けは注文を伝えるべく奥へと早足で歩いて行った。

　去っていく彼女の後ろ姿を眺めながら、天あま沼ぬまは独り言のように呟つぶやいた。

「あー、めっちゃ可愛かわいいっすね」

「……まぁ、そうだな」

　返答に困って俺がそう言うと、天あま沼ぬまは「うげっ」とわざとらしく言ってから、俺を蔑さげすんだような目で見た。

「なんすかそれ……マジきもいっす」

　それきり天あま沼ぬまは不機嫌になって、戻った領りよう家けが持ってきたアイスコーヒーを一気に飲み干すと、俺を残してすぐに教室を出て行ってしまった。




　その後俺は領りよう家けに軽はずみな発言をこってりと搾しぼられ、それからクラスでのシフトをこなして文化祭一日目を終えた。

　今日の前ぜん哨しよう戦せんでは、反恋愛主義青年同盟部は圧倒的優位にあった。本格的な作戦展開を予定している明日に備え、俺たちは地上のアジトへと集まっていた。

「諸君、今日はご苦労であった。皆の尽力のおかげで、我々は生徒会に対して非常に効果的な攻撃を加えることができた。……一部、文化祭の浮かれた空気に当てられたのか、軽薄な言動をする者もいたが、他はみな本当によくやってくれた！」

　領りよう家けはギロリと俺を睨にらむ。どうやらまだ怒っているらしいが、なぜ怒られているのか正直よく分かっていなかった。まぁ、いつものことだ。

「明日は決戦である！　二・一四のあの時を超えた、凄すさまじい戦闘になることが予想される──一切の怯きよう懦だは、これを捨てねばならぬ。恋愛至上主義に振り下ろす我々の階級的怒りの鉄てつ鎚ついには、躊ちゆう躇ちよなどあってはならないのだ!!」

　領りよう家けの熱いアジテーションに、部員たちの顔が引き締まっていく。

「革命を断行しよう」「常識という幻想を破壊しつくしましょう！」「みんなの洗脳を解いてあげようね!!」「無恋愛社会を樹立し、以もつて天てん壌じよう無む窮きゆうの皇運を扶ふ翼よくしましょう!!」

　めいめいに熱が入っている。ようやく反恋愛主義青年同盟部も本調子だ。

「それでは皆、明日に向けて今夜はゆっくりと休養するように。明日という日を革命記念日として、永久に歴史に刻みこむため、今一度我らの力を結集させようではないか!!」
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　文化祭二日目。一日目はプレオープン的な感があり、接客に慣れていなかったりまだ準備が完全でなかったりするところがあるが、今日の二日目はいわば本番だ。毎年集客も二日目のほうがあからさまに多くなっている。

　既に人気を博している企画では客を捌さばくための策を講じ、一日目で思ったように客が集まらなかったところは宣伝のために大急ぎでポスターやビラを刷るなどしていた。

　そして──俺ら反恋愛主義青年同盟部は、そんな文化祭二日目、その初しよっ端ぱなに、一発派手な作戦を計画していた。




　二日目開場前、詰めかけた一般客が車道にはみ出そうになるのを防ごうと、文化祭実行委員が大きな声を張り上げて誘導をしている。門と校舎とを結ぶ道にはビラを手にした生徒がずらりと立ち居並び、一枚でも多く渡そうと今から両隣と小こ競ぜり合あいを始めていた。

　そんな中、満を持して入場が開始された。一般客が学園の敷しき地ち内に入ると、空気が沸き立つ。

　反恋愛主義青年同盟部が作戦を開始したのは、まさにその瞬間だった。

　文化祭のために作られた門はかなり大掛かりでしっかりとした造りになっており、門の上の両端には人が立てるスペースがあった。俺らが宣伝を行うためには、これ以上ないうってつけの場所だった。

　変装した領りよう家けと天あま沼ぬまが、入場開始直後でテンパっている文化祭実行委員の目を盗んで、門の両側から登りはじめる。それに気づいたのは内部の人間よりも、むしろ一般客のほうが早かった。ざわざわ、という客の不審がる声で、警備担当者はようやく異変に気づいたようだ。

『緊急事態です！　正体不明の賊、二名が、門によじ登ろうとしています！』トランシーバーから聞こえてくるそんな声は、危機に切迫して冷静さを欠いていた。『生徒会長、指示をお願いします！』

　しかし、宮みや前まえの返事は待てども来ない──ミスコンの件で話があると言って、神しん明めいさんが他の候補者と共に拘束しているのだ。

　敵がそんな風に右往左往しているうちに、こちら側の二人は門を登り切り、天あま沼ぬまは背負っていた横断幕を展開、端に括くくりつけていた紐ひもを領りよう家けに投げて渡した。二人は手慣れた動作でその横断幕を、文化祭のスローガンがデカデカと書かれていた場所を覆うようにして取りつけた。『恋愛至上主義粉砕！　人類に恋愛はいらない!!』などと大書されたそれを見て、文化祭を楽しもうと訪れた一般客は啞あ然ぜんとしている。

　領りよう家けは背負っていたリュックからトラメガを取り出し、朗々とした声で演説を始めた。

「文化祭に盛り上がる生徒、及び一般客の諸君に告ぐ──我々は反恋愛主義青年同盟部である！　今日、私達がこの場を借りて主張したいことは、この一点に尽きる──恋愛なる概念は、我々の弱い心が創りだした幻想にすぎない！　我々人類はこれまで、この幻想に苦しめられてきた。有史以来の歴史というものは、まさにこの幻想に対する人類の、徒手空拳の格闘であったのだ。そして我々は、今日この時を以もつて、その空虚な徒労から、解放される!!　…………」

　おそらく何らかのアトラクションだと思っているのだろう、一般客はわりと真剣に領りよう家けの話を聞き、拍手を送ったりしていた。宮みや前まえからの指示を欠いた生徒会や文化祭実行委員はあたふたするばかりで、彼女を封じ込めることはできそうにない。

　領りよう家けが悠々と演説をし終えたあと、俺と瀬せヶが崎さきは屋上からさらに垂れ幕を展開した。文化祭当日の浮かれた雰囲気に包まれていた校内は一転、反恋愛の厳かな灰色に染め上げられる。

　宮みや前まえが伝言を聞いておっとり刀で駆けつけた時には、もう俺たちは群衆に紛れ込んで武装を解いていた。
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　門に渡した横断幕や校舎に掛けた垂れ幕はじきに生徒会・文化祭実行委員の手によって取り除かれてしまったが、反恋愛主義青年同盟部の存在感は一般客の中に消えずに残っていた。うわさ話やＳＮＳ上に流れる写真などで、我々の作戦の効果は勢い良く拡大していた。

　もちろんそんな状況を生徒会、そしてその長たる宮みや前まえが放っておくわけはない。生徒会以外の学生をも臨時に動員して、これまでに倍する人員で以もつて警戒にあたり取り締まりを強化した。しかし『文化祭を楽しむ一般生徒』として巧妙に自らの姿を隠した俺らを、見つけ出すことはできない。

　西にし堀ぼりは第二美術部の部長として忙しく働いていた。昨日頒はん布ぷした分の冊子が反響を呼んだらしく、彼女のところまで一直線にやってくる客もいるほどとのこと。

　瀬せヶが崎さきの所属するテニス部の屋台は、例年以上に盛況だ。自分の進むべき道をはっきりと見み出いだした瀬せヶが崎さきが、いつにもまして営業スマイルを見せているのが効いているのかもしれない。子連れの奥様にも受けがいいらしく、Ｗｉｎ─Ｗｉｎの関係を築いていた。

　神しん明めいさんはコンテストの企画において八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍を見せていた。平年はグダグダに始まり有う耶や無む耶やに終わる企画だが、彼女がしっかりとお膳立てをしたおかげでいつも以上に盛り上がりを見せ、文化祭終了間ま際ぎわの結果発表に向けて注目が高まっている。また、しっかりとクラス展示の方にも顔を出し、そちらもマニアを中心に受けているみたいだ。

　天あま沼ぬまの企画は現在、人気投票で非常に良い位置につけていた。一年生の中でトップになるのはもう確実で、今後の伸び次第では全校一位も十分に狙えるかもしれない。まとめ役の天あま沼ぬまは新聞部のインタビューを受けたりと忙しそうだった。

　俺と領りよう家けもクラスに潜り込んで、一度しかない恋人と過ごす文化祭を目一杯楽しもうとするカップルを装よそおい、反恋愛革命家の顔を隠していた。文化祭用にクラスで作った、みんなの渾あだ名なが背中にびっしりと書いてあるＴシャツを着込んだ俺らがリア充を糾弾する側だとは、誰も思わないだろう。ちなみに渾あだ名なだが、『いっちー』『まみたす』などファンシーなのが並ぶなか、俺と領りよう家けは『高砂たかさごくん』『領りよう家けさん』となっており若干の非リア充感がにじみでてしまっているが、まぁ大丈夫なはずだ。

　そんなＴシャツを身にまとった俺らが宣伝のビラ撒まきに廊下を歩いている途中だった。おぼつかない足取りでこちらへ向かってくる生徒がいる──生徒会長・宮みや前まえだ。

　ふらふらと身体が左右に揺れており、周りの人は不審がって避けている。しかし彼女はそんな状況にも構わず、無線機に話しかけて指示を出していた。

「……必ず、見つけ出してください。まだ、校内に残っているはず、です」

　そう言って通信を切った彼女は、前を見て俺らを見つけると顔をほころばせながら手を挙げ──そのまま、崩れ落ちるように倒れた。




　俺と領りよう家けはとりあえず宮みや前まえを保健室へと運んだ。倒れた原因は、睡眠不足と過労のようだ。この前彼女が地上のアジトを訪れたときにその徴候があったが、本番になってついに完全にダウンしてしまった。

　しばらくして目を覚ました彼女はすぐに仕事へ復帰しようと立ち上がりかけたが、保健医にしばらく安静にしているように、と止められてしまった。

「ですが、文化祭を取りまとめている私がいなくなると……」

　宮みや前まえは必死に抗弁しようとするが、そのたびに顔色が悪くなる。許可は出そうになかった。

「……なんで、こんなことに」

　ぽつりとそう漏らした宮みや前まえの目には、涙が溜たまっていた。まばたきをすると、限界のところで止まっていたそれが堤防を滑り落ちて、雫しずくになって頰を伝った。彼女はそれに気づくとすぐに拭いて俺たちから涙を隠そうとするが、その動作がまた涙滴を流れさせてしまう。

　いつも気き丈じような態度で、青春を謳おう歌かする学生を応援する、生まれながらのリア充である宮みや前まえ──そんな彼女がこうして弱っている姿を見ると、敵であるのにもかかわらず胸が痛んだ。

　宮みや前まえの持っていた無線機からは、色々な報告が流れてくる。そのどれもが切迫しており、生徒会長を欠いた今の状況が危機的であることを物語っていた。彼女は指示だけでも出そうとトランシーバーを持つが、まだ意識は朦もう朧ろうとしているらしく呂ろ律れつが回らない。

　俺の隣に佇たたずむ領りよう家けは、厳しい表情で宮みや前まえのそんな痛ましい姿を見ていた。俺ら反恋愛主義青年同盟部が引き起こした数々の問題で宮みや前まえは疲弊し、そしてついにこうして倒れてしまった。それは俺らの狙い通りのはずだった──宮みや前まえを失った生徒会や文化祭実行委員会は統率を欠き、この文化祭は大混乱に見舞われることだろう。俺らのような反体制にとって、これほど都合の良いことはない。運営が崩壊し史上最悪の文化祭の中、俺らは革命を成し遂げるために大きな一歩を踏み出せることだろう。

　そんな大躍進のチャンスだというのに──どこか心に、引っ掛かりがあるのを感じていた。それは領りよう家けも、きっと同じなのだろう。

「生徒の皆さんが楽しみにしていた文化祭を、台無しにしてしまう……いくら謝っても、謝りきれません」

　衰弱しきった宮みや前まえのその声を聞くと、領りよう家けはぐっ、と唇を嚙かみ締しめた。それから目を閉じ、決然とこう宣言した。

「私が……代わりにやります」

　その言葉に、宮みや前まえは振り向く。その宣言の真意がまだ分からず、宮みや前まえはじっと領りよう家けの目を見て先を促した。領りよう家けは自らの決心を確かめるように、はっきりともう一度言う。

「私が、宮みや前まえ先輩の代わりになって、仕事をします。文化祭、絶対成功させましょう」

　宮みや前まえはその言葉を咀そ嚼しやくし終えると、「でも、そんな……」と言いかけたが、しばらく領りよう家けの顔をじっくりと眺めたあと、静かに言った。

「領りよう家けさん……本当に、任せてもいいのかしら」

　その言葉は、重かった。この文化祭において、宮みや前まえの果たしている役割というのは想像を絶するものがある。だからこそ彼女が倒れた今、生徒会の誰もが宮みや前まえの代わりができず右往左往しているのだ。

　しかし彼女のその言葉は、可能性でもあった。そんな重責だが、領りよう家け薫かおる、彼女なら代役が務まるかもしれない──宮みや前まえはそう考えているのだ。

　二人はしばらく互いの目をじっと覗のぞき込こんでいた。それから領りよう家けは頷うなずき、問いに応えた。

「やらせてください」

　宮みや前まえはそれを聞いて大きくひとつまばたきをすると、必要最低限の情報を簡潔に領りよう家けへと伝えていった。




　　　　◯




　こうして反恋愛主義青年同盟部の議長・領りよう家け薫かおるは、宿命の敵である生徒会長・宮みや前まえの消耗に際して、なぜかその代理を務めることになってしまった。

　もちろん最初は、生徒会・文化祭実行委員会の誰もが戸惑っていた。一応、後夜祭を任されているとはいえ一委員に過ぎなかった彼女が、いきなり宮みや前まえの代理として現れたのだから、それは当然の反応だった。

　しかし領りよう家けが、これまでの反恋愛活動で培つちかったそのリーダーシップを発揮し始めるに従って、徐々に彼女を代理として認める者が増えていった。

　ひとつのトラブル解決を皮切りとして、領りよう家けは一歩一歩着実に、しかし極めて迅速に、宮みや前まえが倒れてから積まれていた問題に対応していった。生徒会を攻撃することを常に考えてきた俺たちだから、その組織がどのように動くのか、どう動かせば効率が良いか、ということに関しては彼ら以上に分かっていたのだ。

　領りよう家けは無線で指示を出すのに加えて、校内を駆けまわって実際に現場へと赴き、調整に当たった。俺も彼女の指示を受けてそれを手伝う。反恋愛主義青年同盟部の他のメンバーも、手が空きしだい領りよう家けの代理委員長に協力して文化祭の正常な運営に助力した。




　宮みや前まえが倒れたことによって引き起こされた混乱は、そんな対応によってじきに収束していった。

『こちら屋台パート、トラブル収拾完了です』『四階北の件、解決しました～』『ステージ企画、五分押しまで戻りました。ありがとうございます！』

　運営の生徒たちから、そんな報告が返ってくる。宮みや前まえを欠いて慌てていた生徒会だったが、この成功により自信がついて落ち着いてきているようだった。

　こうして一応の収束を見て、宮みや前まえの様子を窺うかがおうと保健室までの道を歩いていると、領りよう家けに出くわした。先程まで走り回っていたからだろうか、額には汗が浮かんでおり、息が上がっていた。一方、その顔には先刻宮みや前まえが倒れたときの苦々しさはなく、すっきりとした表情だった。

「どうだろう……これで大体、解決できたんだろうか」

　領りよう家けは横に並んで早足で歩きながら、そう問うた。

「こちらから見るかぎり、おおよそ上う手まく行っているみたいだが……まだ何か、不安なのか」

「いや……やはり問題発生前に比べて、色々と対応が粗あらいんじゃないかと思ってな。任された手前、仕事が中ちゆう途と半はん端ぱになってしまってはいけない」

　持ち前の責任感の強さが、こんなところにも発揮されていた。俺は思わず吹き出してしまう。

「……何がおかしい」

「いや、領りよう家けらしいな、って」

「……それはどういう意味だ、馬鹿にしてるんだろう」

「してないよ。俺はお前の、そういうところも好きだからな」

　何気なく言ったその言葉に、領りよう家けが黙ってしまう。

「あ、いや、好きっていうのは、そういう意味ではなく……人間的に、っていうか」

「わ、分かっている！　いちいち説明しなくてもいい、恥ずかしくなる！」

　隣を歩く領りよう家けが、さらに足を速める。そんな反応に、こちらまでなんだか照れてしまう。

　と、そんな時、腰に提さげた無線機が申し訳なさそうな声を運んできた。

『あの、領りよう家けさん、高砂たかさごさん……あなた方のやりとり、全部無線に乗ってしまって筒抜けなんですが……』

　そんな宮みや前まえの報告に、胃がひっくり返りそうになった。領りよう家けはピタリと足を止め、そのままうずくまると声にならない声で叫んでいた。




　宮みや前まえが抜けた損失を領りよう家けが補うことによって、文化祭の運営はなんとか元の通り軌道に乗り始めた。保健室に行くと宮みや前まえは、安心したのか安らかな顔で眠っていた。

　先ほどの気まずさが残っているなか、俺と領りよう家けは地上のアジトへと向かい、今後の作戦展開について協議する。

「文化祭は予定通り進行している。閉会後に行われる予定の後夜祭で、作戦決行だ」

　領りよう家けは生徒会長・文化祭実行委員長代理の仮面を脱ぎすて、反恋愛主義青年同盟部の議長として、決然とそう言った。

「ああ、一発でかいのをかましてやろう。二・一四バレンタイン以来辛酸を舐なめてきた俺らの溜ために溜ためた爆発力を発揮するのは、今ここを措おいて他にない」

　俺が同調してそう言うと、領りよう家けは深々と頷うなずいた。そんな決戦前のやる気に満みち溢あふれた俺たちだったが、ひとつ問うておかねばならないことがあった。

「……しかし、良かったのか？　今回の行動は、敵である生徒会側を支援する結果になってしまった」

　領りよう家けは俺の問いを聞いて数秒間目を伏せると、それからゆっくりと説明をはじめた。

「高砂たかさごよ、お前の言いたいことはよく分かる。確かに私の先刻までの行動は、一見すると文化祭を謳おう歌かしようとする恋愛至上主義に染まった生徒たちを助けてしまったようにも思える。私が宮みや前まえの代わりをすることによって、問題が山積して崩壊へと向かいつつあった運営を、立て直してしまった──最悪の反・反恋愛行為とも思える愚行だ。

　しかし、我々は考えねばならない──私たちの目的は、文化祭を潰すことにあったのか？　いや、最終的な目的は、そこではない。我々の目的とはただひとつ、この世界から恋愛なる幻想を放逐する、反恋愛革命を成し遂げることなのだ！　そこを忘れてしまってはならない。

　あのまま文化祭が終わっていれば、たしかにリア充たちはがっかりしたことだろう。もう二度とは来ぬ青春の時期の文化祭、その大事な一回が、不完全燃焼で終わる──それは痛手ではあるが、その記憶は徐々に風化していってしまう。結局のところ、これではリア充の恋愛へと向かう気持ちの高まりが、プラスからゼロになっただけなのだ。

　我々が目指すのは、革命だ。右を左に、上を下に、プラスをマイナスにしなくてはならない。リア充を非リア充へと導くためには、そんな消極的な思い出では、パンチが足りないのだ。

　反恋愛主義青年同盟部は、自らの力で、明示的に、文化祭を叩たたき潰さなくてはならない。自壊するのを見て喜んでいても、それは革命には結びつかないのだ！

　だからこそ、私は崩壊を食い止めた。上げて、落とす──この落差を革命的な水準へと持っていくことが肝要であり、そのためならば我々は、一時的に敵を手助けすることすら厭いとわないのだ！」

「なるほど……そんな考えがあったのか。俺はてっきり、ちょっと文化祭が楽しくなって潰れるのが惜しいのと、宮みや前まえがあまりに可哀かわい想そうだったからなのかと思ってしまっていた」

「ば、馬鹿者、それでは完全に腑ふ抜ぬけたリア充と同じではないか！　そんな『みんなで仲良く』やる行事など、アレルギーで呼吸困難になるレベルであり……」

　領りよう家けが熱を入れてそんな主張をしている最さ中なか、携帯の着信があった。彼女はフン、と鼻を鳴らしてから、それに応じる。

「もしもし、今……」『あ、領りよう家けさん？　今めっちゃ混んでるんだけど、給きゆう仕じのヘルプはいってくれないかな？』「え、あっ、私は……そもそも、接客担当では……」『衣装似合ってたよ！　てか彼氏に褒められて、めっちゃ嬉うれしそうだったじゃん、またやってよ！』「う、あ……ん、じゃ、分かった」『ありがとー！　愛してる!!』

　通話を終えると、領りよう家けは俺をギロリと睨にらみつけながら抑えた声で言った。

「……分かっているとは思うが、恋愛に夢中な一般の女子高生を演じていただけだからな？」

「あ、ああ、分かっている。お前が服装を褒められて嬉うれしがるなど、考えられない」

「まったくその通りだ。……それでは、呼ばれたので行ってくる。放課後に向けて互いに、反恋愛への気勢を高めていこうではないか」

　領りよう家けは早口でそう言うと、逃げるようにしてアジトを出て行ってしまった。




　　　　◯




　文化祭は終幕へ向かって、その賑にぎわいを加速度的に増していった。絶対的なリーダーだった宮みや前まえを欠いたことで一時はどうなることかと思ったが、今はそんな危機などちっとも感じさせない熱が校内に溢あふれていた。

　俺は自分のクラスで仕事を行おこなっていた。シフトを割り当てられているわけではなかったが、後夜祭まで特別やることも見つからなかったので、身を隠すという意味も込めて作業に打ち込むことにしたのだ。生徒会長代理としての仕事も舞い込み忙しい領りよう家けを補佐するため、というのもある。決して彼女が可愛かわいらしい衣装で働くのを眺めていたいわけではない。

　そんな風に俺が、文化祭に情熱を傾ける生徒を演じていると、教室の前方に据え付けられたスピーカーから、放送が鳴った。

『迷子のお知らせです。小学校高学年くらいの女の子を、運営本部にてお預かりしています。お名前は……』

『……私は神だ』

『えっと、あの……お心当たりの方は、運営本部までお越しください。失礼いたしました』

　放送事故に周囲がざわめくが、そんななか俺は本部のテントまで、全速力で駆けていった。

　テントの中では予想通り、文化祭実行委員と見られる数人の女子生徒が、女児を取り囲む形で事情聴取を行おこなっていた。

「どこから来たの？」「お母さんは？」「この学校にお兄さんかお姉さんがいるのかな？」

　みんなしゃがんで女児に目線を合わせ、優しく微ほほ笑えみながら話しかけている。一方の女児はむすっとして、口を開こうともしない。目に若干涙が溜たまっているように見えなくもなかった。
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「すみません、妹がご迷惑をかけまして……」

　俺がそう言って入っていくと、女児は跳ねるようにして椅子から立ち上がり、こちらの胸に飛び込んできた。対応をしていた実行委員の顔が、安あん堵どで緩む。

　俺は彼女たちに感謝を述べて頭を下げてから、女児を連れてテントの外へ出た。今日一番の疲労感だった。

「なんで来たんですか……そしてなんでまた、迷子センターの世話になってるんですか」

　ぐったりとしながら俺が尋ねると、女児は親が見つかった直後の迷子のガキ特有のテンションの高さで答える。

「当たり前だろう、私は君を監督する立場にあるのだからな、文化祭も当然見にくる。そして、迷子になったのはもちろんわざとだ。前回の夏祭りの時に学習したのだが、君を呼び寄せるにはこれが最も効率が良いからね」

　おそらく最初は自分で俺のクラスを探し当ててびっくりさせようと画策していたのだが、人が多く校内も複雑で分からず、前回のことを思い出して不安な心持ちで本部へと向かったのだろう。自分の能力を過大評価して背伸びをしたがる子供そのものだった。

　しかしこういうことを追及するとまた面倒なことになるのは目に見えていたので、俺は黙って女児の手を引いて歩いて行った。

「しかし文化祭というものはよくできた行事だ」失態を取り繕うかのように、女児は大人ぶった口調で話し始めた。「手の早い男女なら、一学期から夏休みにかけて付き合いだす。その残りの、少し奥手な者たちに機会を与えるために、まさにうってつけの時期と内容になっている。真剣に参加することがすなわち、好印象に繫つながるというのは、こういう行事の他にはあまり無いからね」

　確かに周りを見回すと、準備期間中に新しくできたのであろう初うい々ういしいカップルがぎこちなく手を繫つないでいたり、付き合う直前まで来ている二人がいままさに最後の一歩を踏み出そうとしていたりするような光景が、ちらほらと見受けられる。

「俺らは絶対に、この状況を転覆してみせます」

　決然とそう返すと、女児は薄く笑った。

「せいぜいやってみるといい。だが恋愛というものは、人間という種にとって本質的な、ひとつの核になってしまっている──君たちの努力が無駄に終わることは、約束されているのだよ」

　そんな風に偉そうに言ってはいるが、屋台で売っているかき氷に惹ひかれたのかそちらの方向へ俺を引っ張っていこうとする様は、完全に見た目と相違ない挙動だった。

「監視とか言ってましたけど、これからどうするんですか？　こんな感じです、別段他と代わり映えのしない文化祭を送っています。もう終わったんだし、帰ったらいいんじゃないですか」

　俺が言うと、女児はすぐにむすっ、とした顔になって応えた。

「どうしてそう急せかすんだい。君のせせこましい精神が反映されている態度だね。私は君の監督もさることながら、この文化祭というものを見学することによって、人類の恋愛至上主義がどれだけ発展するかを測ることを狙っている。これをもとに施策にフィードバックをかけ、世界がより恋に満ち愛に飢えるよう、調整していくつもりだ」

　単純にお祭りごとが好きでいろいろな企画を見て回りたいだけなのだろうが、そんな大仰な計画を語りながら女児は胸を張った。

「それは俺らとは真っ向から対立する計画ですね……協力はできません」

　そう言って繫つないでいた手を離して去ろうとすると、女児はサッ、と顔色を翳かげらせて、俺の太ももを両手で抱え込んだ。




　また迷子になって呼び出されるのも面倒なので、結局俺は女児を連れて彼女の気の済むまで文化祭を見て回ることにした。

　女児と一緒に瀬せヶが崎さきの企画に顔を出すと、彼はちょうど小学校高学年くらいの女の子と親しげに会話しているところだった。その脇に打算的な笑みを浮かべた女子生徒が佇たたずみ見守っているところから察するに、彼女の妹なのだろう。瀬せヶが崎さきが子供に対してフレンドリーであるという昨日の知見から、一般的な意味での『子供好き』であるという情報が流れたのか、それをダシに彼と仲良くなろうとする女子生徒がいるようだ。男児には塩対応をしているところから彼の『好き』が一般的なものではない可能性は推察できるはずだが、瀬せヶが崎さきに恋い焦がれる彼女たちがそんな発想に至るわけはなかった。

　にこやかな笑みと共に少女と話していた瀬せヶが崎さきは、ふと顔を上げると俺の姿を見つけた。それから俺に手を引かれた女児へと目線が移る。瞬間、彼の表情にピキッ、と亀裂が走った。

　いま話していた少女とその姉に軽く断りを入れて、瀬せヶが崎さきはこちらに小走りで寄ってきた。

「き、来てたんだね……事前に言ってくれれば、案内くらいしたのに」

　いつもの落ち着いた様子を装よそおってはいるが、明らかに焦あせっている。あと全く俺の方に意識を向けていなかった。

「あの子だれ」

　女児は瀬せヶが崎さきのそんな前置きには一切構うことなく、単刀直入に本題へと切り込んだ。瀬せヶが崎さきはたじろぐ。

「あ、あの……友達の、妹なんだよ。挨拶したい、って言われちゃって……無下にすることもできないだろう？」

　額に汗を浮かべながら瀬せヶが崎さきは弁明した。会話だけを見るとよくある男女間の修羅場のようだが、女二人の方は休み時間に自由帳へやたらと顔が大きく首が細い女の子をお絵かきしていそうな小学生だった。

「ぼくにも世間体というものがあるからね──本当はこんなことしたくない──君だけを見ていたいのだけれど、社会というものがそれを阻はばんでしまう。ああ、どうしてぼくらは、こんなにも慣習にがんじがらめにされる世界に生まれてしまったのだろうか。こんな拘束の多い時代でなかったら、今ごろぼくは君と一緒に……」

　瀬せヶが崎さきが気味の悪い饒じよう舌ぜつでそう言い訳するなか、女児はちっともそんな言葉に耳を傾けず、先ほどの女の子の方へと駆けていってお喋しやべりをしていた。どうやら友達が欲しかっただけらしい。




　その後も女児は俺を引き回して、校内をいろいろ見て回った。西にし堀ぼりのところではいつものようにからかわれ、仕事の疲れを女児との触れ合いで癒やそうとする神しん明めいさんを拒んだ。天あま沼ぬまのところではお化け屋や敷しきが怖すぎて若干泣いてしまっていたが、暗くて眠くなったのであくびが出て涙が出ただけ、などと小学生じみた言い訳で誤魔化していた。

　そんな女児対応に追われているうちに、閉会の時間が近づいてきた。

『まもなく一般公開は終了です。ご来場の皆様、本日は誠にありがとうございました』

　そんな放送が流れると、校内からは潮が引くように客がいなくなっていった。

「どうするんですか、一人で帰れます？」

　俺が問うと、女児はこちらの脛すねを軽く蹴ってきた。

「馬鹿にするんじゃない。現にここまで一人で来ているだろう」

　しかし迷子になっていたことを考えると、あまり自信を持って大丈夫だとは言えない気がした。女児はフン、と鼻を鳴らしてから、すました口調で続ける。

「君たちの思惑は読めている。この後に行われる後夜祭で、生徒会の支配体制を転覆すべく勝負を仕掛けるのだろう」

「…………」

「図星か、君は分かりやすいね」

　彼女はそう言って笑うと、余裕に満ちた声音で続けて言った。

「どうやらここまでは、なかなかうまくことが運んでいるようだ。だが、気をつけねばならない──君たちは自分の組織の結束・軍事力については高めてきたことだろう。だが、相手側については？　特に、感情によって人の強さは、如い何かようにも変わり得る。一つの固い意志が芯として入った人間は──思った以上に、強いものだよ」

　女児はそんなぼんやりとした言葉と共に、「見学させてもらう、楽しみにしているよ」と言い残して、出口へと向かう人混みにまぎれて姿を消してしまった。
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　文化祭は盛況のうちに幕を閉じた。実行委員が注力していた事前の宣伝が功を奏したからか、平年よりも多くの動員があったらしい。

『……宮みや前まえ先輩の代理をやらせていただいた、領りよう家けです。皆さんのおかげで、無事やりきることができました』

　実行委員用のトランシーバーから、そんな領りよう家けの声が流れてきた。その声にはわずかに疲労の色が交じっていたが、同時に清すが々すがしさも感じられた。

『領りよう家け先輩、ありがとうございました！』『本当に助かりました』『お疲れ様です！』

　宮みや前まえの代理という大役をやりきってみせた彼女に、委員の面々からねぎらいの言葉が飛んでくる。

　領りよう家けは若干照れた感じでそれに応じると、最後にこう言って締めくくった。

『この後は後夜祭です。みんな、大事な人と、そして、これから大事にしていく人と、楽しんでください！』

　普段の彼女なら聞いただけでこめかみの血管が浮き上がりそうな台詞せりふだ。今ごろ身体がむず痒がゆくてもだえている頃だろう。

　一般客が完全にはけきるのを待って、校舎では後片付けが始まった。レンタル用品を返すため、生徒たちは校舎の中を忙しそうに動き回っている。

　そんな中、俺は保健室へと駆けていた。宮みや前まえがいるはずのそこには、きっと領りよう家けも向かっているだろう。

　保健室に入ると、予想通り宮みや前まえと領りよう家けとが顔を見合わせていた。

　領りよう家けは息が上がっている。きっと今来たばかりなのだろう。宮みや前まえは落ち着いた様子で、椅子にかけていた。

「あら、高砂たかさごさんも来てくれたのね──ちょうど良いですわ」

　そういって微ほほ笑えむ宮みや前まえは、倒れる前に比べて格段に顔色が良くなっていた。いつもと遜そん色しよくないくらいに健康に見え、喋しやべる感じもハキハキと元気があった。

「本当はもうしばらく前から良くなっていたんです。でも、領りよう家けさんがよく働いてくださっていたので……甘えて、休んでしまいました」

　悪戯いたずらっぽくそう言う宮みや前まえに、領りよう家けも笑顔になった。

「よかったです。宮みや前まえ先輩が元気になってくれて。私では至らないところが無数にあったでしょうが、そう言っていただければなによりです」

「本当に文句の付け所がありませんでしたわ。むしろ、私わたくしよりもずっと、こうした役に向いているような気がします。それはきっと、高砂たかさごさんという支えがあったことも大きいはずですわ」

　宮みや前まえはそう言ってくすくすと笑った。あのやりとりを聞かれていたのかと思うと、身体がカッと熱くなった。領りよう家けも赤面して顔を伏せてしまう。

「ごめんなさい、意地悪でしたね。最後の文化祭でこんな風に倒れてしまって……あなたたちが羨ましくて、仕方がないのです」

　そんなストレートな物言いに、どう応じていいのかわからなかった。宮みや前まえはそんな俺たちを眺めると満足気に頷うなずき、「さて」と前置きしてからこう切り出した。

「この前もお話ししましたとおり、私わたくしももう三年、引退です。その後継について私わたくしは以前より案じていたのですが……生徒会の中から頭角を現す者は、残念ながら出てきませんでした。そこで外部からの登用を考えており、これまで様々な観点から検討を重ね──そして、今回の件でようやく決心がつきました」

　宮みや前まえは一旦そこで言葉を区切ると、一呼吸の後に、身を乗り出すようにしてはっきりととこう言った。

「領りよう家けさん、あなたにはぜひ、次期生徒会長になっていただきたいのです」

　そう言い終えると宮みや前まえは、ふぅ、と肩の力を抜いて椅子の背に身体を預けた。場は静まり返って、急ピッチで片付けを行う生徒の喧けん騒そうが遠くに響いていた。

「あ、あの……私は別に、そんなつもりで代理を引き受けたわけじゃ……」

　いきなりの提案に戸惑う領りよう家けがそう言うと、宮みや前まえは力の抜けた柔らかい笑みで言葉を継いだ。

「ええ、あなたはきっと、純粋に文化祭を成功させたくて申し出たのでしょう。私わたくしのこのオファーが唐突すぎるということは、十分に承知しております。ですが、急にこんなことを思いついたのではありません。領りよう家けさんとやりとりを重ねるうちに、あなたなら──いえ、あなたたち二人なら、この学園をより良いものにしていけると、そんな確信に至ったのです」

　思い返すと、風紀委員を乗っ取る作戦の時から、俺らと宮みや前まえの交流が始まった。領りよう家けが彼女を説得して地上のアジトを奪還したあの時から、もしかしたら宮みや前まえは領りよう家けに目をつけていたのかもしれない。

　領りよう家けの表情は戸惑いから、次第に真剣な顔つきへと変わっていった。宮みや前まえの提案は本気だ。領りよう家けの頭には、自分が生徒会長になったときの反恋愛運動への影響、今後の活動方針、そして反恋愛以外の側面──ひとりの生徒会長としての自分、その果たすべき役割など、いろいろなことが渦巻いているのだろう。自分の指先を見つめて黙考し、時折目線をずらして横に並んだ俺の膝頭を見ていた。

　しばらくして、領りよう家けは顔を上げた。

「少し、返事は待っていただけますか──この後の後夜祭の企画長として、今はそちらに集中させてください」

「構いません。私わたくしの配慮が足りませんでした。でも、伝えるなら早い方が、と思って。良い返事を期待しておりますね。それから後夜祭──目一杯、楽しんで」




　領りよう家けはそのまま返事を保留して、俺とともに部屋を退出した。

「生徒会長……か」

　上方に目線を向けながら、領りよう家けはぼやくようにそう言った。まだ現実感がないのだろうか、どこかふわふわとした口調だ。

「反恋愛主義青年同盟部がこの学校を牛ぎゆう耳じるのに際して、領りよう家けの生徒会長就任は非常に助かることだろう。最も早はや俺らに、敵はいなくなる」

　俺のその言葉に、領りよう家けは頷うなずきながら返す。

「それは確かに、そうなるだろう。この学園で反恋愛思想を広めるのに最も大きな障害となっていた生徒会を、無力化することができるのだ。我々にとって、これ以上の好都合というものは考えにくい」

　そう言いながらも領りよう家けは、あまり嬉うれしそうではなかった。彼女は宮みや前まえの提案に対して、即答することを避けた。そこには彼女の、自分自身でも判然しない感情のせめぎあいがあるのだろう。

「とりあえず、今は後夜祭のことだけを考えよう。我々の作戦の結果如何いかんによっては、生徒会なんていう前提そのものを覆くつがえせるかもしれないのだからな」

　俺がそう言うと、領りよう家けは「ああ」と返事をして、両手でピシャリと自分の頰を叩たたいた。決然と前を向くその瞳には、しかしその奥に揺れ動く感情が閉じ込められているように見えた。
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　片付けの波が一段落つくと、後夜祭の準備が着々と進んでいった。後夜祭企画のリーダーは領りよう家けだ。宮みや前まえの代理で全体の実行委委員長をやっていた流れそのままに、彼女はテキパキと指示を飛ばしていく。実働隊の方でも領りよう家けに馴な染じんで、やりとりの中にも親しみが感じられるようになってきた。

　いよいよキャンプファイヤーに火が付けられた。日が落ちかけて暗くなり始めていた校庭の中央に、小さな火種が揺らめいている。始まる頃には日も大方沈み、その暗闇を突き破る炎も大きく赤々と燃え盛っていることだろう。

　急ピッチで後夜祭の準備が進む中、俺ら反恋愛主義青年同盟部はその裏で、闘争の準備を進めていた。領りよう家けが後夜祭のリーダーとして表に立って指示を飛ばすのを無線で聞きながら、それ以外の五人は地上のアジトに集まり決戦に備える。文化祭の余熱に浮かれている生徒たちが賑にぎやかに盛り上がっているのを横目に、俺たちは淡々とその破壊を、革命を狙っていた。

　やがて校内に、放送が流れる。

『この後、予定通り後夜祭を開催します。生徒の皆さんはお誘い合わせの上、奮ってご参加ください』

　校庭を見ると、片付けを終えた生徒がぽつぽつと集まりはじめていた。手を繫つないで火がパチパチと爆はぜるのをぼんやりと眺めている二人、ふと男が横を見やると彼女の横顔は炎の照り返しでほのかに赤く色づいて普段よりくっきりとその凹凸がわかり、火にまっすぐに向けられた目は潤って揺らめく光を反射し、その美しさに思わず見み惚とれていると、彼女の方もこちらへとふと顔を向け二人の目がばっちりと合ってしまい、双方とも照れて一瞬目を逸そらすものの繫つなぐ手の力は先ほどよりも強くなっており、やがてどちらからともなく顔を寄せて唇が触れ合う──そんな感じの光景が、至るところで繰り広げられていた。今日、この日限りをもって、この学園からそういったたぐいの青春は駆逐される。我々は革命を成し遂げ、全学園生徒を、休み時間には机に突っ伏してイヤホンで音楽を聞いて過ごす非リア充へと転向させるのだ。

　ふつふつと闘志が湧き上がってくる中、後夜祭準備の指揮に一段落を付けた領りよう家けが、アジトに戻ってきた。その顔は、文化祭を成功させるために奮闘する実行委員の爽やかな若々しさを感じさせるものから、世界のすべてを恨んで呪う反恋愛主義青年同盟部議長のものへとたちまちのうちに変貌していった。

「諸君、決戦はすぐ目前まで来ている！」

　領りよう家けはつかつかと部屋の中央まで進んでいくと、備え付けられたホワイトボードに『リア充のサバト・後夜祭に全非リア階級の怒りを!!』と荒々しく書き殴り、バンッ、とそこを叩たたいた。

「後夜祭──それは社会的優位に立って結束したリア充が、我々孤高の非リア充を辱はずかしめる、最低最悪の行事である！　人がやらない雑用を進んでこなし、目立たなくともクラスの企画に大きな貢献を果たした我々の同志──しかし彼は、彼女は、周囲からまともに評価されず、軽んじられ、そしてこの後夜祭において、公開処刑にあうのだ。リア充が火を囲んで楽しげに会話し盛り上がるなか、我々はそれを遠巻きに、曖昧な笑みを顔に装着した状態を保ちながら、独り眺めている他ないのだ！　そして翌日、クラスの皆はその後打ち上げに行ったことを知ってしまう──我々反恋愛主義青年同盟部は、この無限の搾さく取しゆの構図に、今日ここではっきりと否いなを叩たたきつける!!」

　領りよう家けのそんな言葉に、部員たちもそれぞれに気合が入ったようだ。

「もう我慢ならない。後夜祭後の打ち上げ、誘われない非リア充、こんな悲しい構図……許せない」「近所のスーパーに買い物に行ってたまたま打ち上げ帰りのクラスメイトと出くわしてしまう同志を、我々の手で救い出しましょう！」「聞かされた情報を元に打ち上げ会場にいったら実は変更になっていて、同じくそれを知らなかった子と会話もなく気まずい感じで待ちぼうけする人たちを、今年は絶対になくしてみせようね！」「勇気を出して打ち上げに参加するも話し相手がなく、メニューを眺めて時間を潰す非リア充に、救いの手を差し伸べましょう!!」

　なんだかやたらとキツい打ち上げのイメージを聞かされ、胃が痛くなった。リア充は絶対にこの世から取り除かれなくてはならない。

　領りよう家けは部屋を見回して皆に闘志がみなぎっていることを確認すると、武装用のヘルメットを棚から取り出し、それをドンッ、と机の上に置いた。

「これまでの反恋愛主義青年同盟部の活動は、いわば序章に過ぎなかった。この長い雌伏の時は、我々を精神的にも肉体的にも強くしてくれた。我々は結束を強め、運命共同体ゲマインシヤフトとして反恋愛闘争を闘いぬく決意を固くした。

　そして今日、我々はこの場で、これまで積み重ねてきたすべてのものの集大成として、蜂起するのである！」

　領りよう家けが拳を振り上げながらそう言い終わったタイミングで、時計のアラームが鳴った──作戦開始の合図だ。




　部員たちは各おの々おのに武装し、それぞれの持ち場へと駆けていった。最後に部室に残ったのは、俺と領りよう家けだ。

　後夜祭のために校庭に集まった生徒たちの賑にぎやかなざわめきが遠くに聞こえる中、俺と領りよう家けの間には特別な静寂があった。

　この部室にはじめて、領りよう家けに連れられて来た時のことを思い出す。あの時はまだ、部には彼女ひとりしかいなかった。それに呆あきれて帰ろうとした俺を、領りよう家けは引き止めたのだ。

　そして今、俺はここに立っている。部員は他に四人も増えた。

「領りよう家け、率直に言ってくれ──今回の闘争、どれくらい勝算があると思っている？」

　俺と領りよう家けしか部屋にいない今だからこそ、問うことができる。領りよう家けはそれを聞くと、目をギラギラと輝かせて不敵に笑った。それは出会った頃の彼女、そのままだった。

「高砂たかさごよ、勝算のあることなどやって、何が面白いのだ」領りよう家けは深い響きのある獰どう猛もうな声音で、言った。「我々の目指すものは、勝利ではない。負け続け、倒れ伏し、踏み潰される──それが我々だ。それにもかかわらず屈することなく、吠ほえ続け、がむしゃらに動きまわるのが我々だ。勝敗には特別の意味はない。それはコインの裏と表のように、投げるたびにたゆたう不確実なものだ。重要なのは、それを投げ続けること──何度も、何度も、何度も……」

　深い色の瞳の奥に垣かい間ま見みえる炎は、出会った頃と同じように──いや、以前にも増した勢いで、燃え盛っている。結局俺を引き込んだのは、この目だった。

　放送が鳴る。

『後夜祭、まもなくはじまります！』

　それと同時に、実行委員用の無線機から、後夜祭企画の長・領りよう家けを探す声が聞こえてくる。

「行こう」

　領りよう家けは武装を手にし、扉へと身体を向けて言った。

「おう」

　俺はそう返してから、彼女の後に続く。と、領りよう家けは再度顔を部室の方へ向け、ぐるりと見渡す。それから俺と目を合わせて、清すが々すがしい笑みを見せた。

　彼女の握った拳が、こちらへと伸ばされる。それに応じて、俺も拳を作って伸ばした。

　ガツン、と荒々しく拳がぶつかる。その痛みが、俺の身体を隅から隅まで奮い立たせた。
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　校庭には既に、全校生徒の大半が集まっていた。火を取り囲むように恋人と、友人と談笑する者たち、その外縁に手持ち無沙汰の非リア充が、スマホでゲームやウェブブラウジングをして時間を潰している。

　後夜祭開始時刻はもう五分ほど過ぎているというのに、まだ始まる気配はない。最初に挨拶をする予定の領りよう家けが見つからずに、運営側は大騒ぎだった。回復した宮みや前まえがキビキビと指示を出して進行させようとしているが、まだもう少し時間がかかりそうだ。

　そんなトラブルを察知したのか、群衆のざわめきが大きくなってきた。実行委員が遅れに対して詫わびを入れるが、生徒たちの不満は時々刻々と高まっていく。

『挨拶は私が代わりに行います。皆さん、引き続き領りよう家けさんを探してください。それでは、始めます』

　無線越しに、宮みや前まえの声が聞こえてくる。双眼鏡で校庭を見ると、彼女が壇へと向かい、マイクを手に持つのが見えた。そのタイミングを見計らって、俺は合図を出す。それを見た領りよう家けが──叫んだ。

「学生注目！」

　校舎の屋上から拡声器を通じて放たれたその声は、校庭にいた全ての生徒を振り向かせた。その千にも及ぶ目線の先にいるのは、完全武装した反恋愛主義青年同盟部議長・領りよう家け薫かおるだった。

　振り向いたのは一般生徒ばかりではない。後夜祭のためにてんやわんやになっていた運営の生徒、それを手伝っていた生徒会、そして──生徒会長・宮みや前まえ。

　ステージに上がって喋しやべり始めようとしていた彼女は、マイクを手にしたまま、屋上の人影を見ていた。その目には、並々ならぬ熱量がこもっていた。

　領りよう家けもまた、壇上の宮みや前まえへと視線を注ぐ。その目には敵てき愾がい心しんと、好敵手を相手取る喜びとが、半々に混じりあっていた。

　二人の目線が交わる。周りのざわめきを全て置き去りにして、彼女たち二人だけがひとつの閉じた世界をつくる。

　革命闘争の幕が、切って落とされた。
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　長く準備をしてきた文化祭、それを終えた後の解放感のなか迎える後夜祭を、学園の生徒たちは楽しみにしていたことだろう。友と語らい、恋人と見つめ合って、高校生活の思い出のアルバムの中に輝かしい一ページを付け加える──そんな彼らの夢は、我々反恋愛主義青年同盟部の階級的怒りの鉄てつ鎚ついの前に、脆もろくも崩れ去った。

　校舎の屋上を見上げる生徒たちは啞あ然ぜん、行儀よく後夜祭が始まるのを待っていた彼らは、この突然の出来事に全く対応できず、口を開けてぼんやり事態の推移を眺めているほかなかった。

　生徒会も初動が遅かった。『誰かがやってくれるはず』『他の人と同じことをすればよい』。こんな他ひ人と任まかせが常のリア充・恋愛至上主義者らが、このようなアクシデントに臨機応変に対応できるはずもなかった。グラウンドでこちらの動向を探る役を担当している俺は、とりあえず運動のスタートダッシュに成功したという吉報を部の皆に送った。

　そんななか、唯一まともに動いたのは、生徒会長・宮みや前まえだけだった。

「今すぐその進行妨害をやめなさい！　生徒の皆さんが楽しみにしていた後夜祭を踏みにじるなど……言語道断です！」

　マイクも通さず、肉声だけでビリビリと空気を震えさせる気迫を見ると、先ほどまで倒れていたのと同一人物とは到底思えなかった。

「この勧告に従わなければ、私わたくしたちは強硬手段に出ます！　あなた方のアジトは既に押さえられており、これがやぶれかぶれの行動だというのは分かっているのです！　我々は決して、そのような反社会的行動には屈しません!!」

　宮みや前まえのその啖たん呵かに、体制側の生徒会・文化祭実行委員は元気付いたようだ。彼女のまわりを固めるように十数人が集い、それ以外の者も動きまわって鎮圧の準備にとりかかっていた。

　しかし我々反恋愛主義青年同盟部は──そしてその議長・領りよう家け薫かおるは、そんな権力のふるう暴力に怯おびえたりはしない。我々が恐れるのはただひとつ、この恋愛至上主義に対する怒りが風化し、擦り切れ、過去の思い出となってしまうことだけだ。

　領りよう家けは、屋上に立ってグラウンドに蠢うごめくリア充を見下ろす。大きく息を吸い込むと、宮みや前まえに応えるようにして演説を始めた。

「ナンセンス！　貴様ら生徒会、そして恋愛至上主義者らによるそういった決め付けが、世界を最悪にしているのだと何な故ぜ気が付かない？　その根拠のない自信で、どれだけの人間を意味もなく貶おとしめてきたと思っている！　我々はこの作戦を成功させるため、これまでに星の数ほどの布石を打ってきた。生徒会に我々のダミーのアジトを発見させて喜ばせたのも、そのひとつだ。現に私はここに立っている。文化祭においても我々はその存在感を発揮し、諸君らを右往左往させてきたではないか！　我々が『やぶれかぶれ』だというのは、内心では反恋愛の正当性と力とに怯おびえるリア充の儚はかない希望でしかないのだ!!」

　聴衆がざわめく。この文化祭において、反恋愛主義青年同盟部はしっかりと存在をアピールしてきた。地下アジトの取り押さえによって軍事力としては宮みや前まえの言うとおり明らかに弱まっているのだが、外から見ればそのことは分からなかっただろう。

　不安になった生徒たちに揺さぶりをかけるべく、領りよう家けは得意の長ちよう広こう舌ぜつをふるった。

「機は熟した。恋愛至上主義による自分自身の疎外は、今まさに限界へと達している。革命は、もうあとほんのひと押しの助力があれば、止めどない奔流となってリア充に襲いかかるだろう。我々、反恋愛主義青年同盟部が、その革命の火蓋を、今ここで切ってみせようではないか！

　諸君らの中には、今もまだ恋愛について、その正しさにすがりついて我々を嫌けん悪お・侮蔑している者も少なくないだろう。よろしい。今一度ここで、論理の再点検を行おう！

　我々反恋愛主義青年同盟部の主張は至って明確であり、この一点の命題につきている──恋愛は幻想である。このことは翻ひるがえって考えてみれば明白なのだが、社会的束縛の大きくなりすぎた現代においては、その簡明な事実が巧妙に覆い隠されてしまっているため、気付くことが困難になっている。そしてそれこそが、恋愛なる病をこの世にあまねく撒まき散ちらさんとする大たい性せい欲よく賛さん会かいの手管なのだ！　この悪魔のシステムを、丁寧に分解してみせよう。

　諸君らの『常識』なる牢ろう獄ごくのシステムでは、人間は成熟するに従って異性に対して特別の興味を抱き、やがて特定の相手と恋に落ち、交尾の練習をはじめることになっている──まさにこれは、諸君らが市民社会の一員として過ごすために課せられた義務教育と平行の、恋愛社会チュートリアルなのだ。君たちは自分らが受けてきた教育に対して、何らの疑問も感じていないだろう──それが為い政せい者しやによる、市民を手て懐なずけるための鎖だったなどとは、露ほども思っていないはずだ。それと全く同じようにして、恋愛至上主義に染まる諸君らは、自分たちが社会にとって都合のいいように『恋愛』なる幻想を植え付けられたのにもかかわらず、それに気付けないでいるのだ！　親に、教師に、友人に、教科書に、マンガに、教えこまれた恋愛をそのまま模倣しているのにもかかわらず、これを自分の意思でやっていると錯覚する。教育というものは、恐ろしい。そして誰かを統制しようとする者にとっては、最大の武器になるのだ。

　その洗脳をいっときに解除することは困難である。だから我々はこれまで、事あるごとに登場して警句を発し、諸君らが自分を戒めている呪縛に自ら気づきそれを解除するための手助けを、継続して行おこなってきた。卑近な例をとって説明することによって、度重なる『教育』により曇った諸君の目にも分かるように論を組み立てた。これまでの我々のそういった努力によって、反恋愛への意識は水面下で高まりつつあることを実感している。

　それを今日、この場でも挙行することにしよう。これが革命成じよう就じゆを前にした、最後の証明となるはずだ。

　昨日・今日と開催された文化祭、恋愛至上主義に染まった諸君らは大いに楽しんだことだろう。準備段階からクラスメイトと心を通わせあい、夜遅くまで残っての非日常的な経験によってこれまでとは違う親密な関係性を構築するのに成功した男女は、少なくないだろう。そして一般客を迎えての文化祭本番。これまで築き上げてきた努力の結晶を出しきった諸君らは、得も言われぬカタルシスを感じたことに違いない。恍こう惚こつの中、その目にはクラスメイトが、一般客として訪れた他校の生徒が、魅力的に映ったに相違あるまい。そしてそれを恋と勘違いして、暗あん澹たんたる恋愛至上主義の魔窟へと入り込んでいくのである。

　もう分かっただろう。文化祭というものは、生徒諸君を追い詰めることによって、恋愛なる錯覚を刷り込もうとする、恋愛至上主義者の罠わななのだ！　まず問うてみるべきだった──なぜ学問を修めるために通っている学校において、『文化祭』などという刹那的な遊戯が行事として取り入れられているのか──それは何を隠そう、生徒諸君に『恋愛』の生じる環境を与えるためなのだ！　君たちは動物園の檻おりの中に入れられたつがいの獣のように、人工的に交配条件を与えられている、悲しい生き物なのだ！　檻おりがあまりに広いことによって気づきにくくはなっているが、透徹な論理の目で眺めれば、このように奴やつらの陰謀は詳つまびらかになる！　我々に必要なのは、社会により押し付けられた『情緒』などというご都合主義ではない。一貫して真実を明らかにしつづける、科学的・論理的な思考なのだ！　我々は自らの知力のみを頼みとして、この腐臭ふんぷんたる世界に、否いなをつきつけるのだ！

　変わるべき時は、まさに今、この瞬間だ！　恋愛なる幻想を脳内から放逐せよ!!　これまでの支配されてきた生活を過去のものとして、新しい一歩を我々と踏み出そうではないか！

　リア充爆発しろ!!」

　領りよう家けの演説は校庭の隅から隅まで響き渡り、グラウンドにいた全ての生徒の注目を集めた。その規模は、これまでのどの演説よりも大きく、生徒たちはただ待っているだけで他にやることもない、ということもあって非常に効果的だった。

　しかし体制側もやられてばかりではない。急きゆう遽きよ用意されたメガホンを用いて、宮みや前まえが応戦する。

「あなた方の虚むなしい妄想に、どれだけの人を巻き込めば気が済むというのですか！　馬鹿馬鹿しい陰謀論をでっちあげることで自分たちの努力不足から来る社会的劣勢に理由をつけようとする──あなた方のやっていることは、分別のない子供とまるきり同じですわ!!

　恋愛というものは、机の上で言葉を並べて考えるようなものではありません。理屈を超えた、心を通わせ合う当人同士にしか分からない、究極的な、尊いものなのです！　『すっぱい葡ぶ萄どう』と同様のロジックで恋愛を遠ざけるあなた方に、それが理解できるはずもないのです！

　空虚な妄想による自己正当化に耽たん溺できするのは、もうおやめなさい。あなた方も本当は、愛する人を見つけ、その人のために自分の命を擲なげうち、そして社会へ、人類の未来へと貢献したいのでしょう。私わたくしたちは同じ人間です、分かり合えるはずなのです!!」

　そんな宮みや前まえの優等生的な返答に、領りよう家けはすかさず急所を突いていった。

「なにが空虚な妄想か！　宮みや前まえ、それは貴様の方にこそ当てはまる形容ではないか！　既に調べはついている、お前には長いこと恋人といえる特別な存在などいない──そんなお前が、どうして我々のことを見下した発言ができるというのだ。宮みや前まえ、貴様には恋愛至上主義を代表して何かを語る資格など、みじんもないのだ!!

　第一、貴様の発言はお花畑すぎる──本当に恋愛など、したことがあるのか？　以前彼氏がいたと言っても、自分だけ舞い上がっていたのではないのか？　お前の言うのは、恋に恋するおぼこの『理想の恋愛』だ、リアリティのかけらもない！」

　領りよう家けが喝破すると、宮みや前まえはぐっ、と言葉に詰まって後退った。周囲の生徒たちはくすくすと笑っており、「確かに」「ちょっと言えてるかも」といったざわめきが聞こえてくる。宮みや前まえが首を振って周囲をギロリと睨にらみつけると、側そばにいた者はピシッ、と姿勢を正したが、グラウンドにうようよいる一般生徒の笑いは止まらない。彼女の顔は真っ赤に染まっている。

「わ、私わたくしのことは関係ありません！」

「関係大ありだ、お前が恋愛至上主義の大将なのに、当の本人が手前の空想に耽ふける夢見る乙女だというのは笑止千万、我々の前に立ちはだかる資格などない！」

　まさか自分のことが取り上げられるなどとは思っていなかったのだろう、宮みや前まえは急に勢いを失うと、しばらく黙りこんでしまった。周囲のざわめきが、徐々に大きくなっていく。

　と、彼女は急にガバッ、と顔を上げると、自信に満ちた顔に戻って宣言した。

「ふふ……あなたの主張には、確かに一理あります。私わたくしが恋人たちの代表者として振る舞うのには、無理があったことは認めざるを得ません。

　ですが──これからは、違います。私わたくしももう老いぼれ、生徒会長の任を後輩へと譲るときが来ています。そして私わたくしが次期生徒会長として見込んでいる方は、抜群の指導力を持ち、なにより私わたくしとは違って素敵な恋人をお持ちの素晴らしい方です！　その恋愛は聞いただけで口の中が甘くなってきてしまうような、恋愛に肯定的な私わたくしでも軽く胸焼けするほどのものなのです。そんな彼女の治世下では、今のような論を立てることもできず、あなた方は自分たちの惨みじめさを思い知らされ廃人となるでしょう──降伏するなら、今のうちですわ！」

　勝ち誇った調子で宮みや前まえは言うが、その『次期生徒会長』は、いま論戦している完全武装の運動家と同一人物だった。

　そしてこの展開は我々にとって好都合だった。領りよう家けはニヤリと笑うと、宮みや前まえを挑発した。

「鈍いな、まだ気づかないのか、宮みや前まえよ。なぜ後夜祭はいつまでたっても始まらなかった？　そう、実行委員の領りよう家け薫かおる──お前が次期生徒会長と見込んでいる女が、行方不明になったからではないか！」

　宮みや前まえの顔に、ピシッ、と緊張が走った。領りよう家けとその側そばに控えていた天あま沼ぬまが、その様子を見てから物陰にかくれて準備をする。

　次に彼女たちが姿を現したときには、領りよう家けは武装を解いて縄で縛られていた。天あま沼ぬまがそれを引きずり、その姿を衆目に晒さらす。校庭がどよめくのと同時に、天あま沼ぬまはトラメガでこう宣告した。

「後夜祭の企画長、そして宮みや前まえの言う『次期生徒会長』は、我々反恋愛主義青年同盟部が預かった！　貴様らが恋愛を放棄し、これまでの行いを悔い改め、自らの意志で非リア充とならないかぎり、この女には再教育を施す!!　彼氏ができそうになっても、その男と他の男との関係を妄想してしまい自分は身を引いてひとり脳内で楽しむ、そんな腐った思考回路へと書き換えてしまうぞ、それでもいいのか!?」

　領りよう家けの姿が見えると、宮みや前まえの表情ははっきりと歪ゆがんだ。

「その方はまだ、生徒会とは何ら関係がありません、卑ひ怯きようですわ！」

　天あま沼ぬまは乱暴に扱う風を装よそおって領りよう家けを再度物陰へと移動させる。次に戻ってきたときには領りよう家けはまた武装していた。かなり荒っぽい狂言だが、まだバレている兆候はない。

　領りよう家けはさらに、呼びかけを続けた。

「我々の要求は、恋愛至上主義の放棄である！　今すぐ恋人と繫つないだその手を解き、お揃そろいのアクセサリを投げ捨て、カップル専用アプリをアンインストールせよ！　恋人との記念日を書き留めた手帳、思い出のアルバムをキャンプファイヤーの炎で焼き尽くせ！　この要求が達成されるまで、我々はこの校舎に何時間でも、何日でも、籠ろう城じようする準備がある!!

　そして我々は、この反恋愛思想に同調する同志が、この学園の中に何人もいることを知っている。諸君、立ち上がるべき時は、まさに今、この瞬間だ！　文化祭において多大なる貢献をしたもののクラスのチャットグループに入れられておらず打ち上げに呼ばれなかった諸君、特に一緒に過ごす友人もおらず、しかし行事だからと後夜祭に参加し遠巻きに炎のまたたくのをぼんやり眺めている諸君、片付けを押し付けられてまだひとり後夜祭にも行けずクラスで作業をしている諸君！　我々は君たちの同志だ、この腐りきった恋愛至上主義の世界を打ち砕くため、共に手を取り合い戦おうではないか！」

　そんな熱い演説に感化されたのか、グラウンドの外縁部で様子を窺うかがっていた生徒たちが、ひとり、またひとりと吸い込まれるように校舎へと入っていった。

　領りよう家けと宮みや前まえとのやりとりの間にも、校舎の中では着々と準備が進められていた。

『一階、封鎖完了』『二階へと上がる階段のバリケード、構築もうすぐです！』『シャッター操作、全て終わり！』

　部の各員からそんな連絡が入ってくる。俺もグラウンドからの様子を再度報告した。ここまでは計画通りに全てが上う手まくいっている。

　今回の作戦では、俺ら反恋愛主義青年同盟部はこの学園の校舎に立て篭もる。バレンタイン作戦では学園敷しき地ち全体の封鎖を目論もくろんだが、やはり広さから来る防衛の難しさという面において欠陥があった。今回は校舎に限定することによって、守りを固めやすくしている。

　こちらの手札は、人質だ。といっても誰かを捕まえたのではなく、議長・領りよう家け薫かおる本人がその役割を果たす、狂言だ。もともと彼女は後夜祭の企画リーダーに抜ばつ擢てきされていたからこんな作戦が可能だったのだが、先ほど宮みや前まえから次期生徒会長の件について打診を受けたことによって、人質としての価値はさらに上昇する結果となった。運が我々に味方している。

　領りよう家けの揺さぶりにざわめく生徒たちへ向けて、宮みや前まえが呼びかける。

「学園生徒の皆さん、あのような非リア充暴力集団の甘言に惑わされてはなりません！　もちろん私わたくしたちは、現在は恋愛的に恵まれていない人たちが灰色の学園生活を送っていることを存じております。かくいう私わたくしもそのひとりで、皆さんが恋人たちを妬む気持ちは誰よりも分かっております。ですが、それは今現在の一時的なものにすぎません。あのような団体に加担してしまったが最後、皆さんの前途にある素晴らしい恋愛の世界は崩れ去り、永久に灰色の世界をさまよう結果になりますわ！」

　宮みや前まえの必死の説得に、校舎へと向かって我々に協力しようとしていた何人かの足が止まった。

　こちらはそれに応じるため、また領りよう家けの武装を解き、縄で縛り、天あま沼ぬまが代わりに叫ぶ。

「それは欺ぎ瞞まんだ！　一番暇で肉体的に持て余している高校の時期に恋人が出来なかった者が、この先充実した恋愛を享受できる見込みなどない、騙だまされるなよ!!」

　その無慈悲な物言いに、非リア充の生徒たちは「うう……」「やっぱりそうなんだ……」という呻うめきとともに、校舎へと向かってとぼとぼと歩いてくる。天あま沼ぬまは続けて、領りよう家けを前に突き出しながら言った。

「これ以上たわ言を吐くのは止やめ、我々の要求に従え！　この女がどうなってもいいのか!!」

　天あま沼ぬまは領りよう家けの口にトラメガを当てる。すると領りよう家けは、弱々しい感じを装よそおって喋しやべり始めた。

「わ、私が……間違っていました。恋愛などというものは、幻想でしかなく……これまでの私は、まるで洗脳にかかっていたかのようで……」

　そんな言葉に、宮みや前まえはぐっ、と歯を食いしばった。

「……領りよう家けさん、そんな言葉、噓うそに決まっていますわ。誰よりも学園生活を楽しんでいたあなたが……」

　宮みや前まえは一旦区切ると、しっかりと屋上の領りよう家けを見据えながら言った。

「あなたの……高砂たかさごさんを想おもう気持ちは、噓うそだったと言うの……？」

　いきなり言及された俺はびっくりして、宮みや前まえと領りよう家けを交互に見比べる。領りよう家けは屋上から、先ほど演説をしていた時の自信に満ちた様子から一転、困ったような表情でグラウンドの俺へと目線を送っている。

　しかしこれは、チャンスかもしれない。いかに恋愛至上主義者の言う『恋愛』が上辺だけの、薄っぺらなものであるかをアピールするため、ここで領りよう家けに、もはや彼氏などどうでもいい、という趣旨のことを言ってもらうのだ。俺は領りよう家けに向けて、こくりと頷うなずいた。それを見て彼女の方でも頷うなずき返してくる。

　再度天あま沼ぬまが、領りよう家けの口にトラメガを当て、宮みや前まえへの返答をさせる。

「……もう……た、たかさごの、ことなど……」

　が、予想に反して領りよう家けはその先を言わなかった。屋上へと向けた俺の目と、領りよう家けの目が一瞬合ったが、すぐに逸そらされてしまう。

「領りよう家けさん、やはり言わされているだけでしたのね！　あなたの高砂たかさごさんへの想おもいが本物であることくらい、外野の私わたくしでも分かっていましたわ!!」

　宮みや前まえは希望に満ちた声でそう言った。公衆の面前でそういうことを言われてかなり恥ずかしくなっている俺に、宮みや前まえが駆け寄ってくる。

「高砂たかさごさん、申し訳ありません、私わたくしの不ふ手て際ぎわで領りよう家けさんを危険な目に……しかし、必ず救い出します」

　宮みや前まえのその声には強い覚悟があった。俺はその気迫に、気け圧おされそうになる。

「お、お願いします。そうですよね、次期生徒会長候補ですし……先輩が大事にする気持ちも、分かります」

　俺がその予想外の出来事に慌てながらそう返すと、宮みや前まえは大きく首を振った。

「いえ、そうではありません。もちろん彼女が、そういった点で重要だというのは真実です。ですが……その前に私わたくしは、彼女に惚ほれ込こんでいるのです。理想的な恋愛関係を構築する、ひとりの模範として。そしてなにより……」

　宮みや前まえはそこで一瞬言葉を切ると、屋上で縛られている領りよう家けをしっかりと見つめた。その目は一点の曇りもなく透き通っていた──恋愛について彼女が語るときとは比べ物にならないほど、強く確信に満ちた、覚悟の光を宿していた。

「助けたい、助けなければならないのです。一人の友人として──この命に代えても」
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　しばらくして生徒会側の準備が完了すると、軍団は校舎へと向けて行軍していった。こんな奇襲は想定外だったと見えて、生徒会室に蓄えられた装備を使うことが出来ず、それぞれの手にはありあわせのパイプや木材が握られている。文化祭で力を出し切った後ということもあって、士気もそこまで高いわけではない。ここまでは計算通りだった。

　そんななか、俺たちの予想が外れた要素がひとつだけあった。それは生徒会長・宮みや前まえの熱意だ。文化祭中での作戦行動によって、我々は見事に彼女を疲弊させることに成功した。あまりにも上う手まく行きすぎて、倒れさせてしまったぐらいだ。その後いろいろあって少しは回復したものの、先陣を切って突入する元気などないはずだった。

「皆さん──今回は、人質がいます。心の底から尊敬できる、私わたくしの、大切な友人です。今回の文化祭では、不ふ甲が斐いなく倒れてしまった私わたくしを、何の見返りも求めることなく助けてくれました。私わたくしは、彼女に恩返しがしたい。どうか──皆さんのお力添えを、お願いいたします」

　校舎に足を踏み入れる直前、先頭にいた宮みや前まえは後ろを振り返り、率いていた軍団に対してそう言って頭を下げた。その気迫は今までに宮みや前まえから感じたことのない強さで、思わず身震いをしてしまった。彼女の後に続いていた生徒たちも、その言葉に顔を引き締める。

　予想外に宮みや前まえの、領りよう家けに対する思い入れが強かった。責任感の強い彼女のことだから、他の学園生徒が人質だったとしても気合を入れて対抗したことだろう。しかし、今回はそれに上乗せして、彼女の個人的な思いが込められていた。

　これまで俺たちは集団の中のリーダーとして振る舞う宮みや前まえだけを気にしてきた。彼女も努めて、あまり個人的な意思などは見せないようにしてきたのだろう。そんな彼女も、領りよう家けとやりとりをしている時だけは、打ち解けて一人の女子高生として話していたのかもしれない。地上のアジトを取り戻しに交渉に行ったあの時から始まった二人の交友は、日を追うごとに深まっていった。──もしかしたら、似た者同士惹ひかれあうところがあったのかもしれない。

　生徒会の軍勢に紛れて潜んでいる俺は、そんな宮みや前まえの、想定から外れた意志の強さに不安を覚えはじめていた。




　校舎内は照明が落とされ、至るところに障害物が置かれて行く手を阻はばんでいた。携帯のライトと窓から差し込んでくる夕焼け、そしてキャンプファイヤーの揺らめく光だけが頼りの行軍は、時間がかかるはずだった。

　しかし生徒会の軍勢は、ペースを落とすことなく着々と歩を進めていった。その原動力となっているのは、他でもない、生徒会長・宮みや前まえだ。

「露払いなら、私たちがやりますから……会長は後ろで……」

「いえ、いいのです。私わたくしがやりたいのです。一刻も早く──彼女を助けなくては」

　そう言いながら宮みや前まえは、自らワイヤーカッターを使ってバリケードを崩しつつ、先頭を進んでいく。

　文化祭が終わった直後の校舎の中には、その祭りの跡、残骸が至るところに転がっていた。反恋愛主義青年同盟部とその協力者たちは、そういった資材をうまく活用しながら無数にバリケードを構築している。文化祭後の学校は、立て篭もるにはうってつけだった。

「……っ痛つ！」

　集団の前方から、そんな苦鳴が聞こえてくる。

「宮みや前まえ先輩っ、大丈夫ですか!?」「血が出てます、やっぱり後ろに……」

　どうやら宮みや前まえが怪け我がをしたらしい。部下たちのそんな心配をよそに、宮みや前まえは明るく言った。

「いえ、こんなものかすり傷ですわ。それより、先を急ぎましょう」

　彼女は傷の手当もそこそこに、複雑に築かれたバリケードを器用に解体していった。

　二階へと上がる階段に差し掛かる。すると、階上に何人かの生徒が、企画に使ったのであろうゴムボールを大量に携えて立ち塞がった。

「と、止まれ！　こ、これまで貴様らリア充に踏みにじられてきた俺の青春を、ここで取り戻させてもらうぞ！　覚悟しろよォ!!」

　先頭にいた生徒がどもりながらそう言うと、一行はボールを手に持って振りかぶった。

「待ちなさい！　こんなことをしても青春は取り戻せません!!」

　宮みや前まえがそんな正論を吐くと先頭の男は、ボール投げが苦手な運動音痴特有のふにゃふにゃしたフォームで彼女にボールを投げつけた。

「お、俺らの気持ちが、リ、リア充に分かってたまるかっ！」

　が、宮みや前まえはその球を軽く片手で受け止めると、その男子をキッ、と睨にらみつけた。

「分かりませんわ──彼女がいない程度で弱音を吐く人の気持ちなんて。こちらは久しく恋人もおらず生徒会長という立場から敬遠されて友達もあまり出来ず、日々仕事に忙殺されて娯楽に興じることもできず、そんななか生徒の皆さんが楽しい高校生活を送るのをフォローしているのです!!」

　宮みや前まえはそんな台詞せりふとともに、見とれるほど綺き麗れいなフォームで豪速球を放った。スパーン、と小気味の良い音でその球が男子生徒の顔面に叩たたきつけられると、敵味方問わずにそれを賞賛する拍手が鳴った。

「なぜそんな酔狂な……」「俺たちの非リア充度なんて、大したことなかったんだな……」

　戦意を喪失した生徒たちは武装を解き、とぼとぼと校舎外へ向けて歩き始めた。

　実にまずい展開だ。ふっきれてしまった宮みや前まえは、あまりにも強すぎた。

　俺は予想していなかった問題の発生を部の皆に周知すべく、気づかれないように軍団から離れて最短経路で上の階へと駆けていった。
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　宮みや前まえ率いる一団の快進撃は、遠くからでもハッキリと知れた。戦列に加わってくれた非リア充の同志たちは続々と戦意を喪失し、グラウンドへと帰っていく。宮みや前まえの怒号と軍団の足音が高らかに響き渡っていた。

　俺は事前に決めておいたルートを辿たどって、屋上にいる領りよう家けの許もとへと向かう。どの教室もまだ装飾の片付けは終わっておらず、昼間のままの姿だ。生徒と一般客が入り混じった賑にぎやかな部屋から、人だけがぽっかりといなくなった状態。今にもあの喧けん騒そうが聞こえてきそうなのに、それはもう一年後にならないと戻ってこないのだ。そんな宙ちゆう吊づりの空間を横目に見ながら、俺はひた走った。

　屋上へ向かう階段を登り切り、扉を開ける。眼前にはゲバ棒を握って臨戦態勢の、領りよう家けと天あま沼ぬまがいた。

「……高砂たかさごか。下はどうなっている」

　俺の姿を認めると、領りよう家けはふっ、と肩の力を抜き、口を隠した手ぬぐいをずり下げてそう問うた。武装を固めて会敵に備えつつ、俺は答える。

「予想以上に、相手方の勢いがある。宮みや前まえがかなり、張り切ってしまっているようだ」

　その言葉に、天あま沼ぬまが突っかかってくる。

「宮みや前まえひとりの力など知れたもの。結局は気合が足りないのです！　反恋愛という大義のために挺てい身しんする覚悟のない半はん端ぱ者もののせいで、苦境に立たされる。見敵必殺の心構えなくば、反恋愛の精神を護ご持じすることなどできません！」

「……やはり急きゆう遽きよ集めた奴やつらは、意志が固まってないのか、宮みや前まえの弁に揺さぶられてすぐに無力化されてしまう」

「だから言ったのです、そんな有象無象を当てにせず、我々少数精鋭だけで作戦を展開するべきだった！　万が一それで憂国の士、反恋愛主義青年同盟部が不利な状況に陥ったとしても、必ずや神風吹きすさび、我々を守ってくれる──覚悟の足らぬ夾きよう雑ざつ物ぶつによって純度が保てなくなった今、その加護が消えようとしているのです!!」

　天あま沼ぬまはそう言うと、ハチマキをキュッと縛り、白衣をタスキで身体に密着させて動きやすくしてから、ゲートルを巻いた。

「おい、何をするつもりだ！」

「決まっているでしょう！　私わたくし自ら前線に赴き、我々の崇高な思想を理解せぬ蛮人共を叩たたきのめすのです!!」

　そんな血気盛んな天あま沼ぬまとは対照的に、領りよう家けはいたって冷静だった。彼女は屋上から、グラウンドの中央で揺らめく炎を見下ろしつつ、背中越しに天あま沼ぬまへと声をかける。

「皐さつき、行ってくれるか」

　そんな彼女の静かな声に、天あま沼ぬまは姿勢を正して、威勢よく返事をした。

「はい、この命、反恋愛という崇高な大義のため──そして何よりも先生のために、喜んで捧ささげ奉たてまつります！」

　そう言うと彼女は立てかけていた角材を摑つかみ、階下へと向かう扉を開け放って進み入った。

「待て、天あま沼ぬま！」

　慌てて彼女の後について階段を駆け下りると、天あま沼ぬまは最初の踊り場で待機していた。

　屋上と室内を繫つないでいた扉がゆっくりと閉まると、差し込んできていた茜あかね色いろの光が細い線になって、やがてふっつりとかき消えた。そうやってしっかりと扉が閉じるのを待ってから、天あま沼ぬまはこちらの方へと振り向き、いつも俺にだけ見せるフランクな調子で言った。

「センパイ、何やってるんすか。屋上で待っててください？」

　普段と変わらぬ様子を装よそおってはいるが、どことなく上ずった声が彼女の焦燥を如によ実じつにあらわしていた。

「いや、俺も行く！　こんな時にただ棒立ちで見学しているわけには……」

　そんな風に言いかけた俺の口を、天あま沼ぬまはピシッ、と強引に指を当てて止めた。

「そー言うだろうなって思って、ここで待ってました。センパイ、よく考えてください──もし万が一のことがあってここまで敵が攻めてきたら、誰がお姫様を守るんすか？」

「その万が一、がないようにするんだろうが！　それに、領りよう家けは強い。俺なんかがいたら、むしろ足手まといになって……」

「それ、本気で言ってるんすか？」

　そのドスの聞いた声には、強い憤いきどおりが込められていた。天あま沼ぬまは俺の肩を乱暴に摑つかむと、ガンッ、と壁に押し付けた。身長の低い顔を、こちらが見下ろしている形なのに、それでも異様な圧迫感があった。

「薫かおるちゃんがこれまでこうやって気張ってこれたの、誰のおかげか分かってないんすか？　強い？　そんなのはセンパイの、勝手な押し付けじゃないですか！」

　彼女がそんな風に声を荒げて感情をむき出しにするのを、俺は久しぶりに聞いた。

「……どうしてお前が、領りよう家けのためにそこまで怒るんだ」

「分かんないっすよ、そんなの。でも……なんか、どうしても、放っておけないから」

　天あま沼ぬまはクシャ、と自分の髪を乱暴に摑つかむと、もどかしそうに首を振った。

　そんな風に理由は自分でもよく分かっていないのに、その一方で天あま沼ぬまには揺るぎない確信があるようだった。どれだけ俺が説得しようとも、彼女が結論を変えるとは思えない。

「……分かった、俺は残るよ」

　そう言って俺は天あま沼ぬまの肩を押し、引き離そうとする。と、彼女は急に身体の力を抜いて、ぽすん、と頭を俺の胸へ預けた。

「それで、いいです。それがきっと……」

　天あま沼ぬまは少しの間そのままこちらへ頭をもたせかけていた。彼女の熱と重みが、胸板にしっかりと伝わってくる。速くなった俺の鼓動を、彼女は聞いているのだろうか。

　それから天あま沼ぬまはゆっくりと目を細め、急に俺から身体を引き離してシャンと立った。

「それじゃ、行ってきます。センパイ、絶対に守ってあげてくださいね」

　また軽い口調に戻った彼女はそれだけ言い残すと、くるりとこちらに背を向けて階段を駆け下りていった。

「天あま沼ぬま、頼んだぞ！」

　俺が上からそう声をかけると、彼女は振り返ることなく、グッ、と握った拳を掲げて応じた。
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　離れていたのは本当に短い間だったのに、屋上へ戻ってみるとぐっと肌寒くなっていた。しつこく残り続けていた夏の暑さは、いよいよかき消えようとしている。

　領りよう家けは柵に手をかけ、何も言わずにグラウンドの様子を眺めていた。

　そんな静かな屋上に、部員たちから無線で連絡が入ってくる。

『Ｂ地点交戦中、バリケードで食い止めてる。けど……宮みや前まえが、見当たらない』

『数人、大隊から離れて別行動している模様です。まだ捕捉できていません！』

『監視カメラで見てみます、各位、十分に注意して！』

　緊迫した状況なのに、しかしそれを聞いている領りよう家けは焦あせる素振りも見せず、泰然としていた。

「高砂たかさご、戻ってきてくれたか」

　領りよう家けは身体をグラウンドの方へと向けながら、頭だけわずかにこちらへ向け、静かにそう言った。武装用のヘルメットからこぼれる長い黒髪が、夕暮れの冷ややかな風に吹かれてなびいた。日常からはかけ離れたそんな無骨な装よそおいなのに、その姿は晩夏の、日没を目前にした風景によく馴な染じんでいた。

「宮みや前まえが張り切っていると言っていたな。やはり、後夜祭というリア充の祭典を成功させたいという強い思いがあるんだろう」

　もちろんそれもあるだろう。だが、俺の見てきた限り、今の宮みや前まえを突き動かしている原動力は、全く別にあった。

　だが、俺はそのことを彼女に伝えるべきなのだろうか。そんな風に逡しゆん巡じゆんしていると、領りよう家けは続けて言った。

「あいつが倒れた時に手助けをしてしまったことを、いまさらながらに後悔している。宮みや前まえの指導を欠いた生徒会に、文化祭を立て直す力はなかったろう。だが、ああしていなければ、もっと後悔した気がする──そう思うんだ」

　領りよう家けはその後で茶化すように、「自分でもよく分からない」と言って小さく笑った。




　キャンプファイヤーの火はいよいよその勢いをまして、暗くなり始めた空に火の粉を散らしていた。後夜祭の開始を待ちくたびれた生徒たちは校庭に座り込み、ある者は恋人と肩を並べて、ある者は文化祭を通じて苦楽をともにした級友と語らいながら、揺らめく炎を眺めていた。

　俺と領りよう家けは並んで、欄干に手をかけながら、そんな光景を屋上から見下ろしていた。特等席だ。もし自分がリア充で、後夜祭を楽しむ立場にあったのなら、恋人を誘ってここから見物していたのかもしれない。そんな仮定など無意味だと知ってはいても、なぜか頭のなかにはそんな空想が湧いてきてしまう。

「……思えば、お前と私とが決定的な出会いを果たしたのは、この屋上だったのだな」

　領りよう家けはこちらから視線を外したままで、淡々とそう言った。

　クリスマス・イヴに領りよう家けの演説を聞いた俺は、その翌日、この屋上からリア充に向かって叫んだ。それを聞きつけた彼女がここに来て……歯車が嚙かみ合あい、運命は巡り始めたのだ。

「ああ、そうだ。何もかもが遠い過去のようで──それと同時に、つい先日のことのようにも思える」

「今でもあの時の、お前がリア充に浴びせかけた罵倒が、はっきりと耳に残っている。あれだけの清すが々すがしい一撃を、私自身はいまだかつて、放てた例ためしがない」

　領りよう家けはそう言って穏やかに笑うと、ふと思いついたように突然トラメガを口に当て、校庭へ向かって叫んだ。

「リア充爆発しろ！」

　ぎょっ、とした生徒たちが一斉に振り向く。しかし屋上の様子にあまり変化がないことを察知すると、それぞれまた炎の方へと頭を向け直してしまった。

「やはり、なかなかうまくいかないな──うまくいかないこと、だらけだ」

　領りよう家けはそう言うと、自虐的にまた笑った。俺はしかし、それに同調して笑うことはできなかった。

「うまくいかないことだらけだなんて、最初から分かっていた。それこそ、お前に反恋愛運動に誘われた、あの時から」

　その言葉を聞くと、領りよう家けはこちらへと振り向いた。俺はグラウンドを見て、彼女に目を合わせないままで、続きの言葉を継いだ。

「だけど俺は、やると決めた。それだけだ」

　領りよう家けはしばらく黙りこんだあとで、ともすればかき消えてしまいそうなか細い声で、恐る恐る問うた。

「我々は、これまで負け続けてきた。お前は、後悔してはいないのか？　──こんな運動などしていなければ、真っ当な青春を送れていたかもしれない。恨んではいないのか？　──こんな運動に引きずり込んだ、私のことを」

　彼女はそれだけ言い切ると、答えを聞くのが怖いかのように顔をこちらから背けてしまった。

「もちろん、後悔はある。お前を恨む気持ちが無いと言えば噓うそになる」

　それを聞いた彼女は、「そうか……」と消え入るような声で呟つぶやいた。だが俺の本当に言いたいことは、そんな恨み言なんかじゃない。

　欄干に触れる彼女のほっそりとした手に、俺は自分の手を柔らかく重ねた。ぴくっ、と領りよう家けの指が跳ねるように反応する。そっぽを向いていたその顔が、こちらへと向け直される──ヘルメットを被かぶり、手ぬぐいで顔の下半分を隠して、その間から見える彼女の目は、潤んでいた。

「だけどな、そんなものが全部吹っ飛んでしまうくらいに……俺は、楽しかった。みんなと一緒に闘えたことが──そしてなによりも、領りよう家け、お前と一緒にいられたことが」

　彼女の目から、涙の雫しずくがこぼれ落ちる。俺はその雫しずくが手ぬぐいに吸い込まれる前に、指を差し出して堰せき止とめた。

「私は──ずいぶん泣き虫になった。どう考えても、お前のせいだ」

「いくらでも泣いたらいい。そのたびに俺がこうして、その涙を拭えばいいだろう」

「……恋愛至上主義者でも、そんなこと、恥ずかしくて、言わないぞ」

「俺は恋愛至上主義者じゃないからな、いくらだって言える」

「……変な理屈だ」

　領りよう家けはそう言って、泣きながら笑った。

　ちょうどそんなとき、無線機がノイズ混じりの天あま沼ぬまの声を運んできた。

『こちら最終防衛線です、独立して動いていた小隊を捕捉、食い止めました!!』

　そんな朗報に、心が沸いた。しかしその報告には続きがあった。

『──が、一名だけ、強引に突破されました！　顔を保護していて判別つきませんでしたが、おそらく──』

　そんな連絡にかぶさるようにして、機関銃のようにけたたましく階段を上る音が聞こえ、それは急速に大きくなり──ガンッ、という鈍い音が続いて、屋上への扉が勢い良く開かれた。

『──宮みや前まえだと思われます！』

　薄暗い屋内を背景にして立っていたのは、激戦によって制服がところどころ破けて、肌の至るところに血が滲にじんだ──それでいてその目には炯けい々けいとした強い意志の光を宿した──生徒会長・宮みや前まえだった。
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　ぞくりと背筋に寒気が走るような、そんな凄すさまじい気迫だった。こちらは俺と領りよう家け、向こうは宮みや前まえたった一人で、数的には有利なはずなのに、そんな劣勢を撥はね除のけてあまりあるくらいに宮みや前まえはただならぬ闘志を漲みなぎらせていた。

　校舎の屋上には今、その三人だけがいる。ちょうど太陽は地平線の下に隠れたばかりで、西の空は夕日の茜あかね色いろと夜の濃紺の入り混じった、形容しがたい不思議な色彩に染まっていた。屋上の柵の向こう側、校庭には沢山の生徒たちと、彼らが取り囲むキャンプファイヤーの炎が赤々と燃え盛っている。

「あなた方に──反恋愛主義青年同盟部の、あなた方に、文化祭を滅め茶ちや苦く茶ちやに……されるわけには、参りません……！」

　切れ切れにそう言う宮みや前まえの顔は、圧倒的な気迫に満ちる一方で、苦く悶もんに歪ゆがんでもいた。肩を大きく上下させて息を整える彼女は、明らかに満身創そう痍いだ。

「文化祭……そして後夜祭などという恋愛至上主義者の祭典をぶち壊すことこそが、我々の使命だ。私の目の黒いうちには……貴様らの好きにさせるわけにはいかない！」

　応じる領りよう家けの方も、その声には憔しよう悴すいの色が滲にじんでいた。手ぬぐいとヘルメットで隠した顔、その中で唯一露出している目が、その疲労を物語っている。ただ、その目の中に宿った光はいつもと同じように──いや、むしろいつもよりずっと獰どう猛もうに、ギラギラと光っていた。

　そしてそれは、生徒会長・宮みや前まえの方も同じだった。いつもなら大勢の軍団の後ろに控えて泰然としている彼女だが、今日はこうしてひとり先陣を切って、俺らを追い詰めに来たのだ。その顔には普段の上品な余裕など欠片かけらもなく、ただ俺たちに対する怒りだけがあった。

　宮みや前まえはじりじりと、痛ましい足取りでこちらににじり寄ってくる。屋上に追い詰められた俺らに、逃げ場はなかった。宮みや前まえと相あい対たいする俺と領りよう家けの後ろには、転落防止用の柵が迫っている。

　宮みや前まえが一歩一歩足を引きずるように進め、俺と領りよう家けが後退あとずさる。

　ぴたり、と宮みや前まえの足が止まった。それと同時に、こちらの背中に柵が当たって揺れ、乾いた金属音が響いた。

　静寂が訪れる。校庭で焚たかれたキャンプファイヤーの炎がパチパチと爆はぜる音が遠くに聞こえ、俺たち三人だけがいるこの屋上の静寂を、ひときわ強調していた。

　空気が張り詰めてピリピリと肌を刺すようだった。晩夏の夕暮れ、空気はまだ温ぬるいはずなのに、凍いてつくような寒さを感じた。

　領りよう家けと宮みや前まえ、互いを射殺すかのような、二人の視線が交わる──火花が散るその交点の先には、遠く校庭に燃える炎が揺らめいていた。

　宮みや前まえはまだ息も整っていないのに、勢い込んで話し始めた。

「思想は相あい容いれずとも──あなた方は、最低限私わたくしたちと共有できる、仁義を持っていると、思っておりました。しかしそれは私わたくしの、博愛主義的な甘い考えにすぎなかったようです。人質をとるなんて──最低です」

　一旦そこで言葉を区切ると、宮みや前まえは頭を左右に振ってあたりを見回した。

「領りよう家けさん、私わたくしが来ました！　今、助けます!!」

　しかし返答はない──あるはずがなかった。宮みや前まえが人質に取られたと思っている女子生徒は、いま彼女の目の前に立って、武装をして敵対している反恋愛主義青年同盟部議長・領りよう家け薫かおる、その人なのだから。

「仁義などとお花畑なことを言ってお高く止まっていられるのは、ありとあらゆるものを与えられてぬくぬくと温室で育ったリア充だけだ！　我々には何もない──使えるものは、何でも使っていくさ。革命を成し遂げるためには、手段など選んではいられない！」

「人々をないがしろにして、それで強引に自分の主張を押し通して……それで、本当に安定した社会が作れると思っているのですか!?」

「それは体制側の言い分だな。被支配者である我々には、既に今現在、選択の余地なんて与えられていない。すべては上から押し付けられて、見せかけの『自由』をありがたがっているにすぎないのだ。我々がやろうとしていることは、人々を押さえつけ制限する性質のものではない。むしろ逆に呪縛を解いて、本当の自由を獲得することこそが、反恋愛の究極の目的だ。その過程として、今の状態をまず突き崩す必要がある──暴力は革命の、助産婦なのだ」

「あなた方の行動原理は、そんな崇高なものではありません──ただの、今を頑張って生き、輝いている人々への、醜い嫉妬です！　それを覆い隠すために、ゴテゴテと理屈を並べ立てているのにすぎないのでしょう！」

「断じて、否いな！　なぜそんなものを、羨ましがらねばならぬのか。貴様ら恋愛至上主義者の洗脳されきった頭では、そのような低俗な解釈しか出てこない──呆あきれを通り越して、同情してしまいそうになる」

　領りよう家けと宮みや前まえとの舌戦は、いつも以上に熱気を帯びていた。それは取りも直さず、いつもは理性でセーブのかかる宮みや前まえが、今日は我を忘れてこちらに立ち向かっているからだった。

　と、宮みや前まえはガクッ、と一瞬体勢を崩した。すぐにしっかりと立ち直ったものの、息が荒い状態がいつまで経たっても戻らない。屋上までの道中で痛めた肘を、もう片方の手で押さえているところからも、身体的な限界が近づいていることは明白だった。

　しかしその目の光には、依然として不屈の光が宿っていた。

「……今日は随分と気合が入っているのだな」領りよう家けはそんな宮みや前まえの姿を見て、話題を変えた。「お高く止まって見物に終始していたお前が、こんな風に傷を負いながら最前線で闘うとは──やはり文化祭を締めくくる後夜祭なるリア充の祭典を敢行することは、恋愛至上主義を推し進める貴様にとって、重要なのだろうな」

　宮みや前まえはその言葉に対して、きっぱりと首を横に振って否定した。

「もちろん後夜祭を予定通りに行いたい、という気持ちはあります。ですが、私わたくしがこうしてここに立っているのは、生徒会長として、文化祭実行委員長としてではありません！」

「……どういうことだ？」

　領りよう家けは訝いぶかしげに彼女の顔を見る。対して宮みや前まえは、真正面から領りよう家けの顔を見据えて、はっきりと言った。

「友人として、人質の領りよう家けさんを取り戻しに来たのです」

　その言葉に、当の本人である領りよう家けは、動揺を隠せていなかった。

「貴様が、領りよう家けと友人など、初耳だな。そちらが勝手に思い込んでいるだけじゃないのか」

「ええ、そうかもしれません。でも、それでも構いませんわ」宮みや前まえは朗らかにそう言うと、流れるように領りよう家け薫かおるについて語りだした。「私わたくしは彼女のことを、尊敬しています。自らの信念を持ち、風紀委員会の新しい活動を通して学園をより良い場所へと変えていこうとする積極性、たくさんの仕事を抱えたままダウンした私わたくしの代役を急きゆう遽きよ務めて立派に完遂する、その臨機応変な高い能力・リーダーシップ。そしてなによりも、愛する人を大切にするその姿。私わたくしは彼女のことを心から敬愛し、学年的には後輩ではありますが、ひとりの師として見習っているのです」

　目の前にいる敵の様子には無頓着に、宮みや前まえは話し続ける。

「思えば、私わたくしは孤独でした。学園に入ってすぐ生徒会長に就任し、生徒たちの上に立ってきました。慕ってくれる部下などはいても、私わたくしと対等に話せる、話してくれる方は、クラスにも生徒会の同僚にも、どこにもいなかったのです。そんな孤独から私わたくしを解放してくださったのが、他ならぬ領りよう家けさんだったのです。私わたくしを恐れて特別扱いしたりせず、対等の立場から意見を具申してくれる彼女は、私にとって非常に新鮮で、次第に惹ひかれていきました。そして、彼女こそが次の生徒会長に相応ふさわしい、彼女ならこの学園をより良い場所へと発展させてくれる──そんな結論に至ったのです」

　宮みや前まえの口調は静かだったが、だからこそその言葉は真実味を帯びて響いた。

　領りよう家けが宮みや前まえに対して遠慮がなかったのは、そんなことをする必要がなかったからだ。俺たち反恋愛主義青年同盟部は、生徒会とは敵対する立場にある。もちろん『風紀委員長』などという仮面を被かぶって敵てき愾がい心しんは巧妙に隠していたが、領りよう家けにとっては宮みや前まえを必要以上に敬ったり、機嫌をとったりする必要はなかった。

　そのことが、皮肉にも宮みや前まえには好評価だったのだ。

「誰がやろうと、この学園に未来はない──恋愛至上主義が跋ばつ扈こ跳ちよう梁りようする限りはな！」

「そんなことはありませんわ！　確かに私わたくしの力不足によって、あなた方のような愛を知ることのできなかった可哀かわい想そうな人々が出てきてしまったことは事実です。ですが、彼女なら──領りよう家けさんなら、そんなことはありません。私わたくしはそう確信しております!!」

　宮みや前まえがそう言い切った後、しばらくの無言の時間が二人の間に流れた。決然と真正面を見据える宮みや前まえに対して、領りよう家けは動揺からかわずかに目を泳がせていた。

　が、やがて領りよう家けは握ったゲバ棒を振り上げると、ビュンッ、と勢い良く振り下ろして風を切り、その切っ先を宮みや前まえへと向けた。

「話にならないな。貴様の夢物語など聞いていても埒らちがあかない──取り戻したくば、力で我々をねじ伏せることだな」

「……残念ですわ。あなた方にも幾いく許ばくかの良心が残っていると期待しましたのに──無駄でしたわね。いいでしょう、健全な精神があってはじめて、太た刀ちに力がこもるということを、示してさし上げましょう」

　宮みや前まえはそう言って、杖つえ代わりについていた角材を上段に構えた。身体はボロボロのはずなのに、その姿勢には迷いが無く、敵ながら惚ほれ惚ぼれしてしまう。一方の領りよう家けも、宮みや前まえの言葉による動揺などもう感じさせない、一人の実践革命家として覚悟の決まった顔つきで、目の前の敵に相あい対たいして構えていた。

　そんな二人の間には、俺が介入する余地は残されていない。

　静寂。肌をピリピリと刺すような闘志が、双方から伝わってくる。遠くに聞こえていた生徒たちのざわめきが急速に遠のいていく──そんな錯覚に包まれる。

　示し合わせたかのように、二人は同時に動いた。どちらも上段に構えた得物を相手の脳天めがけて振り下ろす、何の衒てらいもないまっすぐな一太刀──。

　ガンッ、と鼓膜を震わせる重苦しい音が鳴る。二つの角材は、相手の頭へと向かう途上、ちょうど二人の中間地点で交わり、勢い良く跳ね返された。削られた木片が飛び散る。

　二人はともに飛びのき、再度間合いをとる。凄すさまじい衝突で手がしびれているだろうに、そんなことをおくびにも出さなかった。

　離れたのもつかの間、領りよう家けは溜ための素そ振ぶりもなく飛び込み、袈け裟さ斬ぎりにゲバ棒を振るった。対する宮みや前まえは僅わずかに後ろへと跳躍してその軌道から逃れると、剣先で誘導するように領りよう家けの攻撃を斜めに外す。大ぶりの一撃に、領りよう家けの方に隙が生まれた。宮みや前まえはすかさず再度踏み込み、突き気味に角材を突き出す。

　領りよう家けは咄とつ嗟さに屈かがんだ。ヘルメットの上を擦こするように角材が走る。

　ただ避けただけではなかった。ゲバ棒を振り下ろした勢いをそのまま活いかして、領りよう家けはしゃがんだままくるりとつま先で回転すると、突き出されていた宮みや前まえの角材を摑つかんだ。さらにもう一方の手に片手持ちしたゲバ棒を軽く振るって、相手の手を狙った。武器を奪って無力化させるつもりだろう。

　が、宮みや前まえはそう一筋縄ではいかなかった。彼女は敢あえて自分の角材を手放す。それを摑つかんで引っ張っていた領りよう家けが僅わずかに姿勢を崩すのを、宮みや前まえは目ざとく狙いこんだ。重心を大胆に後ろへと倒しながら、浮いた自分の角材の一端、先ほどまで持ち手として握っていたところを、思い切り蹴り上げる。その勢いに、片手でしか持っていなかった領りよう家けは摑つかんでいられず放してしまい、宮みや前まえの得物はくるくると空中で回った。領りよう家けは体勢を整えるのに精一杯で、一歩後あと退ずさる。

　後方へ身体を倒していた宮みや前まえは、両手を後ろについて、バネのように全身を使って勢いを逆転させ、それから空中で自分の角材を回収した。そしてその勢いのまま、後ろへ下がっていた領りよう家けへと斬りこむ。

　体勢を立て直していた領りよう家けが、それを迎え撃つ──最初と同じく、双方ともに正面からの剣撃。互角の力で打ち合う。跳ねた剣先は、どちらもすぐに再度相手へと向かった。

　手数の多い攻防が始まるが、どちらも凄すさまじい集中力で切り込み、受け流し、防ぎ、それを一切の過誤なく、決まりきった演舞のようにやってのけた。実力は、拮きつ抗こうしていた。

「不ふ埒らちな恋愛至上主義者に──我々の怒りの鉄てつ鎚ついが、負けるはずなどないっ！」

「愛を知らぬあなた方に──本物の力はありませんわ！　がむしゃらな太た刀ち筋すじ、もう限界が見えています!!」

　合間合間にそうやって相手へと揺さぶりをかけながら、二人は双方に容赦ない攻撃を加えていく。

　手の内など分かりきっているかのように、次の相手の行動を読み、裏をかく。そしてそれをも見越して、その一歩先を読む。まるで両方とも、自分自身を相手取って闘っているかのようだ。

　宮みや前まえと領りよう家けとは、似ているのかもしれない。今の立場こそ正反対の二人だが、その根本にはおどろくほどに共通点がある。どちらも自らの信念のために動き、強い統率力を発揮し、そして集団のために自分自身を犠牲にし、指導者の仮面を被かぶる。どこまでも不器用な二人だった。そしてだからこそ、宮みや前まえは領りよう家けに惹ひかれたのだろう。そして、多分領りよう家けも──。

　俺が手を出せば、二人の拮きつ抗こうを崩してこちら側の有利にもっていくことも可能だろう。だが俺は、そうしなかった。そして領りよう家けも、それを望んでいなかった。

　角材で斬り結ぶ彼女たちのその闘いは、ひとつの会話だった。言葉に出来ない部分をこうして交わし合う、不器用な彼女たちの間の、意思を通わせる唯一の方法だった。

　木材同士がぶつかりあう鈍い音。荒々しい息遣い。競せり合あうたびに低い唸うなり声が漏れ、時折気合を入れ直す清すが々すがしい声が響いた。

　日が落ちる。闘い始めてからいくらも経たっていないのに、あたりは急速に暗くなっていった。屋上と校舎内を繫つなぐ扉の上に据え付けられた蛍光灯が、またたく。切れかかったその照明の光と、キャンプファイヤーの炎だけが頼りだ。

　そんな悪条件にもかかわらず、二人の闘いはスピードを落とすことなく、むしろ熾し烈れつになっていった。

「……宮みや前まえよ、そろそろバテてきた頃なんじゃないか？　恋愛にかまけて日々の鍛錬を怠っているリア充には、この程度が限界だろう」

「……そちらこそ、息が上がってますわ。不健全な日常生活を送っているあなた方が、私わたくしたちに勝てるわけなどないのです！」

　言い交わし、双方に笑みを見せる。

　直後、それまでで最大の威力で、二人は打ち合った。冷たくなりはじめた夜の空に、その鈍い音が吸い込まれていく。

　凄絶な笑みのまま、二人は顔を見交わしている。その表情にはもはや、相手への思想的な苛いら立だちなどは見受けられない。純粋に好敵手とのその闘いを、楽しんでいるかのようだった。

　──と、宮みや前まえの顔が歪ゆがんだ。その直後、片方の膝がガクリと折れ、彼女の身体は平衡を失った。

　限界だった。休憩したとは言え、彼女は文化祭中に急に倒れてしまうくらいに疲弊していた。それに加えて、俺たちの守備を強引にかいくぐってここまでやってくるのに、相当消耗したことだろう。今まで領りよう家けと張り合って戦えていたのが、奇跡だった。

　そしてそれは、領りよう家けにとってはまたとないチャンスだった。倒れる宮みや前まえを追撃すれば、勝利は確定的だ。まだ後続は食い止められており、屋上へとやってくる気配はない。彼女を人質としてとれば、もはや我々を陥落させる力のある者は残っていない──反恋愛運動史に残る大勝利を刻めるかもしれなかった。

　しかし──領りよう家けはゲバ棒を振り上げなかった。代わりに彼女は咄とつ嗟さに動き、倒れかけた宮みや前まえの身体を支えていた。

　そんな予想外の行動に、宮みや前まえは虚をつかれたのか目を丸くしていた。驚いたのは、領りよう家け自身もだろう。まさか自分が、勝利の好機をふいにして仇きゆう敵てきを助けるとは、夢にも思っていなかったはずだ。

　領りよう家けの手に体重を支えられた宮みや前まえは、混乱の中もがくように手を伸ばす。その手が摑つかんだのは──領りよう家けの顔を覆い隠す、手ぬぐいだった。

「駄目だっ！」

　俺は咄とつ嗟さに叫んだ。

　だがそれは、あまりにも遅い警告だった。

　激闘の末に緩んでいた彼女の手ぬぐいは、あまり力のこもっていない宮みや前まえの手で引っ張っても、容易にほどけた。

　パサリ、とその布が、屋上の床へと舞い落ちる。

　領りよう家けの顔は、頼りない電灯と遠くの炎とに照らされて、薄暗いながら露わになった。その顔は、驚きに硬直している。手ぬぐいを取られた不覚と、そしてなによりも自分が宮みや前まえを助けてしまったということに。

　宮みや前まえは下を向いていた顔を起こし、今や晒さらされて明らかになった敵の姿を見る。

「……領りよう家け、さん……？」

　彼女のその声は、困惑に震えていた。




　　　　４




「どういうこと……ですか……？」目を逸そらしている領りよう家けに、宮みや前まえが迫る。「先ほどの手応え、言葉の調子、確かに私わたくしが今まで相手にしてきた反恋愛主義青年同盟部の代表のものでした。それが、なぜ……領りよう家けさん……」

　領りよう家けは俯うつむいたままで、それに応える。

「……簡単なことだ。反恋愛主義青年同盟部議長は、私、領りよう家け薫かおるなのだ」

　そう告白する領りよう家けの顔は、脱力していた。もう言い逃れはできないと、観念したのだろう。秘密を保つために使ってきた神経が解放されて、どこかすっきりしている風にも見えた。

　宮みや前まえは絶句する。目を丸くしたままで領りよう家けの顔をじっくりと観察したあと、彼女が被かぶっていたヘルメットを外した。

「本当に、あなたなのね……」

　宮みや前まえの手が、その胸ぐらを摑つかむ。領りよう家けは全身の力が抜けてしまったかのように、されるがままになっている。

　俺がでしゃばるなら、今しかなかった。

「ああ、そうだ、そいつは領りよう家け薫かおるだ。恋愛至上主義者だったそいつを反恋愛へと洗脳したのが、遠い昔のように思える。議長役もなかなか板についていたが……所詮はその程度だったか」

　もったいぶった口調でそう言うと、宮みや前まえは視線を領りよう家けから外し、キッ、とこちらを睨にらんだ。

「……黒幕は、あなたでしたのね」

「いかにも。領りよう家けのような華きや奢しやな小娘に、そんな反骨精神が芽生えるわけないだろう」

　このシナリオで行けば、俺は領りよう家けを洗脳して反恋愛活動をさせ、さらに自分の恋人として振る舞わせてカモフラージュを行おこなった畜生ということになる。怒りは俺にだけ向くはずで、領りよう家けは被害者として同情されるはずだ。

　俺は領りよう家けに目配せをする。領りよう家けは黙って、強制されていた風を装よそおえば良い。宮みや前まえの庇ひ護ごがあれば、彼女も普通の学園生活へと復帰できるだろう。

　そんな俺の合図に対して──領りよう家けはぷい、と顔を逸らしてしまった。

「高砂たかさご、下手な猿芝居はやめろ。……宮みや前まえ、そこの男は高砂たかさごだ。私が強引に運動へ引き込んだ。奴やつに責任はない」

　そんな領りよう家けの梯子はしご外しに、俺は目の前が真っ暗になった。仕方なくこちらも、顔を隠していた手ぬぐいを外し、ヘルメットを取る。

「た、高砂たかさごさんまで……なぜ……」

　さらに混乱する宮みや前まえをよそに、俺は領りよう家けに対して怒りをぶつける。

「どうして俺の意図が分からないんだ！　お前だけはこの苦境から逃れられたかもしれないのに……」

「それはこちらの台詞せりふだ！　自分を犠牲にして私を助けようなどと、その馬鹿げた発想はどこから出てくるのだ!?　反恋愛運動は私がはじめたのだ、全ての責任は私が負う。お前は私にたぶらかされて運動に加担させられていたにすぎない」

　宮みや前まえは呆ぼう然ぜんとして俺たちのやりとりを眺めていた。そんな彼女が視界の端に映ると、領りよう家けはコホン、と咳せき払ばらいをひとつしてから、注釈を入れた。

「宮みや前まえ、お前は勘違いしていたようだがな……私と高砂たかさごは、べつに付き合ってなどいない。……まぁ、反恋愛運動家なのだから、当然といえば当然だ」

　俺も領りよう家けのその言葉に、首しゆ肯こうする。

「は、はぁ……そうですか」

　いまいち状況が吞のみ込めない様子で、宮みや前まえは相あい槌づちを打つ。

「まぁ、これだけ仲が悪いところを見れば、勘違いも解消するだろう。まったく……そんな馬鹿げた自己犠牲を、私が喜ぶとでも思ってたのか」

　領りよう家けの言葉に、俺はすぐさま応じた。

「喜ぶ喜ばないじゃない。お前がいなくなったら、元も子もないじゃないか。だからこその作戦だったのに……」

「そんなことは、逆でも言える。高砂たかさごがいなくなったら、どうしようもないだろう」

「何を言っているんだ？　お前さえ残っていれば、場所を変え手段を変えていつでも反恋愛活動を再開できたのに、どうしてその芽を摘つむようなことを……」

「そんなのは妄想にすぎないな。お前がいなくなれば、私は運動など続けられない──どれだけお前が私にとって大切なのか、分かっていないのか」

「そんなの、また別の奴やつを見つければ……」

「愚か者！　私はお前以外の誰も、側そばに置く気はない!!　むしろ、お前こそ演説のうまい適当な誰かを見繕って、運動を……」

「そんなことができるか！　お前がいたから俺はこんなことやってるんだ、俺がお前にどれだけ……」

　そんな言い合いをする俺たちから離れて、宮みや前まえはツカツカと屋上を歩いていくと、先ほど領りよう家けがグラウンドへの呼びかけのために使っていたトラメガを拾った。

「宮みや前まえ、これで分かったろう。悪いのはすべて私だ」

「何を言っている、俺がそそのかしたのが悪いんだ。宮みや前まえも、領りよう家けの能力は買っているんだろう、だから……」

　そんな俺と領りよう家けを交互に睨にらみつけると、宮みや前まえはスウッ、と大きく息を吸い込み、トラメガの音量を最大にして、叫んだ。




「リア充爆発しろ!!」




　あまりのボリュームにひび割れたその音は、ゆうに学園全体に響き渡った。周囲の人家からも、その爆音を訝いぶかしんだ人たちが戸外へと様子を窺うかがいに出てくる。

　直接その叫びを浴びせかけられた俺らは、麻ま痺ひしていた。耳にはキーン、という高い音が鳴り続けたままで、聴力がなかなか回復してこない。

　その音の源である宮みや前まえは、ハァハァと息を整えている。その目は──激しい怒りに燃え、その中にわずかに暗い悦よろこびの色が、確かにくすぶっていた。

　鳥肌が立つ。どう考えても宮みや前まえのそれは、反恋愛の魂、そのものに思えた。

　宮みや前まえはふぅーっ、と大きく息を吐き出すと、顔を上げ、俺たち二人を睨にらみつけた。

「そこの二人、正座しなさい」

　有無を言わさぬ口調だった。俺と領りよう家けは顔を見合わせると、しずしずと足を折って正座した。宮みや前まえはそんな俺たちの様子を見て、聞こえるようにチッ、と舌打ちをした。

「領りよう家けさん、高砂たかさごさん──私わたくしはお二人に、自己批判を要求いたしますわ」

　そんな宮みや前まえの突拍子もない物言いに、俺たちは戸惑いつつも抗弁する。

「我々は自分の信念に従って行動したまでであり……」

「そうだ、自己批判など決してしない、俺たちは反恋愛の志を捨てるくらいなら、死を選ぶまでだ」

　そんな俺らの返答に、宮みや前まえはダンッ、と足を踏み鳴らして凄すごんだ。

「お黙りなさい！　私わたくしが自己批判を要求するのは、あなた方が反恋愛運動を行おこなっていたからではありません──『反恋愛』などと標ひよう榜ぼうしておきながら、実は他のどんな学生よりもイチャイチャと口の中が甘ったるくなるような恋愛をエンジョイしている、その腐りきった姿勢に対してです!!」

　宮みや前まえのその言葉に、俺と領りよう家けは顔を見合わせる。

「それですわ！　示し合わせるでもなく自然とタイミングよく相手と目をあわせる、そんな安定期に入った恋人以外の何物でもないしぐさ!!」

「いや、俺と領りよう家けは別に……」「そうだ、我々はただ反恋愛というひとつの目標を胸にだな」

　宮みや前まえはギロリと睨にらんで、俺たちのそんな言葉を中断させた。

「いいでしょう──あなた方が認めない気ならば、今ここで二人の罪をつまびらかに解体してみせますわ。

　あなた方もおそらく最初は、純粋に反恋愛の志に燃えていたのでしょう。しかし若い男女がひとつの目標に向かって歩み出すと、当然のことながら恋愛感情が生じます。しかしそれは、あなた方の思想とは矛盾する。

　苦悩があったことでしょう、しかしあなた方はやがて気づいたのです──『反恋愛』の旗を掲げて恋人ではないと宣言さえしておけば、どれだけリア充行為に走ったところで誤魔化しがきく、と。そうなってしまえば、歯止めはききません。反恋愛、というその矛盾がむしろ、恋愛に背徳的な味を付与して、いよいよお二人はリア充街道をひた走っていくのです。

　私わたくしが知る限りでも、バレンタイン、スキー、映画制作、海辺での合宿、浴衣ゆかたで夏祭り、自転車二人乗りで文化祭の買い出し、などなど……恋愛を称揚する立場の私わたくしでも胃もたれがするようなリア充行為を、凄すさまじいハイペースでこなしてきました。つい先程もあったとおり、ピンチになれば自分を顧みず相手を庇かばって助けようとする。自分よりも相手を大事にするのが当然のその思考回路──理想的なカップルというほかありませんわ!!

　あなた方は『反恋愛』をダシにして甘々と好きな人との幸せな時間を享受してきた、恋愛至上主義者にほかならないのです!!」

　宮みや前まえのその指摘に、俺たちはたじろぐ。隣の領りよう家けは手をギュッと握って腿ももの上に乗せている。顔は真っ赤だ。

「あなた方の行おこなってきた『反恋愛運動』という名の最悪のリア充行為によって、どれだけ私わたくしたちが迷惑を被こうむったことか……お二人が上辺だけの『反恋愛』を叫んでイチャイチャと楽しんでいる間、私わたくしたちは──私は、辛酸を舐なめさせられて来ました。挙句私わたくしは恋人もなく、文化祭をクラスで楽しむこともできず、皮肉にもあなた方の言う『非リア充』そのものの生活を強いられたのです！」

　その悲痛な叫びに、しかし領りよう家けは疑義を挟んだ。

「いや、別に我々の行為は、お前に恋人ができないこととは関係ないんじゃ……」

　そんな鋭い抉えぐり込みは、しかし宮みや前まえの一喝によって遮断された。

「お黙りなさい！　あなた方に発言権があるとでも思っているのですか!?」

　暴君だった。しかしその鬼気迫った凄すごみを前にしては、領りよう家けといえども口をつぐむ他なかった。

「これでもうお分かりでしょう、あなた方は『反恋愛』というテーマで仲良しサークルをつくり、そしてそこの中でカップルを作って愛を育んできた、あなた方が批判するところまさにそのままの、最悪のリア充にほかならないのです!!

　あなた方に比べれば、私わたくしの方が数倍、数十倍、いえ……そんな比較なんて成立しないくらいに、非リア充ですわ!!」

　宮みや前まえはそう言い切ると、再度トラメガのスイッチを入れて口に当て、「リア充爆発しろ！」と俺らを面めん罵ばした。

　俺と領りよう家けとは、宮みや前まえのその糾弾を受けて、茫ぼう然ぜん自じ失しつしていた。

　こちらには、反恋愛運動を創始し、発展させてきた自負がある。しかし宮みや前まえの言うことも、なぜか一々もっともらしく聞こえてしまった。

「ご、誤解だ、宮みや前まえ……私たちは、そのような無駄な馴なれ合あいなど……」

　領りよう家けはしどろもどろになりながらそう抗弁するが、宮みや前まえはそれに対してピシャリとこう言い放った。

「では、隣の高砂たかさごさんに向かって、『別にお前のことは好きではない』とはっきり仰おっしやってください。何の恋愛感情もないただの同志なのであれば、できますわよね？」

　そんな指示に従おうと、領りよう家けは俺の方へと向き直る。そして口を開いて台詞せりふを言おうとするのだが……パクパクと唇が空振りするだけで声はちっとも出てこなかった。顔は、これまで見たことがないくらいに真っ赤になっている。

「そうでしょうとも、言えるわけありませんわ。そんなことを言って少しでも高砂たかさごさんが真に受けたら、大変ですものね。まったく、本当にいじらしい『恋する乙女』ですわ。領りよう家けさん、あなたが毎夜ベッドに入るとき、無性に切なくなってギュッ、と抱きまくらに腕を回し、顔を埋め、自分でも気づかぬうちに『たかさご……』と声に出てしまい、それが恥ずかしくなってさらに枕に顔を押し込んでいる姿が、目に浮かぶようですわ!!」

「わ、私は……断じて、そんな……」

「いいえ、絶対に週二ではやっていますわ！」

「…………」

　領りよう家けはついっ、と俺から顔を背ける。表情は分からなくなったが、その首筋の赤さでだいたい想像がついた。なんだかこちらまで恥ずかしくなってくる。

「そこ、二人して赤面するんじゃありません！　そういうところがリア充なんです、あなた方の言う上うわっ面つらだけのリア充像などゆうに飛び越した、本物のリア充の姿がここにありますわ!!」

　そう言われてしまうと、返す言葉がなかった。

　宮みや前まえは俺たちのそんなしょぼくれた姿を見ると頷うなずき、凛りんとして言い放った。

「さぁ、自己批判をしていただきますわ！　『反恋愛』という看板を掲げながらそれを肴さかなにリア充行為に励んできたこれまでの自分を、躊ちゆう躇ちよすることなく批判してください!!」

　俺たちが黙って俯うつむいていると、宮みや前まえはずいっとこちらへ進み出て角材をガンッ、と床へつきたて、「さぁ、早く!!」と迫った。

　しかたなく領りよう家けが、言葉に詰まりながらも自己批判をはじめる。

「わ、私、領りよう家け薫かおるは、その……『反恋愛』という目標を打ち出して運動しながら、それに矛盾しているとも取れる行為を、同志の高砂たかさごくんと行おこなっていました。大おお晦日みそかの夜にお寺へと繰り出して『偵察』を行おこなったのをはじめ、スキー、海、夏祭り、花火大会と、いろいろな所へと出かけました。それがリア充行為であると受け取られてしまうのも無理はなく、実際、その……私自身、高砂たかさごくんと過ごすひとときを楽しんでいなかったと言えば、噓うそになります。

　私のそうした不ふ埒らちな態度は、反恋愛運動を主導する者として、許されるものではありません。この不誠実によって迷惑を被こうむった方々に、そして反・反恋愛運動を展開した挙句非リア充になってしまった宮みや前まえさんに、深く謝罪いたします。すみませんでした」

　最後の文言に、ビキッ、と宮みや前まえの顔が歪ゆがんだ。

　続いて俺も自己批判を行う。

「……ぼくはこれまで、隣の領りよう家けさんと結託して反恋愛運動を展開してきましたが、その態度に幾分か不適切なものがあったことを認め、ここに自己批判を行います。

　もともと我々は、現代社会にはびこる恋愛至上主義に違和感を覚え、『反恋愛』の旗印のもとに集い活動を始めた同志でした。自分では恋愛への未練を克服し反恋愛に魂を捧ささげる覚悟ができていたはずなのですが、やはりまだ心に弱さがあり、同じ反恋愛革命を目指して闘う領りよう家けさんの魅力に、いつしか惹ひかれてしまっていました。

　結果、先ほどの領りよう家けさんの自己批判にもあった通り、外から見ればリア充以外の何物でもない行為に耽ふけり、そのことをひた隠しにしてきました。

　宮みや前まえさんの言うとおりです。我々なんかよりもずっと、宮みや前まえさんの方が非リア充です。本当に申し訳ありませんでした」

　俺のその自己批判に、宮みや前まえはさらに眉間にシワを寄せ、角材をガンッ、ガンッ、と床に突き当てた。

「どうして二人して私わたくしのことをコケにするのですか!?」

「こ、コケになどしていません」「むしろ、非リア充の先達として尊敬し……」

「もういいです、黙りなさい!!」

　いつしか宮みや前まえの顔も、真っ赤に染まっていた。彼女は、はぁ、と大きな溜ため息いきをひとつつくと、領りよう家けの前に進み出て、手をとって彼女を立たせた。

　至近距離で、二人の目と目が合う。宮みや前まえの目が開戦前の勢いそのままに輝きを宿しているのに対して、自己批判をとられてしまった領りよう家けの目に力はない。

　宮みや前まえは角材を片手にもって身体を支えながら、もう一方の手を挙げ、平手を振りかぶった。領りよう家けは覚悟を決め、目を閉じている。

　その手が、振り下ろされ──領りよう家けの背中へと回され、ぐい、とその身体を抱き寄せた。

　領りよう家けの肩の上に、宮みや前まえの顔が来る。その目から、一筋の涙がこぼれ落ちた。

「人質なんて──本当に心配、したんだから……」

　ぎゅ、と領りよう家けを抱きしめる力が強くなる。

　そんな思わぬ抱擁に領りよう家けは目を丸くしていたが、やがて宮みや前まえが涙を流していることに気づき、バツの悪そうな顔になった。それから自分の両手を宮みや前まえの背へと回し、困惑しながらも柔らかく撫なでた。

「どうして私のことなんか、そんなに……」

「当たり前ですわ。友として領りよう家けさんのことを、お慕い申し上げているのですから」

　宮みや前まえのそんなストレートな物言いに、領りよう家けは照れて顔を逸そらした。

「……幻滅しただろう？　私はお前を詐いつわって、反恋愛運動を率いていたんだから」

「もちろん驚きました。でも……どうしてか気持ちは、変わっておりませんわ。これまでと変わらず、私わたくしはあなたに惹ひかれております」

　その言葉はまっすぐで、少しも偽った感じのない、純粋なものだった。

「そうか……しかし、私は裁かれなくてはならないな」

　領りよう家けがそう言うと、宮みや前まえは寂しそうに笑って頷うなずき、抱擁を解いた。

「ええ、そうですわね」

　宮みや前まえはそれから、領りよう家けが身につけていたヘルメットと手ぬぐいを床から拾い上げ、続けた。

「今日を以もつて、あなたには反恋愛主義青年同盟部の議長を辞めていただきます」

　退学まで覚悟していたのであろう領りよう家けは、宮みや前まえのその宣告に拍子抜けしたようだった。

　内容も少し変だ。本当なら反恋愛主義青年同盟部は解散、と言えば済むはずなのに……。

　と、宮みや前まえはなぜか、その拾ったヘルメットをかぶり、手ぬぐいを顔の下半分に巻きつけた。その姿は──長く運動をやってきた革命家であるかのように、しっくりときていた。

「あなた方のようなリア充に、反恋愛運動は任せておけませんわ。代わりに、正真正銘の非リア充であるこの私わたくしが、反恋愛主義青年同盟部議長に就任することにいたします」

　宮みや前まえのその宣告に、俺も領りよう家けも呆ぼう然ぜんとなった。

「……は？」

　領りよう家けのそんな問い返しの言葉など気にも留めずに、宮みや前まえは再度トラメガを手にし、グラウンドに面した柵へと領りよう家けを引き連れていく。息を大きく吸い込むと──演説を始めた。

「全学園生徒に告ぐ！　諸君らの代表・生徒会は我々反恋愛主義青年同盟部の鉄壁の守備の前に足止めされ、これだけの時間が経たったというのにまだ人質を解放できずにいる──我々の勝利だ！　生徒会長・宮みや前まえは階級的怒りの鉄てつ鎚ついが振り下ろされるや、尻もちをついて泣き、『実は私は非リア充なんです……』などと命乞いをしてきた！

　ここに我々の反恋愛運動の勝利を、高らかに宣言する!!」

　それは歴戦の革命戦士がそのまま乗り移ったかのような、見事な啖たん呵かだった。

　演説を終えた宮みや前まえの顔は──恍こう惚こつとしていた。

「あぁ……すっきりしましたわ。私わたくしが本当にやりたかったのは……これでしたのね。今まで自分を殺して恋愛などを称揚してきたのが、本当に馬鹿馬鹿しく思えてきましたわ!!」

　独り言のように宮みや前まえはそう言った後、狂ったように高笑いした。怖い。

「あの……宮みや前まえさん」そんな彼女に、領りよう家けがおずおずと敬語で問う。「私たちの方は、今後どうなるのでしょうか」

　宮みや前まえは顎に手を当てて一考した後、こう言った。

「そうですわね、領りよう家けさん──あなたには、『書記長』の肩書を差し上げます。私わたくしと協力して、反恋愛運動をより一層発展させていくことを命じますわ」

「えっ、と……う、うむ、分かった」

　混乱しながらも領りよう家けは頷うなずく。急展開すぎて頭がついていかないのは、俺も領りよう家けも同じようだった。

「高砂たかさごさんは雑用に任命いたしますわ」

　なんだか扱いがぞんざいだが、よく考えるとこれまでと同じだった。

　このことをどう他の部員に説明したら良いいのだろうか。考えただけで頭が痛くなる。

　宮みや前まえはそんな困惑中の俺たちをよそに、実に活いき活いきとしていた。彼女は生徒会・文化祭実行委員会に繫つながる無線機で、部下たちに伝令を発する。

「反恋愛の輩やからに騙だまされてはなりません、私わたくしは決して屈してなどおりませんわ！　屋上で人質の領りよう家けさんを保護し、いま下へと向かいます！」

　そう言い終えると宮みや前まえはこちらの方を見て頷うなずく。俺らは彼女の案に乗って、この闘争を収束させる方向へと進めることにした。




　領りよう家けは手負いの宮みや前まえを支えながら、屋上から降りていった。俺は二人とは同行せず、単独でグラウンドへと向かう。他の反恋愛主義青年同盟部員の退却を手伝わねばならなかった。

　混乱を避けるため、二人が無事脱出したのを確認してから、俺は屋上から出発する。外階段とベランダとを駆使して、俺は最短距離で防衛拠点へと向かっていく。

　天あま沼ぬまは一人で凶悪なバリケードを構築し、放水ポンプや消火器を駆使して立ち向かってくる生徒会軍団を撥はね除のけていた。相手は戦意喪失して、バリケード越しに遠巻きに天あま沼ぬまを睨にらみつけるだけだった。

「天あま沼ぬま、退却だ」

　駆け寄って俺が声をかけると、彼女は怪け訝げんそうに聞き返す。

「退却？　どうなってるんすか、上は!?」

　あの経緯を短時間で説明することは不可能だ。その場にいた俺ですら、まだ頭がついていっていない。

「説明は後だ。とりあえず領りよう家けは既に、宮みや前まえと屋上から退却している、俺らも後に続くぞ」

「え、ちょっと……なんで宮みや前まえと一緒に!?」

「聞くな、俺もよく分かってない！」

「分かってないってなんすか、分かんないっすよ!?」




　そんな風にして苦しいながらも、俺は各持ち場を担当していた部員に対してとりあえず説明をし、全員をなんとか退却させた。あとは俺が校舎から退却すれば、誰一人の犠牲もなく──むしろなぜか部員を一人加えて──俺たち反恋愛主義青年同盟部はこの闘争を終えることができる。

　やっと校舎の出口が見えてくる、そんな絶妙な場所で──案の定、彼女は俺を待ち構えていた。

「やあやあ、ご苦労。待ちくたびれたよ」

　女児だった。相変わらずの余裕な表情で、もうそろそろ眠くなってきたのか欠伸あくびなどしている。

　屋上で起こった先ほどの急展開。そしてこの待ち構えていたかのような女児。なんだか嫌な予感に、背筋がぞくりとする。

「もしかして……そうなんですか」

　俺の問いかけに対して、女児は不敵に笑った。

「まさか、そんな……いくらあなたといえど、そんなことが……」

「ふふ……私に不可能などないからな」

「でも、どんな意図があったっていうんです？　俺はもう、恋愛至上主義側に不利だとばかり……」

　俺の言葉に、女児はまだニヤニヤと笑っている。

「ひた隠し、ってわけですか……ずるいですよ、そんな」

「……えっと、何の話だっけ」

　適当に話を合わせていただけの女児だった。両親のご機嫌を窺うかがってしまいがちな悲しい家庭環境の子供によく見られる習性だが、女児のはただ単に威張って見せたいだけだ。

「……宮みや前まえが、我々の、反恋愛の側に転んだ、という件です」

「あー、そっちの話かぁ、私も忙しくていろんな案件を抱えているからね、参った参った」

　誤魔化すのが下手すぎた。たぶん大人になったら部下にあからさまに嫌われる上司になることだろう。

「それで、宮みや前まえの件だったね」取り繕うかのように、女児は早口で続ける。「いかにも、私の操作によって宮みや前まえは君たちの側に行った──これは深遠なる私の計画の、序章なのだよ」

　こういう時の女児の言葉は、たいてい噓うそだ。

「噓うそですよね？」

「…………」

　噓うそだった。誤魔化すのも噓うそをつくのも下手すぎる女児だった。

「ま、まぁ？　そんなの、私の計画にとっては、さしたる支障はないけどな？　全然まだ想定の範囲内なんだけどな？」

「宮みや前まえがこっち側になったら、もう完全にこの学園で俺たちを止める勢力いなくなりますけど……」

　俺がそう言って追い詰めると、女児の目にじわっ、と涙が浮かんだ。

「だいたいな！　お前がちゃんと領りよう家け薫かおるを落とせないのが悪いんだぞ!?　私の言ったとおりにやっていれば、今頃お前と領りよう家けは付き合って初めての夏を迎え、エアコンの効きの悪い蒸し暑い自室で汗だくになりながら、互いの初めてを捧ささげあっていた頃なんだぞ!?　反恋愛など綺き麗れいさっぱり頭から消えていたはずなのに……全部お前が悪い！」

　女児は地団駄を踏みながらそう言うと、ギロリと俺を睨にらんだ。ちょっと……いや、かなりダメージの大きい言葉だったが、俺は反恋愛の魂を奮い立たせて言った。

「なに言ってるんですか、俺はあなたから早々に離反したんですからね。そんな風に責められるいわれはありません。あなたの作戦がうまくいかないのは、あなたの責任です」

「う、うう……」

　女児はすぐに言い返せなくなると、強硬手段で俺に報復を仕掛ける。

「おーい、誰か！　ここに反恋愛主義青年同盟部の者がいるぞ!!」

　その女児の呼び声を聞きつけ、すぐに足音が迫ってきた。

「おい、今の子供の声じゃなかったか？」「こんな所にガキがいるわけない、聞き違いだ。暑い中の戦闘で頭がおかしくなってんだ」「そうかな……」

　訝いぶかしみながらも、足音は俺の方へと着実に近づいてくる。

「フフ……絶体絶命だね。いいか、ここで君が心を入れ替え、領りよう家けを落とし、宮みや前まえに適当な恋人を見繕って反恋愛をやめさせることを誓うなら、助けてやらんでもない！」

　女児は得意満面でそう言うが、創造主にしてはあまりにやり口が汚かった。

　しかし俺はもう、そんな交渉になど屈しない。先ほどの女児の、『今頃お前と領りよう家けは～』の部分を聞いて一瞬半年前の自分の判断が正しかったのか不安になったが、もう大丈夫だ。

「いいえ、俺は反恋愛を貫き通します。運命に──抗あらがってみたいんです」

　俺が女児にそう宣言した直後だった。ドンッ、と地響きのような轟ごう音おんがしたかと思うと、空がパッ、と明るくなった。──花火だ。

　後夜祭を盛り上げるために、キャンプファイヤーとセットで用意された花火が上がったのだ。とにかくリア充というものは光ったり燃えたりするのが好きらしい。

　花火は後夜祭の開始を告げる合図として使われる予定だった。先に行った領りよう家けと宮みや前まえが準備させ、上げた──これは俺たちの、作戦だ。

　続いて放送が鳴る。

『ただいまより、後夜祭を開始いたします！　大変長らくお待たせいたしました!!』

　校舎の中にも流れたその放送によって、俺の方へと迫っていた足音が止まった。

「……え、もう始まんのかよ!?」「なんで俺らここにいるんだ？　やべーぞ！」「あっ、おい、あの救援呼んでたの、どうすんだよ」「誰かが行くだろ、それか幻聴ってことにしとけ」「うぃ、おっけ。じゃ行くべ」

　そんな声が聞こえ、先ほどまで近づいていた足音は凄まじい勢いで遠ざかっていった。

「おい、誰かいないのか！　貴様らに責任感はないのか!?」

　しかしそんな女児の呼びかけに、応じる声はなかった。それも無理からぬ話だ。リア充というものは兎と角かく、孤独になることを恐れる。自分がいない時になにか面白いことが起こってネタについていけなくなるのでは？　イベントに参加しないと今度何かあったときに誘われないのでは？　そんな疑心暗鬼に常に悩まされている彼らにとって、後夜祭が始まったのに現場にいないということは致命的であり、我先にと焦あせって級友の許もとへ向かっていくはずなのだ。そして俺たちはそんなリア充の悲しい習性を用いて、この闘争を収束させにかかった。

　効果は期待以上だった。バリケードを破壊して我々を追い詰めようとしていたはずの軍勢は、今や校舎の出口から凄すさまじい勢いでグラウンドへと出て行っていた。宮みや前まえが偽にせの勝利宣言を行おこなったことも、大きく効いているのだろう。

　あてが外れた女児は、悔しそうに唇を嚙かんでこちらを睨にらみつけている。

「最も早はや……君など頼りにしていては、いけないのかもしれないな」

　そう言うと彼女は、フン、と顔をこちらから背けて、上ずった声で話を続けた。

「もっと別の、君より魅力のある男を領りよう家け薫かおるにぶつけて、それで落とさせることにしよう。だいたいは、君が領りよう家けをうまく惹ひきつけられなかったのが問題なんじゃないのかね。うむ、我ながら名案だな」

　女児はちら、とこちらを横目で見て様子を窺うかがってくる。だが俺には、そんな揺さぶりは効かない。

「別にいいですよ、領りよう家けはそんなのでは落ちませんから」

「大した自信じゃないか、なんで他人のことなのに、そう言い切れるんだい」

「簡単ですよ──領りよう家けは俺のことが好きなんです。俺が領りよう家けのことを好きなのと、同じくらいに」

　そんな俺の台詞せりふに、女児はなぜか赤面した。

「君、よくそんなことを臆面もなく言えるね！　た、試してみないと分からないじゃないか」

「分かりますよ。俺は領りよう家けのこと、信じてますから」

「あのね……それは完全にリア充側に振れ切ったバカのセリフだよ」

　女児はハァ、と溜ため息いきをついて目頭を押さえた。俺は畳み掛けるように、さらに続けた。

「あと、そんなことするならもうあなたがうちにいる理由、ないですよね？　出て行くんですか？」

　その俺の問いに、女児は固まる。彼女が俺の家に居着いている理由は、俺を監視して隙あらば領りよう家けとくっつけさせるためだった。他の男を使うのであれば、もう俺の家に彼女がいる必然性は全くなくなる。

　女児はちょっと目線を上げて俺の顔色を窺うかがうと、トコトコと俺の横に駆けてきてシャツの袖を両手でぎゅっ、と引っ張った。

「き、君がそこまで言うのなら仕方ないな。この話は無しにすることにしよう」

　なんだかんだで女児は俺の家が気に入っているらしかった。

「……言うまでもないことだが、私はまだ諦めていない。君には必ず、いつの日か、領りよう家けを反恋愛から引き離すために働いてもらうからな」

「はいはい」

　俺がそう言って軽くあしらい、ポンポンと頭を叩たたくと、女児はパシッ、とその手を弾はじいた。頰を膨らませて俺を睨にらんではいるが、なんだかそこまで嫌そうでもなかった。




　　　　◯




　後夜祭は予定より大分遅れて、何事もなかったかのように始まった。だが俺ら反恋愛主義青年同盟部は、そんな表面上の影響の無さとは裏腹に、実質的には大きな一歩を踏み出していた。この学園に反恋愛が根付くのも、そう遠くない未来に思えた。

　企画のリーダーとして、領りよう家けが演台に上がって挨拶をする。彼女は近いうちに、宮みや前まえの後を受け継いで生徒会長となるだろう。これによって俺たちを阻はばむ者はいなくなるのか、あるいは新たなる対抗勢力が出てくるのか、それはまだ分からない。

　立派にスピーチを終えた領りよう家けが、演台から下りてくる。その手を、後ろに控えていた宮みや前まえが取る。それから二人は、笑みを交わしあった。

「ねぇ、結局どういうことなの」「全然流れが理解できていないのですが……」「なんで宮みや前まえさんが……？」「気に入りません、あいつは国賊です！」

　無事校舎の防衛拠点から脱出してきた反恋愛主義青年同盟部の面々は、口々にそう言って俺に説明を要求した。

「説明は難しいんだがな……ま、まぁ、宮みや前まえにもいろいろあるんだよ。それが爆発しちゃった、っていうか……」

　領りよう家けとのリア充行為に自己批判をとられたことなど恥ずかしくて言えず、俺ははぐらかしにかかった。しかしどうも皆納得いっていないようだ。

　俺はそんな部員の追及から逃れるようにして、領りよう家けの許もとへと向かう。彼女と入れ替わりで今は宮みや前まえが挨拶をしており、領りよう家けは力の抜けた顔で、群衆から外れた所でキャンプファイヤーをひとり眺めていた。

「疲れたか？」

　俺が後ろから声を掛けると、領りよう家けはこくりと頷うなずいた。

「今日は、疲れた。バレンタインのあの日よりも、疲れたかもしれない」

　そう言い終えると彼女は、重心をゆっくりと後ろへと倒し、ぽすん、と後頭部を俺の胸板へと預けた。その不安定な体勢を支えるために、俺は必然的に彼女を後ろから抱きすくめる形をとらざるを得なかった。

「お、おい、危ないだろ」

「危なくなんかない。だって、高砂たかさごが支えてくれるんだから」

　悪戯いたずらっぽくそう言う彼女が、反恋愛の革命戦士だとは誰も思わないだろう。領りよう家けのその長い髪からシャンプーの甘い香りが、激務と激戦の汗の匂いと混じって立ち上ってくる。心臓が、ドクン、と跳ねる。

「これも……リア充を装よそおうための、カモフラージュ、だな」

　気を紛らわすために俺が言うと、領りよう家けは笑って応えた。

「如い何かにも。でも……そうだな、ほんの少しだけ」

　領りよう家けは身をよじるようにして、顔をこちらへと向けた。鼻先がくっつくほど、俺と彼女の顔は近づく。

　そのまぶたが、ゆっくりと閉じられ、また開く。それに従って、彼女の長いまつげがしなやかに揺れる──鳥肌が立った。

「私の、本当の、気持ちも──」

　途切れ途切れのその声が、俺の心臓を甘くくすぐった。

　見ると彼女の唇はすぐそこに佇たたずんで、艶なまめいていた。俺は自然と、それを見つめてしまう。と、唇はピクッ、とふるえて、それから領りよう家けは目をつぶった。心臓が再度、ドクン、と鳴った。俺は──
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「あなた方は！　本当に仕方がないですね!!」

　いつの間にかスピーチを終えていた宮みや前まえが俺たちの前に腕を組んで立っていた。見ると他の反恋愛主義青年同盟部のメンバーも、俺たちの周りを取り囲んでいる。

「……だいたい分かった」「なるほど、宮みや前まえさんの怒りも納得です」「確かに、正直ちょっと爆発したほうがいいのかも」「先生……私わたくしもちょっと、弁護しかねます……」

　俺と領りよう家けはバッ、と離れる。

「い、今のはだな、疲れて私が倒れそうになったのを、高砂たかさごが支えてくれたまでで」

「そういう中学生みたいな言い訳はいい」

　西にし堀ぼりがピシャリと言い切る。

「この前もそうだった。部の崩壊の危機とかいって、結局イチャイチャして」「そうでした。思い返せば、これまでも事あるごとに……」「そうそう、隠してるつもりかもしれないけど、ちょくちょく二人きりで会ってるよね？」「私わたくしはど直球のノロケを聞かされたことがあります……」

　皆のこれまでの不満が噴出し、俺と領りよう家けは返す言葉もなく俯うつむいて批判を受けていた。身体が熱くなり、汗がダラダラと出てくる。隣の領りよう家けは、顔から火が出そうになっていた。

「本当に、仕方のない二人ですわね……」

　宮みや前まえが呆あきれ返かえった口調でそう言うと、他のメンバーもうんうんと頷うなずいている。急速に宮みや前まえが他の部員に馴な染じむ一方、俺と領りよう家けの立場が危うくなっていた。

「それはともかく……ほら、今回の作戦を総括してくださるかしら、反恋愛主義青年同盟部書記長、領りよう家けさん？」

　宮みや前まえが言うと、領りよう家けは前に出て皆の方へと向き直り、そして鼻の頭をコリコリと恥ずかしそうに搔かいてから──勢い良くいつもの熱い口調で、喋しやべり始めた。


（了）









　　　あとがき




　五巻です。最初の巻が出たのがおよそ一年半前、そしてそれは電撃大賞への応募作だった為ため、書いたのはそのさらに一年ほど前ということになり、私は『いでおろーぐ！』という小説にかれこれ二年半も携わっている勘定になります。この二年半、高校・大学の同期の中には結婚し家庭を築き、なかには子供もできている者がいるわけですが、私は相変わらず、他人を誰も招いたことのない薄暗い部屋の中でスーパーの半額弁当をつつきながら、独りニヤニヤと気味の悪い笑みを浮かべつつ執筆に励んでおります。その鬱屈が創作へと繫つながるのであれば、作家冥みよう利りに尽きるというものです。そんな余裕ぶったことを書いてみましたが、実際には日々後悔と怨えん嗟さとで布団から起き上がれなくなり、悄しよう然ぜんと無駄な時間を過ごすこともしばしばです。どうしてこんなことに──そんな思いに眠れなくなり、それでも原稿を進める気にはなれず、真っ暗ななか天井をぼんやりと見つめて眠気が訪れるのを待っていると、世界の全てが自分の敵なのではないかという気になり、頭の後ろの方が熱くなってくる。その次に、取り返しのつかないなにかが、ザアッと背中を勢いよく通りすぎていってしまう錯覚に襲われ、慌てて寝返りを打ってそれを押しとどめようとするも身体は思うように動かず、ぐっ、と歯を食いしばってその自由落下のような感覚が過ぎ去っていくのをただひたすらに耐え忍ぶ格好となる。自然、目には涙が溜たまり、ひとたび堤防が決壊してしまうと、そうして涙を流していることの情けなさ、自分への怒りが更なる涙を誘い、思わず嗚お咽えつが漏れてしまう。自分は一体、なぜこのような苦しい思いをしてまで生きていなくてはならないのか。自然、思考はその方面へと向かっていくことになり……噓うそです。そんなことはありません。日々安あん穏のんと過ごしています。周りの人はみな親切、いい人ばかりです。毎日が楽しいです。仕事にはやりがいがあります。幸せそうな人たちの笑顔から元気をもらって、私もハッピーになれます。宇宙船地球号の一員として、社会の役に立てるようこれからも頑張っていきたいです。

　さて、宣伝です。『イメージソングＣＤ』というものが10月28日に発売になります。おそらく多くの方が、「イメージソングＣＤってなんだ……？」という疑問を抱いていらっしゃると思いますが、大丈夫です。著者もよく分かっていません。しかし、MOSAIC.WAV様が楽曲を担当なさるということで、凄すごいものが出来上がることは間違いありません！

　さらに、電撃マオウ12月号より、短期集中連載のコミカライズが始まります。こんな長い台詞ばかりの、到底コミカライズに向かない小説がまさか……という感じですが、企画は着々と進行している模様です。どちらのメディアミックスもぜひ、よろしくお願いいたします。

　謝辞です。イラストの憂ゆう姫きはぐれ様をはじめとしてこの巻の制作に携わった方々、そしてなによりも読者の皆様に厚く御礼申し上げます。次こそは遅れないように……頑張ります！

　それではまた、近いうちにお会いいたしましょう！


椎しい田だ十じゆう三ぞう
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椎しい田だ十じゅう三ぞう

第21回電撃大賞小説部門で《銀賞》を受賞。色々なことに手を出しすぐに飽きてしまう悪癖があるが、作家として広く浅く知識を得るためにはそれも良いのではないかと開き直った。
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イラスト／憂ゆう姫きはぐれ

原稿の合間に高◯生クイズを見ていたら、昨年の大会を期に付き合い始めたという、それはそれはさわやかなカップルが出場していました。　今こそ言うしかない、リア充ばｋ……お幸せに！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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